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論 文要 旨  

 

1912 年 9 月 、東 方 ユ ダ ヤ人 の イ ディ ッ シ ュ 演劇 体 験 とフ ェ リ ス・バウ

ア ーと の 邂 逅に 基 づ い て成 立 し た『 判 決 』 によ っ て 、カ フ カ は はじ め て

自 己 の 文 学 的可 能 性 を 発見 し た 。こ の 作 品 では 、 ゲ オル ク を 小 市民 的 な

世 界へ 凋 落 して い る 分 身 と し て 、他 方 ロ シ アの 友 人 を作 家 的 形 象と し て

設 定し 、 ゲ オル ク を 水 死さ せ る こと で 、 作 者は 友 人 を生 き 残 ら せた 。 と

こ ろが 、 ロ シア の 友 人 の「 代 理 人」 と し て 登場 し 、 息子 に 溺 死 の刑 を 宣

告 し た 後 、 ベッ ド で 卒 倒す る 父 親の 姿 に は 、遠 い 異 国 で 朽 ち 果 てよ う と

す る友 人 が 間接 的 に 暗 示さ れ て おり 、 カ フ カ の 「 書 くこ と 」 に 対す る 懐

疑 性も 潜 ん でい る 。  

『 判決 』 から 2 か 月 後 に書 き 始 めら れ た 『 変身 』 で は 、 対 照 的 に 作 者

自 身の 共 同 体へ の 抑 え がた い 憧 憬が 描 写 さ れて い る。『 変 身』は 3 章 で 構

成 され て い るが 、 グ レ ーゴ ル は 各章 の 最 後 の場 面 で 自分 の 部 屋 を去 り 、

家 族の 領 域 であ る 居 間 に這 い 出 そう と す る 。 こ の 行 為の 背 後 に は、 家 族

と の繋 が り を回 復 し 、 既に 変 身 以前 に 始 ま った 孤 立 化を 打 ち 破 りた い と

い う願 望 が 潜ん で い る 。こ の 共 同体 に 対 す るや む こ との な い 憧 れと 、 書

く ため に 必 要な 孤 独 へ の 内 的 志 向と が 、 カ フカ の 作 品を 貫 く 重 要な ラ イ

ト モチ ー フ を形 成 し て いる の で ある 。  

『 判決 』に関 し て は 、後 年「 ミレ ナ へ の 手 紙」の なか で 、「 あ の時 の 長

い 夜に 、 は じめ て 傷 が ぽっ か り と口 を 開 け たの で す 」と 追 認 さ れる 。 こ

の 傷と は 、 確固 た る 生 の拠 り 所 を奪 わ れ 、 決し て 自 己確 証 さ れ 得な い と

い うカ フ カ の存 在 の「 不安 」を 象 徴的 に 示 して い る 。彼 は 他 人 の生 に は 、

何 か確 実 な 根拠 が あ り そう に 見 える の に 、 自分 の な かに は 自 明 なも の 、

必 然的 な も のを 見 出 す こと が で きな い の で ある 。 ま た、 生 来 、 他者 と の

あ いだ に 血 の通 う ル ー トも 断 た れて お り 、 いわ ば 二 重の 意 味 に おい て 根

源 的な 関 係 性を 喪 失 し て、 こ の 世に 生 ま れ てき た の であ る 。 こ の根 源 か

ら の離 隔 に 対す る 苦 痛 、さ ら に 根源 と の 一 致に 戻 り たい と い う 無力 な 願

望 こそ が、『 審 判 』の 結末 で 表 現さ れ て い る罪 よ り も深 い「 恥 辱 」の 概 念

な ので あ る 。  

短 編集『田 舎 医 者』の 最後 に 置 かれ て い る「 あ るア カ デ ミー へ の報 告」

（ 1 917 年 ）は 、か つ て 猿で あ っ た主 人 公 ロ ート ペ ー ター が 人 間 を模 倣 す
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る こと で 、 いか に し て 人間 社 会 に適 応 し て いく か 、 その 経 緯 を 報告 す る

も ので あ る 。冒 頭 で 主 人公 が 回 想し て い る 「 5 年 」 前と は 、 カ フカ 文 学

誕 生の 契 機 とな っ た 19 12 年 の こ とを 示 唆し て い る。ヨ ー ロ ッパ に 向 かう

汽 船の 檻 の なか で 閉 塞 状況 に あ る猿 に は 、 自ら の 猿 猴的 根 源 へ の帰 還 の

可 能性 は 完 全に 閉 ざ さ れて い る 。ロ ー ト ペ ータ ー が 陥っ て い る 「出 口 」

の ない 残 酷 極ま る 状 況 は、 191 4 年 末、『 審 判』 の 執 筆を 放 棄 し たカ フ カ

自 身の 姿 に 照応 す る 。 当時 カ フ カは 、 も う 一つ の 「 出口 」 と も いえ る フ

ェ リス と の 関係 も 婚 約 破棄 に よ り中 断 し 、 まさ に 出 口の な い 八 方塞 が り

の 迷路 へ と 追い 込 ま れ る。『 判 決』が フ ェ リ スと の 最 初の 出 会 い のす ぐ 後

に 生ま れ、『 審 判 』 が 彼女 と の 婚約 解 消 直 後に あ ら われ た の と は異 な り、

こ こで は す べて が 原 理 的に 体 験 し尽 く さ れ てお り 、 何一 つ 新 た なも の は

生 まれ な か った 。 そ れ 以後 、 短 編集 『 田 舎 医者 』 に 着手 す る ま での 2 年

間 は、 カ フ カの 創 造 力 は完 全 に 枯渇 し て お り 、 こ の 時期 い か に して 、 彼

が 人間 社 会 の側 で 「 出 口」 を 見 出そ う と し たか が 回 想さ れ て い る。  
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はじめに  

 

 

フ ラン ツ・カ フカ ( 1 883 -1 924 )の 文学 が 、世 界に 広 く 知ら れ る よ うに な

っ たの は 、 第 2 次 世 界 大戦 後 の こと で あ る 。彼 の 作 品は 、 そ の とき ど き

の 社会 状 況 や時 代 思 想 を先 取 り した も の と して 、 こ れま で に 実 存主 義 や

精 神分 析 か ら 宗 教 的 ・ 神学 的 な 立場 に い た るま で 、 多種 多 様 な 解釈 を 呼

び 起こ し て おり 、カ フ カに つ い ての 研 究・評論 は 、い まな お 際 限が な い 。

当 然、 作 品 は多 義 的 で 難解 な 解 釈に 囲 ま れ るこ と に なる 。 解 釈 は解 釈 を

生 み、 果 て しな く 迷 路 に 引 き 込 まれ て し ま うの で あ る。  

そ のよ う な 多義 性 こ そ が、 カ フ カの 作 品 に 無限 の 神 秘性 や 不 可 解な 謎

性 を付 与 す る要 因 と い える が 、 彼 自 身 は 手 紙や 日 記 のな か で 繰 り返 し 、

文 学と 自 己 との 一 体 性 を訴 え て おり 、 ど ん な小 品 、 断 片 に お い ても 、 作

家 の生 の 姿 を投 影 し て いる と い うの が 、 私 の一 貫 し た考 え で あ る。 父 親

の 不可 解 な 怒り を か い 溺死 の 刑 を受 け 、 橋 の欄 干 か ら身 を 投 げ る息 子 、

あ る朝 、 目 が 覚 め る と ベッ ド の なか で 巨 大 な虫 に 変 身し て い た 平凡 な セ

ー ルス マ ン、さ ら に は 30 歳の 誕 生 日の 朝、罪 状 不明 の ま ま 逮 捕さ れ る と、

そ の 1 年 後 に処 刑 さ れ てい く 銀 行員 ヨ ー ゼ フ・K と いっ た 主 人 公た ち を 、

作 者自 身 と 切り 離 す こ とは で き ない 。  

本 論文 で は 、主 と し て 19 12 年か ら 1 917 年 に執 筆 さ れた カ フ カ 中期 の

著 作（『 判決 』、『 変 身 』か ら『審 判 』、短 編 集『 田舎 医 者』）に 焦 点 を 当 て 、

い かに 彼 が 自ら の 体 験 や自 分 を 取り 巻 く 環 境を イ メ ージ へ と 変 容さ せ 、

作 品世 界 を 構築 し て い った か を 解き 明 か す こと で 、 カフ カ の 真 実に 迫 っ

て みた い 。  
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Ⅰ 『 判 決 』  

 

ⅰ ） 作 家 の 誕 生  

1912 年 はカ フ カ の 創 作活 動 に とっ て 、決 定的 な 転 換点 と な っ た 。こ の

年 の 9 月 22 日 の夜 から 23 日 の 未 明に か けて 、「 恐 る べき 緊 張 と喜 び を も

っ て、ま る で水 の な か を前 進 す るよ う に 」 (T 1 83 )¹、一気 呵 成 に 書き 下 ろ  

さ れ た 『 判 決 (D as  U r te i l )』 は 、 カ フ カ の 文 学 的 突 破 と 見 な さ れ て い る 。

作 者自 身、「こ の 物 語 は本 物 の 誕生 の よ う に汚 物 や 粘液 に 覆 わ れて 、ぼ く  

                                                                                         

1  カ フ カ の テ ク ス ト か ら の 引 用 は 、以 下 の 省 略 記 号 と ペ ー ジ 数 で 本 文 中 に 示 し た 。な お 、邦 訳 は『 決

定 版 カ フ カ 全 集 』（ 新 潮 社 ） を 参 照 さ せ て い た だ い た 。  

A  =  A m e r i k a .  R o m a n .  H r s g .  v o n  M a x  B r o d .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 8 6 .   

B  =  B e s c h r e i b u n g  e i n e s  K a m p f e s .  N o v e l l e n・S k i z z e n・A p h o r i s m e n  a u s  d e m  N a c h l a ß .  H r s g .  v o n  

M a x  B r o d .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 8 3 .  

B r  =  B r i e f e  1 9 0 2 - 1 9 2 4 .  H r s g .  v o n  M a x  B r o d .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  

1 9 8 3 .  

E  =  S ä m t l i c h e  E r z ä h l u n g e n .  H r s g .  v o n  P a u l  R a a b e .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  

Ve r l a g ,  1 9 8 7 .  

F  =  B r i e f e  a n  F e l i c e  u n d  a n d e r e  K o r r e s p o n d e n z  a u s  d e r  Ve r l o b u n g s z e i t .  H r s g .  v o n  E r i c h  

H e l l e r  u n d  J ü r g e n  B o r n .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  Ta s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 8 6 .  

H  =  H o c h z e i t s v o r b e r e i t u n g e n  a u f  d e m  L a n d e  u n d  a n d e r e  P r o s a  a u s  d e m  N a c h l a ß .  H r s g .  v o n  

M a x  B r o d .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 8 3 .  

M  =  B r i e f e  a n  M i l e n a .  H r s g .  v o n  J ü r g e n  B o r n  u n d  M i c h a e l  M ü l l e r .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  

Ta s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 8 6 .  

O  =  B r i e f e  a n  O t t l a  u n d  d i e  F a m i l i e .  H r s g .  v o n  H a r t m u t  B i n d e r  u n d  K l a u s  W a g e n b a c h .  

F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 8 1 .  

P  =  D e r  P r o z e ß .  R o m a n .  H r s g .  v o n  M a x  B r o d .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  

1 9 8 3 .   

S  =  D a s  S c h l o ß .  R o m a n .  H r s g .  v o n  M a x  B r o d .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  Ta s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  

1 9 8 6 .  

T  =  T a g e b ü c h e r  1 9 1 0 - 1 9 2 3 .  H r s g .  v o n  M a x  B r o d .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  

1 9 8 6 .  
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の なか か ら 生ま れ て き た」 (T 186 )と 認め て いる よ う に、『 判 決 』に よ っ て

カ フカ は は じめ て 自 己 の文 学 的 可能 性 を 発 見し 、 作 家と し て の 自己 意 識

に 目覚 め た ので あ る 。  

 

ⅱ ） ロ シ ア の 友 人  

物 語は 春 の 盛り の 日 曜 日の 午 前、若 い 商 人 ゲオ ル ク・ベ ン デ マ ン (G eo rg  

B end e man n)  が ロ シ ア に い る 友 人 に 、 資 産 家 の 娘 と の 婚 約 を 知 ら せ る 手

紙 を書 き 終 えた 場 面 か ら始 ま る 。彼 は 机 に 肘を つ い て 、 窓 越 し に「 河 や

橋 、薄 緑 に 萌え る 対 岸 の丘 」 (E 2 3 )を ぼ ん や りと 眺 め てい る 。ゲ オル ク は

友 人に 手 紙 を書 い た こ とを 伝 え るた め に 、 もう 何 か 月も 足 を 踏 み入 れ た

こ との な い 父親 の 部 屋 に赴 く 。 ゲオ ル ク の 部屋 が 春 の陽 に 満 ち て明 る い

の に対 し て 、狭 い 廊 下 を挟 ん で 反対 側 に あ る父 親 の 部屋 は 、 中 庭の 向 こ

う にそ び え る高 い 塀 に 遮ら れ 異 常に 暗 い 。  

父 は亡 き 母 の形 見 を 飾 りつ け た 片隅 の 窓 ぎ わに す わ って 、 弱 視 を補 お

う とし て 、新 聞 を 目 の 前で 斜 め に支 え て 読 んで い た。テ ー ブ ル の上 に は、

あ まり 食 べ たよ う に は 見え な い 朝食 の 残 り が載 っ て い た 。 2 年 前に 母 を

亡 くし 、 年 老い た 父 親 から 事 業 を引 き 継 ぎ 、従 業 員 は倍 に 、 店 の売 り 上

げ も 5 倍 に ま で伸 ば し た ゲ オ ル クと は 対 照 的に 、 父 は窓 を 閉 め きっ た 暗

い 部屋 で 、 あら ゆ る 交 流関 係 か ら後 退 し て いる 。 と ころ が 、 ゲ オル ク は

自 分 の ほ う に 歩 み 寄 っ て く る 父 親 を 見 て 、「 お 父 さ ん は 相 変 わ ら ず 巨 人

(R ie se )だ な」 (E 26 )と 感嘆 す る 。  

ゲ オル ク の 友人 は 故 郷 での 暮 ら しに 我 慢 な らず 、 数 年前 に ロ シ アへ と

逃 走し 、 ペ テル ブ ル ク で商 売 を 始め た 。 は じめ の う ちこ そ 、 う まく い っ

て いた が 、 その う ち 振 るわ な く なり 、「 黄 色い 肌 の 色 ( ge lb e  H au t f a rbe )」

(E 2 3 )は 病 気の 気 配 を うか が わ せる 。彼 は ペテ ル ブ ルク に 住 む 同国 人 と も

深 くは 交 わ らず 、 ロ シ ア人 と の 社交 的 な 交 際も ほ と んど な く 、 頑な に 孤

独 を守 り 、 生涯 独 身 を 通そ う と 決意 し て い る 。 さ ら に、 友 人 に 関す る ゲ

オ ルク の 人 物評 価 は 、「 異 郷 にあ っ て 得 る とこ ろ も なし に (n u t z lo s )、あ く

せ く と 働 い て い る 」 (E 2 3 )、「 あ き ら か に 道 を 誤 っ た 男 」 ( e bd . )、「 憐 れ と

思 って も 、ど う し て や るこ と も でき な い (n i ch t  he l f en )人 間 」 ( ebd . )な ど と

表 現さ れ て いる 。  

191 2 年の 日 記 で カ フ カは 、 家 族か ら 離 脱 して い る 状況 を 、「 ヨー ロ ッ
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パ にと っ て はあ ま り に も極 限 的 な孤 独 ゆ え に 、 ロ シ ア的 と し か 呼べ な い

よ うな 体 験 」(T 14 6 )と 呼ん で い る 。ま た、「 カ ルダ 鉄 道 の思 い 出 (E r i nne r ung  

an  d ie  Ka ld ab ahn )」 の 草稿 で も、「 生涯 の ある 時 期 、私 は ロ シ アの 奥 地 に

あ る小 さ な 鉄道 の 雇 員 をし て い たこ と が あ る。 私 は あの 地 に い たと き ほ

ど 、孤 独 だ った こ と は ない 。 私 は当 時 、 そ のよ う な 場所 を 求 め てい た 。

孤 独 が ひ し ひ し と 身 に 迫 れ ば 迫 る ほ ど 、 そ れ ほ ど い っ そ う 快 か っ た 」

(T 2 63 )と 記 さ れて い る よう に、「 ロ シ ア 」と いう イ メ ージ は 、カ フカ が「 書

く こと 」 の ため に 必 要 とし た 極 度の 孤 独 と 結び つ い てい る 。 ロ シア の 友

人 とは 、 ゲ オル ク の 潜 在意 識 の なか に あ る 自我 が 分 離し た も の であ り 、

作 者の 文 学 的志 向 が 仮 託さ れ た 形象 で あ る こと は 、 多く の 研 究 者 に よ っ

て 指摘 さ れ てい る 。 ²  

こ のよ う に カフ カ は 、 自分 の 願 望を 複 数 の 登場 人 物 に対 比 的 に 分身 化

す る技 法 を 用い て お り、ロ シア の 友 人の 生 き 方 (=孤 独 )こそ 、な に より 彼

自 身が 欲 し た「 書く こ と」を唯 一 可 能に す る存 在 形 態で あ る 。カ フ カは 、

「 同じ 人 間 のな か に 、 すっ か り 違っ た も の であ る に もか か わ ら ず、 対 象

は 同じ だ と いう い く つ もの 認 識 があ る 。 こ れは 結 局 のと こ ろ 、 同じ 人 間

の な か に 違 っ た 主 体 が い く つ も あ る と い う こ と に ほ か な ら な い 」 (H 72 )

と いっ た ア フォ リ ズ ム を書 い て いる よ う に 、「ゲ オ ル ク 」と「 ロ シア の 友

人 」は 「 同 じ人 間 の な かに あ る 違っ た 主 体 」で あ る とい え よ う 。  

ロ シア の 友 人の モ デ ル には 、 東 欧ユ ダ ヤ 人 の イ デ ィ ッシ ュ 語 劇 団 の 座

長 イツ ハ ク ･レ ーヴ ィ ( J i zch ak  Lö w y)の 面 影が 生 か され て い る こと は 間 違

い ない で あ ろう 。 ³こ の劇 団 は 、 1911 年 9 月 に ワ ルシ ャ ワ か ら来 演 し 、  

                                                                                         

2  K u r z ,  G e r h a r t :  Tr a u m - S c h r e c k e n .  K a f k a s  l i t e r a r i s c h e  E x i s t e n z a n a l y s e .  S t u t t g a r t ,  M e t z l e r ,  

1 9 8 0 .  S . 1 7 2 .   N e u m a n n ,  G e r h a r d :  F r a n z  K a f k a .  D a s  U r t e i l .  Te x t ,  M a t e r i a l i e n ,  K o m m e n t a r .  

M ü n c h e n / W i e n ,  C a r l  H a n s e r  Ve r l a g ,  1 9 8 1 .  S . 1 4 4 .  

3  B e i c k e n ,  P e t e r  U . :  F r a n z  K a f k a .  E i n e  k r i t i s c h e  E i n f ü h r u n g  i n  d i e  F o r s c h u n g .  1 9 7 4 .  S . 2 4 6 .  

カ フ カ は フ ェ リ ス 宛 て の 手 紙 で も 、レ ー ヴ ィ の こ と を「 こ の 哀 れ な 人 間 は ど う し よ う も な い ( n i c h t  

h e l f e n ) 。 い ま で は 、 ラ イ プ ツ ィ ヒ と ベ ル リ ン の あ い だ を 、 絶 え ず 無 益 に ( n u t z l o s ) 往 来 し て い る 。

以 前 の 手 紙 は ま る で ち が っ て い て 、 ず っ と 活 発 で 希 望 に 溢 れ て い ま し た 。 彼 は 本 当 に 駄 目 に な っ

て し ま っ た の か も し れ ま せ ん 。 あ な た は 彼 を チ ェ コ 人 と 思 っ て い た よ う で す が 、 ロ シ ア 人 で す 」

( F 2 1 3 ) と 紹 介 し て お り 、「 ロ シ ア の 友 人 」 の 描 写 と 酷 似 し て い る 。  
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翌 年 1 月 ま で プ ラ ハ に 滞 在 し た 。 カ フ カ は そ の 公 演 の 場 と な っ た カ フ

ェ ・サ ヴ ォ イを 頻 繁 に 訪れ 、 劇 の印 象 や 俳 優た ち の 演技 の 様 子 など を 、

詳 しく 日 記 に書 き と め てい る 。 舞台 装 置 、 演技 の 質 、筋 、 い ず れを と っ

て も粗 末 な 代物 で あ っ たが 、彼 は い たく 感 銘を 受 け てい る。⁴登 場 人物 が

わ ずか 二 人 の『 判 決 』 は、 小 道 具も 机 と ベ ッド 、 テ ーブ ル と 食 器に 新 聞

と いっ た 簡 素な も の で 、レ ー ヴ ィ一 座 の 粗 末な 舞 台 を連 想 さ せ る。 イ デ

ィ ッシ ュ 演 劇体 験 が 、『 判 決』 に 与 えた 影 響に つ い ては 、 E .  T.  ベ ッ クが

実 証的 に 論 述し て い る 。 ⁵  

カ フカ は レ ーヴ ィ と の 親交 を 通 じて 、 東 欧 ユダ ヤ 人 の素 朴 で 敬 虔な 生

活 や文 化 、 宗教 な ど に 関心 を も つよ う に な る 。 の ち にレ ー ヴ ィ は自 分 が

イ ディ ッ シ ュ劇 団 の 俳 優に な る まで の 回 想 記を カ フ カに 書 き 送 って い る。

そ れに よ る と、 彼 は 当 時ロ シ ア 統治 下 ポ ー ラン ド の ワル シ ャ ワ に 、 敬 虔

な ハシ ド 派 の両 親 の 息 子と し て 生ま れ 、 聖 書と タ ル ムー ド を 修 めた 。 ハ

シ ド派 信 徒 にと っ て 芝 居見 物 は 「 ト レ イ フ」（「 禁 じ られ た も の 」の 意 ）

で あっ た が、演 劇に 魅 了さ れ た 彼は 14 歳 のと き 、ワ ル シャ ワ の大 劇 場 に

行 き、 マ イ アー ベ ア の 『ユ グ ノ ー教 徒 』 を 観た た め 、両 親 に 勘 当さ れ た

の であ る 。そ の 後、パ リ で工 場 労 働を し な が ら独 学 で 演劇 を 習 得 する が 、

そ の代 償 と して 孤 独 と 貧し さ に 耐え て い か なけ れ ば なら な か っ た。 パ リ

経 験の あ る レー ヴ ィ は 、イ デ ィ ッシ ュ 演 劇 が素 人 芸 の域 を 出 ず 、舞 台 も

衣 装も み す ぼら し い こ とを 自 覚 して い た 。 ⁶  

                                                                  

4  B e z z e l ,  C h r i s :  K a f k a - C h r o n i k .  D a t e n  z u  L e b e n  u n d  W e r k .  M ü n c h e n / W i e n ,  C a r l  H a n s e r  Ve r l a g ,  

1 9 7 5 .  S . 4 8 f .  

5  B e c k ,  E v e l y n  To r t o n :  K a f k a  a n d  t h e  Y i d d i s h  T h e a t e r .  I t s  I m p a c t  o n  H i s  W o r k .  M a d i s o n ,  

1 9 7 1 .  

ベ ッ ク は 、カ フ カ の 観 た 1 2 の 戯 曲 と 彼 の 作 品 を 比 較 し 、両 者 の 類 似 性 を 数 多 く 指 摘 し て い る 。『 判

決 』 の 構 成 や 着 想 に つ い て は 、 3 つ の イ デ ィ ッ シ ュ 演 劇   —   ヤ ー コ プ ・ ゴ ル デ ィ ン の 『 神 、 人

間 、 悪 魔 』 と 『 野 生 の 人 間 』、 ア ブ ラ ハ ム ・ シ ャ ル カ ン ス キ ー の 『 コ ー ル ・ ニ ド レ 』   —   か ら の

影 響 を 詳 細 に 分 析 し て い る 。  F i r s t  i m p a c t  o f  t h e  Y i d d i s h  t h e a t e r  “ T h e  j u d g m e n t ” ( 1 9 1 2 ) ,  

S . 7 0 - 1 2 1 .  

6  S t a c h ,  R e i n e r :   K a f k a .  D i e  J a h r e  d e r  E n t s c h e i d u n g e n .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r ,  2 0 0 3 .  S . 5 1 .  

V g l .  M a s s i n o ,  G u i d o :  K a f k a ,  L ö w y  u n d  d a s  J i d d i s c h e  T h e a t e r .  F r a n k f u r t  a . M . /  B a s e l ,  2 0 0 7 .  
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イ ディ ッ シ ュ劇 団 と の 交流 の 頃 から 、 カ フ カは 父 へ の嫌 悪 や 憎 悪を は

っ きり 意 識 す る よ う に なる 。 1 911 年 1 2 月 26 日 の 日記 に は、「 父が い ま

の 人た ち の 、と り わ け 自分 の 子 ども た ち の 幸福 な 境 遇を 絶 え ず 当て こ す

り なが ら 、 自分 が 若 い ころ 辛 抱 しな け れ ば なら な か った 苦 労 に つい て 語

る のを 聞 く こと は 不 愉 快だ 」 (T 1 35 )と あ る 。 カ フ カ よ り 1 4 歳 若 い G.  シ

ョ ーレ ム は 、ベ ル リ ン の同 化 し た家 庭 の 出 身で あ っ たが 、 同 世 代の 西 ユ

ダ ヤ人 の 心 情を つ ぎ の よう に 回 想し て い る 。  

 

私 ばか り で なく 、 非 常 に多 く の 同年 配 の 者 たち は 、 東ユ ダ ヤ 人 に引 き

つ けら れ る のを 感 じ て いた が 、 それ は た だ 一つ の 理 由か ら で あ った 。

我 々が 自 分 たち の 同 化 した 家 庭 で、 東 ユ ダ ヤ的 な あ り方 の 否 定 と、 東

ユ ダヤ 人 と 彼ら の 生 き 方に 関 わ るす べ て の もの に 対 する 軽 蔑 に 遭遇 す

れ ばす る ほ ど (...)、我 々は ま さ にそ の 本 質 によ り 強 く引 き つ け られ る

の だ。 そ の 当時 、 と く に第 1 次 世 界大 戦 中 とそ の 少 し あ と に は 、シ オ

ニ スト の あ いだ に は 、 まさ に あ らゆ る 東 ユ ダヤ 的 な もの に 対 す るカ ル

ト が存 在 し たと い っ て も誇 張 で はな い 。 ⁷  

 

レ ーヴ ィ は 東ユ ダ ヤ 人 の文 化 を 体現 し て い たば か り では な く 、 父の 命 に

背 き、 俳 優 ＝芸 術 家 と して の 自 己の 道 を 断 固選 び 取 って い た 。 彼は カ フ

カ が憧 れ な がら も 、 な かな か 実 現で き な い 生き 方 を 貫い て い た 。 劇 団 と

の 出会 い は 、孤 独 の な か に 閉 じ こも り が ち なカ フ カ に、 仲 間 た ちと の 温

か い同 志 的 交流 を も た らし た 。彼は 1 911 年 10 月 22 日の 日 記 に 、以 下 の

よ うに 記 し てい る 。  

 

非 常に す ぐ れて い る の に稼 ぎ が なく 、 そ の 他 に も 十 分な 感 謝 や 評判 を

得 るこ と も まっ た く な い 、 こ れ らの 俳 優 た ちに 対 し て私 た ち が 抱く 同

情 は、 元 来 、多 く の 人 々の 高 貴 な努 力 の 、 とり わ け 私た ち の 努 力の 悲

し い運 命 に 対す る 同 情 にす ぎ な い。 そ の た めに 、 こ の同 情 は ま た比 較

に なら な い ほど 強 い も のだ 。 な ぜな ら 、 そ れは 外 面 的に は 他 の 人々 に  

                                                                 

7  S c h o l e m ,  G e r s h o m :  Vo n  B e r l i n  n a c h  J e r u s a l e m .  E r w e i t e r t e  F a s s u n g .  F r a n k f u r t  a . M . ,  1 9 9 5 .  

S . 4 8 .  
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依 拠し て は いる が 、 実 際に は 私 たち に 属 し てい る か らで あ る 。 それ に

も かか わ ら ず、 そ れ は 何と い っ ても 俳 優 た ちと 非 常 に密 接 に 結 びつ い

て いる の で 、い ま で は それ を 彼 らか ら 解 き 放つ こ と はで き な い ほど で

あ る。 私 は その こ と を 認識 し て いる の で 、 その 同 情 は私 の 意 志 に逆 ら

っ て、 ま す ます 彼 ら と 結び つ く のだ 。 (T 72 )  

 

演 劇あ る い は文 学 と い う「 高 貴 な努 力 」 に 対し て 、 正当 な 社 会 的評 価 や

承 認を 得 ら れな い 「 悲 しい 運 命 」に お い て 、東 ユ ダ ヤ人 俳 優 と カフ カ は

一 つに 結 ば れる 。そ こ には 他 者 との 人 間 的 交流 を 獲 得し 、「 共 同体 」に 参

入 した い と いう 願 望 が きわ め て 強く 作 用 し てい る こ とは 否 定 で きな い 。

カ フカ は 劇 団の 俳 優 た ちの な か に、自分 が 連帯 す る こと が で き る「 仲間 」

を 見出 し、「 共 同体 」 を予 感 し たの で あ る 。 ⁸  

 

ⅲ ） フ リ ー ダ ・ ブ ラ ン デ ン フ ェ ル ト  

『 判決 』 誕 生の も う 一 つの 要 因 とな っ た の が、 二 度 の婚 約 ・ 解 消を 繰

り 返し 、 以後 5 年 間 に 500 余 通 の手 紙 を 書 き送 る こ とに な る フ ェリ ス ・

バ ウ ア ー ( Fe l i ce  B a u e r ) ⁹と の 邂 逅 で あ る 。 カ フ カ が ベ ル リ ン 在 住 の フ ェ

リ スに は じ めて 出 会 っ たの は 、1 912 年 8 月 13 日 、M .  ブロ ー ト 宅で 最 初

の 作 品 集 『 観 察 (B e t r ach t ung )』 の 配 列 順 序 に つ い て 相 談 し て い た と き で

あ る。 彼 女 は速 記 タ イ ピス ト を して い た が 、最 先 端 の口 述 録 音 機を 製 作

す る会 社 に 移り 、 業 務 代理 人 に まで 昇 進 し てい る 。 カフ カ は フ ェリ ス と

の 出会 い から 1 週 間 後 の日 記 に 、そ の と き の様 子 を 記し て い る 。  

 

F.  B .嬢 。8 月 13 日 に ブ ロー ト の とこ ろ へ 行 くと 、彼 女は 食 事 中 だっ た  

が 、ぼく に は どう も 女 中 (D ie n s t mä dc he n )の よう に 見 えた 。 (...)  間 延

び した 感 じ をは っ き り 表し て い る、 骨 ば っ た、 締 り のな い 顔 。 開い た  

                                                                 

8  中 澤 英 雄 ：『 カ フ カ   ブ ー バ ー   シ オ ニ ズ ム 』、 オ ン ブ ッ ク 、 2 0 1 1 年 、 8 9～ 9 1 頁 。  

9  多 く の 邦 語 文 献 で は 、 こ の 女 性 は 「 フ ェ リ ー ツ ェ 」 と 表 記 さ れ て い る が 、 H . ビ ン ダ ー に よ れ ば 、

実 際 の 発 音 は 「 フ ェ リ ス 」 で あ る 。 „  . . . F e l i c e  ( d e r  N a m e  i s t  f r a n z ö s i s c h ,  n i c h t  i t a l i e n i s c h  

a u s z u s p r e c h e n ) . . . “  B i n d e r ,  H a r t m u t :  F r a n z  K a f k a  L e b e n  u n d  P e r s ö n l i c h k e i t .  S t u t t g a r t ,  

A l f r e d  K r ö n e r  Ve r l a g ,  1 9 8 3 .  S . 3 2 4 .   
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襟 元。 ゆ っ たり ま と ま った ブ ラ ウス 。 ひ ど く所 帯 じ みた 装 い に 見え た

が 、の ち に 判っ た よ う に彼 女 は 全然 そ う で はな か っ た。 (...)  ほと ん

ど 潰れ た 鼻 。ブ ロ ン ド の や や 剛 い、 魅 力 の ない 髪 。 がっ し り し た顎 。

腰 を下 ろ し なが ら 彼 女 を は じ め て前 よ り も よく 見 た が、 座 っ て いる と

き 、も う 揺 るが し が た い判 決 (U r t e i l )を 下 し てい た 。 (T 17 8)  

 

H .  ポ リ ツ ァー が 、カ フ カの 精 神 のな か に 結 婚生 活 の イメ ー ジ が ほと ん

ど 手に と る よう に 姿 を 現わ し 、 悲惨 に も 独 身生 活 の イメ ー ジ と 激突 し た

と 指摘 し て いる よ う に ¹⁰、 フ ェ リス と の 邂 逅 は 彼 自 身が 今 後 辿 るで あ ろ

う 運 命  —  文 学 と 結 婚 の デ ィ レ ン マ  —  を 鮮 明 に 映 し 出 し て く れ る 鏡 と

な った こ と は疑 い 得 な い。『 判 決』が 書か れ たの は 、彼 女 へ最 初 の手 紙 を

出 した 直 後 であ り 、こ の作 品 に は、「 フ ェ リス・B 嬢 に ( Fü r  F rä u le in  Fe l i c e  

B . )」 (E 23 )と い う 献 辞 が 付 け ら れ て い る 。 ま た 日 記 に は 、「『 判 決 』 か ら

引 き出 す こ との で き る さま ざ ま な結 論 。 ぼ くは こ の 物語 を 間 接 的に 彼 女

に 負 う て い る 」 (T 1 9 8 )と 記 さ れ て お り 、 フ ェ リ ス と の 出 会 い は 、 カ フ カ

に 強烈 な 文 学的 イ ン ス ピレ ー シ ョン を も た らし た の であ る 。 作 者 は ゲ オ

ル ク・ベン デ マ ンと 自 分自 身 お よび 婚 約 者 フリ ー ダ ･ブ ラ ン デ ン フ ェ ル ト

( Fr i e da  B r an de n f e ld )と フェ リ ス・バ ウ ア ー との 名 前 の相 関 関 係 につ い て 、

つ ぎの よ う に克 明 に 注 釈し て い る。  

 

ゲ オル ク (G eo rg )に は フ ラン ツ ( Fr a nz )と同 数 の字 母 が ある 。ベ ン デマ ン

(B e nde ma nn )の なか の マン ( ma nn )は 、物 語 のま だ 知 らさ れ て い ない 、あ

ら ゆ る 可 能 性 の た め に ベ ン デ (B en de )を 強 化 し た も の で あ る に す ぎ な

い 。し か し ベン デ (B e nde )には カ フ カ ( Ka f k a )と 同数 の 字 母が あ り 、そ し

て 母音 e は カフ カ の 母 音 a と 同 じ位 置 に 繰 り返 さ れ て い る 。 フ リー ダ

( Fr i e da )には F と 同 数 の字 母 が あり 、ブ ラ ンデ ン フ ェ ル ト (B ra nde n fe ld )

は B と同 じ 頭 文字 を も って い る。そ して フ ェル ト と いう 言 葉 に よっ て、 

意 味の う え でも あ る 種 の関 係 を 有し て い る 。た ぶ ん ベル リ ン を 思っ て

い るこ と す ら、 影 響 が なく は な かっ た で あ ろう し 、 マル ク ・ ブ ラン デ

ン ブル ク (M ar k  B r an den bu rg )と い う名 称 を 思い 出 し たこ と も 影 響を 及  

                                                                                          

1 0  P o l i t z e r ,  H e i n z :  F r a n z  K a f k a ,  d e r  K ü n s t l e r .  F i s c h e r  Ve r l a g ,  1 9 6 5 .  S . 8 2 .  
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ぼ した の だ ろう 。 (T 186 )  

 

略 語の F は 、ま ぎ れ も なく ベ ル リン 在 住 の フェ リ ス ( Fe l i ce )で あり 、B は

バ ウア ー (B a ue r )で あ る 。バ ウ ア ーは 農 夫 の 意で あ り 、フ ェ ル ト（畑 ）と

共 通概 念 を 有し て い る 。  

カ フカ は『 判 決』の 校 正刷 り を 見た と き 、「 友人 は 父 と息 子 を 結び つ け

る も の で 、 彼 ら の 最 大 の 共 有 物 で あ る 」 (T 1 86 )と 語 っ て い る 。 ま た フ ェ

リ ス宛 て の 手紙 で も 、『 判 決』 は 抽 象 に 満 ちた 作 品 であ る と 述 べ、「友 人

は ほと ん ど 実在 の 人 物 では な く 、父 親 と ゲ オル ク が 共有 す る も のか も し

れ ま せ ん 」 ( F3 96 f . )と 語 っ て い る 。 そ し て 、「 物 語 の 展 開 は 共 通 の 友 人 か

ら 父が 浮 か び上 っ て き て、ゲオ ル ク の 対 立 者と し て 立ち は だ か る 」(T 18 6 )

の であ る 。  

 

ゲ オル ク は 何も 所 有 し てい な い のだ 。 婚 約 者も 物 語 のな か で は 友人 、

つ まり 共 有 のも の へ の 関係 に よ って の み 生 きて い る だけ で あ り 、そ し

て まだ 結 婚 式も お こ な われ て い ない の で 、 父と 息 子 とを 巡 る 血 縁関 係

に 入っ て く るこ と は で きず 、それ ゆ え 父 に よっ て 簡 単に 追 い 払 われ る。

共 有の も の はす べ て 父 の周 り に 積み 上 げ ら れる 。 (T 1 86 )  

 

ゲ オル ク は ロシ ア で 不 幸な 境 遇 にあ る 友 人 への 思 い やり か ら 、 自分 の

婚 約を 知 ら せな い で お こう と す る。しか し 、「わ た し には 、あ な たの お 友

だ ちみ ん な と知 り 合 い にな る 権 利が あ る わ」(E 2 5 )と い うフ リ ー ダの 言 葉

に 促さ れ 、 彼 は さ ん ざ んた め ら った 挙 句 に 、や っ と 友人 に 手 紙 を書 く こ

と を決 意 す るの で あ る 。ゲ オ ル クが 手 紙 を も っ て 父 親の 部 屋 に 赴く の は、

―  と り わ け 父 の 承 認 を 得 な け れ ば な ら な い よ う な 事 柄 で は な い  ―  彼

の 潜在 意 識 のな か で 、 父の 方 へ と引 き 寄 せ られ る 力 が働 い て い るか ら で

あ る。  

フ リー ダ は その 後 、「 あ なた に こ うい う お 友達 が い らっ し ゃ る な ら 、ゲ

オ ルク 、あな た は 婚 約 なん か し ては い け な かっ た の よ」( e bd . )と詰 り 、結

婚 とこ の よ うな 友 人 を も つ こ と の矛 盾 を 突 く。彼 女 はゲ オ ル ク のな か に 、

孤 独を 貫 き 通そ う と す る も う 一 人の ゲ オ ル ク＝ ロ シ アの 友 人 の 存在 を 感

じ 取っ て い る。 ゲ オ ル クは フ リ ーダ の 詰 問 に対 し て 、明 快 な 返 答が 出 来
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な い。 窮 地 に陥 っ た 彼 は、 婚 約 者を 抱 き 締 める こ と で彼 女 の 気 を逸 ら そ

う とす る 。 ¹¹ 

 

ⅳ ） 父 親 対 息 子  

物 語 の 後 半 に 入 る と 、 父 と 子 の 対 話 の な か で ロ シ ア の 友 人 と 父 親 が 、

「 同盟 関 係 」(E 31 )に あ るこ と が 露 呈 す る 。父 親は 息 子 の報 告 を 聞い た あ

と 、「 お ま え は こ の 件 で 、 わ し と 相 談 す る た め に や っ て き た ん だ ろ う 。

(...)だが 、 お まえ が この わ し に 真 実 を あ りの ま ま にい う の で なけ れ ば、

そ んな も の は無 意 味 だ 。 (...)  ゲオ ル ク 、 わし を 瞞 さな い で く れ。 い っ

た い お ま え に は 、 ほ ん と う に ペ テ ル ブ ル ク に 友 人 が い る の か ?」 (E 27 )と

反 問す る 。困 惑 して い るゲ オ ル クに 向 か っ て父 親 は 、「 お ま え のペ テ ル ブ

ル クの 友 人 な ど 実 在 し ない の だ 。 (...)  ぺ テル ブ ル クに お ま え が友 人 を

も って い る はず が な い ！わ し は そ ん な こ と 絶対 に 信 じ な い ぞ 」(E 28 )と 友

人 の存 在 を 全面 的 に 否 定す る 。 ゲオ ル ク は 父を 休 ま せる た め に ガウ ン を

脱 がせ 、 父 の記 憶 を 呼 び起 こ そ うと し て 、 かつ て 友 人が 訪 ね て きた と き

の こと を 語 る。  

 

も う 3 年 も 前 にな り ま すが 、 訪 ねて き た じ ゃあ り ま せん か 。 ぼ くは 憶

え てい ま す よ。 お 父 さ んは い い 顔を し ま せ んで し た 。 (...)  お 父さ ん

は あの 男 が 嫌い だ っ た 。わ か り ます と も 、 変わ り 者 です か ら ね 。で も

そ のあ と 、 お父 さ ん は 機嫌 よ く 話を な さ っ たじ ゃ な いで す か 。 ぼく は

と ても う れ しか っ た 。 お父 さ ん が友 人 の 話 に耳 を 傾 け、 う な ず いて 、

質 問し た り して く だ さ った こ と がで す 。 (E 2 8 )  

 

ゲ オル ク は 父親 を 両 腕 に抱 い て ベ ッ ド に 運 んで い く 。 父 は 自 分 で 掛 け

布 団 を か け 、「 う ま く 包 ま れ て い る だ ろ う か 」 (E 2 9 )と 尋 ね る 。「 大 丈 夫 、

し っか り 包 ま れて い ま すよ 」 ( e bd . )と ゲ オ ルク が 返 答す る と 、「 嘘 だ ！」

( e bd . )と 叫ん で 、布 団 を宙 に 舞 わん ば か り に 跳 ね の け、ベ ッ ド の上 に 仁王

立 ちに な る 。そし て 、「 お い 小僧 、お ま え はわ し を 包み 込 も う とし た 、わ

か って い る とも 、 だ が 、わ し は まだ 包 み 込 まれ て は いな い ぞ 。 (...)  た  

                                                                  

11  V g l .  R i e s ,  W i e b r e c h t :  F r a n z  K a f k a .  M ü n c h e n ,  1 9 8 7 .  S . 4 5 .  
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し かに わ し はお ま え の 友人 を 知 って い る 。 あれ は わ しの 心 に か なっ た 息

子 ( e in  Soh n  na ch  me i ne m H e rze n )と い っ て もい い 」 ( eb d . )と 反 撃す る 。 そ

の 凄ま じ い 姿を 見 上 げ たと き 、 ロシ ア で 失 意の な か 孤独 に 生 き てい る 友

人 が、 か つ てな い ほ ど ゲオ ル ク の心 を 捉 え る。  

 

遠 いロ シ ア で破 滅 し て いく 友 人 の姿 が 眼 に 浮か ん だ 。略 奪 し 尽 くさ れ

て 、 が ら ん とし た 店 の 戸口 に 彼 がい た 。 打 ち壊 さ れ た戸 棚 、 ず たず た

に 引き 裂 か れた 商 品 、 落ち か か って い る ガ ス燈 の パ イプ の あ い だ に 、

彼 はま だ か ろう じ て 立 って い た 。な ぜ 彼 は あん な に 遠く ま で 行 かね ば

な らな か っ た の だ ろ う ！ (E 30 )  

 

婚 約者 に つ いて も 揶 揄 して 、「 女 が スカ ー ト を こ ん な ふう に 捲 っ てみ せ た

か ら 、お ま え はふ ら ふ らと 女 に 近づ い て い った の だ 」¹² (E 30 )と 自分 の 夜

着 の裾 を 捲 り上 げ て み せ 、 息 子 を責 め 立 て るの で あ る。 そ の と き 、 父 親

の 太股 に 戦 争で 受 け た 傷の 痕 が 見え る 。  

さ らに 、 父 が自 ら を 「 この 地 で の友 人 の 代 理人 ( s e in  Ve r t r e t e r  h i e r  a m 

O r t )」 (E 30 )であ る と 名 乗る と、ゲ オ ルク は「 喜 劇役 者 ！」 ( e bd . )と 罵る 。

「 彼 （ 友 人 ） は す べ て を お ま え よ り 千 倍 も よ く 知 っ て い る の だ 」 ( E 31 )

と 叫ぶ 父 に、「 1 万 倍 もで し ょ う 」 ( ebd . )と嘲 笑 す る ので あ る が、 そ の 言

葉 は彼 の 口 のな か で 死 の厳 粛 さ を帯 び た 響 きに な る 。す ると 父 は、「 お ま

え が今 日 の 相談 を も ち かけ て く るの を 、 わ しは も う 何年 も 待 っ てい た の

だ ！わ し が 他の こ と に 気を と ら れて い た と 思う の か ？」( e bd . )と 新聞 紙 を

投 げつ け る。さ ら に 、「お ま え は長 い あ い だ 、成 熟 する の を 躊 躇 って き た！

(...)  友 人 はロ シ ア で 破滅 し よ うと し て い る。 3 年 前に 彼 は 塵 芥 同 様 に

黄 色 ( ge lb )に なっ て し まっ た 」 ( eb d . )と 語 る。  

こ の舞 台 性 を有 す る 物 語の 結 末 では 、凄 ま じい 姿 の 威圧 的 な 父 親が「最

終 審」とし て 、「 これ で おま え は、お まえ の 他に あ る もの の こ と も知 っ た  

                                                                                          

1 2  こ の 箇 所 は 、「 父 へ の 手 紙 」 の な か で 、 父 へ ル マ ン の 口 か ら 類 似 の 言 辞 が 述 べ ら れ て お り 、 現 実

を 先 取 り し た も の と な っ て い る 。「 彼 女 は ど う や ら 、 プ ラ ハ の ユ ダ ヤ 女 た ち が や る よ う に 、 選 り

す ぐ り の ブ ラ ウ ス を 着 て い た ん だ ろ う 、 だ か ら お ま え は 彼 女 と 結 婚 す る こ と を 決 め た の だ 。 し か

も 、 で き る だ け 早 く 、 1 週 間 後 、 い や 、 き ょ う に も と い う わ け だ が 。」 ( H 1 5 5 )  
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ろ う、 こ れ まで お ま え は自 分 の こと し か 知 らな か っ たの だ ！ た し か に お

ま えは 、 本 来罪 の な い 子ど も だ った 、 し か し、 よ り 本来 的 に は 、悪 魔 の

よ うな 人 間 だっ た の だ ！ 」(E 32 )と声 を 張 り 上げ 、息 子 に溺 死 の 刑を 宣 告

す る。 こ の 箇所 は 、 カ フカ の 幼 年期 の 原 体 験と も 称 すべ き 「 バ ルコ ニ ー

体 験」と関 連 付 けら れ る。彼は 自 分 の父 親 に対 す る 恐怖 を、「父 へ の手 紙

(B r i e f  an  de n  Va t e r )」 のな か で 、つ ぎ の よ うに 描 写 して い る 。  

 

ぼ くは あ る 夜、水を ほ しが り、む ず かり 続 けた こ と があ り ま す 。(...)

あ なた は ぼ くを ベ ッ ド から 抱 え 上げ 、 内 庭 に面 し た バル コ ニ ー に 連 れ

出 して 、 そ こに 一 人 閉 め切 っ た 扉の 前 で し ばら く の あい だ 、 下 着の ま

ま 立た せ て 置い た の で す。(...)  ぼ く は す っか り 従 順に な り ま した が、

そ れか ら あ る 内 的 な 損 傷を 受 け まし た 。 (...)  そ の 後、 幾 年 か 経っ て

か らも 、 ぼ くは あ の 巨 大な 男 (d e r  r i e s ige  Ma nn )が、 ぼ く の父 親 であ っ

て 、 し か も 最終 審 (d i e  l e t z t e  In s t anz )で も あ るの だ が 、ほ と ん ど 理由 も

な くや っ て 来 て 、 真 夜 中に ぼ く をベ ッ ド か らバ ル コ ニー へ 連 れ だす か

も しれ な い とい う 思 い に苛 ま れ てい た の で す。 (H 1 22 f . )  

 

カ フカ と 父 親と の ア ン チ ･テー ゼ 的 な対 比 は、身 体的 特 徴 に も 表わ れ て

い る 。 カ フ カ は 「 痩 せ て 弱 々 し く 華 奢 で 」 (H 12 3 )、 父 親 は 「 力 強 く 大 柄

で 胸幅 が あ る 」( ebd . )。これ は カ フカ の 劣 等 意識 を 肥 大さ せ る も ので あ り、

父 親だ け で なく 全 世 界 に対 し て 、彼 を 卑 小 化さ せ る もの で あ っ た。 こ の

巨 大な 父 は 圧倒 的 な 権 力を 行 使 し、 息 子 に 対す る 強 大な 精 神 的 支配 権 を

獲 得す る に いた る の で ある 。 こ うし た 専 制 的な 暴 君 であ る 父 親 を前 に し

て 、カ フ カ は自 信 を 喪 失し 、 不 安に 捉 わ れ たま ま 、 無限 の 罪 意 識に 苛 ま

れ たの で あ る。  

「 父へ の 手 紙 」は 19 19 年 11 月、カ フ カ が 36 歳の と き 書か れ た。その

直 接の 動 機 とな っ た の が、 結 婚 問題 で 父 親 に罵 倒 さ れた こ と で あっ た 。

1918 年 の秋 、ヨー ロ ッ パ全 土 を 襲っ た ス ペ イン 風 邪 にお か さ れ たカ フ カ

は 、静 養 の ため 、 プ ラ ハ北 の エ ルベ 河 沿 い にあ る 小 さな 村 シ ェ レー ゼ ン

で 、 靴 屋 兼 ユ ダ ヤ 教 会 堂 付 小 使 の 娘 ユ ー リ エ ・ ヴ ォ ホ リ ゼ ク ( J u l i e  

Woh r yz ek )と 知り 合 い 、交 際 す る 。プ ラ ハ に帰 っ て か ら 二 人 の 関係 は 急 速

に 進展 し 、 19 19 年夏 に 婚約 す る が、結 果 は フェ リ ス の場 合 と 同 じく 、結
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婚 には い た らな か っ た 。表 向 き は 「 二 人 が 当て に し てい た 共 同 の住 居 が

最 後の 瞬 間 に遁 走 し た 」 ¹³か ら であ る が 、 この 高 い 意味 で の 「 理性 に よ

る 結 婚 計 画 」 (H 157 )は 、 カ フ カ の 父 親 の 抵 抗 に よ っ て 、 も ろ く も 頓 挫 し

た ので あ る 。 こ の 三 度 目の 結 婚 の試 み が 挫 折し た こ とに よ っ て 、カ フ カ

は 父親 の 重 圧を 思 い 知 らさ れ る ので あ る 。  

M.  ブ ロ ート は「 父 へ の手 紙 」に触 れ て 、「 こ の手 紙 は フラ ン ツと の 会

話 から 断 言 でき る の だ が、 父 親 に実 際 に 渡 され る こ と （ そ れ も 母親 を 介

し て） に な って い た 。 そし て 、 フラ ン ツ は この 手 紙 に よ っ て ひ どく 行 き

詰 まり 、 痛 まし い ほ ど 硬化 し て いた 父 親 と の関 係 を 解明 し よ う と思 っ て

い た。 (...)  父 親 に 自 分を 理 解 させ る と い うこ の 手 紙の 意 図 は 、全 く 達

成 され な か った 。 母 親 で す ら 、 この 手 紙 を 仲介 せ ず に、 幾 つ か の言 葉 で

宥 めな が ら であ ろ う 、 フラ ン ツ に返 却 し た 。そ れ 以 後 は 、 こ の 件全 体 に

つ いて 話 さ れる こ と は もう な か った 」 ¹⁴と 述べ て い る。 こ の 手 紙は 父 親

に 渡さ れ る こと は な く 、そ の 役 割 は 果 た さ れな か っ たが 、 そ の 後も カ フ

カ は、こ の 手紙 に 何 度 も言 及 し てい る 。 1920 年 、カフ カ は ミ レ ナ・イ ェ

セ ンス カ (M i l ena  J e s en ská )に 宛て て 、 つ ぎ のよ う に 書い て い る 。  

 

以 前の ぼ く がど ん な だ った か を 知り た け れ ば、 半 年 前に ぼ く の 父親 に

書 いた け れ ど、 ま だ 渡 して い な い長 文 の 手 紙を プ ラ ハ か ら 送 り ます 。

(M 73 )  

 

明 日、 あ な たに 父 へ の 手紙 を 送 りま す 。 ど うか 、 ち ゃん と 保 管 して お

い て下 さ い 。ひ ょ っ と した ら 、 いつ か 父 に 渡し た い と思 う こ と があ る

か もし れ ま せん 。 で き るだ け 誰 にも 読 ま せ ない で 下 さい 。 そ し て、 読

む とき は 、 弁護 士 の 有 する あ ら ゆる 策 略 を 了解 し て 下さ い 。 そ れは 弁

護 士の 手 紙 (A d vo ka t enb r i e f )なの で す 。そ して 、そ の際 、決 し てあ な た

の 優れ た そ れに も か か わら ず (D e in  g ro ße s  Tro tz de m)を 忘 れ な い で下 さ

い 。 ( M85 )  
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1 4  B r o d ,  M a x :  Ü b e r  F r a n z  K a f k a .  F r a n k f u r t  a , M . ,  F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 7 4 .  S . 2 2 f .  
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「 父へ の 手 紙」 に は 、 カフ カ の いう 「 弁 護 士の 策 略 」が 入 り 込 んで い  

る のは 否 定 でき な い が、「 それ に も か か わ らず 」、 彼 が こう し た構 図 に お

い て自 己 を 把握 し て い たの も 事 実で あ っ て 、彼 の 現 実の 心 理 が 投影 さ れ

た 写像 と 見 なす こ と が でき る。こ の 手紙 は、「最 愛 の 父上 様、あ なた は 先

日 、 な ぜ ぼ く が あ な た を 怖 い と い う の か と お 尋 ね に な り ま し た 」 (H 119 )

と いう 言 葉 で書 き 出 さ れて お り 、カ フ カ の 精神 的 肉 体的 劣 等 感 、イ デ ィ

ッ シュ 語 劇 の俳 優 レ ー ヴィ や 母 と妹 た ち 、 大学 進 学 、職 業 選 択 、ユ ダ ヤ

教 、結 婚 の 試み が 、 悉 く父 親 と の関 係 に お いて 捉 え られ 、 集 約 され て い

る 。そ し て 、父 へ ル マ ンへ の 「 恐怖 」 に ま つわ る 諸 々の 現 象 を 提示 ・ 非

難 する こ と によ っ て 、 その 根 拠 を明 ら か に しよ う と して い る こ とか ら 、

こ の「 手 紙 」は 、 カ フ カの 「 最 も重 要 で 最 も包 括 的 な自 伝 」 ¹⁵と呼 ば れ

て いる 。 彼 は自 分 の 幼 少の 頃 の 体験 か ら 、 結婚 の 挫 折に い た る まで の 過

程 を披 露 し たあ と で 、 最後 に は 逆に 父 親 の 視点 に 立 って 、 自 分 自身 に 反

撃 を加 え て いる 。  

 

第 一 に お ま えに は 咎 の ない こ と 、第 二 に わ しに 咎 が ある と い う こと 、

第 三 に お ま えは 寛 大 な 気持 ち か ら、 わ し を 許す つ も りで い る こ と、 そ

れ ばか り か 、 (...) 真 実に 逆 ら って ま で も 、わ し に 無咎 で あ る こと を

証 明し 、 信 じよ う と し てい る こ と 、 こ の 三 つに よ っ て、 わ し が 加害 者

で 、お ま え のや っ た こ とは 、 す べて 自 己 防 禦に し か すぎ な か っ たの だ

と いう こ と を証 明 し よ うと す る 。そ し て 、 自分 が 生 活無 能 力 者 にな っ

た 責任 を 、 全部 こ の わ しに 負 い かぶ せ よ う とい う わ けだ 。 一 例 をあ げ

れ ば 、 最 近 おま え は 結 婚し よ う とし た が 、 その と き おま え は 同 様に 結

婚 しな い こ とを 望 み 、 しか も 自 分の 手 を わ ずら わ し たく な い も のだ か

ら 、わ し が おま え の 破 談に 手 を かす こ と を 求め た 。 (E 16 1 . )  

 

カ フカ は 19 11 年 1 2 月 16 日 付の 日 記 で、「 自伝 を 書 くこ と の 要 求 」

(T 1 22 )に つ い て触 れ て いる 。そ こ では 、「 自 伝を 書 く こと は 大 き な 喜 び と

な るだ ろ う 、な ぜ な ら それ は 夢 を記 述 す る よう に た やす く 進 行 する だ ろ

う し、 し か もぼ く に 絶 えず 影 響 を及 ぼ す 、 まっ た く 異な っ た 大 きな 成 果  

                                                                  

1 5  U n s e l d ,  1 9 8 6 .  S . 7 .  



 19 

す らも た ら すし 、 そ れ はま た 他 の誰 に で も 理解 さ れ 感じ ら れ る もの で あ

る だろ う 」( eb d . )と 述 べ、自 伝を 書 く こ と にお け る 自己 解 放 の 喜び と 他者

へ の 作 用 の 期 待 が 表 明 さ れ て い る 。 J .  ウ ン ゼ ル ト は 、「 父 へ の 手 紙 」 は

書 く過 程 の うち で 、 再 び文 学 的 救 済 の 試 み に変 容 し たと し て 、 書く と い

う 行為 に よ って 起 こ る カタ ル シ ス作 用 を 強 調し て い る。 ¹⁶  

『 判決 』 に 登場 す る 父 親は 、 自 己分 裂 し て 拮抗 し あ う 二 人 の 「 息子 」

を 前に し て 、ロ シ ア の 友人 を 選 択し 、 ゲ オ ルク に 罰 を下 す 。 彼 は作 品 の

な かで は 、 悪意 に 満 ち たと も と れ る よ う な 言動 に よ って 、 ゲ オ ルク の 正

体 を暴 露 し 、最 終 的 に は息 子 に 自ら の 本 性 を 悟 ら せ る役 割 を 演 じて い る

の であ る 。 現実 の 父 へ ルマ ン は 裕福 な 資 産 家の 娘 を 妻に し 、 そ の持 参 金

に より 事 業 を拡 大 さ せ た典 型 的 な実 業 家 で あり 、 カ フカ の 「 書 くこ と」、

つ まり 文 学 に 嫌 悪 感 を 抱い て お り、 む し ろ ゲオ ル ク の方 が 彼 の 「心 に か

な った 息 子 」で あ る と いえ る 。  

ヘ ルマ ン は 南ボ ヘ ミ ア の寒 村 生 まれ の ユ ダ ヤ人 で 、 一家 は 屠 殺 業を 営

ん でい た 。 フラ ン ツ の 祖父 、 つ まり ヘ ル マ ンの 父 で ある ヤ ー コ プは 、 ユ

ダ ヤ教 の 作 法に の っ と って 動 物 を殺 し 、 生 肉を 提 供 する こ と を 生業 と し

て いた 。 7 歳の 頃 か ら 父親 を 手 伝い 、 手 押 し車 で 肉 を村 か ら 村 へと 配 っ

て いた ヘ ル マン は 、14 歳 の とき に プ ラ ハ に出 て き て 、一 代 で 小間 物 店 を

経 営す る ま でに 成 功 す る。 妻 ユ ーリ エ と の あい だ に は、 六 人 の 子ど も が

生 まれ る が 、フ ラ ン ツ のあ と に 生ま れ た ゲ オル ク は 2 歳の と き 麻疹 で 亡

く なり 、 三 番目 の 男 の 子の ハ イ ンリ ヒ も 生 まれ て 半 年も し な い うち に 、

中 耳炎 で 他 界す る 。 そ の 後 、 エ リ、 ヴ ァ リ 、オ ッ ト ラの 三 人 の 女の 子 が

生 まれ 、 カ フカ は や や 年の 離 れ た妹 た ち の な か で 成 長す る こ と にな る 。  

「 書く こ と 」は そ の 本 性か ら 父 親と は 無 縁 で、 彼 の 支配 権 の 及 ばな い

独 立し た 基 盤に 立 っ て おり 、 父 とは 対 峙 し た異 質 の 世界 で あ る 。ヘ ル マ

ン にと っ て は、 息 子 の 文学 熱 な どは 気 の 迷 いに す ぎ なか っ た 。 彼が 息 子  

の 文 学 仲 間 の ブ ロ ー ト を イ デ ィ ッ シ ュ 語 の 単 語 （ 血 迷 っ た 「 リ ト ホ

(R i toc h )」：「 す ぐ か っ と な る 」 と い う 意 味 ） (T 8 4 )を 使 っ て 罵 っ た の も 、

自 分に は ま った く 理 解 でき な い 文学 趣 味 に 対す る 苛 立ち か ら で あっ た に

違 いな い。カ フ カが 印 刷さ れ た 自分 の 書 物 を献 呈 し ても 、「 ナ イト・テ ー  
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ブ ル の 上 に 置 い と い て お く れ ！ 」 (H 148 )と 父 は 答 え 、 無 視 を も っ て 応 じ

た ので あ る 。こ の よ う に『 判 決 』に お け る 父親 と の 根本 的 な 相 違 点 は 、

そ の指 し 示 す方 向 性 に ある 。 ¹⁷  

 

ⅴ ） ゲ オ ル ク の 水 死  

死 刑判 決 を 下さ れ た ゲ オル ク は 、自 分 が 部 屋か ら 追 い出 さ れ る のを 感

じ る。 そ し て、 背 後 で 父が ベ ッ ドに 倒 れ 伏 す響 き を 耳に し な が ら、 凄 い

勢 いで 階 段 を駆 け 降 り 、ま っ し ぐら に 河 へ と駆 り 立 てら れ る 。 最後 に ゲ

オ ルク は、「 お父 さ ん、お 母さ ん 、ぼ く は やは り あ なた た ち を 愛し て い ま

し た」 (E 32 )とい う 言 葉 を残 し て 、橋 の 欄 干 から 水 面 に落 下 し て いく 。こ

の 場面 に お ける ゲ オ ル クの 行 動 の主 体 は 、 主人 公 自 身に も 制 御 でき な い

力 を 表 す 非 人 称 主 語 の 「 エ ス ( e s )」 へ と 移 さ れ て い る 。 ¹⁸ゲ オ ル ク は 父

親 の死 刑 判 決を 自 発 的 に執 行 す るの で あ る が、 そ の 命令 は ゲ オ ルク 自 身

の 基底 に あ る無 意 識 的 な意 志 の 代わ り を 務 めて い る 。 ¹⁹  

階 段 を 駆 け 下 り る ゲ オ ル ク と 衝 突 し そ う に な っ た 女 中 が 「 あ れ ぇ

( J e su s )！ 」 と 叫 ん で 、 前 掛 け で 顔 を 覆 う の は 、 単 に 驚 き を 表 し て い る だ

け でな く 、キ リス ト と の関 係 を 仄め か し て いる 。『判 決 』に は 、多く の 聖

書 に関 す る 仄め か し が ある と 推 測さ れ て き た。 た と えば 、 橋 の 欄 干 に ぶ

ら さが る ゲ オル ク の 姿 は、 磔 の キリ ス ト を 想像 さ せ る。 ま た 、 友人 の 実

在 を頑 強 に 否認 す る 父 親に 対 し て、 彼 が 訪 れた 折 に 話し て く れ たロ シ ア

革 命に ま つ わる エ ピ ソ ード を 、 父に 思 い 出 させ よ う とす る 場 面 では 、 ロ  

                                                                 

1 7  B a r t e l s ,  M a r t i n :  D e r  K a m p f  u m  d e n  F r e u n d .  D i e  p s y c h o a n a l y t i s c h e  S i n n e i n h e i t  i n  K a f k a s  

E r z ä h l u n g  D a s  U r t e i l .  I n ;  D V j s ,  5 6 ,  1 9 8 2 .  S . 2 5 7 .  

1 8   „ G e o r g  f ü h l t e  s i c h  a u s  d e m  Z i m m e r  g e j a g t ,  d e n  S c h l a g ,  m i t  d e m  d e r  Va t e r  h i n t e r  i h m  a u f s  

  B e t t  s t ü r z t e ,  t r u g  e r  n o c h  i n  d e n  O h r e n  d a v o n .  A u f  d e r  Tr e p p e ,  ü b e r  d e r e n  S t u f e n  e r  w i e  

ü b e r  e i n e  s c h i e f e  F l ä c h e  e i l t e ,  ü b e r r u m p e l t e  e r  s e i n e  B e d i e n e r i n ,  d i e  i m  B e g r i f f e  w a r  

h e r a u f z u g e h e n ,  u m  d i e  W o h n u n g  n a c h  d e r  N a c h t  a u f z u r ä u m e n .  《 J e s u s 》  r i e f  s i e  u n d  

v e r d e c k t e  m i t  d e r  S c h ü r z e  d a s  G e s i c h t ,  a b e r  e r  w a r  s c h o n  d a v o n .  A u s  d e m  To r  s p r a n g  e r ,  

ü b e r  d i e  F a h r b a h n  z u m  W a s s e r  t r i e b  e s  i h n . （ 何 か が 彼 を 駆 り 立 て 、 水 ＝ 河 へ と 走 ら せ た ） “  

 ( E 3 2 )  

1 9  D e m m e r ,  1 9 7 3 .  S . 1 9 7 .  
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シ アの 司 祭 が興 奮 す る 群集 の 前 に立 っ て 、 自ら の 掌 に刻 み つ け た血 の 十

字 架を み せ て、 彼 ら を なだ め よ うと す る 。  

『 判決 』成 立の 2 か 月 前の 1 912 年 7 月 、カ フカ は ユ ング ボ ル ンの キ リ

ス ト教 的 雰 囲気 の 濃 い サナ ト リ ウム に 赴 い てい る 。 これ は 自 然 に抱 か れ

た 生活 態 度 と魂 の 救 済 を求 め る 趣旨 か ら 、18 96 年 に ハ ルツ 地 方 ブロ ッ ケ  

ン 山麓 に 設 けら た 。「 自然 に 還 る ( „ Ke hr t  zu r  N a t u r  zu rü ck !“ )」 に あ たり 、

肉 体を 締 め つけ る 衣 服 も取 り 去 る。 ま た 、 菜食 主 義 が奨 励 さ れ 、 讃 美 歌

を 歌う こ と が日 課 に く わえ ら れ てい た 。 ユ ング ボ ル ンで の 日 記 から 、 彼

が 朝か ら 冷 水浴 、 裸 体 体操 、 瞑 想に 参 加 し 、午 後 は 労働 、 夜 の 時間 を 執

筆 にあ て て いた こ と が 知ら れ る 。 7 月 1 3 日 の 日記 に は、「 食 後 、 ぼ く は

い つ も 、 こ こ で は ど の 部 屋 に も 置 い て あ る 聖 書 の 一 章 を 読 む 」 (T 419 )と

あ る 。 カ フ カは こ の サ ナト リ ウ ムで 、 キ リ スト 教 教 会か ら 来 て いる 測 量

師 H とい う 男 と親 し く なり 、熱 心 な改 宗 へ の勧 誘 を 受け た 。フ ェリ ス に

も 、「 ぼ く の唯 一 の 救 いと し て、シ レジ ア のあ る 男 に手 紙 を 書 こう と 決 心

し たの で す 。彼 と は 今 年の 夏 に 真の 友 情 を 結び 、 ぼ くを キ リ ス ト教 へ 改

宗 させ よ う とし ま し た 」 ( F10 5 )と 書 いて い る。  

『 判決 』 で は既 に 導 入 部に お い て、 こ の 結 末に 対 す る象 徴 的 意 義が 予

見 され て い る。 ゲ オ ル クが 部 屋 の窓 か ら 「 河」 や 「 橋」 へ と 順 次 、 眼 差

し を移 動 さ せて い く 行 為は 、 主 人公 の 溺 死 とい う ク ライ マ ッ ク ス の 伏 線

と なっ て い る。 ゲ オ ル クは こ の 時点 で 、 自 分を 待 ち 構え て い る 何 か 宿 命

的 なも の を 予感 し て い るの で あ る。 こ の 物 語の 「 春 の盛 り の と ある 日 曜

日 の午 前 の こと で あ っ た 」 (E 23 )とい う 書 き 出し の 文 章の「 春 の 盛り 」や

「 薄緑 に 萌 える 対 岸 の 丘」 と い う情 景 は 、 自然 界 に おけ る 生 命 の息 吹 を

感 じさ せ る 。また 、「 日 曜日 の 午 前 」と は 礼拝 の 時 間帯 で あ り 、キリ ス ト

の 復活 を 示 唆し て い る とも い え る 。 ²⁰『 判 決』 で は 、ゲ オ ル ク を小 市 民

的 な世 界 に 凋落 し て い る分 身 と して 、 他 方 ロシ ア の 友人 を 作 家 的 形 象 と

し て設 定 し 、ゲ オ ル ク を水 死 さ せる こ と で 、カ フ カ はロ シ ア の 友人 を 生

き 残ら せ た とい え る 。  

M.  エ リ アー デ は 、「 水 没は 最 終 的に 消 滅 を 意味 し な い。そ れ は 一時 的  

な 無形 態 へ の再 融 合 で あり 、 新 しい 創 造 、 新し い 生 命あ る い は 新し い 人  

                                                                  

2 0  D e m m e r ,  1 9 7 3 .  S . 11 1 .  
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間 が、 そ れ ぞれ 宇 宙 論 的、 生 物 学的 あ る い は救 済 論 的な 動 機 に 従っ て 継

起 する 。 (...)  水 は ど んな 宗 教 的連 関 の な かに 登 場 して も 、 そ の機 能 は

常 に同 一 で ある 。す な わち 、そ れ は分 解 し 、形を 破 棄 し 、罪 を 洗い 流 し 、

同 時に 浄 め かつ 再 生 す る」²¹と水 の シ ン ボ リズ ム を 分析 し て い る。G.  ク

ル ツも ゲ オ ルク の 水 面 への 落 下 とは 、 新 し い生 命 の 誕生 を 象 徴 した も の

で ある と 解 釈し て い る 。 ²²  

と ころ が 、 息子 に 死 刑 判決 を 下 した あ と 、 ベッ ド の 上で 卒 倒 す る父 親

（ ＝友 人 の「 代 理人 」）の姿 に は、遠 い異 国 で朽 ち 果 てよ う と す る友 人 が

間 接的 に 暗 示さ れ て お り、 カ フ カの 「 書 く こと 」 に 対す る 懐 疑 性も 潜 ん

で いる よ う に思 わ れ る 。 し た が って 、 ゲ オ ルク は 橋 から 水 ＝ 河 へ墜 落 す

る と同 時 に 、ロシ ア に 繋が る よ うな「 対 岸 の丘 」を 越 境し 得 な いで 、「猟

師 グラ ッ ク ス (D e r  J ä ge r  G ra cc hu s )」 ²³の よ うに 、 生 と死 の い ず れの 極 か

ら も閉 め 出 され 、 そ の 中間 領 域 を漂 流 し 続 けて い る と推 察 で き る 。 ²⁴事

実 、カ フ カ の生 涯 を 見 ると 、 書 くこ と に 没 頭し て い た時 期 と 、 創造 力 が

枯 渇し て ほ とん ど 作 品 が成 立 し なか っ た 停 滞 期 と が 交互 し て あ らわ れ る

こ とに な る 。  

 

 

 

 

                                                                 

2 1  エ リ ア ー デ 、 ミ ル チ ャ （ 風 間 敏 夫 訳 ）：『 聖 と 俗 』、 法 政 大 学 出 版 局 、 1 9 6 9 年 、 1 2 2 頁 。  

2 2  K u r z ,  1 9 8 0 .  S . 1 7 2 .  

2 3  シ ュ ヴ ァ ル ツ ヴ ァ ル ト の 猟 師 グ ラ ッ ク ス は 、 狩 の 最 中 に 崖 か ら 滑 落 し た あ と 、 彼 を あ の 世 に 渡

し て く れ る は ず だ っ た 小 船 が 舵 取 り を 誤 っ た た め 、 こ の 地 上 に 残 さ れ て し ま い 、 河 や 湖 水 の う え

を 漂 っ て い る 、 と い う 筋 書 き で あ る 。 ( B 7 5 )  

2 4  ゲ オ ル ク の 曖 昧 な 死 の 状 態 に つ い て の 説 明 は 、 R .カ ル ス ト に よ る 分 析 が 参 考 と な る 。「 カ フ カ の

作 品 に お い て 、 死 と 頻 繁 に 結 び つ く 第 二 の モ チ ー フ は 、 多 く の 民 族 の 神 話 の な か で 万 物 の は じ ま

り と お わ り を 保 証 す る 要 素 と な っ て い る 水 の モ チ ー フ （ 橋 と 組 み 合 わ せ に な っ て い る こ と が 少 な

く な い ) で あ る 。 そ れ は 生 ・ 復 活 と 同 時 に 死 ・ 破 滅 を 表 し て い る 。」  K a r s t ,  R o m a n :  S t e r b e n  u n d  

To d  i n  K a f k a s  W e r k .  I n ;  W a s  b l e i b t  v o n  K a f k a ?  S c h r i f t e n r e i h e  d e r  F r a n z - K a f k a - G e s e l l s c h a f t

Ⅰ .  W i e n ,  1 9 8 3 .  S . 1 3 5 .   
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図 1   日 記 帳 に書 か れ た『 判 決 』の 草 稿 、 冒頭 部  

        Wag enb ac h ,  Kl a us :  Fr a nz  Ka fka .  B i ld e r  a us  s e in e m Le ben .  

        B e r l in ,  19 83 .  S .1 30 .  
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図 2   『 判 決 』の 終 結 部  

Wag enb ac h ,  19 83 .  S .1 31 .  

 

 



 25 

Ⅱ 「 あ る 戦 い の 記 録 」 ―  二 つ の 自 我の 対 立  

 

『 判決 』 に おけ る 「 ロ シア の 友 人」 と ゲ オ ルク の 人 物配 置 の 原 型に な

っ て い る の が 、 若 き 日 の カ フ カ の 習 作 と も 呼 べ る 「 あ る 戦 い の 記 録

(B e sc h r e ib ung  e i ne s  Ka mp f es )」 であ る 。 こ の 作 品 は 未完 の ま ま 終わ り 、

生 前発 表 さ れる こ と は なか っ た が、そ の な かに は 幻 影と し て の 生、孤 独、

不 安と い っ た カ フ カ 文 学の 基 本 的 モ チ ー フ の萌 芽 が 見ら れ る 。 彼は そ の

一 部 分 を 独 立 さ せ 、「 樹 木 (D i e  B äu me )」「 衣 服 ( Kl e id e r )」「 山 へ ハ イ キ ン

グ (D e r  A u s f l ug  in s  G e b i rge ) 」「 街 道 の 子 ど も た ち ( Ki n de r  au f  d e r  

La nd s t r aß e )」 と 題 し て 、短 編 集 『観 察』（ 1 913 年） に 収 め て いる 。  

「 ある 戦 い の記 録 」は A 稿、 B 稿 と名 づ け られ た 二 つの 草 稿 が 遺さ れ

て いる 。A 稿 は 1 90 4 年 ～ 19 06 年、B 稿 は 19 09 年 ～ 10 年 に 成 立し た も の

と 推定 さ れ てい る 。¹A 稿に は 各 章に 題 名 が付 さ れ てい る が 、B 稿 は ロ ー

マ 数字 の み であ る。二 つの 草 稿 はさ ま ざ ま に異 同 が ある が、編 集者 M .  ブ

ロ ート は 主に B 稿に 依 存し な が ら 、 A 稿 も 補足 的 に 用い た 。脈 絡が な く

入 り組 ん だ 構造 や 統 一 感の 欠 如 は、創 作 時 期が 分 断 さ れ た こ と に加 え て 、

そ れぞ れ 個 別に 成 立 し たも の を 無理 や り 結 びつ け た こと に 、 そ の一 因 が

認 めら れ る 。  

1960 年 代に 入 っ て 、い くつ か の 改良 版 カ フ カ・テ ク ス トが 出 版 さ れ 始

め た 。 文 献 学 者 L.  デ ィ ー ツ は 、 ブ ロ ー ト と 共 同 で 「 並 列 版 ・ あ る 戦 い

の 記録 」 ²を 編 集し た 。こ の 本 は 、 A 稿 と B 稿 の二 種 類 残 る 原稿 を 左 側

の 頁に A 稿 、右 側の 頁に B 稿と 比 較 対照 で きる よ う に並 べ 、草 稿に で き

る だけ 忠 実 に、 作 者 に よっ て 削 除、 訂 正 さ れた 箇 所 も注 釈 記 号 を付 さ れ

た う え で 、 全て 本 文 に 折り 込 ま れる よ う に 統括 的 に 編集 さ れ て いる 。 公

刊 され て い るカ フ カ の 作品 の 大 半は 、 彼 が 書き 遺 し たも の か ら 、ブ ロ ー  

                                                                                         

1  S c h i l l e m e i t ,  J o s t :  K a f k a s  B e s c h r e i b u n g  e i n e s  K a m p f e s .  E i n  B e i t r a g  z u m  Te x t v e r s t ä n d n i s  u n d  

z u r  G e s c h i c h t e  v o n  K a f k a s  S c h r e i b e n .  I n ; D e r  j u n g e  K a f k a . ( H r s g .  v o n  G e r h a r d  K u r z )  F r a n k f u r t  

a . M . ,  S u h r k a m p  Ve r l a g ,  1 9 8 4 .  S . 1 0 6 f f .   

2  K a f k a ,  F r a n z :  B e s c h r e i b u n g  e i n e s  K a m p f e s .  D i e  z w e i  F a s s u n g e n .  P a r a l l e l a u s g a b e  n a c h  d e n  

H a n d s c h r i f t e n .  H r s g .  u n d  m i t  e i n e m  N a c h w o r t  v e r s e h e n  v o n  M a x  B r o d .  Te x t e d i t i o n  v o n  L u d w i g  

D i e t z .  F r a n k f u r t  a . M . ,  1 9 6 9 .   
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ト が編 集 し 出版 し た も ので あ る 。1 968 年 の ブロ ー ト の死 と と も に 、カ フ

カ の遺 稿 が いわ ば「 解 禁 」と な り 、新し い「 批判 版 カ フカ 全 集 」( Kr i t i s ch e  

Ka fk a -A u sga be )の刊 行 が始 ま っ たの は 、 1982 年 のこ と で あ っ た。 ま ず は

『 城』、 次 い で 『 失 踪 者』、『 審 判』 と 数 年 に一 冊 の テン ポ で 出 版さ れ た。

こ れま で に 刊行 さ れ た 巻の タ イ トル 、出 版 年を 列 挙 して お く 。（出 版 社 は

す べて フ ラ ンク フ ル トの S .  フ ィ ッシ ャ ー 社で あ る。）  

 

『 城』、 19 82 年。  

D as  S ch lo ß .  H r sg .  vo n  Ma lc o l m P a s le y.  B d .Ⅰ :Tex t .  N e w Yor k / Fr ank fu r t  a .M .  

198 2 .  

D as  S ch lo ß .  H r sg .  vo n  Ma l co l m P as l e y.  B d .Ⅱ :A p pa ra t .  N e w Yor k / Fr an k f u r t  

a .M .  19 82 .  

 

『 失踪 者』、 1983 年 。  

D e r  Ve r s ch o l l en e .  H rs g .  vo n  J o s t  S ch i l l e me i t .  B d . Ⅰ : Tex t .  N e w 

Yor k / Fr an k fu r t  a .M .  1 983 .  (= KKAV )  

D er  Ve r s ch o l l en e .  H rs g .  von  J os t  Sc h i l l e me i t .  B d . Ⅱ :A ppa ra t .  N e w  

Yor k / Fr an k fu r t  a .M .  1 983 .  (= KKAV A p p . )  

 

『 審判 』、 19 90 年 。  

D e r  P ro ceß .  H r sg .  von  Ma l co l m P a s le y.  B d .Ⅰ :Tex t .  N e w Yor k / Fr ank fu r t  a .M .  

199 0 .  (= K KA P )  

D er  P ro ceß .  H r sg .  vo n  Ma lc o l m P a s l e y.  B d .Ⅱ :A p pa ra t .  N e w Yo r k / Fr an k f u r t  

a .M .  19 90 .  (= KKA P A pp . )  

 

『 日記 』、 19 90 年 。  

Tage büc he r.  H r sg .  vo n  H an s -G e rd  Ko ch ,  M i cha e l  M ü l l e r  u nd  M a l co l m P as le y.  

B dⅠ :Te x t .  N e w Yor k / Fr a nk fu r t  a . M.  1 990 .  (= K KAT )  

Tage büc he r.  H r sg .  vo n  H an s -G e rd  Ko ch ,  M i cha e l  M ü l l e r  u nd  M a l co l m P as le y.  

B d .Ⅱ :A pp a r a t .  N e w Yor k / Fr an k fu r t  a .M .  1 990 .  
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『 遺稿 集 Ⅱ 』、 1 992 年 。  

N achg e la s se ne  Sc h r i f t e n  un d  Fr a g me n teⅡ .  H r sg .  vo n  J o s t  Sc h i l l e me i t .  B d .

Ⅰ :  Tex t .  N ew  Yo rk / F ra nk fu r t  a . M.  19 92 .  

N achg e la s se ne  Sc h r i f t e n  un d  Fr a g me n teⅡ .  H r sg .  vo n  J o s t  Sc h i l l e me i t .  B d .

Ⅱ :  A ppa r a t .  N e w Yo r k / Fr an k f u r t  a .M .  199 2 .   

 

『 遺稿 集 Ⅰ 』、 1 993 年 。  

N achg e la s se ne  S ch r i f t e n  u nd  Fr a g men t eⅠ .  H r s g .  von  Ma l co l m P as l e y.  B d .

Ⅰ :  Tex t .  N ew  Yo rk / F ra nk fu r t  a . M.  19 93 .  

N achg e la s se ne  Sch r i f t e n  und  Fr a g men tⅠ .  H r sg .  von  Ma l co l m P as l e y.  B d .

Ⅱ :A pp a r a t .  N e w Yor k / Fr an k f u r t  a .M .  199 3 .   

 

『 生前 刊 行 書集 』、 1 994 年。  

D ruc ke  z u  Le bz e i t en .  H r sg .  von  Wo l f  Ki t t l e r,  H an s -G e rd  Koc h  u nd  G e r ha rd  

N eu man n .  B d .Ⅰ :  Te x t .  N e w Yor k / Fr a nk fu r t  a . M.  1 994 .  

D ruc ke  z u  Le bz e i t en .  H r sg .  von  Wo l f  Ki t t l e r,  H an s -G e rd  Koc h  u nd  G e r ha rd  

N eu man n .  B d .Ⅱ :  A pp a r a t .  N e w Yo r k / Fr an k fu r t  a . M.  19 94 .  

 

『 手紙   1 900 年 － 1 912 年』、 19 99 年。  

B r i e f e  1 900 -1 91 2 .  H rs g .  von  H an s -G e rd  Ko ch .  N e w  Yo rk / Fr a nk fu r t  a . M.  

199 9 .  

 

『 手紙   1 913 年 － 1 914 年』、 20 01 年。  

B r i e f e  1 913 -1 91 4 .  H rs g .  von  H an s -G e rd  Ko ch .  N e w  Yo rk / Fr a nk fu r t  a . M.  

200 1 .  

 

批 判 版 全 集 の 作 品 は 「 本 文 (Tex t )」 を 収 録 し た 巻 と 、 草 稿 に つ い て の

さ まざ ま な 情報 を ま と めた「 資 料 (A ppa r a t )」の 二 巻 から な っ て い る 。（ た

だ し、『 手 紙 』の 各 巻 は「 本 文」、「 資料 」、「 注 釈」の す べて が 一冊 に 収 め

ら れ て い る 。）「 資 料 」 篇 は 「 伝 承 (Ü b e r l i e f e r un g )」、「 成 立 (E n t s t eh un g )」、

「 編集 上 の 手入 れ (E d i t o r i s c he  E in g r i f f e )」、「異 文 (Va r i an te n )」の 4 つ の 部

分 にわ け ら れて い る 。「 伝 承 」の部 で は 、す べて の 原 稿の 総 目 録 と 、当 該
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の 巻の 原 稿 につ い て の 文献 学 的 描写 （ た と えば 、 ノ ート の 大 き さ・ 色 ・

形 やイ ン ク の色 、字 体 など に つ いて の 詳 細 な報 告 ）の項 目 が あ り、「 成立 」

は その 巻 に 収め ら れ て いる テ ク ス ト の 成 立 時期 の 推 定、 さ ら に 草稿 か ら

推 理さ れ た 創作 方 法 、 そし て 長 編小 説 の 場 合は 、 章 分け に つ い ての 根 拠

づ けの 項 目 があ る。「 編 集上 の 手 入れ 」は 、文字 ど お り編 集 上 、手を 入 れ

た 箇所 に つ いて の 一 覧 であ り、「異 文」は 作 者に よ る 書き 直 し の 過程 の 一

覧 であ る 。 ³ 

 

「 ある 戦 い の記 録 」 は 三部 構 成 にな っ て お り、 内 容 的に 連 続 し てい る

Ⅰ 部と Ⅲ 部 に、 物 語 的 に独 立 し たⅡ 部 が 挿 入さ れ て いる 。 Ⅰ 部 は、 散 会

し つつ あ る 夜会 を ひ と り で 傍 観 して い る 語 り手 で あ る「 私 」 の まえ に 、

知 り合 っ た ばか り の 「 知人 」 が 突然 現 れ る こと で 始 まる 。 彼 は 「私 」 が

辟 易し て い る の も 構 う こと な く 、 小 間 使 の アン ネ ル ルと 親 し く なっ た 経

緯 を誇 ら し げに 喋 り 出 す 。「 私 」は ラ ウ レ ン ツィ 山 へ の散 歩 を 提 案し 、「知

人 」を 戸 外 に連 れ 出 す 。だ が 、 フェ ル デ ィ ナン ト 通 りで 冷 た い 夜気 に ふ

れ ると 、「 私 」は「 知 人 」と 別 れ て、誰 に も 邪魔 さ れ ずに 自 室 で くつ ろ ぐ

自 分を 思 い 描く 。し か し、「 自 宅 に戻 っ て、背 後の 壁 に かけ ら れた 金 縁 の

鏡 のな か に 斜め に 落 ち そう に 映 って い る 床 の上 で 、 絵模 様 の 壁 に囲 ま れ

て 再び 何 時 間も ひ と り で過 ご す こと 」(B 10 )を 考 え ると 、気持 ち が萎 え て

し まう 。「 私 」 は自 発 的に ひ と り を 愉 し ん でい る わ けで は な い ので あ る。 

彼 らが 二 人 して た ど っ てい く ル ート 、 す な わち 新 市 街か ら 、 プ ラハ 市 の

メ イン ・ ス トリ ー ト で ある フ ェ ルデ ィ ナ ン ト通 り を 抜け 、 さ ら にモ ル ダ

ウ 川に 沿 っ たフ ラ ン ツ ェン 河 岸 、ク ロ イ ツ ヘレ ン 広 場を 経 て 、 両側 の 欄

干 に聖 者 像 の立 ち な ら ぶ カ ー ル 橋を 渡 り 、 貴族 た ち が城 館 を か まえ て い

る クラ イ ン ザイ テ 、 そ して ラ ウ レン ツ ィ 山 へと い た る道 筋 は 、 当時 の 上

流 市民 た ち には お 馴 染 の散 歩 コ ース で あ っ た。 ⁴  

「 私」 は プ ラハ の 街 を 歩き な が ら、 こ の ｢知 人 ｣は 明 日、 あ の ア ン ネ ル

ル に自 分 の こと を な ん と話 し て きか せ る の だろ う と、「 知 人」の 眼 に 映 っ  

                                                                                          

3  明 星 聖 子 ：『 新 し い カ フ カ  「 編 集 」 が 変 え る テ ク ス ト 』、 慶 應 義 塾 大 学 出 版 会 、 2 0 0 2 年 、 7 0 ～  

7 1 頁 。  

4  平 野 嘉 彦 ：『 カ フ カ  身 体 の ト ポ ス 』、 講 談 社 、 1 9 9 6 年 、 2 3 頁 。  
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た 自分 の 姿 をつ ぎ の よ うに 想 像 する 。  

 

そ の男 と き たら 、 ま る でぐ ら ぐ ら 揺 れ る て いる 棒 ぎ れみ た い で 、そ の  

て っぺ ん の ほう に 、 黒 い髪 の は えた 頭 が く っつ い て いる ん だ 。 その 身

体 には 、 た くさ ん の 小 さな く す んだ 黄 色 の ぼろ ぎ れ がぶ ら さ が って い

る んだ よ 。 (B 12 )  

 

「 私」 に は 「知 人 」 の カフ ス ・ ボタ ン の 鎖 が 、 カ ス タネ ッ ト の よう に 鳴

る と、それ は す ぐに 殺 人行 為 と 意識 さ れ る。「知 人」が ポ ケッ ト のな か で

握 りし め て いる 短 剣 を ふる っ て 襲い か か っ てき て も、「 私」は 悲 鳴を あ げ

ず 、「眼 が も ちこ た え る かぎ り は、た だ 相 手 をじ っ と にら ん で い てや ろ う」 

(B 1 5)と 考 える 。この 殺 人 ま が い の行 為 が お こな わ れ よう と す る とき 、サ

ー ベル を 下 げた 警 官 が 出現 す る。「私 」は 不 安か ら カ ール 小 路 に 逃げ 込 み、

十 字架 修 道 会士 広 場 に 出た と た んに 、 教 会 の入 口 の 前で こ ろ ん で膝 を 負

傷 する 。 そ こに 「 知 人 」が 現 れ 、今 度 は 彼 のほ う か らラ ウ レ ン ツィ 山 に

行 こう と 誘 う。「 私 」は 立ち あ が った が 、ひ どい 痛 み よう だ っ た 。幸 い 月

が 「私 」 を 照ら し て い てく れ て おり 、 喜 ん で腕 を 拡 げる と 月 の 光を 全 身

に 浴び た 。そ して 、水 泳の と き のよ う に 腕 を動 か す と、「 私 」の 身体 は 宙

に 浮き 、 す いす い と 前 に進 み 、 痛み も 困 難 も感 じ な かっ た 。  

「 愉 し み ご と あ る い は 生 存 不 可 能 の 証 明 (B e lu s t ig ung en  ode r  B e we i s  

de s s en ,  d aß  e s  u n mög l i c h  i s t  z u  l e be n )」 と い う見 出 し 語が つ い て いる Ⅱ 部

は 、 1 から 4 まで の 節 に分 か れ てお り 、 山 中で 「 私 」あ る い は 「知 人 」

が 繰り ひ ろ げる 幻 想 で ある 。 そ の幻 想 の な か に 「 太 った 男 」 な いし 「 祈

る 男」 と 呼 ばれ る 人 物 が次 々 と 登場 し て は 、そ れ ぞ れの 体 験 を 語り 継 い

で いく 。  

 

1 の 「 騎 行 (R i t t )」 と 題 さ れ た 節 で は 、「 私 」 が 「 知 人 」 の 背 中 に 馬 乗

り にな っ て 山道 を 登 っ てい く 。 Ⅰ部 と は 逆 に 「 知 人 」が 倒 れ 、 膝に 傷

を 負う 。  

 

2 の「 散 歩 ( Spa z ie rga ng )」で は 、「 私 」は 傷 つい た「 知 人 」を う ち捨 て

て 、ひ と り で山 の な か を散 歩 す る。  
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3 の 「 太っ た 男 (D e r  D ic ke )」は 、 さ らに a か ら d ま で のよ り 小 さい 節

で 構成 さ れ てい る 。  

 

a の 「風 景 へ のあ い さ つ (A n s p r ac he  a n  d i e  La n ds ch a f t )」で は 、「 私」

の 眼前 に 「 太っ た 男 」 が 、 輿 に かつ が れ て 登場 す る 。彼 は 輿 の まま

川 を渡 り 始 める が 、 そ のう ち 川 に押 し 流 さ れる 。  

 

b の 「祈 る 男 との 最 初 の対 話 (B e gon ne ne s  G es p r äc h  mi t  de m B e t e r )」

に は、 教 会 でわ ざ と 大 袈裟 な 身 振り で 祈 り をさ さ げ て、 人 目 を ひこ

う とし て い る若 者 に 対 して 、「 私 」が そ の 理 由を 問 い ただ す と い う箇

所 があ る 。 若 者 は そ う する の が 「楽 し み 」 なの だ と 答え た あ と で、

す ぐに 撤 回 して 、「 欲 求」 と い う言 葉 に お きか え る 。  

 

楽 し み (S paß ) じ ゃ な い ん で す 。 ぼ く に は そ う し た い と い う 欲 求

(B e dü r f n i s )が あ る ん で す 。 こ う し た 視 線 よ っ て 、 ほ ん の し ば ら く

の あい だ 、 自分 を し っ かり と 打 ち固 め て も らい た い とい う 欲 求 が

ね 。他 方 で 、こ の 街 じ ゅう の 人 たち が ぼ く のま わ り で 。  (...)そ

れ は好 奇 心 から で あ り 、期 待 か らな ん で す 。あ な た の視 線 は 、 も

う ずっ と 以 前か ら ぼ く をな ぐ さ めて く れ て いま し た 。そ れ で 、 他

の 人々 の 前 では 、 小 さ なウ ィ ス キ ー ・ グ ラ スが ま る で記 念 碑 の よ

う にテ ー ブ ルの 上 に し っか り と 立っ て い る のに 、 ぼ くの ま わ り で

は 事物 た ち が降 る 雪 の よう に 音 もな く ど こ かへ 沈 ん でい っ て し ま

う のは 、 い った い ど う いう こ と にな っ て い るの か  ―  そ れ を あ な

た から 教 え ても ら い た いと 思 っ て い る わ け なん で す 。 (B 31 ff . )  

 

こ の男 は 要 する に 、 自 己の 存 在 感の 希 薄 さ を、 他 者 の眼 差 し に よっ

て 保証 し て もら う こ と を期 待 し てい る の で ある 。  

 

c の「 祈 る男 の 物 語 ( G esc h ic h t e  de s  B e t e r s )」 で は、「 祈 る 男」 が 戸外

に 出る と、「 私 を め が けて 襲 い かか る よ う に 、月 や 星 をち り ば めた 大

き な夜 空 と 、市役 所 や マリ ア の 立像 、教 会 堂が 立 ち なら ぶ 円 形 広場 」

(B 3 9)が 現 れ る 。 そ の 事 物 を 前 に し た 「 祈 る 男 」 は 、「 き み た ち は 、
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ま るで 実 在 して い る か のよ う な ふり を し て いる が 、 それ は い っ たい

ど うい う こ とな の か 。 (...) 私 が非 現 実 的 な存 在 だ とい う こ と を、

私 に信 じ こ ませ よ う と いう つ も りな の か 。 なる ほ ど 、ず っ と ま え に

は 、き み た ちは 実 在 し てい た の だが 、 し か し、 空 よ 、広 場 よ 、 きみ

た ちは 、 も う実 在 な ん かし な い のだ 」 ( e bd . )と 物語 る 。  

 

d は 再 び 、「 太 っ た 男 と 祈 る 男 と の 対 話 ( Fo r t ge se t z t e s  G esp ä rch  

zw i sc he n  d e m D i cke n  und  de m B e t e r )」（ つ づき ） で ある 。「 祈 る男 」

が「 消 えか か っ た身 体 をと り も どす 」(B 4 3)た めに は、教 会 に 行 って 、

大 声で お 祈 りを さ さ げ るの が よ いか も し れ ない 」 ( e bd . )と 述 べ ると 、

「 太っ た 男 」は 泣 き 出 すの で あ る 。  

 

4 の「 太っ た 男 の没 落 (U n te rgan g  de s  D ic ken )」では 、「 太っ た 男」は 滝

に さし か か り、 そ の な かに 落 下 して 姿 を 消 して し ま う。  

 

こ れで Ⅱ 部 は終 了 し 、 物語 は Ⅲ 部に 入 る 。 Ⅰ部 は 「 私」 と 「 知 人」 の ラ

ウ レン ツ ィ 山 へ の 夜 の 散歩 が 描 かれ て い た が、 Ⅲ 部 はⅠ 部 の 続 きで 、 ラ

ウ レン ツ ィ 山か ら の 帰 途に あ て られ て い る。「 知人 」 は Ⅰ部 と は異 な り 、

始 まっ た ば かり の 恋 に 迷い 、「 私 」 に慰 め を求 め る 。  

 

実 のと こ ろ 、こ の 興 奮 に身 を 委 ねる べ き か どう か 、 ぼく に も 決 心が つ

き ませ ん 。確実 な も の は何 も な い。ど こ へ 向か う か 、い つ ま で 続く か 、

は っき り と いう こ と は 誰に も で きな い の で す。 (B 4 7 )  

 

そ れに 対 し て「 私 」 が、「 あな た は 自殺 で もし な け れば な ら ぬ でし ょ う 」

(B 4 8 )と 答 え る と 、「 知 人 」 は 怒 っ て 、「 あ な た は 誰 か ら も 愛 さ れ な い し 、

愛 する こ と もで き な い 独 身 者 で あり 、た だ 不安 (A n gs t )に怯 え る こと し か、

あ なた を 興 奮さ せ る も のは な い のだ 」( eb d . )と 罵 る。自 分 の本 質 をい い あ

て られ た 「 私」 は 、 こ の戦 い の 優位 性 を 確 保す る た めに 「 私 は 婚約 し て

い るの で す 」 ( eb d . )と 虚偽 の 告 白 をし 、「 知人 」 に 決定 的 な ダ メー ジ を 与

え る。「 知人 」は こ の 一言 に 衝 撃を 受 け 、ナ イフ を 取 りだ し 、自 分の 腕 に

突 き刺 し 、自 殺を 企 て る。「 私 」は 慌 て ふ ため き 傷 の手 当 を し て、「 知人 」
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と 恋人 が 春 の果 樹 園 を 楽し く 散 歩す る 幸 福 を語 っ て 慰め る 。 最 終場 面 で

は 、「 知人 」 は 「 私 」 にも た れ 、二 人 は ま るで ひ と りで あ る か のご と く 、

寄 り添 い あ って 歩 き 始 める 。  

「 ある 戦 い の記 録 」 の 全体 の 構 図を 示 す と 、 Ⅰ ・ Ⅱ [1 . 2 . 3{ a , b , c , d} 4 ]・

Ⅲ のよ う に なっ て い る。「 知人 」 は 「 私 」 につ い て 、 身 体 は 「 黄色 」 で 、

「 ぐら ぐ ら 揺れ て い る 棒ぎ れ 」 のよ う に や せて い る と描 写 し て いる 。 Ⅱ

部 の「 祈 る男 」も 、「ま る で シル エ ッ ト（影 絵 ）の よ う に、黄 色い 薄 紙 か

ら 切り 抜 い てあ っ て 、歩 く と きは ぱ り ぱ り 音が す る のが き こ え る」(B 3 6)

と 形容 さ れ てお り 、 ど こと な く 輪郭 が は っ きり せ ず 、投 影 的 に 表現 さ れ

て いる 。こ の箇 所は B 稿で は 削除 さ れ て い て、 A 稿に し か 残 さ れて い な

い。「 私 」と「 知 人」、「 祈 る 男」と「 太 っ た男 」の 両者 は ひ と り の 人 間 の

二 つの 側 面 であ り 、 い わば 作 者 の自 我 の 分 裂と し て 生じ る 心 の 「戦 い 」

の 形象 化 で ある 。 こ の 対応 関 係 が、「 ロ シ アの 友 人」（ 黄色 と 形容 さ れ て

い る） と ゲ オル ク の ヴ ァリ エ ー ショ ン に な って い る こと は 明 ら かで あ ろ

う 。戦 い を 終え た 二 人 が目 に す るの は 、 雪 の上 の 樹 木の 幹 の 影 であ る 。

こ の情 景 は、「 祈る 男 」が 語 っ たつ ぎ の よ うな 譬 え 話と 呼 応 し てい る 。  

 

ぼ くた ち は 雪の 中 の 木 の幹 み た いだ 。 そ れ は見 た と ころ た だ 滑 らか に

の って い て 、ち ょ っ と 一突 き す れば 動 か せ るだ ろ う 。で も 、 ち がう ん

だ 。そ ん な こと で き や しな い 。 だっ て そ れ は地 面 と しっ か り 結 びつ い

て いる ん だ から 。 で も 、ほ ら 。 それ だ っ て 見か け だ けな ん だ 。  

  Wi r  s in d  n ä ml i ch  so  w i e  B au ms t ä mme  i m Sch ne e .  S ie  l i ege n  d oc h  

sc he in ba r  nu r  g l a t t  au f  un d  ma n  so l l t e  s i e  mi t  e in e m k l e in e n  A n s to ß  

we gs ch i ebe n  k ö nne n .  A be r  n e in ,  da s  ka nn  man  n ic h t ,  de nn  s i e  s i n d  f e s t  mi t  

de m B o de n  ve rbu nd en .  A b e r  s i e h ,  s oga r  d a s  i s t  b lo ß  s ch e inb a r.  ( B 43 f . )   

 

空 想に 溺 れ る「 私 」 も 、現 実 を 受け 入 れ よ うと す る 「知 人 」 も 、結 局 の

と ころ 、 確 かな 基 盤 を 築い て い るわ け で は なく 、 と もに 確 実 性 が剥 奪 さ

れ た「 見 か け ( s c he i n ba r )」 だ けの 存 在 な の であ る 。  

「 ある 戦 い の記 録 」 で は、 会 話 中に 登 場 す る架 空 の 人物 「 ア ン ネル ル

(A nn e r l )」 と 「 ジ ェ ロ ー ム・ フ ァ ロ シ ュ ( J e ro me  Fa r och e )」 を 除 いて 、人

名 はい っ さ い示 さ れ な い 。登 場 人物 は 、た だ「 私」「 太 った 男」「 祈る 男 」
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な どと 呼 ば れる だ け で ある 。 そ れと は 対 照 的に 、 プ ラハ 実 在 の 通り や 界

隈 の地 名 （「 フ ェ ル デ ィナ ン ト 通り 」「 カ ール 橋」「 ク ロイ ツ ヘル ン 教 会」

「 ラウ レ ン ツィ 山 」「 モル ダ ウ 川」「フ ラ ンツ ェ ン 河岸 」「 円 形劇 場」「 ゼ

ミ ナー ル 教 会」「 ヴ ェ ンツ ェ ン 広場 」 等 ） が頻 出 す る。 ⁵こ の 特徴 は 後 年

の 『審 判 』 と比 較 し て みれ ば 、 より き わ だ って く る 。す な わ ち 、人 名 は

29 種 類 も使 用 さ れ て いる に も かか わ ら ず、プ ラハ と お ぼし き 街を 舞 台 に

し なが ら 、 架空 の 地 名 が一 つ （「 ユ ー リ ウ ス通 り」） あ らわ れ るの み で あ

る 。 ⁶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 

5  R a j e c ,  E l i s a b e t h  M . :  N a m e n  u n d  i h r e  B e d e u t u n g e n  i m  W e r k e  F r a n z  K a f k a s .  B e r n ,  L a n g ,  1 9 7 7 .  

S . 9 7 f f .    

6  R a j e c ,  a . a . O . ,  S . 1 3 0 .  
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Ⅲ 『 失 踪 者 (ア メ リ カ )』  

 

『 判決 』 を 書き 上 げ 、 独自 の 文 学 ス タ イ ル を確 立 し たカ フ カ は 、長 編

小 説『 失 踪 者 (D e r  Ve r sc ho l l e ne )』 の書 き 直 し に 着 手 する 。 彼 は この 小 説

の 初 稿 を 、19 11 年 の 冬 に書 き 始 めて い る が 、手 稿 は破 棄 さ れ て 残さ れ て

い ない 。 1 912 年 11 月 11 日 に は 、既 に 最 初の 6 章 が完 成 し て いる 。労 働

者 災害 保 険 局の 役 人 で ある カ フ カに と っ て 、執 筆 の 時間 は 夜 に 限定 さ れ

て いる に も かか わ ら ず 、こ の 年の 9 月 2 2 日 から 1 2 月 6 日 ま での あ い だ

に 書か れ た 原稿 は 、 40 0 頁 以 上 に及 ん で い る 。 さ ら に同 じ 時 期 に フ ェ リ

ス に宛 て て 、と き に は 10 枚 を超 え る 長 文 の手 紙 を 60 通 以 上 も書 い てい

る 。 ¹  

M.  ブ ロ ート は 、「 カ フ カは 恍 惚 状 態 (E ks t a s e )で 幾 夜 にも わ た っ て 書 き

続 けて い る 。ア メ リ カ を舞 台 に した 長 編 小 説だ 」（ 9 月 29 日 ）、「カ フ カ

は 信じ ら れ ない ほ ど の 忘我 の 境 地に あ る 」（ 10 月 1 日）と 記 し ²、その 頃

の カフ カ を 回想 し て 、 つぎ の よ うに も 述 べ て い る 。  

 

彼 は心 か ら 楽し ん で こ の小 説 を 書い た 。 た いて い は 晩に 、 し か も夜 遅

く まで 。 原 稿に は 驚 く ほど 訂 正 や削 除 の 跡 がみ ら れ ない 。 カ フ カは こ

の 小説 が 、 これ ま で に 彼が 書 い て き た 他 の どの 作 品 より も 、 希 望に 満

ち た「 明 る い」 も の だ とい う こ とを 自 分 で も意 識 し てい た し 、 よ く 談

話 のな か で 強調 し て い た。  ―  こ の 脈 絡 か ら自 由 と 遠い 異 国 へ の憧 れ

と が、 い つ も 彼 の う ち に生 き て いた と い う こと を 、 もし か し た ら付 け

加 える こ と がで き る か もし れ な い。 ³  

 

『 失踪 者 』は 未 完 の ま ま放 棄 さ れた が 、カ フカ の 死 後、 1927 年 に彼 の  

最 良の 友 人 にし て 最 高 の理 解 者 であ る と 自 負し て い たブ ロ ー ト によ っ て、 

                                                                  

1  W a g e n b a c h ,  K l a u s :  F r a n z  K a f k a  m i t  S e l b s t z e u g n i s s e n  u n d  B i l d d o k u m e n t e n .  H a m b u r g ,  

R o w o h l t ,  1 9 8 5 .  S . 7 4 .  

2  B r o d ,  M a x :  F r a n z  K a f k a  E i n e  B i o g r a p h i e .  P r a g ,  Ve r l a g  H e i n r  M e r c y  S o h n ,  1 9 3 7 .  S . 1 5 7 .   

3  B r o d ,  M a x :  N a c h w o r t  z u r  e r s t e n  A u s g a b e .  I n ;  A m r i k a .  R o m a n .  F r a n k f u r t  a . M . ,  F i s c h e r ,  1 9 8 6 .  

S . 2 6 0 .  
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『 アメ リ カ (A me r i ka )』と いう 標 題 で世 に 知 られ る こ とに な る 。だ が 、早

い 段階 か ら 、『 失 踪 者 』が 本 来 のタ イ ト ル であ る こ とは 指 摘 さ れて い た。

第 1 章 「 火 夫」 か ら 第 6 章 「 ロ ビン ソ ン 事 件 」 ま で の章 立 て は 、 カ フ カ

自 身の 創 作 ノー ト （ 図 3 参照 ） へ の書 き 込 み や 、 フ ェリ ス へ の 手紙 に よ

り 確定 的 と 考え ら れ る 。  

 

私 の書 い て いる 小 説 は 、無 限 に 続き そ う な ので す が 、さ し あ た って 少

し 説明 し ま すと 、『 失 踪者 (D e r  Ve r sc ho l l ene )』とい う 題 で 、筋 はも っ ぱ

ら 北米 合 衆 国で 起 こ り ます 。 い まの と こ ろ 5 章 が 完 成し 、 第 6 章 は ほ

と んど で き あが っ て い ます 。各 章 は Ⅰ  火 夫 (D e r  H e i ze r )、Ⅱ  伯 父 (D e r  

O nke l )、Ⅲ  ニ ュー ヨ ー ク 近 郊 の 別荘 (E in  La nd hau s  b e i  N ew  Yor k )、Ⅳ  ラ

ム ゼス へ の 道 (D e r  M ar sc h  na ch  R a mse s )、 Ⅴ  ホテ ル ・ オク シ デン タ ル

( Im H o te l  O cc i de n t a l )、 Ⅵ  ロ ビ ン ソ ン 事 件 (D e r  Fa l l  R ob in so n )で す 。

( F8 6 )  

 

ブ ロー ト は 版を い く ら 重ね て も 、そ の 題 名 を変 更 し よう と し な かっ た 。

そ の根 拠 に つい て 彼 は 、カ フ カ が会 話 の な か で 、 こ の本 を よ く 「ア メ リ

カ 的な 長 編 小説 」⁴と 呼ん で い た こ と を 挙 げて い る。こ のテ ー マは 以 前 か

ら カフ カ の うち に 息 づ いて い た らし く 、 1911 年 1 月 1 9 日 の 日 記に 、 つ

ぎ のよ う に 記さ れ て い る 。  

 

昔 、ぼ く は 二人 の 兄 弟 が互 い に 争っ て 、 そ のう ち の 一人 は ア メ リカ へ

渡 り、 も う 一人 は ヨ ー ロッ パ の 牢獄 に 閉 じ 込め ら れ ると い う 長 編小 説

を 書こ う と した こ と が ある 。 (T 2 8 )  

 

ブ ロー ト 版 『ア メ リ カ 』と 批 判 版『 失 踪 者 』を 比 較 対照 す る と 、以 下

の よう に な る。  

 

ブ ロ ー ト 版 『 ア メ リ カ (A me r i ka )』  

第 1 章   火 夫  (D e r  H e i ze r )  

                                                                   

4  B r o d ,  a . a . O . ,  S . 2 6 0 .  
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図 3   カ フ カ の創 作 ノ ート ( K KAV A p p .  S .65 )  
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第 2 章   伯 父  (D e r  O nke l )  

第 3 章   ニ ュー ヨ ー ク 近郊 の 別 荘  (E in  L and hau s  be i  N e w Yor k )  

第 4 章   ラ ムゼ ス へ の 道  (We g  nac h  R a mse s )  

第 5 章   ホ テル ・ オ ク シデ ン タ ル  (H o te l  O cc i den t a l )  

第 6 章   ロ ビン ソ ン 事 件  (D e r  Fa l l  R ob in son )  

第 7 章   隠 れ家  (E i n  A s yl )  

第 8 章   オ クラ ホ マ の 野外 劇 場  (D a s  N a t u r th ea t e r  von  O k la ho ma )  

補 遺  

断 片   1  （「 起 きろ 、 起き ろ ！」） (A u f !  A uf ! ,  r i e f  R o b in so n . . . )  

2   ブ ルネ ル ダ の出 発  (A u s re i se  B r un e l d as . . . )  

 

批 判 版 『 失 踪 者 (D e r  Ve rs cho l l en e )』  

Ⅰ   火 夫  (D e r  H e iz e r )  

Ⅱ   伯 父  (D e r  O nk e l )  

Ⅲ   ニ ュ ー ヨー ク 近 郊 の別 荘  (E i n  La nd h au s  b e i  N ew  Yo rk )  

Ⅳ   ラ ム ゼ スへ の 道  (D e r  M ar sc h  na ch  R a mse s )  

Ⅴ   ホ テ ル ・オ ク シ デ ンタ ル  ( I m H o t e l  occ i den t a l )  

Ⅵ   ロ ビ ン ソン 事 件  (D e r  Fa l l  R o b i n son )  

 

（ 車が と ま った ・ ・ ・ ）  (E s  muß t e  wo h l  e in e  en t l e ge ne . . . )  

（「 起 きろ 、 起 きろ ！」・ ・・ ）  ( „A u f !  A uf !“  r i e f  R o b in so n . . . )  

断 片  

( 1 )   ブ ル ネ ルダ の 出 発  (A u s re i s e  B r un e l d as )  

(2 )  （ 町 角 で カ ー ル は ポ ス タ ー を 目 に し た ・ ・ ・ ） ( Ka r l  s a h  a n  e in e r  

S t r aß en eck e . . . )  

（ 二日 二 晩 の旅 だ っ た ・・ ・ ） (S ie  f uh re n  z w e i  Tag e . . . )  

 

ブ ロー ト が「隠 れ 家」、「 オ ク ラホ マ の 野外 劇 場」の 章 名を つ け た もの は 、

批 判版 で は それ ぞ れ （ 車が と ま った ・ ・ ・）、（ 町 角 でカ ー ル は ポス タ ー

を 目に し た ・・ ・ ） に あた る 。第 7 章 以 降 、カ フ カ はタ イ ト ル をつ け て

い ない の で 、批 判 版 の 目次 に は 出だ し が 掲 げて あ る 。  

カ フカ は こ の小 説 の 第 1 章「火 夫 」を 、「 全 体と し て は内 的 な 真 実に 由
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来 す る も の 」 ( F32 2 )と 見 な し 、 独 立 し て 短 編 と し て 発 表 し た 。 そ の 際 、

主 人公 の 年 齢を 一 つ 減 らし て 16 歳 にし て いる 。手 稿 で は、作 者が 主 人 公

カ ール の 名 前を 、『 判 決 』の ゲ オ ルク と 混 同し た のが 7 箇 所 も ある 。⁵（ 図

5 参照 ） 資 料篇 の 「 異 文」 で は 、本 文 中 の 一つ の 語 を見 出 し 語 とし て 提

示 して 、その 語 に 関 わ る改 作 の 跡を 示 す 方 法を 採 っ てい る 。し たが っ て、

図 5 の 1 行目 の 11  ɪ  Ka r l ]  は 、 本 文の 11 頁 （図 4） の 1 行 目の Ka r l  の

箇 所を み よ 、を 意 味 し てい る 。 その 右 に 記 号を 使 っ た削 除 や 書 き換 え の

表 現が 続 き 、つ ぎ の [G eo rg ]  が 示す の は 、 もと は G e o rg  と 書 かれ て い た

の が消 さ れ たこ と 、隣 の〈 Ka r l〉は 、そ こに Ka r l  と い う 語 が 書き 加 えら

れ たこ と を 表し て い る 。 ⁶  

『 失踪 者 』は 、17 歳 の 少年 カ ー ル・ロ ス マ ンが ニ ュ ーヨ ー ク 港 に到 着

す る場 面 か ら始 ま っ て いる 。 女 中 と の あ い だに 子 ど もが で き た ため 、 親

か ら勘 当 さ れて 、故 郷 のヨ ー ロ ッパ か ら ア メリ カ へ 追放 さ れ た ので あ る。

A .  ノ ー シ ーに よ れ ば 、カフ カ の 親族 の す くな か ら ぬ 人 々 が ア メリ カ に 新

天 地を も と めて い る 。 父方 の 従 兄弟 の エ ー ミル と ヴ ィク ト ー ル は 、 190 5

年 前後 に ア メリ カ へ 移 民し 、作 家と 同 名 の フラ ン ツも 16 歳 で 渡米 し て い

る 。⁷彼 ら の 動静 は 、そ のつ ど ボ ヘミ ア に と どま る 親 族に 伝 え ら れて お り、

カ フカ 一 族 はヴ ォ ー ゼ ク出 身 の ユダ ヤ 人 と して 、 強 い同 族 意 識 を 保 っ て

い たの で あ る。 ア メ リ カで 活 躍 する こ う し た親 戚 縁 者の 近 況 が 、プ ラ ハ

の カフ カ 家 でも 、 日 常 的に 話 題 にの ぼ っ て いた で あ ろう こ と は 想像 に か

た くな い 。 かね て か ら 指摘 さ れ てい た デ ィ ケン ズ 、 フラ ン ク リ ンな ど 英

米 作家 た ち の受 容 と は 異な る 、 きわ め て 生 活的 な 次 元で 、 カ フ カが ア メ

リ カに 関 す る情 報 を か なり 蓄 積 して い た こ とも 、『 失踪 者』執 筆 の大 き な  

                                                                  

5  V g l .  J a h n ,  W o l f g a n g :  K a f k a s  H a n d s c h r i f t  z u m  Ve r s c h o l l e n e n .  J a h r b u c h  d e r  d e u t s c h e n  

S c h i l l e r g e s e l l s c h a f t .  J g . 9 ,  1 9 6 5 .  S . 5 4 9 .  

『 火 夫 』 で K a r l  を G e o r g  と 間 違 え た 箇 所 ： 9 - 2 3 ,  1 1 - 1 ,  1 1 - 2 0 ,  1 2 - 2 6 ,  1 3 - 2 5 ,  1 8 - 2 1 ,  1 9 - 7 .   

6  [ u n d  D u ]    u n d  D u  i m  M a n u s k r i p t  g e s t r i c h e n ： [ u n d  D u ] が 原 稿 で は 削 除 さ れ て い る 。  

〈 a u c h 〉    a u c h  e i n g e f ü g t ： [ a u c h ] が 付 け 加 え ら れ て い る 。 ( K K AV  A p p .  S . 1 0 )  

7  V g l .  N o r t h e y,  A n t h o n y :  T h e  A m e r i c a n  C o u s i n s  a n d  t h e  P r a g e r  A s b e s t w e r k e .  I n ;  

F l o r e s , A n g e l ( H r s g . )  T h e  K a f k a  D e b a t e .  N e w  P e r s p e c t i v e s  f o r  O u r  T i m e .  N e w  Yo r k ,  1 9 7 7 .  

S . 1 3 3 - 1 4 6 .  
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図 4   ( K KAV S .11 )  
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図 5   ( K KAV A pp .  S . 125 )  
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背 景を な し てい る 。 ⁸  

汽 船が ニ ュ ーヨ ー ク 港 に接 岸 す るま え に 、 自由 の 女 神が 見 え る 。 そ の

情 景を カ フ カは 、 カ ー ル少 年 に つぎ の よ う に観 察 さ せて い る 。  

 

も うか な り まえ か ら 見 えて い た 自由 の 女 神 像が 、 不 意に 輝 き を 増し た

陽 の 光 に つ つま れ る の を眼 に し た。 剣 を に ぎっ た そ の腕 は 高 々 と振 り

上 げら れ 、 その 姿 の ま わ り に は 自由 の 風 が 吹い て い た。 (A 9 )  

 

自 由の 女 神 が「 剣 」 を 振り か ざ した 姿 は 、 主人 公 カ ール が 正 義 によ っ て

辿 り着 く で あろ う 世 界 への 道 が 指し 示 さ れ てい る か のよ う で あ る。 し か

し 同時 に 、 女神 の 像 は 遥か か な たに そ び え たっ て お り、 そ れ は カー ル が

今 後、 繰 り かえ し 経 験 する 「 押 しや ら れ る 」運 命 そ のも の を 予 見し て い

る こと が 窺 える 。  

 

「 あん な に 高い や 」 と 彼は 独 り 言を い っ た 。そ し て 、そ の 場 を はな れ

る こと を 考 えて も い な いう ち に 、そ ば を と おり 過 ぎ る荷 運 び 人 夫の い

よ いよ 数 を 増し て い く 大群 に 、 次第 に 船 縁 の手 す り のと こ ろ ま で押 し

や られ て い った 。 (A 9 )  

 

カ ール は 船 に傘 を 忘 れ たこ と を 思い 出 し て 、船 底 に 降り て い く 。彼 は

「 無数 の 小 さな 部 屋 を 通り 、 次 々と 続 く 階 段を 降 り 、絶 え ず 曲 がり く ね

る 廊 下 を 抜 け 、 置 き 去 り に さ れ た 書 き も の 机 (S ch re i b t i s ch )の あ る 空 き 部

屋 を 通 り 抜 け て 道 を 探 し て い る 」 (A 9 )う ち に 迷 っ て し ま う 。 偶 然 に も カ

ー ルは ド ア の ま え で 立 ち止 ま り 、じ っ く り 考え る こ とも し な い で、 ド ア

を ノッ ク す る。「な ぜ そ んな に 気 が狂 っ た よ うに ド ア をノ ッ ク な さる ん か

ね 」 (A 1 0 )と 火 夫 は 尋 ね る 。「 道 に 迷 っ た の で す 」 ( eb d . )と カ ー ル は 答 え 、

し ばら く し て、「 ぼ く はこ の 男 に頼 ろ う 、こ れ 以上 の 友 人が ど こを 探 せ ば  

見 つか る と いう の か 」(A 11 )と い う 考え が 彼 の頭 を よ ぎる 。彼 は まる で 自

分 自身 の 存 在の 深 み に 突入 す る よう に 、 船 底 （ ＝ 潜 在的 領 域 ） に下 降 し

て いく 。そ こ で 知 り 合 う 火 夫 と は、『 判 決 』のロ シ ア の友 人 の よう に 、カ  

                                                                  

8  三 谷 研 爾 ：『 世 紀 転 換 期 の プ ラ ハ  モ ダ ン 都 市 の 空 間 と 文 学 的 表 象 』、 三 元 社 、 2 0 1 0 年 、 2 8 4 頁 。  
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ー ルの 無 意 識的 な 自 己 とし て イ メー ジ さ れ てい る 。 ⁹  

火 夫の 処 遇 をめ ぐ る 不 満に 同 情 して 、 カ ー ルは 船 長 に直 訴 す る が、 そ

の 少年 ら し い 正 義 感 と 善意 は 船 長に よ っ て 拒否 さ れ る。 偶 然 そ こに 居 合

わ せ た 上 院 議 員 を 務 め る 伯 父 は 、「 こ と に よ る と 正 義 ( G e re c h t i gke i t )が 問

題 とな る か も知 れ な い が 、規 律 (D i s z ip l in )も 大切 で あ る 」(A 32 )と いっ て 、

船 長の 立 場 を支 持 す る。そ し て、カ ール は 伯 父に 保 護 され る こ と にな る 。  

伯 父は 「 何 ごと も よ く 試し 、 観 察す べ き で ある が 、 それ ら に と らわ れ て

は なら な い 。ヨ ー ロ ッ パ人 が ア メリ カ に 来 た頃 は 、 いっ て み れ ば誕 生 と

同 じよ う な もの だ 」 (A 38 )と カー ル に 忠 告 する 。  

あ る日 、 伯 父の 友 人 ポ ラン ダ ー 氏が カ ー ル を 郊 外 の 別荘 へ 招 い て、 娘

の クラ ラ に 会わ せ た い と申 し 出 るが 、伯 父 はそ れ を なか な か 承 諾し な い。

だ が、 カ ー ルは 伯 父 の 意向 を 無 視し て 、 ポ ラ ン ダ ー 氏の 申 し 出 を受 け 入

れ る。 カ ー ルは 別 荘 で さま ざ ま な災 難 に 遭 遇し た あ と、 伯 父 か ら短 い 手

紙 を受 け 取 る。 そ の 手 紙に は 、 サン フ ラ ン シス コ 行 き列 車 の 三 等の チ ケ

ッ トが 入 っ てい て 、 不 服従 を 示 す重 大 な 行 為が 判 明 した の で 、 彼を 永 久

に 追放 す る とい う 内 容 のも の で あっ た 。 伯 父に 誤 解 され て 家 を 出た カ ー

ル は、オク シ デ ンタ ル・ホ テル で エ レベ ー ター ･ボ ー イ に採 用 され る 。そ

こ に、 か つ ての 旅 の 道 連れ で あ った ロ ビ ン ソン が 酒 に酔 っ て 現 われ る 。

彼 はロ ビ ン ソン を 介 抱 する た め に、 一 時 職 場を 離 れ たこ と に よ って 解 雇

さ れる 。 そ の後 も カ ー ルは 、 ア メリ カ の な かで 所 属 を求 め て 旅 する が 、

受 け 入 れ ら れ て は 追 い だ さ れ る と い う 連 続 で あ る 。 W.  ヤ ー ン は 、 こ の

よ うな 繰 り 返さ れ る 作 品構 造 を 、「 保 護 さ れる こ と  ―  誘 惑  ―  罰 」と い

う 図式 で 捉 えて い る 。 ¹⁰  

カ ール は た また ま、街 角で 大 き な貼 り 紙 を 見 か け る。そ れは 、「 オク ラ

ホ マ 大 劇 場 」 (A 223 )が ク レ イ ト ン の 競 馬 場 で 劇 団 員 の 採 用 試 験 を お こ な

う とい う 旨 の 掲示 だ っ た。「 芸術 家 に な り たい も の は来 た れ 」 ( eb d . )と は

書 いて あ っ たが 、 給 料 の記 載 が 抜け て い る こと に カ ール は 不 信 感を も つ  

                                                                                           

9  S p i l k a ,  M a r k :  A m e r i k a ,  i t s  G e n e s i s .  I n ;  „ F r a n z  K a f k a  t o d a y “  U n i .  o f  W i s c o n s i n  P r e s s .  

M a d i s o n ,  1 9 6 4 .  S . 1 0 3 f .   

1 0  J a h n ,  W o l f g a n g :  K a f k a s  R o m a n .  D e r  Ve r s c h o l l e n e  ( A m e r i k a ) .  S t u t t g a r t ,  J . B . M e t z l e r .  1 9 6 5 .  

 S . 1 6 .  
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が 、「 誰 でも 歓 迎 」 ( ebd . )と い う 一句 が 、 こ れま で ア メリ カ の ど こで も 歓

迎 さ れ な か っ た カ ー ル の 心 を 強 く 捉 え る 。 W.  エ ム リ ッ ヒ は 、 こ の 劇 場

に つい て 、 誰も が そ の 人 に 潜 ん でい る 能 力 と 望 み に 従っ て 採 用 され 、 そ

れ によ っ て 役者 と し て も認 め ら れる と し て いる 。 ま た、 そ れ ぞ れが 演 じ

て いる 役 は、そ の 人 の 本性 (N a t u r )に よっ て、い わ ばそ の 人 に 合 った 根 源

的 な生 の 役 であ り 、 芸 術家 に な るこ と を 欲 する こ と は、 ま さ に この 生 の

役 を内 的 な 本性 に 従 い 、 演 じ る こと に ほ か なら な い とし て い る 。 ¹¹  

カ ール は 応 募 し た と こ ろ、「 役 者 ( Sc hau sp ie l e r )」(A 235 )と して 採 用さ れ

る が、 す べ ては オ ク ラ ホマ で 再 検査 さ れ る 。 小 説 は 求職 者 の 群 が 、 広 大

な アメ リ カ 大陸 を 汽 車 に乗 っ て 、オ ク ラ ホ マへ と 旅 する と こ ろ で中 断 さ

れ てい る 。『 アメ リ カ』の あと が き で ブ ロ ート は、カ フ カ 自 身 が 彼 に 話 し

た とい う 結 末に つ い て 伝え て い る。  

 

私 は彼 と 何 度と な く か わさ れ た 会話 か ら 、「オ ク ラ ホマ 野 外 劇 場 」と い

う、こ こ にあ る 未 完 の 一章 、その 導 入 の 部 分を カ フ カが こ よ な く愛 し、

感 動的 な 美 しさ で 朗 読 した こ の 章が 最 終 章 で、 和 解 的な 響 き の なか で

終 わる 予 定 であ っ た こ とを 知 っ てい る 。 カ フカ は 微 笑み な が ら 謎め い

た 言葉 で 、 この 若 い 主 人公 が 、「 ほ とん ど 際限 の な い 」 劇 場 に おい て 、

仕 事、 自 由 、 支 援 を 、 それ ば か りか 故 郷 や 両親 ま で 、ま る で 天 国的 な

魔 法に よ る かの よ う に 、ふ た た び 見 出 す こ とに な る だろ う と ほ のめ か

し た。 ¹²  

 

ブ ロ ー ト 編 集 の 版 で は 、 こ の 断 片 に 「 オ ク ラ ホ マ 野 外 劇 場 (N a t u r t he a te r  

von  O k la ho ma )」と い う 表題 が 与 えら れ て い るが 、カ フ カの 草 稿 には 野 外  

劇 場と い う 言葉 は あ ら われ ず 、 ただ 「 Te a t e r  von  O k l ah a ma」 と のみ 語 ら

れ てい る 。 ブロ ー ト の 報告 す る こ の 結 末 が 、実 際 に 作者 に よ っ て書 か れ

た もの で あ れば 、 こ の 作品 を 希 望に 満 ち た 「明 る い 」も の と し て 、 全 面

的 に信 じ る こと が で き るで あ ろ うが 、そ れ はあ く ま で推 測 の 域 を出 な い 。 

そ れど こ ろ か、 191 5 年 9 月 29 日 の 日 記 には 、 作 品の 結 末 を 暗示 す る つ  

                                                                  

11  E m r i c h ,  W i l h e l m :  F r a n z  K a f k a .  K ö n i g s t e i n / T s . , A t h e n ä u m ,  1 9 8 1 .  S . 2 4 7 .  

1 2  B r o d ,  M a x :  N a c h w o r t  z u r  e r s t e n  A u s g a b e .  I n ;  A m e r i k a .  1 9 8 6 .  S . 2 6 0 .  
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ぎ のよ う な 記述 が あ る 。  

 

ロ ス マ ン と K 、 罪 な き も の ( de r  Sc hu ld lo s e ) と 罪 の あ る も の ( de r  

Sch u l d ig e )、最後 に は 二 人 と も、区 別な く 罰 せ ら れ て殺 さ れ る。罪 なき

も のは 打 ち 砕か れ る と いう よ り は、む し ろ 軽く 手 で 脇へ 押 し や られ る。

(T 2 99 )  

 

ブ ロー ト は この 矛 盾 に 対 し て 、 ロス マ ン が 採用 さ れ た職 業 は 地 上の 職 業

で はな い と いう 宗 教 的 な解 釈 で 説明 し よ う とす る 。 つま り 、 カ ール ・ ロ

ス マン が こ れか ら 向 か おう と す る オ ク ラ ホ マは 、 地 上の 場 所 で はな く 、

死 後の 世 界 ＝「 天 国 」 であ り 、 カー ル は 死 によ っ て 天国 的 な 魔 法 を か け

ら れ、 救 済 され る と い うの で あ る。 ¹³  

G.  ヤ ノー ホ と の対 話 のな か で、『 火 夫 』は 、「 夢 、お そ ら く 決 して 現 実

た り得 な か った 何 も の かへ の 回 想 で す 」 ¹⁴とカ フ カ は語 っ て お り、 そ こ

に 漂 う 一 種 奇 妙 な 明 る さ に つ い て は 、 物 語 そ の も の に あ る の で は な く 、

「 物語 の 対 象、つま り 青春 」 ( J 4 4 )の な か に ある と 答 えて い る 。誰 も が自

分 に合 っ た 役を 、 自 分 に合 っ た 居場 所 を 与 えら れ る とい う オ ク ラホ マ 劇

場 は、 お そ らく 作 者 に は辿 り 着 けそ う に も ない ユ ー トピ ア 的 な 世界 が イ

メ ージ さ れ てい た の で あろ う 。 この 劇 場 と は、 孤 独 なカ フ カ に 仲間 た ち

と の同 志 的 交流 を も た らし た 東 欧ユ ダ ヤ 人 のイ デ ィ ッシ ュ 語 劇 団を 寓 意

し てい る の かも し れ な い。  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                          

1 3  B r o d ,  M a x :  Ü b e r  F r a n z  K a f k a .  F r a n k f u r t  a . M . ,  1 9 7 4 .  S . 3 2 6 f .  

1 4  J a n o u c h ,  G u s t a v :  G e s p r ä c h e  m i t  K a f k a .  A u f z e i c h n u n g e n  u n d  E r i n n e r u n g e n .  F r a n k f u r t  a . M . ,  

F i s c h e r  T a s c h e n b u c h  Ve r l a g ,  1 9 8 1 .  S . 4 4 .  ( =  J )  
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Ⅳ 『 変 身 』  

 

ⅰ ） 甲 虫 メ タ フ ァ ー  

『 判決 』成 立 後 、カ フ カは 憑 か れた よ う に『 失踪 者 』を 書 き 進 める が、

お よそ 2 か月 後 の 1 912 年 11 月 1 7 日 に な ると 、 こ の小 説 を 中 断し 、『 変

身 (D i e  Ve r w and l ung )』 の執 筆 に とり か か っ てい る 。 当初 、 ベ ッ ドの な か

で の 苦 悶 か ら 着 想 さ れ た 「 小 さ な 物 語 」 ( F1 02 )は 、 カ フ カ の 意 図 に 反 し

て 思い が け ず 、大 き な 物語 に 膨 れ上 が っ て いく 。『変 身 』は 、つ ぎの よ う

な 文章 で 始 まっ て い る 。  

 

あ る朝 、 グ レー ゴ ル ・ ザム ザ が 不安 な 夢 か ら目 覚 め ると 、 自 分 が ベ ッ

ド のな か で 一匹 の 巨 大 な害 虫 に 変わ っ て い るの に 気 がつ い た 。  

A l s  G r eg o r  Sa ms a  e in es  Mo rge ns  a us  un r uh ig en  Tr äu me n  e r w ach t e ,  f and  e r  

s i ch  in  s e in e m B e t t  z u  e i ne m ung eh eu e r en  U ngez i e fe r  ve r wa nde l t . (E 56 )  

 

こ の導 入 文 に続 く の は 、グ ロ テ スク な ま で の虫 の 微 細な 外 貌 で ある 。  

 

彼 は鎧 の よ うに 固 い 背 を下 に し て寝 て お り 、少 し ば かり 頭 を も たげ る

と 、 褐 色 の 弓な り に な った 幾 つ もの 節 で 仕 切ら れ た 腹が 見 え た 。そ の

腹 の盛 り あ がっ た と こ ろに か か って い る 掛 け布 団 は 、い ま に も 滑り 落

ち てし ま い そう だ 。 他 のと こ ろ の太 さ に く らべ る と 情け な い ほ ど痩 せ

こ けて 、い ま は 本 数 ば かり 多 く なっ た 脚 が 、頼 り な く ( h i l f l o s )目の 前 で

ち らつ い て いた 。 (E 56 )  

 

グ レー ゴ ル は夢 か ら 覚 めて 「 巨 大な 害 虫 」 に 変 身 す るが 、 ベ ッ ドに 仰 向

け にな っ て 、 痩 せ 細 っ た夥 し い 数の 脚 が ひ らひ ら 揺 れて い る と いう こ と

は、と てつ も な く弱 く 病ん で い るこ と の 証 であ る。こ の 虫の 叙 述は 、『 判

決 』で ロ シ アの 友 人 の 「代 理 人 」と し て 登 場し た 父 親が 、 掛 け 布団 を 跳

ね 上げ 、ベ ッド の 上 で 仁王 立 ち にな っ て ゲ オル ク に 死刑 判 決 を 下し た 後、

そ の場 に 倒 れ伏 し た 姿 を連 想 さ せる 。『 変 身』 の 手 稿で も カ フ カは 、『 火

夫 』と 同 じ よう に 何 度 も主 人 公 の名 前 を ま ちが え て いる 。 グ レ ーゴ ル を

『 火 夫 』の カ ー ルと 混 同し た の が 5 箇 所 で、『判 決』の ゲ オル ク と書 こ う
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と した の が 3 箇所 あ り ¹、 水死 し た ゲ オ ル クが 姿 を 変え て、『 変 身 』 の グ

レ ーゴ ル ・ ザム ザ や 『 火夫 』 の カー ル ・ ロ スマ ン と して 登 場 し たと い え

る 。カ フ カは 19 13 年、『 判決 』、『 火夫 』、『 変 身 』 の 三 作品 は 「内 的 に も

外 的に も 一 体を な し て いて 、 そ れら の あ い だ に は あ から さ ま な 、そ し て

そ れ 以 上 に ひ そ や か な 繋 が り が あ る 」 (B 116 )と 述 べ て お り 、 こ れ ら の 作

品 を「 息 子 たち (D ie  Söhn e )」 と い うタ イ ト ルで 一 冊 の本 に 纏 め る提 案 を

出 版社 ク ル ト・ ヴ ォ ル フに し て いる 。  

甲 虫 の モ チ ー フ は 、 カ フ カ の 初 期 作 品 『 田 舎 の 婚 礼 準 備 (H oc hz e i t s -  

vo rbe r e i t un gen  au f  de m La n de )』に おい て 、そ の 萌芽 が 認 めら れ る。  主 人

公 ラバ ー ン (R ab an )は 2 週 間 の 休暇 を 取 っ て 、婚 約 者 ベテ ィ の 待つ 田 舎 へ

婚 礼準 備 の ため に 出 か けな け れ ばな ら な い が、 い ま だに 結 婚 に 対し て 躊

躇 して い る 。田 舎 へ 旅 立と う と して い る ラ バー ン に 、レ メ ン ト とい う 名

の 独身 者 が 思い と ど ま らせ よ う と声 を か け てく る が 、出 発 し な けれ ば な

ら ない と 告 げる と 、 突 然去 っ て いく 。 こ れ を見 て ラ バー ン は 、 この 男 の

気 分を 害 し たの で は な いか と 気 づか う 。 彼 は自 分 の 婚約 者 に 心 を魅 か れ

な がら も 、 もう 一 方 で この 知 り 合い の 独 身 者と の 結 びつ き も 保 持し よ う

と する 。この よ う な ア ンビ ヴ ァ レン ツ の な かで 、結婚 を 拒 む 彼 の思 惑 が 、

旅 先で の 他 人と の 煩 わ しい 交 際 とな っ て あ らわ れ る 。ラ バ ー ン は婚 約 者

の 周囲 に い る人 た ち と 散歩 し た り、 催 し も のに 招 待 され る こ と に耐 え ら

れ ない の で ある 。 そ こ で彼 は 、 自分 の 服 を まと っ た 分身 を 田 舎 の婚 礼 に

派 遣し 、 自 身は 虫 に 姿 を変 え て ベッ ド で 休 息す る こ とを 空 想 す る。  

 

子 ど も の 頃 、危 険 な こ とを す る とき い つ も そう し て いた 要 領 で 、今 度

も 切り 抜 け られ な い で あろ う か 。な に も ぼ く自 身 が 、田 舎 ま で 出か け

る こと は な い。 ぼ く の 服を 着 た 、ぼ く の 身 体を 派 遣 すれ ば い い のだ 。

(...)ぼ く は ベ ッ ド に 寝 て い る あ い だ 、 一 匹 の 巨 大 な 甲 虫 ( K ä f e r )、 鍬

形 虫 (H i r s ch kä fe r )、あ るい は 黄 金虫 (M a i kä fe r )の 姿 に なっ て い るは ず だ。

(...)一匹 の 甲 虫 、そ の巨 大 な 姿、そ う だ 。ぼ く は さら に 、冬 眠中 と い

う こと に し てお く つ も りだ 。 (H 10 )  

 

                                                                  

1  V g l .  J a h n ,  K a f k a s  H a n d s c h r i f t  z u m  Ve r s c h o l l e n e n .  1 9 6 5 .  S . 5 4 9 .  
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W.  エ ム リ ッ ヒ は 、 カ フ カ の 動 物 形 姿 は そ の 本 源 的 な 形 式 に お い て は 、

肯 定的 救 済 的な 意 味 を もっ て お り、 思 考 作 用が 生 ず る以 前 の 「 人間 前 駆

的 な る も の や 初 期 人 間 的 な る も の (Vo r-  u nd  Fr üh me ns ch l i che s )」 ²を 代表

し てい る と いう 。 W.  H .  ゾー ケ ル も甲 虫 を 純粋 自 我 の 象 徴 と 見 なし 、 グ

レ ーゴ ル の 変身 は 責 任 、仕 事 、 義務 か ら の 逃避 を 意 味し て い る と指 摘 し

て いる 。 ³  

『 変身 』 と いう 表 題 は 、ま ず 読 者に 変 身 そ のも の の 過程 を 想 像 させ る

が、変 身 の 理 由 や 経 緯 につ い て は何 ら 報 告 され て い ない 。虫 へ の 変 身 は、

い わば こ の 作品 を 構 築 する 前 提 条件 で あ り 、物 語 の テー マ は あ くま で 、

変 身後 の 主 人公 を 巡 っ てい か な る世 界 が 織 りな さ れ てい く か と いう 点 に

か かっ て い る。 フ ォ ン ・ヴ ィ ー ゼは 「 語 り 手は あ ら ゆる も の を 、わ れ わ

れ が文 学 的 虚構 を で き るだ け 迅 速に 忘 れ 去 るよ う に 仕向 け て い る 」⁴と 述

べ てい る 。要 する に 、『 判 決 』でゲ オ ル ク を水 死 さ せ 、そ の 分 身で あ る ロ

シ アの 友 人 を生 き 残 ら せた カ フ カは 、 そ の 作家 的 形 象を 物 語 の 冒頭 で 虫

へ の変 身 と して 設 定 し 、グレ ー ゴ ル（ G r e go r：G eo rg と 同 じ G で 始ま り 、

し かも す べ ての 綴 り が 含ま れ て いる ）の 反 応を 叙 述 する の で あ る。『 判 決』

の 父親（ ＝ 友人 の「 代 理人 」）が ベ ッド で 卒倒 す る 姿に は 、作 者の「 書 く

こ と」 に 対 する 懐 疑 性 が潜 ん で おり 、 そ の こと が 弱 々し い 虫 の 描写 と な

っ てあ ら わ れて い る の であ る 。  

グ レー ゴ ル は害 虫 に 変 わっ て し まっ た が 、 彼の 生 活 空間 は 依 然 とし て

そ のま ま で ある 。 四 方 を見 な れ た壁 で 囲 ま れ、 机 に は 布 地 の 見 本が ひ ろ

げ られ 、 そ の机 の 上 の 壁に は 最 近、 彼 が あ るグ ラ フ 雑誌 か ら 切 り抜 い て  

額 に納 め た「婦 人 の 写 真」 (E 56 )が掛 か っ て いる 。グ レー ゴ ル は 窓の ほ う

に 視線 を 向 ける が 、 外 の景 色 は 朝霧 に す っ ぽり 包 ま れて い っ さ い見 え な

い 。彼 は 5 年前 に 商 売 に失 敗 し た父 親 の 負 債返 済 の ため に 、 布 地の 外 交  

セ ール ス マ ンと し て 一 家の 支 柱 とな っ て 働 いて い る が、 仕 事 と 自己 と の  

                                                                                       

2  E m r i c h ,  1 9 8 1 ,  S . 1 2 2 .  

3  S o k e l ,  W a l t e r  H . :  F r a n z  K a f k a - Tr a g i k  u n d  I r o n i e .  Z u r  S t r u k t u r  s e i n e r  K u n s t .  M ü n c h e n / W i e n ,  

1 9 6 4 .  S . 8 0 .  

4  v o n  W i e s e ,  B e n n o :  F r a n z  K a f k a  ―  D i e  Ve r w a n d l u n g .  I n  ; D i e  d e u t s c h e  N o v e l l e  v o n  G o e t h e  b i s  

K a f k a  I n t e r p r e t a t i o n  Ⅱ .  D ü s s e l d o r f ,  A u g u s t  B a g e l  Ve r l a g ,  1 9 6 2 .  S . 3 2 4 .  
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解 消し 難 い 矛盾 や 葛 藤 に悩 ま さ れて い る 。  

 

「 まっ た く 」と 彼 は 考 えた 、 何 と因 果 な 仕 事を 選 ん でし ま っ た のだ ろ

う 。来 る 日 も来 る 日 も 、旅 ま た 旅。 店 で す る仕 事 に くら べ て も 、ず っ

と 気が も め るし 、 お ま けに こ の 旅の 辛 さ と きた ら 。 汽車 の 乗 り 継ぎ に

や きも き し 、不 規 則 で まず い 食 事、 人 と の つき あ い も 絶 え ず 変 わっ て

永 続 き せ ず 、 心 の こ も っ た 交 流 な ん て 微 塵 も な い ( e i n  i mme r  

we ch se l nde r,  n i e  a n dau e r nd e r,  n i e  he rz l i c h  we rd end e r  men sc h l i ch e r  

Ve r ke h r )。 なん と い う いま い ま しい こ と だ 。 (E 56 f . )  

 

グ レー ゴ ル は人 々 と 真 に「 心 の こも っ た 」 関係 を 築 き、 人 間 ら しい 交 流

を 実現 す る こと が で き ない と 嘆 く。 人 間 の 姿を し た 他の 登 場 人 物た ち よ

り 、は る か に人 間 ら し い虫  ―  こ の 反 転 の レト リ ッ クに 込 め ら れた イ ロ

ニ ーは 、『 変 身 』全 篇 を通 底 す るも の で あ る。 ⁵  

変 身し た グ レー ゴ ル は 自 分 の 身 に起 き た 事 態の 変 化 に一 応 驚 く が、 彼

が 真っ 先 に 思い を 巡 ら す の は 、 自分 の 乗 る 列車 の 心 配で あ る 。 職業 上 の

使 命感 を 果 たそ う と す るグ レ ー ゴル の 試 み は、15 分 刻 みの 時 計 の針 と の

競 争と い う 形で な さ れ てい く 。 ⁶  

 

さ しあ た り 、 む ろ ん 起 きね ば な るま い 。 自 分の 乗 る 列車 は 5 時 に出 る

の だか ら 。 (...)し ま った 、と 思っ た 。 6 時 半だ っ た 。時 計 の 針が 静 か

に 進ん で い く 。6 時 半 はと っ く に過 ぎ て 、もう 45 分 に な ろ う とし て い

る 。目 覚 ま しは 鳴 ら な かっ た の だろ う か 。 4 時 に き ちん と セ ッ トし て

い るの が ベ ッド か ら 見 えた 。た し かに 鳴 っ たの だ 。(...)つ ぎ の列 車 は

7 時 に出 る。そ れ に 間 に合 う に はと て つ も なく 急 が ねば な ら な い (...)

ち ょう ど 目 覚ま し が 6 時 45 分 を 打 っ た 。 (...)目 覚 まし が また 時 を 打

っ たと き 、《 もう 7 時 なの か 》《 7 時 15 分 まで に は、な に が な んで も ベ

ッ ドか ら 抜 け出 さ な く ては い け ない 》と ひ とり ご と を続 け た 。(E 57 ff . )  

                                                                  

5  ア ン ダ ー ソ ン 、 マ ー ク (三 谷 ・ 武 林 訳 ) ：『 カ フ カ の 衣 装 』、 高 科 書 店 、 1 9 9 7 年 、 2 2 1 ～ 2 2 2 頁 。  

6  A . W e b e r / C . S c h l i n g m a n n / G . K l e i n s c h m i d t :  I n t e r p r e t a t i o n e n  z u  F r a n z  K a f k a .  M ü n c h e n ,  

O l d e n b o u r g ,  1 9 7 0 .  S . 9 2 f .  



 49 

ラ バー ン の 変身 願 望 を 規定 し て いる の は 、 社会 的 義 務か ら の 解 放で あ っ

た が、 グ レ ーゴ ル の 虫 への 変 身 は 、 彼 に い ささ か の 休息 や 安 ら ぎも 与 え

て いな い 。グレ ー ゴ ル は い っ さ いを 承 認 せ ず、む し ろ「も う 少 し眠 っ て 、

こ うし た ば かげ た こ と をす べ て 忘れ よ う 」(E 5 6 )と す る 。彼 は 自 身の 変 身

を 、日 常 生 活を 妨 げ る ネガ テ ィ ヴな 現 象 と して 捉 え てい る の で ある 。  

 

ⅱ ） グ レ ー ゴ ル の 人 物 関 係  

グ レー ゴ ル の 部 屋 に は ドア が 3 つ あり 、 変 身の 朝 、 それ ぞ れ の ドア か

ら 中の 動 静 を探 る ノ ッ クが あ る 。彼 は 旅 の 習慣 を そ のま ま 自 分 の部 屋 に

も ちこ ん で 、夜 は す べ ての ド ア に鍵 を か け てい た 。 最初 に グ レ ーゴ ル が

な かな か 起 きて こ な い の を 心 配 した 母 親 が 、ベ ッ ド の枕 元 に あ る ド ア を

遠 慮 が ち に ノ ッ ク し 、「 出 か け る ん じ ゃ な か っ た の ？ 」 (E 58 )と 穏 や か に

尋 ね る 。 こ の 問 い か け に 対 し て 、 グ レ ー ゴ ル の 口 か ら 、「 あ の や さ し い

声 ！」( e bd . )と 思 わ ず 驚嘆 の 言 葉が 漏 れ る。そ の あと 、父 親 が すぐ 脇 のド

ア を軽 く で はあ る が 、握 り 拳 で た たき 、「 グ レー ゴ ル 、グレ ー ゴル 、い っ

た いど う し たん だ 」( ebd . )と 叫 ぶ。返 事 が な いと も う 一度 、声 を 低く し て

せ きた て る 。もう 一 方 の脇 ド ア では 、妹 の グレ ー テ が、「 グ レ ーゴ ル 、気

分 がよ く な いの ？ な に か入 用 な もの あ る ？」( e bd . )と 心 配そ う に 声を か け

て くる 。 ド アに よ っ て 、家 族 三 人の 心 情 が 視覚 化 さ れた 形 で 届 けら れ て

お り、 こ う した 描 写 は 家族 そ れ ぞれ に 対 す るグ レ ー ゴル の 主 観 を表 し て

い る。 ⁷  

H .  ビ ン ダ ーは 、カ フ カ とそ の 家 族が 住 ん で いた 家 の 平 面 図 が 正 確に 写

し とら れ て い る ば か り か、 さ ら に家 具 の 配 置（ カ フ カの 部 屋 に は 箪 笥 、

書 き物 机 、 ソフ ァ ー が あり 、 ベ ッド か ら モ ルダ ウ 川 の 対 岸 を 見 るこ と が

で き、 窓 が わの ほ う の 部屋 半 分 の両 壁 に 、 箪笥 と 机 が置 か れ て いた ） に

ま で及 ん で いる と 指 摘 して い る 。 ⁸フ ェ リ ス宛 て の 手紙 で も 、「 ぼ くの 部

屋 は 通 り 抜 け の 部 屋 、 よ り よ く い え ば 、 居 間 と 両 親 の 寝 室 の 連 絡 路 」

( F111 )で あ ると 語 っ て おり 、 周 囲を 家 族 に よっ て 取 り囲 ま れ て いる グ レ  

                                                                  

7  B i n d e r ,  H a r t m u t :  K a f k a  K o m m e n t a r  z u  s ä m t l i c h e n  E r z ä h l u n g e n .  M ü n c h e n ,  W i n k l e r  Ve r l a g ,  

1 9 8 2 .  S . 1 6 4 .  

8  B i n d e r ,  a . a . O . ,  S . 1 6 3 .  
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図 6   ザ ム ザ 家の 見 取 り図  

        B e i ck en ,  P e te r (H r s g . ) :E r l äu t e run gen  un d  D oku me n te .  Fr a nz  Ka fk a .  

D ie  Ve r w an d l un g .  S t u t tg a r t ,  19 83 .  S .11 4 .  
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ー ゴル の 部 屋と 類 似 し てい る 。  

グ レー ゴ ル は 、 母 親 の 促し に 応 じる 自 分 の 声を 聞 い て愕 然 と す る。 そ

れ はま ぎ れ もな く 、 こ れま で ど おり の 自 分 の声 だ っ たが 、 そ の なか に 、

あ たか も 底 のほ う か ら 小鳥 や 鼠 の鳴 き 声 を 模し た よ うな 聞 き 苦 しい 、「 ぴ

い ぴい と い う音 (P i ep se n )」 (E 58 )が 混入 し い た。最 初の 瞬 間 こ そ 、言 葉 を

明 晰な ま ま にと ど め て いた が 、 余韻 の 段 階 では 崩 れ てし ま う の だっ た 。

父 親と 妹 に は 、「 も う 用意 は で き てい ま す 」 ( eb d . )と答 え た が 、き わ め て

慎 重に 発 音 し、 し か も 一語 一 語 のあ い だ に 間隔 を お くこ と に よ って 、 声

の 変調 に 気 づか れ な い よう に 努 めた 。 グ レ ーゴ ル は 、「 (...)静 かに だ れ

に も邪 魔 さ れず に 起 き て衣 服 を つけ 、 な に はと も あ れ朝 食 を 食 べ よ う 、

あ との こ と は すべ て そ れか ら だ 」 ( E 58 f . )と 考え 、 日 常 のル ー テ ィン 化 さ

れ た生 活 の 流れ の な か に回 帰 で きれ ば 、 こ の変 身 と いう 事 態 か ら脱 出 で

き 、あ の 現 実の 住 み 慣 れた 状 態 が戻 っ て く るか も し れな い と 期 待す る 。  

し ばら く す ると 、 グ レ ーゴ ル の 左側 の 部 屋 のド ア か ら父 、 母 そ して 会

社 から や っ てき た 支 配 人が 話 し かけ 、 ド ア を開 け る よう に 説 得 する 。 右

側 の隣 室 に は妹 が い て 、ド ア 越 しに す す り 泣き が 聞 こえ て く る 。 彼 は 変

身 以前 の ザ ムザ 家 を 回 想す る な かで 、「 そ れで も 妹 だけ は、い つも 変 わ り

な くグ レ ー ゴル の 身 近 にい た 」(E 7 5 )と 述 べ てい る よ うに 、グ レ ーテ は 兄

に 特別 な 情 愛を 示 し 続 けて お り 、こ の 兄 妹 は本 質 的 に同 じ 資 質 をも つ 人

間 と し て 、 お 互 い を 理 解 し 合 っ て い た 。 グ レ ー ゴ ル (G re go r )と グ レ ー テ

(G r e te )の名 前 の 共有 性（ 最 初の 音 節 が同 一 ） は、 ふ たり が 親 密 な関 係 に

あ るこ と を 暗示 し て い る。 妹 が 両親 や 支 配 人 と は 一 緒に は な ら ず、 反 対

側 の部 屋 に いる 理 由 を、グ レー ゴ ル は 、「 お そら く た った い ま 、ベ ッ ドか

ら 出た ば か りで 、ま だ 衣服 を 着 始め て も い ない の だ ろう 」(E 62 )と 憶 測 し

て いる 。 た だし 、 変 身 の翌 朝 か らグ レ ー テ は 、 き ち んと 身 な り を整 え た

状 態で 登 場 する こ と に なる 。  

支 配 人 は 、「 ザ ム ザ 君 、 い っ た い ど う し た ん だ 」 (E 62 )と 声 を 高 め て い

い 、社 長 は グレ ー ゴ ル の回 収 金 に不 明 瞭 な とこ ろ が ある の で は ない か と

疑 って い る と告 げ る 。 支配 人 自 身は そ れ を 否定 す る もの の 、 最 近 の グ レ

ー ゴル の セ ール ス の 成 績 が 、 ま った く あ が って い な いと 思 っ て いる 。 母

親 はグ レ ー ゴル を 弁 護 しよ う と 、汽 車 に 乗 り遅 れ た のは 重 病 と いう や む

を 得な い 事 情で あ る と 説明 し 、 いか に 息 子 が仕 事 一 筋で あ る か をく ど く
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ど 述 べ た て る 。 母 親 は そ の 際 、 グ レ ー ゴ ル の こ と を 「 少 年 ( d e r  J un ge )」

(E 6 2 )と 表 現し て お り、彼 女の 眼 に は 息 子 は 依 然 と して 自 立 し た大 人 と 映

っ てい な い 。 ⁹  

「 で す が 支 配 人 」 (E 63 )と グ レ ー ゴ ル は わ れ を 忘 れ て 叫 び 、「 た だ い ま

す ぐに 開 け ます か ら 。 ちょ っ と 気分 が す ぐ れず 、 め まい が し て 起き れ な

か った の で す 。 (...)ち ょ う どい ま ベ ッ ド から 出 る と ころ で す 」 ( eb d . )と

弁 明 す る 。「 あ な た 方 に は 、 一 言 で も お わ か り に な り ま し た か 」 (E 64 )と

支 配人 が 両 親に 尋 ね る ほど 、 彼 の声 は 変 質 して し ま って い た 。 グレ ー ゴ

ル は椅 子 を 利用 し て ド アに 近 づ き、 錠 を 口 でく わ え て廻 そ う と する 。 口

に 歯は な か った が 、 顎 は頑 丈 だ った 。 錠 前 がも と に 戻っ て カ チ ンと 澄 ん

だ 音が し て 、グ レ ー ゴ ルが そ の 姿を 支 配 人 の前 に さ らす と 、 支 配人 は 唸

り 声を あ げ て後 ず さ り し、 家 か ら逃 げ 出 し てし ま う 。  

母 親は 二 歩 ばか り 歩 み 寄る が 、 その 場 に へ たへ た と くず れ 落 ち て 、 現

実 から 逃 避 する か の よ うに 顔 を 自分 の 胸 に うず め て 、何 も 見 よ うと は し

な い。父 親は と い う と 、右 手 に支 配 人 が 置 き去 り に した ス テ ッ キを 掴 み、

左 手で テ ー ブル の 新 聞 紙を と っ て 、 足 を 踏 みな ら し なが ら グ レ ーゴ ル を

攻 め立 て 、 彼の 部 屋 へ 追い 込 み にか か る 。 グレ ー ゴ ルは 傷 つ き 血ま み れ

に なり な が ら、 自 分 の 部 屋 へ 飛 び込 む と 、 ドア が ス テッ キ で ば たん と 閉

じ られ る 。  

グ レー ゴ ル がは じ め て 自室 を 出 たと き 、 ち ょう ど 向 かい の 壁 に 、彼 の

軍 隊時 代 の 写真 が 掛 か って い た 。中 尉 姿 の 彼は 軍 刀 に 手 を 添 え 、屈 託 な

げ な微 笑 を 浮か べ て 、 いか に も その 姿 勢 と 制服 に 対 して 敬 意 を 払え と い

わ んば か り であ る。写 真の 軍 服 姿の グ レ ー ゴル は、『 判決 』の 結 末で ゲ オ

ル クが 橋 の 欄干 を ひ ら りと 跳 び 越え た 瞬 間、「 若い こ ろ 優秀 な 体 操選 手 と

し て両 親 の 誇り で あ っ たこ と 」(E 3 2 )を 思 い 出す よ う に 、ザ ム ザ 家の 誇 り

で あっ た に 違い な い 。  

 

ⅲ ） 妹 の 変 身  

夕 暮れ の な かで 、 よ う やく グ レ ーゴ ル は 深 い眠 り か ら目 を 覚 ま す。 グ  

                                                                  

9  B e i c k e n ,  P e t e r  ( H r s g . )  :  F r a n z  K a f k a .  D i e  Ve r w a n d l u n g .  E r l ä u t e r u n g e n  u n d  D o k u m e n t e .  

S t u t t g a r t ,  R e c l a m ,  1 9 8 3 .  S . 1 7 .  
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レ ーゴ ル は 変身 に よ っ て発 話 能 力を 喪 失 す るが 、 聴 覚は 以 前 と なん ら 変

わ らな い の で、家 族 の 意思 は 敏 感に 感 じ 取 るこ と が でき る 。街 燈の 光 が 、

部 屋の 天 井 や家 具 の 比 較的 高 い 部分 を 薄 ぼ んや り と 照ら し て い たが 、 床

の グレ ー ゴ ルが い る あ たり は 暗 闇で あ っ た 。 彼 を 取 りま く 光 の とど か な

い 闇の 空 間 は、 人 間 世 界へ の 帰 属を 失 っ た 孤立 の 象 徴で あ る 。 規則 正 し

い 客観 的 時 間は 崩 壊 し 、病 人 や 囚人 に よ っ て体 験 さ れる 主 観 的 時間 に 置

き かえ ら れ る。 目 覚 ま し時 計 は 二度 と そ の 姿を 現 わ さな い 。 ¹⁰  

グ レー ゴ ル はゆ っ く り と 、 ド ア のほ う に 身 をお し や って い っ た 。ド ア

の そば ま で 来て は じ め て彼 は 、 ここ ま で 自 分を 誘 っ てき た も の が何 だ っ

た のか が わ かっ た 。 美 味し そ う なミ ル ク で いっ ぱ い にな っ た 鉢 がお か れ

て おり 、 そ のな か に 白 パン を 小 さく ち ぎ っ たも の が 浮か ん で い た。 激 し

い 空腹 感 を おぼ え て い たの で 、 すぐ さ ま 彼 はそ の ミ ルク の な か に 、 ほ と

ん ど目 の と ころ ま で 頭 をつ っ こ んだ 。 と こ ろが 虫 に 変身 し た こ とで 、 グ

レ ーゴ ル の 味覚 に 変 化 が生 じ る 。い つ も は 彼の 大 好 物で 、 そ の ため き っ

と 妹が 差 し 入れ て く れ たに ち が いな い ミ ル クが 口 に 合わ な い 。 それ ど こ

ろ かほ と ん ど嫌 悪 感 す らお ぼ え て、 鉢 か ら 顔を そ む け、 部 屋 の 中央 に も

ど っ て い っ た 。 新 鮮 な 食 物 と な る と 、「 そ の 匂 い か ら し て 」 (E 7 3 )耐 え ら

れ ない の で あっ た 。 な かば 腐 り かけ た 野 菜 や、 2 日 前に グ レ ー ゴル が と

て も食 べ ら れた も の で はな い と いっ た チ ー ズ 、 夕 食 の残 飯 で あ る骨 に こ

び りつ い た ホワ イ ト ・ ソー ス が 害虫 の 食 欲 を刺 激 す るよ う に な る 。 こ の

虫 は野 菜 と 乳製 品 を 是 とす る 菜 食主 義 者 で ある ら し い 。  

グ レー ゴ ル の食 事 や 部 屋の 掃 除 を す る だ け では な く 、ま る で 「 重症 患

者 (Sc hw e rk ra nke r )」 ( E 72 )の よ う な彼 の 健 康 を 気 遣 い、い っ さ い の世 話 を

引 き受 け る のが 妹 の グ レー テ で ある 。 彼 女 は グ レ ー ゴル と 家 族 とを 繋 ぐ

唯 一の 媒 介 者と し て の 役を 担 っ てい る 。 妹 だけ が 永 劫の 闇 に 閉 ざさ れ て

い るか の よ うな 牢 獄 の ドア を 開 けて な か に 入り 、 兄 に食 物 を 運 ぶの で あ

る 。最 初 の ころ 、 グ レ ーテ は 自 分の 出 す 食 事が 彼 を 喜ば せ た か どう か を

気 にか け る。グ レー ゴ ルの 食 が 進ん だ と き は、「 あ ら、今 日 は お いし か っ

た と見 え る わ 」 (E 73 )と いい 、反 対の 場 合 に は 、「 ちっ と も 食 べ てな い わ」

(E 7 4 )と 悲 しそ う に い うの が 常 であ っ た 。  

                                                                  

1 0  P o l i t z e r ,  1 9 6 5 .  S . 1 0 6  



 55 

と ころ が 、 店に 勤 め だ して か ら 妹の こ う し た愛 情 は 次第 に 後 退 し、 兄  

か ら離 反 し てい く。カ フカ は グ レー ゴ ル に 日を 追 う にし た が っ て、「 す べ

て を正 確 に 見抜 く 眼 差 し 」(E 77 )を獲 得 さ せ 、妹の 微 細 な変 化 を 暴露 し て

い く 。 彼 女 は食 べ 物 を 運ん で く ると き 、 部 屋に 入 っ てく る な り 、 ま っ す

ぐ に窓 辺 に 走り よ っ て 、窓 を 開 け放 つ 。 い くら 寒 く ても 、 し ば らく そ こ

に とど ま っ て、 深 呼 吸 する の で ある 。 そ う しな い と 内部 に た ま った 毒 の

た めに 、 窒 息し て し ま うと で も いう よ う で ある 。 兄 に対 す る グ レー テ の

世 話は 形 式 だ け の も の とな っ て いく 。  

 

い まで は も う、 何 が グ レー ゴ ル に 気 に 入 る かな ど 考 慮せ ず に 、 妹は 朝

と 昼、 勤 め に出 か け る まえ に 大 急ぎ で 、 そ こら に あ った 食 べ 物 をあ た

ふ たと グ レ ーゴ ル の 部 屋へ 足 で 押し 込 み 、 晩に な る と、 そ の 食 べ物 が

ほ んの 少 し 味見 さ れ て いる か 、 それ と も  ―  た い て いの 場 合 そ うだ っ

た が  ―  ま った く 口 も つけ ら れ てい な い か 、ま っ た く お 構 い な く、 箒

の 一振 り で 外へ 掃 き 出 して し ま った 。 (E 73 )  

 

グ レー ゴ ル の部 屋 は 、 グレ ー テ が晩 に 掃 除 をす る こ とに な っ て いる が 、

妹 がそ れ を して の け る 速さ と い った ら 、 こ れ以 上 は ない と 思 え るほ ど で

あ った 。 そ こで 彼 は 当 てつ け が まし く 、 と りわ け 汚 れの ひ ど い 片隅 に も

ぐ りこ み 、 汚物 に ま み れる こ と すら し た 。 全身 埃 ま みれ で 、 糸 屑、 髪 の

毛 、食 物 の 残り か す を 纏わ り つ かせ た 兄 の 姿を 見 て も、 妹 の 心 は動 か な

か った 。  

グ レー ゴ ル は居 間 に 通 じる ド ア のそ ば に 置 か れ た ソ ファ ー に 、 夜じ ゅ

う 横た わ り 、一 睡 も せ ずに 過 ご すよ う に な る。 あ る いは 大 変 な 苦労 を い

と わず に 椅 子を 窓 際 ま で押 し て いき 、 そ れ から 手 す りに 這 い 上 がり 、 下

半 身は 椅 子 の上 で 突 っ ぱり な が ら 、 窓 の 外 を眺 め る 。 視 力 も だ んだ ん 衰

え て、 も は や景 色 な ど 識別 で き ない に も か かわ ら ず 、 グ レ ー ゴ ルが 窓 の

外 に思 い を 馳せ る の は 、か つ て 眺め て い た とき の「 一種 の 解 放 感」 (E 76 )

を 思い 出 す から で あ る 。 こ の 光 景は 、 独 房 の外 部 の 現実 世 界 へ の憧 れ を

示 して い る かの よ う で ある 。  

カ フカ 初 期 の作 品 集『 観察 』で は 、窓が 頻 繁に 登 場 する 。「 ぼ んや り と

外 を眺 め る ( Ze r s t r eu t e s  H i na us sc ha uen )」 で は、 早 春 の 一 日 の 空 しい 変 化
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を 窓か ら 眺 める 孤 独 な 男の 憂 愁 が描 か れ て いる 。ま た 、「街 路 に 面し た 窓

(D a s  G a s se n f en s te r )」 では 、「 孤 独 に暮 ら しな が ら も、 と き に は他 人 と の

繋 がり を も ちた い と 思 う人 、 (...)  誰 の 腕 であ れ 縋 るこ と の で きる 腕 を

見 たい と 望 む人 、 そ う いう 人 は 街路 に 面 し た窓 が な くて は 、 長 い時 間 も

ち こ た え る こ と は で き な い 」 ( E 18 )。 そ し て 、 窓 か ら 外 を 眺 め て い る と 、

「 下を 通 る 馬が 曳 い て いく 馬 車 と騒 音 の な かに 彼 を 捲き 込 ん で 、遂 に は

人 々の 団 欒 のな か へ と 、彼 を 連れ 去 っ て く れる の だ」( ebd . )と 結ば れ てい

る 。窓 は 孤 独を 癒 し 、 人間 世 界 との ふ れ あ いを 感 じ るこ と の で きる も の

と して 作 用 して い る 。 境界 と い うト ポ ス は 、カ フ カ のテ ク ス ト にお い て

は 窓、 階 段 、廊 下 、 橋 とい っ た 具体 的 形 象 とな っ て 作中 に 導 入 され 、 物

語 の要 を な して い る 。 ¹¹グ レ ー ゴル の 部 屋 の 窓 の 外 には い ま や 霧が 立 ち

こ め、す べて の も の が 彼 の 視 界 から 薄 れ て いき 、消え 去 ろ う と して い る 。

だ が 、グレ ー ゴ ルが 家 族の 領 域 であ る 居 間 に突 入 し た場 面 で は 、「 雨 は 相

変 わ ら ず 降 り 続 い て い た が 、 大 き な 一 粒 一 粒 が は っ き り 目 に 見 え る 」

(E 6 6 )ほ ど に明 る く な り 、通 り の 反対 側 に は 、長 く 黒 っぽ い 病 院の 建 物 の

一 部が く っ きり と 浮 か び出 て い た 。  

 

ⅳ ） グ レ ー ゴ ル の 人 間 的 過 去 へ の 執 着  

や がて 、 グ レー ゴ ル は 食べ る こ とに も ほ ん のわ ず か の愉 し み も なく な

っ てし ま う と、 い ま や 洞窟 と 化 した よ う な 自分 の 部 屋で 、 気 晴 らし に 四

方 の壁 や 天 井を 縦 横 無 尽に 這 い 回る 習 性 を 身に つ け 、 軽 や か な 飛翔 感 を

得 るよ う に なる 。 天 井 にへ ば り つい て い る のは 、 床 の上 で 腹 ば いに な っ

て いる の と は趣 が ち が い、 息 も 楽に で き る し、 軽 い 振動 が 体 じ ゅう に 伝

わ って い く のだ っ た 。 そん な ふ うに し て 天 井に い る と、 幸 せ な 放心 状 態

に 陥っ て 、 驚い た こ と に つ か ん でい た 天 井 をは な し てし ま い 、 ドタ ッ と

床 に落 ち る こと も あ っ た。  

最 初の 2 週 間と い う も の、 両 親 はグ レ ー ゴ ルの 部 屋 に足 を 踏 み 入れ る  

こ とは で き なか っ た 。 ちな み に 、母 親 の ほ うは わ り と早 く に 息 子の も と  

を 訪れ よ う とし た が 、 父親 と 娘 がも っ と も な理 由 を いく つ か あ げて お し  

と どめ た 。 母親 が、「 どう か グ レー ゴ ル の とこ ろ に 行か せ て ち ょう だ い。 

                                                                 

11  V g l .  B i n d e r ,  H a r t m u t  ( H r s g . ) :  K a f k a - H a n d b u c h .  B d . 2 .  S t u t t g a r t ,  K r ö n e r ,  1 9 7 9 .  S . 1 3 8 f f .  
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そ うよ 、 あ れは わ た し の可 哀 そ うな 息 子 な のよ 。 あ れの と こ ろ にわ た し

が 行っ て や らな け れ ば なら な い って こ と が 、あ な た たち に は わ から な い

の ？ 」(E 78 )と叫 び 声 を あげ る た び 、グ レ ー ゴル も 週 に一 度 く ら いな ら 母

に 会い た い と願 い 、 彼 女の 世 話 を切 望 す る よう に な る。  

息 子に 会 い たい と い う 母 の 願 い は、 グ レ ー テの 尽 力 によ っ て ま もな く

実 現す る 。 妹は グ レ ー ゴル が 見 つけ だ し た 新し い 気 晴ら し に 気 づき 、 母

親 の手 を 借 りて 、 で き る だ け 広 い範 囲 を 自 由に 這 い 回れ る よ う に、 兄 の

部 屋か ら 妨 げに な る 家 具類 を 取 り払 っ て や ろう と い う考 え に と らわ れ た

の であ る 。 そう い う わ けで 妹 は 、 父 の 留 守 中に こ っ そり と 母 を 呼ん だ 。

彼 女は よ ろ こび に 声 を 弾ま せ て 飛ん で き た が、 グ レ ー ゴ ル の 部 屋の ド ア

の とこ ろ ま でく る と 、ぴ っ た り口 を つ ぐ ん でし ま う 。そ こ で グ レー テ は 、

室 内に 異 常 がな い か ど うか 入 念 に確 か め て から 、 母 の手 を 引 い て導 い て

や った 。  

二 人の 女 た ちは 15 分 ほど 奮 闘 した が 、箪 笥の 移 動 はい っ こ う に は か ど

ら なか っ た 。 突 然 、 母 親が 箪 笥 はむ し ろ こ のま ま に して お い た ほう が い

い ので は な いか と 、 家 具類 の 運 び出 し に 異 を唱 え 始 める 。 息 子 を母 性 と

い う根 源 的 な本 能 に よ って 感 知 して い る 母 親は 、「 家 具 を取 り は らう の を

グ レー ゴ ル が気 に 入 っ てく れ る かど う か 不 確か な の だし 、 自 分 には む し

ろ 逆の よ う に思 え る 。 むき だ し の壁 を 見 た ら、 自 分 など は 胸 が 苦し く な

る 。グ レ ー ゴル に し て も 、 同 じ 気分 に な る はず で は ない だ ろ う か。 な に

し ろあ の 子 は、 こ う し た家 具 に はず っ と ま えか ら 慣 れ親 し ん で きた の だ

し 、が ら ん とし た 部 屋 にい た ら 、な ん だ か 見棄 て ら れて し ま っ たよ う な

感 じに な る かも し れ な い」 (E 79 )と懸 念 を 述 べる 。そ して 母 は 、最後 に 望

み を懐 い て 、こ う 締 め くく る 。  

 

家 具を 取 払 って し ま え ば、 わ た した ち 、 よ くな る か もし れ な い とい う

希 望を す べ てあ き ら め 、も う お まえ の こ と なん か か えり み ず 、 好き な

よ うに や ら せて お く ん だっ て 、 まる で あ の 子に 示 す よう な も の じゃ な

い かし ら 。 わた し は 思 うの 、 こ の部 屋 を 以 前と そ っ くり そ の ま まの 状

態 に保 っ て おい て や る のが 、 い ちば ん い い のじ ゃ な いか っ て 。 そう す

れ ば、 グ レ ーゴ ル が ま たわ た し たち の も と に戻 っ て きた と き 、 何も 変

わ って い な いの を 見 て 、い っ そ う容 易 く 、 その あ い だ に あ っ た こと を
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忘 れら れ る と思 う の よ 。 (E 80 )  

 

母 親の 言 葉 を聞 い た グ レー ゴ ル は、 自 分 が 人間 と し ての 過 去 を 完全 に

忘 却す る こ とを 全 然 望 んで な い こと を 悟 り 、決 然 と 抵抗 す る 。  

 

直 接人 間 に むか っ て 人 間の 言 葉 が話 せ ず 、 その う え しか も 家 か ら一 歩

も 外へ 出 な い こ の 単 調な 2 か 月 の 生活 は 、 どう や ら おれ の 頭 を 狂わ せ

て しま っ た らし い 。 な ぜか と い うと 、 部 屋 がか ら っ ぽに な っ て くれ た

ほ うが い い など と ま じ めに 希 望 する よ う で は、 そ れ 以外 に は 説 明が つ

き かね た か らで あ る 。 おれ は 本 気に な っ て 、先 祖 伝 来の 家 具 を 居心 地

よ く配 置 し てい る 暖 か い部 屋 を 洞窟 に 変 え てし ま お うと 思 っ て いる の

か 。家 具 が 全部 片 づ け られ て し まえ ば 、 ど こで あ ろ うと む ろ ん 思い の

ま まに 這 い 回る こ と は でき る の だが 、 し か しそ れ と 同時 に 、 人 間と し

て 生き て き た自 分 の 過 去を 急 速 に完 全 に 忘 れ去 っ て しま う こ と にも な

る 。現 に い まも う 忘 れ かか っ て いる の で は なか ろ う か。 そ し て 母親 の

声 を久 し ぶ りに 耳 に し たか ら こ そ、 一 時 お れが 正 気 にた ち も ど った の

で はあ る ま いか 。 い や いや 何 物 も運 び 出 さ れて は な らな い 。 万 事も と

ど おり で あ るべ き だ 。 家具 が 自 分の 状 態 に 及ぼ す 好 まし い 影 響 が無 く

な って し ま って は 困 る 。家 具 が ある た め に 無意 味 に 這い 回 る こ とが で

き なく て も 、そ れ は 不 利と い う より は 大 き な利 益 な のだ 。 (E 80 )  

 

こ の箇 所 ほ ど 、 人 間 的 過去 に 執 着す る グ レ ーゴ ル を 鮮や か に 映 し出 し て

い る 場 面 は な い 。「 這 い 回 る こ と  (H e ru mk r ie ch en )  」 を グ レ ー ゴ ル の 本

来 的自 我（ 書く と い う 行為 の 自 由さ の 表 現 ）と す れ ば、「 家 具  (M öb e l )  」

は かつ て の 人間 世 界 と の絆 を 保 証 す る 象 徴 的意 味 を 獲得 し て い る。 こ の

「 2 か月 」の 生 活 と は 、『 判 決 』執 筆 後 、カ フカ が『 失 踪 者 』を 書き 進 め

て いた 期 間 と一 致 し て いる 。 彼 は当 時 、 他 人と の 接 触 は ほ と ん どな く 、

創 作の み を 念頭 に 置 い た生 活 を 送っ て い た 。し か し なが ら 、 こ のよ う な

現 実世 界 か ら隔 た っ た 孤独 な 環 境は 、 同 時 に閉 塞 感 をも た ら し 、人 間 的

な 温か み に 触れ た く な る の で あ る。 そ の た めカ フ カ は、 ほ と ん ど毎 日 フ

ェ リス に 宛 てて 手 紙 を 書い た り 、彼 女 に 手 紙を 催 促 する よ う に なる 。 面

と 向か い 合 うの で は な い、 手 紙 によ る 交 際 がど う し ても 必 要 な ので あ っ
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た 。  

グ レー テ は 母親 の 意 見 にも か か わら ず 、 部 屋の 家 具 を片 づ け 始 める 。

ま ず、 糸 鋸 ¹²や そ の 他 の 道 具 類 がし ま わ れ てい る 箪 笥が 運 び 出 され る 。

箪 笥 に 続 い て 、「 床 に が っ し り は め こ ま れ た 書 き 物 机  (Sc h r e i b t i s ch )  」

(E 8 1 )が 、 ぐ ら ぐ ら 揺 り 動 か さ れ る 。「 と こ ろ で 、 箪 笥 な ら ば 必 要 を 感 じ

る 場合 が あ って も 、 無 くて も す ませ る が 、 書き 物 机 はど う あ っ ても 残 し

て おき た か った 」( eb d . )と 叙 述 され て お り 、書 く 行 為を 遂 行 す る 創作 の 場

と して 、 カ フカ の 作 家 的形 象 が 体現 さ れ た 「書 き 物 机」 に は 未 練を 感 じ

て いる 。 ¹³そこ で グ レ ーゴ ル は 女た ち の 作 業に 介 入 しよ う と 決 心し 、 い

ま まで 自 分 の姿 を 、 と りわ け 母 親に は さ ら ぬよ う に ソフ ァ ー の 下に 身 を

隠 して い た が、 と っ さ にま か り 出る 。  

 

彼 は走 っ て いく べ き 方 向を 4 度 も 変え た 。 真っ 先 に なに を 守 る べき な

の か、 実 際 わか ら な か った の だ 。そ の と き 、と っ く にが ら ん と なっ て

い た壁 に 、 毛皮 で 身 を つつ ん だ 婦人 の 写 真 がく っ き りと 映 え て いる の

を 見る と 、 急い で 這 い 上が っ て ガラ ス に 身 体を 押 し つけ た 。 ガ ラス に

ぴ った り つ いて い る と 、熱 い 腹 がひ え び え とし て 心 地よ か っ た 。い ま

こ うし て 覆 いか く し て いる こ の 写真 だ け は 、だ れ も もっ て い け まい 。

(E 8 1 f . )  

 

グ レー ゴ ル が 「 書 き 物 机」 以 上 にか け が え のな い も のと し て 守 りぬ こ  

う と し た の は 、 花 模 様 の あ る 壁 紙 に 掛 か っ て い る 「 婦 人 の 写 真 (B i l d )」

で あっ た。こ の 女性 に つい て は、既 に 小 説 の冒 頭 で 、「毛 皮 の 帽子 を か ぶ  

                                                                                          

1 2  グ レ ー ゴ ル が 、 糸 鋸 細 工 に 無 意 識 の う ち に 感 じ と っ て い る 素 朴 な 人 間 生 活 へ の 深 い 愛 着 の 念 に

関 連 し て 、 カ フ カ は つ ぎ の よ う に 語 っ て い る 。「 私 は 作 業 場 の 仕 事 が 好 き で す 。 鉋 を か け た 白 木

の 匂 い 、 鋸 の う た う 歌 、 槌 の ひ び き 、 見 る も の 聞 く も の が 私 を う っ と り さ せ ま す 。 ( . . . ) 知 的 な 仕

事 は 人 間 を 共 同 生 活 か ら 引 き 離 す 。 手 仕 事 は 逆 に 、 人 間 を 仲 間 へ と 導 き ま す 。」 ( J 2 9 )  

1 3  『 判 決 』に お い て 、「 書 き 物 机 」は ゲ オ ル ク の 自 意 識 が 空 間 的 に し っ か り と 固 定 さ れ る 場 で あ り 、

彼 の 意 識 や 存 在 の 出 発 点 で あ っ た 。 ゲ オ ル ク は 友 人 へ の 手 紙 を 机 で 書 く こ と に よ っ て 、 自 己 の 選

択 に 決 定 を 下 そ う と し た 。 F i e c h t e r ,  H a n s  P a u l :  K a f k a s  f i k t i o n a l e r  R a u m .  E r l a n g e n ,  

P a l m & E n k e ,  1 9 8 0 .  S . 1 5 3 .   
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り 、毛 皮 の 襟巻 き を ま き、 背 筋 をま っ す ぐ にの ば し て座 り 、 肘 まで す っ

ぽ り と 隠 れ る 重 い 毛 皮 の マ フ を 、 こ ち ら へ 向 か っ て 持 ち あ げ て い た 」  

(E 5 6 )と 言 及さ れ て い る 。彼 は こ の写 真 の 額縁 を 自 分で 彫 刻 し 、しか も そ

れ に金 の 装 飾を 施 し て いる 。 グ レー ゴ ル は 壁面 の 額 縁 に へ ば り つい た ま

ま 、「絶 対 に これ だ け は わ た さ ない ぞ。わ たす く ら いだ っ た ら、む しろ グ

レ ーテ の 顔 に跳 び か か って や る 」(E 8 2 )と 妹 と 徹 底 的 に闘 う こ と を決 意 す

る 。  

か つて グ レ ーゴ ル は 、 田舎 の ホ テル の 部 屋 係の 娘 と 知り 合 っ た こと が

あ った が 、 関係 は す ぐ に懐 か し い、 つ か の 間の 思 い 出に 変 わ っ てし ま っ

た 。そ の あ と 、 あ る 帽 子屋 の 女 店員 が 現 わ れ、 彼 女 と「 真 剣 に 結婚 を 考

え たこ と が あっ た が 、余り に 時 間を か け す ぎ 」 (E 87 )て、婚 期 を 逸し て し

ま った こ と を悔 や ん で いる 。 額 縁の 婦 人 が 帽子 屋 の 女店 員 と 関 わり が あ

り そう な こ とは 、 彼 女 が身 に つ けて い る 毛 皮類 か ら 推測 で き る 。こ の 毛

皮 の婦 人 は たと え 写 真 であ っ て も、 グ レ ー ゴル に と って は 単 な る鑑 賞 と

い うレ ベ ル を越 え て 、 現実 の 恋 人の 代 理 機 能を 果 た して い る の であ る 。

こ の婦 人 の 肖像 は 、 出 会い か ら 2 年近 く 婚 約を 引 き 延ば す こ と にな る フ

ェ リス・バ ウ アー を 連 想さ せ る 。H .  ビ ン ダー は 、こ こ でカ フ カが 帽 子 屋

の こと を も ち出 し て き たこ と に つい て 、 フ ェリ ス に 人目 を 引 く 奇抜 な 帽

子 をか ぶ る 趣味 が あ っ たこ と と 関連 が あ る ので は な いか と し て いる 。 ¹⁴

カ フカ が は じめ て 彼 女 と出 会 っ たと き 、 彼 女は 白 い ブラ ウ ス を 着て 、 帽

子 をか ぶ っ てい た 。 ま た、 彼 が 現実 の フ ェ リス よ り も 、 彼 女 の 写真 に 執

心 して い た こと も 思 い 出さ れ る 。  

『 変身 』 を 執筆 し て い た頃 、 カ フカ は し き りに 彼 女 の写 真 を 求 めて い

る。フ ェリ ス か ら写 真 が送 ら れ てく る と 、出 張 にも そ れ を携 行 し、「 あ な

た の 写 真 (B i ld )は 、 旅 の あ い だ じ ゅ う あ ち こ ち で 見 て 慰 め と な っ た 。 あ

な たの 写 真 を夜 も 慰 め のた め 、 ぼく の ベ ッ ドの 横 の 安楽 椅 子 の 上に 置 い

て い た 」 ( F1 3 0 )と 伝 え て い る 。 さ ら に 「 あ な た の 写 真 と と も に ベ ッ ド の

な か に い る  —  何 と 素 晴 ら し い 過 ご し 方 だ っ た ろ う 」 ( F1 82 )、「 (...)そ

れ が た だ の 手 紙 で あ る か の よ う に 封 筒 を 引 き 破 る と (...)写 真 が 入 っ て

い て、君 が自 分 で す る りと 出 て くる 」( F1 50 )と い っ たよ う な 表 現か ら は 、  

                                                                 

1 4  B i n d e r :  K a f k a  K o m m e n t a r  z u  s ä m t l i c h e n  E r z ä h l u n g e n .  S . 1 5 3 f .  
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彼 女の 写 真 は本 物 の フ ェリ ス と 同一 視 さ れ て い る こ とが 窺 え る 。  

額 縁の ガ ラ スに ぴ っ た りと 張 り 付い て い る 息子 の 変 わり 果 て た 姿を 見  

た 母親 は 、 両腕 を 大 き く拡 げ て ソフ ァ ー の 上へ 倒 れ 込み 、 そ れ っき り 動

か なく な っ た。 妹 は 、「『ま あ 、 グレ ー ゴ ル ！』 と 拳 を振 り 上 げ 、鋭 い 視

線 を投 げ つ けて 、大 声 で叫 ん だ 」 (E 82 )。グ レ ー テ は 兄に は じ め て、嫉 妬

心 もま じ っ たあ か ら さ まな 敵 意 を示 す 。 彼 女の 身 振 りの な か に は父 親 ゆ

ず りの 一 面 が顔 を 出 し てお り 、 妹は こ れ 以 後 、 ま す ます 父 親 の 側に 接 近

し てい く 。 母親 が の ち に グ レ ー ゴル の 部 屋 の汚 さ を 見か ね て 、 娘の 許 可

な しに 部 屋 を清 掃 （ も っと も バ ケツ の 水 を 何杯 か 流 し込 む だ け ）す る の

で ある が、グ レ ーテ は この と き も 自 分 の 職 分 を 侵 し た母 に 対 し、「 小 さ な

握 り拳 で テ ーブ ル を む やみ に 叩 き」 (E 8 8 )なが ら 抗 議す る 。  

失 神し た 母 の気 つ け 薬 を捜 し に 隣室 へ 急 い だ 妹 に 、 なに か 助 言 して や

ろ うと グ レ ーゴ ル も 自 分の 部 屋 を出 て し ま う。 グ レ ーテ が も て るか ぎ り

の 薬瓶 を 抱 えこ ん で 、 母親 の も とへ 駆 け 込 んで 扉 を 足で 閉 め た ので 、 グ

レ ーゴ ル は 居間 に 打 ち 捨て ら れ る。 そ し て 、自 責 の 念と 憂 慮 に から れ て

部 屋じ ゅ う を這 い 回 っ た あ げ く に、大 き な テー ブ ル のま ん 中 へ と墜 落 し、

絶 望的 な め まい に 襲 わ れる 。 そ こに 働 き に 出る よ う にな っ た 父 親が 帰 宅

す るの で あ るが 、グ レ ーゴ ル は その 変 貌 ぶ りに 驚 く 。父 親は 、「 以前 グ レ

ー ゴル が 商 用旅 行 に で かけ る と き に は 、 ぐ った り と ベ ッ ド の な か に 身 を

埋 め、 夕 方 帰宅 し て も 寝巻 姿 の まま 肘 掛 け 椅子 に も たれ か か っ て迎 え る

ば かり で 、 立ち 上 が る こと す ら でき ず に 、 ただ 喜 び の徴 し に 両 手を 差 し

の べる だ け であ り 、 ま た、 一 年 のう ち た ま の日 曜 日 とか 晴 れ た 祝日 と か

に 稀に 一 緒 に散 歩 に 出 かけ る と きな ど は 、 グレ ー ゴ ルと 足 の 遅 い母 親 と

の あい だ に はさ ま れ て 、の ろ の ろと 古 い 外 套に く る まり 、 ス テ ッキ を 用

心 深く 突 き なが ら や っ と歩 い て いた の に 、 いま は し ゃん と 背 筋 をの ば し

て 立 っ て い た 」 (E 8 3 )。 そ し て 、「 銀 行 の 小 使 が 着 て い る よ う な き っ ち り

と した 紺 色 の、 金 ボ タ ンの つ い た制 服 に 身 を包 み 、 上着 の 高 く て硬 い カ

ラ ーの 上 か らは 強 靭 な 二重 顎 が 盛り 上 が り 、毛 深 い 眉の 下 か ら は 元 気 で

注 意深 げ な 黒目 が 炯 々 と視 線 を 投げ か け て いた 」 (E 8 3 f . )。  

こ の父 が 敵 意を 顕 わ に して 、 両 手を ポ ケ ッ トに 突 っ 込み 、 グ レ ーゴ ル

に 突進 し て く る 姿 に は 異様 な 威 圧感 が あ る。、グ レ ーゴ ル は、父 が 両 足 を

か わ る が わ る 高 く も ち 上 げ る た び に 、 そ の 靴 の 底 の 「 巨 大 な 大 き さ
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(R ie se n g rö ße )」(E 84 )に 驚愕 す る 。この「 巨 大な 大 き さ 」と い う 表現 の「 巨

大 (R i e se )」 は、『判 決』 の 父親 を 形 容す る 際に も 用 いら れ て お り （「 お 父

さ んは 相 変 わら ず 巨 人 (R i e se )だな あ」）、 息 子に 死 刑 判決 を 下 し た老 ベ ン

デ マン の 姿 と重 な り 合 う。 グ レ ーゴ ル は と てつ も な く大 き な 虫 に変 身 し

て まで も 、 父親 を 前 に する と 怯 えき っ た 子 ども の よ うに 萎 縮 し てし ま う

の であ る 。  

『 変身 』 の 父 親 は 、 テ ーブ ル の 上に あ っ た 林檎 を 手 当た り 次 第 につ か

で は投 げ つ け、 息 子 を 家族 の 楽 園か ら 追 放 しよ う と する 。 そ の うち の 一

つ がグ レ ー ゴル の 背 中 にめ り こ んで 、 癒 え るこ と の ない 傷 を 負 わせ る の

で ある 。 そ のと き 、 逃 げま ど う 息子 を 救 お うと か け 出し て く る のが 母 親

で ある 。彼 女は 呼 吸 を 楽に す る ため グ レ ー テに 服 を 脱が さ れ て いた の で、

ゆ るめ ら れ てい た ス カ ート が そ の途 中 で 床 へす べ り 落ち 、 そ れ に つ ま ず

き なが ら 父 に命 乞 い を する 。 彼 女が 母 性 愛 から 息 子 の心 の 動 き を察 知 し

て いた と し ても 、 現 実 的に は 無 力な 存 在 に 過ぎ な い 。彼 女 は 娘 の頑 強 な

家 具撤 去 の 意志 に は 屈 する し 、 実際 に グ レ ーゴ ル の 怪異 な 姿 に 出会 う と

気 絶し て し まう だ け で ある 。結 局 は 息子 の 命乞 い を しな が ら 、「父 親 に 飛

び 込み 、抱 きつ い て 彼 と 全 く 一 体に 」 (E 85 )に な る こと に よ っ て、現 実 世

界 に庇 護 を 求め る の で ある 。 グ レー ゴ ル が 虫に 変 身 した 朝 も 、 母親 は 息

子 の姿 に 驚 き、「彼 女 の 方に 向 か って 駆 け つ けた 父 親 の腕 の な か に倒 れ か

か った 」 (E 6 8 )。グ レ ー ゴル の 母 親は 、彼 の 母で あ る 以上 に 老 ザ ムザ の 妻

で あっ た 。  

こ の母 親 像 は、 カ フ カ の母 ユ ー リエ が 置 か れて い た 立場 と 類 似 して い

る。「 父へ の 手 紙 」 の なか で カ フカ は 、「 お母 さ ん がど こ ま で も 、 ぼ くに

よ くし て く れた こ と は 事実 で す 。し か し そ れら す べ てが 、 父 と 結び つ い

た 関係 に お い て で あ っ た 」(H 133 )と 述べ て いる 。彼 が 苦境 に 陥 るた び に、

「 その 優 し い存 在 そ の もの に よ って 、あ る いは 理 性 的な 説 得 や あな た（父

親）へ の 執り 成 し に よ って 」( eb d . )救 っ て くれ た が、結 果 と し て そ の 行為

は 、無 意 識 の うち に 「 狩猟 に お け る勢 子 の 役割 」 ( e bd . )を 果 た し て い た。

カ フカ が 反 抗や 嫌 悪 に よっ て 、 父親 か ら 独 り立 ち せ んと し た と き、 彼 女

は 父へ の 懇 願 によ っ て 息子 を ふ た たび 、「 あ な た （ 父親 ） の 圏 内」 ( ebd . )

へ 押し 戻 し たの で 、 彼 は父 と の 葛藤 を 経 て 、成 長 ・ 自立 し て い く機 会 を

失 って し ま った の で あ る 。さ ら に カフ カ は 、「 母 親は あ な た（ 父 親 ）を 深
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く 愛し 、 あ なた に 非 常 に忠 実 で 、歳 と と も にま す ま す緊 密 に あ なた と 結

ば れて い っ た」 (H 1 3 8 )と 回想 し て いる 。  

 

ⅴ ）『 変 身 』 執 筆 の 背 景  

『 変身 』 執 筆前 の カ フ カと 家 族 は、 極 度 の 緊張 関 係 にあ っ た 。 その 直

接 の原 因 は 、 小 説 の 執 筆に か ま けて 義 弟 が 運営 し て いる ア ス ベ スト 工 場  

—  カ フ カ も 共 同 出 資 者 で あ っ た  —  の 管 理 を な お ざ り に し て い る と し

て 非難 さ れ たこ と で あ った 。 カ フカ は 労 働 者災 害 保 険局 で の 仕 事を 終 え

る と、 午 後 2 時過 ぎ に は帰 宅 し て、 長 め の 午睡 を と り、 現 実 の 世界 が 眠

り につ く 夜 、執 筆 に 専 念す る と いう 二 重 生 活を 続 け てい た 。 彼 は フ ェ リ

ス に、 自 分 の日 課 を つ ぎの よ う に報 告 し て いる 。  

 

8 時 か ら 2 時 ま た は 2 時 20 分 ま で事 務 所 、3 時ま た は 3 時 半 ま で 昼食 、

7 時 半ま で ベ ッド で 睡 眠（ た いて い は そ の 努力 だ け です が ） (...)、そ

れ から 10 分 間、窓 を 開け て 裸 で体 操 し 、ひ と りで 、ある い は マッ ク ス

と 一緒 に 、 (...)1 時 間の 散 歩 、そ れ か ら 家族 の な かで 夕 食 (...)10 時

半 （ 11 時半 に な る こ と もよ く あ り ま す ） に 執筆 の た め に 机 に 向 かい 、

そ のと き の 力、意 欲 、幸 運 次 第で 1 時 、2 時 、3 時 、と きに は朝 6 時 ま

で 。そ れ か らま た 、上 述の よ う な体 操 (...)。体 をふ い て 、た いて い 心

臓 に軽 い 痛 みを 感 じ つ つ、腹 の筋 肉 が 痙 攣 しな が ら ベッ ド に 入 りま す。

そ して 、 眠 るた め の あ らゆ る 努 力、 つ ま り 不可 能 を 達成 す る 努 力を し

ま す。と い うの は 、寝 られ な い から で す 。(...)もち ろ ん の こ と、私 が

朝 、事 務 所 で働 き 始 め ると き 、 ほん の わ ず かし か 力 が残 っ て な いこ と

は 、特 別 不 思議 な こ と では あ り ませ ん 。 し ばら く ま え、 廊 下 に (...)、

書 類や 印 刷 物を 載 せ て 運ぶ 棺 台 が置 い て あ りま し た 。そ こ を 通 るた び

に 、そ れ は とり わ け 、 私に ふ さ わし く 、 私 を待 っ て いる よ う に 思え ま

し た。 ( F6 7 f . )  

 

カ フカ は 深 夜、「 ちょ う ど望 遠 鏡 が彗 星 に 向 けら れ て いる よ う に 」( T 11 )、

自 身に 向 け て文 章 を 書 いて い た 。書 く こ と を突 然 、 中断 し な け れば な ら

な い苦 悩 に つい て 、 彼 はブ ロ ー トに 自 殺 を 仄め か す 手紙 を 書 い てい る 。  
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(...) 現 在 ぼく に と っ ては 二 つ の可 能 性 し かな い 、 みな が 床 に つい た

あ と、 窓 か らと び 下 り るか 、 そ れと も こ れ から 2 週 間 、毎 日 工 場と 義

弟 の事 務 所 に出 か け る か、 い ず れか と い う こと だ っ た。 (...)  ぼく は

長 いあ い だ 窓の と こ ろ 立っ て 、 窓ガ ラ ス に 身体 を 圧 しつ け て い た、 墜

落 して 橋 の 上に い る 通 行税 係 を 跳び 上 が ら せる の が 、ぼ く に は 似つ か

わ しか っ た かも し れ な い。 (B 1 08 f . )  

 

容 易な ら ぬ 事態 と 察 し たブ ロ ー トは 、そ の 手紙 を カ フカ の 母 親 に見 せ て、 

親 友の 危 機 を回 避 し た 。母 は 父 には 内 密 に 、息 子 の 代理 を 工 場 へ 派 遣 し

た ので あ る 。 家 族 と の 緊張 関 係 の う ち 、 と く に カ フ カに 打 撃 を 与え た の

が 、「 プ ラ ハ で 最 上 の 女 友 達 」 ( F8 7 )で 、 家 庭 内 で 唯 一 の 理 解 者 で あ る 妹

の オッ ト ラ から も 責 め られ た こ とで あ っ た 。こ の 信 頼す る オ ッ トラ ま で

も が、 今 回 の工 場 監 督 の件 で は 彼を 非 難 す る側 に ま わっ た の で ある 。  

 

ふ だ ん は 、 ぼ く に 味 方 す る は ず の 末 の 妹 ま で が  —  感 情 的 に は 正 し い

し 、こ れ は 最近 ぼ く か ら彼 女 に 移っ て い っ た感 情 で もあ る の だ が、 同

時 に 途 方 も な い 無 理 解 を 示 し て  —  ぼ く を 母 の ま え で 見 殺 し に し た た

め 、ぼ く に は苦 し い も のが (...)身 体を 駆 けめ ぐ っ た。 (B 1 0 8 )  

 

カ フカ の オ ット ラ に 対 する 愛 憎 入り 混 じ っ た感 情 は、『 変 身』の 妹 グ レ ー

テ に大 き く 反映 さ れ て いる 。  

「 父へ の 手 紙」 の な か でカ フ カ は 、 エ リ 、 ヴァ リ 、 オッ ト ラ の 三人 の

妹 たち に つ いて 、 か な りの ス ペ ース を さ い て、 鋭 く 観察 し て い る。 エ リ

は 不機 嫌 で 意地 が 悪 く 、な ま け もの で 、 カ フカ と あ まり に も よ く似 た 性

格 が鏡 を み るよ う で 、二人 は ヘ ルマ ン の 教 育の 呪 縛 にあ え い で いた の に、

彼 女は 結 婚 によ り 性 格 が一 変 し 、父 親 の 勢 力圏 か ら 脱出 し た 。 ヴァ リ は

母 親に も っ とも 近 い と ころ に い なが ら 、 そ れほ ど 苦 労も せ ず に 傷つ く こ

と もな く 、 父親 に は す んな り と なじ ん だ 。 カフ カ 的 要 素 が な い にも か か

わ らず 、 父 親も や さ し く受 け 入 れ 、 そ れ が かえ っ て よ か っ た の かも し れ

な いと カ フ カは 分 析 し て い る 。オッ ト ラ は 性格 的 に は父 と 共 通 して お り 、

父 親の 暴 君 性に 対 し 、 レー ヴ ィ 的 な 強 情 さ 、感 受 性 、正 義 感 が あり 、 こ

れ らが カ フ カ的 な 力 の 意識 に 支 えら れ て 、 父親 に 立 ち向 か お う とし た 。
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貧 しい 人 た ちの 側 に 立 って 、 家 を出 て 農 園 で働 く オ ット ラ の 行 動力 は 、

カ フカ に は 欠如 し て い た。 彼 は 自分 と 類 似 して い る エリ に は 嫌 悪感 を 抱

き 、父 親 と 反 撥 し あ う オッ ト ラ と繋 が っ て いた 。  

 

ⅵ ） 終 結 部 に 対 す る 作 者 の 不 満  

も うひ と 月 以上 も 、 グ レー ゴ ル は重 傷 の た め苦 し み 続け て い る 。父 親

の 投 げ た 林 檎 は 、 依 然 と し て 背 中 に 食 い こ ん だ ま ま 、「 目 に 見 え る 記 念

( s i ch t ba re s  A n den ke n )」 (E 8 5 )と な っ て 残 っ た ま ま に な っ て い た 。 い ま で

は あの 父 親 でさ え も 、 たと え 現 在の グ レ ー ゴル が ど んな に 哀 し い、 嫌 悪

す べき 姿 を して い よ う とも 、 れ っき と し た 家族 の 一 員で あ り 、 辛抱 を 重

ね るこ と が 家族 と し て の当 然 の 義務 で あ る と、 身 に しみ て 思 い 知ら さ れ

た よう で あ る 。 こ れ ま で固 く 閉 じら れ て い たグ レ ー ゴル の 部 屋 と居 間 を

つ なぐ 扉 が 、 夕 刻 に な ると 開 け 放た れ 、 暗 がり に い る彼 は 自 ら の姿 を さ

ら すこ と な く、 明 か り の灯 っ た 居間 に い る 家族 全 員 を眺 め な が ら、 彼 ら

の 話に 耳 を 傾け る こ と が許 さ れ る 。グレ ー ゴル は い つも 、そ の 1、2 時 間

も ま え か ら 一心 不 乱 に ドア に 目 を凝 ら し 、 観察 と い う行 為 に 無 類の 快 楽

を 見出 し て いく 。 彼 は かつ て 、 どこ か よ そ の土 地 の 小さ な 安 宿 の一 室 で

湿 っぽ い 夜 具に 疲 れ た 身体 を も ぐり こ ま せ なが ら 、 いつ も 「 ほ のか な 憧

れ 」 (E 85 )をも っ て 夕 食後 の 家 族の 団 欒 を 想い 描 い て い た の で ある 。  

と ころ が 、 家に 三 人 の 下宿 人 を 置く よ う に なっ て か らと い う も の、 グ

レ ーゴ ル と 家族 を 結 ぶ 唯一 の 通 路と な っ て いた 居 間 のド ア が 開 けら れ る

こ とは な く なる 。 下 宿 人た ち は みん な 顔 一 面に 髭 を 生や し て お り、 個 別

に 見る と 顔 がな く 非 個 性的 で 、 まる で ひ と り の 人 物 が三 つ に 分 けら れ た

か のよ う に 、見 事 に 統 一の と れ た行 動 を と る。 彼 ら のな か で 中 央に 位 置

す る男 が 主 導権 を 握 り 、両 側 の 二人 は 彼 の 発言 を 支 持 す る だ け なの で 、

グ ルー プ 内 に亀 裂 が 生 じる こ と はな い 。 下 宿人 た ち は、 か つ て 父と 母 と

グ レー ゴ ル が座 っ て い たテ ー ブ ル の 上 座 を 占め 、 家 族の 者 は 台 所で 食 事

を した 。 グ レー ゴ ル は 次第 に 食 欲を 失 っ て いく の に 、彼 ら は 旺 盛な 食 欲

を 漲ら せ 、 大皿 に 盛 ら れた 肉 を がつ が つ と 食べ る 。 彼が 「 そ の 匂い 」 に

耐 えら れ な いと い う 食 物の 筆 頭 に、 お そ ら く血 の し たた る よ う な新 鮮 な

肉 があ っ た であ ろ う こ とは 、 三 人の 紳 士 た ちの 食 事 に対 す る 反 応か ら も

推 測さ れ る 。  
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俺 にだ っ て 、食 欲 は あ る。 し か し、 こ ん な 食い 物 に じゃ な い 。 この 下

宿 人た ち の 食い 方 と い った ら 。 一方 で 、 俺 はく た ば って い く と いう の

に 。 (E 90 f . )  

 

グ レー ゴ ル はわ ず か に 開い た 居 間の ド ア の 隙間 か ら 、食 事 の 様 子を 観

察 する が 、 聞こ え て く るの は 食 べ物 を 咀 嚼 する 音 ば かり で あ っ た。 そ れ

は 歯を も た ない グ レ ー ゴル に 、「食 べ る た めに は 歯 が 必 要 で あ り、かつ ど

ん な立 派 な 顎で も 歯 が なけ れ ば 何の 役 に も 立た な い こと 」(E 9 0 )を 意識 さ

せ るか の よ うで あ っ た 。 歯 と い うの は カ フ カに お い ては 、 野 蛮 な生 命 力

の 証 で あ っ て 、 自 我 の 対 極 に あ る も の を 特 徴 づ け る 道 具 と な っ て い る 。

『 判決 』で 、ロ シ ア の 友人 の「 代 理人 」と して 登 場 した 年 老 い た父 親 は 、

歯 のぬ け た 口で 食 物 を 少 し ず つ 啜る よ う に とる 。 父 親が 身 に つ けて い る

古 い汚 れ た「 トリ コ ッ ト 」(E 29 )の肌 着 は 、『 断 食 芸人 (E i n  H u n ge rkü ns t l e r )』

の 主人 公 と 同じ 衣 装 で ある 。  

あ る夜 、 下 宿人 の 求 め に応 じ て 、妹 が ヴ ァ イオ リ ン の演 奏 を 始 める 。

そ の日 は 偶 然、 ド ア が 開け 放 た れた ま ま で あっ た 。 グレ ー ゴ ル は 、 妹 の

奏 でる ヴ ァ イオ リ ン の 音色 に 惹 きつ け ら れ て 居 間 へ のり 出 し 、「 音 楽に こ

れ ほど 心 を 奪わ れ て い ると い う のに 、 動 物 なの で あ ろう か 。 待 ち焦 が れ

て い た 未 知 の糧 へ の 道  ( d e r  Weg  zu  de r  e r se hn t en  u nbe ka nn te n  N ah run g )  

が 示 さ れ て い る か の よ う な 」 ( E 92 )心 境 に い た る 。 彼 は 衝 動 に 駆 ら れ て 、

さ らに す こ し前 へ 這 い 出し て 、 頭を ぴ た り と床 に つ け、 な ん と か妹 と 視

線 を交 わ そ うと す る 。 そし て 彼 女の そ ば へ 近づ き 、 スカ ー ト の 裾を 口 に

く わえ て ひ っぱ る こ と で、 自 分 の部 屋 へ 招 き入 れ 、 クリ ス マ ス には 音 楽

学 校に 入 れ てや る 固 い 決心 を し てい た こ と を打 ち 明 ける つ も り でい た 。

こ の話 に 、「 妹 は 胸 が いっ ぱ い に なっ て 、 嬉し 涙 に むせ ぶ だ ろ う」 ( ebd . )

と グレ ー ゴ ルは 妄 想 し、「 彼 女 の肩 ま で 伸 び上 が っ て、勤め だ して か ら リ

ボ ンも カ ラ ーも つ け て いな い む きだ し の 頸 元に キ ス しよ う 」( ebd . )と 考 え

る 。  

こ うし た グ レー ゴ ル の 妹に 向 け られ た 愛 情 は、 兄 と して の 領 分 を越 え

て おり 、近 親相 姦 的 な 欲望 を 思 わせ る 不 気 味さ が あ る。H .  ポ リ ツァ ー が 、 

カ フカ を 時 とし て 襲 う 固定 的 観 念に 、 近 親 相姦 の モ チー フ が あ る と 指 摘  
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し てい る よ うに ¹⁵、 グ レー ゴ ル を魅 了 し た のは 音 楽 その も の で はな く 、

そ れを 体 現 した 妹 と の 一体 化 で ある 。『 変 身』執筆 の ほぼ 2 か 月前 の 日 記

に は、「 兄と 妹 の 間 の 愛情  ―  母と 父 の 間 の愛 情 の 反復 」(T 181 )と書 き 込

ま れて い る 。  

カ フカ は グ レー ゴ ル と 現実 世 界 との 媒 介 者 であ り 、 和合 の 夢 を 託し た

妹 に、「こ の 化 け 物 に 面と 向 か って 、 お 兄 さん の 名 前を 口 に す るな ん て、

も う 御 免 で す 。 あ れ ( e s )を 厄 介 払 い し な き ゃ な ら な い の よ 。 あ れ が グ レ

ー ゴル だ と いう 考 え は、き れい さ っ ぱり す てな く ち ゃだ め 。(...)あれ は

出 てい か な けれ ば な ら ない の よ 。そ れ が 唯 一の 手 段 だわ 。 い っ たい ど う

し たら 、 あ れが グ レ ー ゴル だ と いう こ と に なる の ？ もし あ れ が グレ ー ゴ

ル だっ た ら 、 も う と っ くの 昔 に 、 こ ん な け だも の と 人間 と の 共 同生 活 な

ん か不 可 能 だと み こ し て、 さ っ さと 自 分 の 意志 で い なく な っ て いた は ず

よ 。そ う す れば 、兄 さ んは い な くな っ て も 、私 た ち は生 き の び られ る し 、

兄 さん の 思 い出 を 大 切 にす る こ とも で き る 」(E 94 )と 断言 さ せ て 、兄 に 対

す る間 接 的 な 死 刑 判 決 を 下 さ せ る。 グ レ ー テは グ レ ーゴ ル を 兄 とは い わ

ず 、「 化 け物 」、「 あ れ 」と呼 ぶ こ とに よ っ て両 親 を 説得 し 始 め る 。娘 の 意

見 に即 座 に 同意 す る の が父 で あ る。 母 は グ レー テ の 言葉 が 聞 こ えな か っ

た よ う に 、「 手 を 口 に あ て て 、 こ も っ た 音 で 咳 き 込 み 始 め 」 (E 9 4 )、 喘 息

の 発作 へ と 逃れ る 。 グ レー ゴ ル は最 後 の 救 いを 期 待 する か の よ うに 母 親

を ちら っ と 見る が 、 彼 女は 「 も うぐ っ す り 眠り 込 ん でい た 」 (E 9 5 )。  

妹 の言 葉 に 促さ れ て 、彼は「 感 動 と愛 情 」 (E 96 )を 込 めて 家 族 の こと を  

思 い返 し た。「 自 分 が 消え て い なく な ら ね ばな ら な いと い う 考 えは 、こ と

に よる と 妹 の それ よ り も、 も っ と 揺が ぬ 決 意だ っ た。」 ( e bd . )グ レー ゴ ル

が 部屋 に 戻 ると 、 扉 は 閉じ ら れ 、し っ か り と掛 け 金 がか け ら れ る。 急 い

で 扉を 閉 め たの は 、 ほ か な ら ぬ 妹で あ っ た 。 彼 は 完 全に 家 族 か ら切 り 離

さ れて し ま い、 父 親 の 投げ た 林 檎で 受 け た 傷が 原 因 で息 絶 え る 。 カ フ カ

は この 箇 所 を書 い た 直 後、「 彼（ グ レ ーゴ ル）は 十分 平 穏 に、す べて の 人 々

と 和解 し て 死に ま し た 」 ( F16 0 )と 、 フェ リ スに 書 い てい る 。 彼 を自 己 犠  

牲 へと 駆 り 立て た の は 、自 分 を 家族 の 一 員 とし て 認 めて ほ し い とい う 切

実 な願 い で あり 、 家 族 との 一 体 感を 意 識 す るた め で ある 。 翌 朝 、ザ ム ザ  
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家 では 主 人 公の 死 を 悼 んで 、 全 員が 少 し 泣 きは ら し た 顔 を し て いた 。 グ

レ ーテ に つ いて は、「全 く 寝な か っ たよ う に見 え た。彼 女の 蒼 ざめ た 顔 が

そ のこ と を 証明 し て い るか の よ うに 思 え た 」(E 97 )と 描か れ て い る 。彼 女

は グレ ー ゴ ルの 死 体 を 見つ め、「 ね え、ご らん に な って 、兄 さ ん ( e r )は な

ん て痩 せ て いた ん で し ょう 」( eb d . )と 洩 ら し、こ こで は も は や 昨晩 の「あ

れ ( e s )」 は 用い ら れ て いな い 。  

グ レー ゴ ル の死 を 待 ち かね た よ うに 、 外 界 に春 が 訪 れる 。 復 活 祭も 近

い 3 月末 、 長 く降 り 続 いて い た 雨が や み 、 暗い 空 は 晴れ 上 が り 、ど こ か

も う暖 か さ の混 じ っ た 、す が す がし い 朝 風 が地 上 に 送り 出 さ れ る 。 小 旅

行 に出 か け てい く 家 族 三人 の 乗 る電 車 の 窓 に、 燦 々 と春 の 陽 ざ しが さ し

こ んで く る 。電 車 が 目 的地 に 着 くと 、 グ レ ーテ が 真 っ先 に 席 を 立つ 。 そ

し て ザ ム ザ 夫 妻 が 、「 若 々 し い 肢 体 を し な や か に 伸 ば す 」 (E 99 )娘 に 気 づ

く 場面 で 、 物語 は 終 結 して い る 。 彼 女 の 生 きる 歓 び に満 ち 溢 れ た姿 は 、

夫 妻に は 「 新し き 夢 と 良き 意 図 の確 証 」 ( e bd . )の よう に 映 っ た 。  

『 変身 』は 19 12 年 1 2 月 6、7 日頃 、完 結 す るの で あ るが 、カ フ カ自 身

は この 作 品 に 対 し て 、 あま り 好 意的 な 評 価 を下 し て いな い 。  

 

私 の小 さ な 物語 は 終 わ りま し た 。た だ 今 日 の終 結 部 は 、 全 然 愉 快で は

あ りま せ ん 。も っ と 立 派な も の にな り 得 た でし ょ う に。 そ れ は 疑い あ

り ませ ん 。 ( F1 63 )  

 

家 で『 変 身 』を 読 ん だ のだ が 、 まず い 作 だ と思 う 。 たぶ ん ぼ く は 、 ほ

ん とう に だ めに な っ た のだ ろ う 。 (T 202 )  

 

『 変身 』 に 対 す る 激 し い嫌 悪 。 とて も 読 め たも の で はな い 結 末 。ほ と

ん ど根 底 か らし て 不 完 全だ 。 当 時、 出 張 旅 行で 邪 魔 され な か っ たら 、

も っと ず っ とよ く な っ てい た だ ろう に 。 (T 2 20 )  

 

グ レー ゴ ル の 鎧 の よ う に固 い 背 には 、 確 か に 外 界 と の一 切 の 接 触を 断

ち 、孤 独 で あろ う と す る決 意 が 集約 さ れ て よう に 見 える が 、 作 品全 体 に

わ たっ て 主 人公 の 本 来 性 は も っ ぱら 受 動 的 で、 人 間 世界 へ の 執 着の 方 が

は るか に 優 勢で あ る 。 それ ゆ え 物語 全 体 が 、 著 し く 均衡 を 欠 く よう な 印
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象 を与 え る 。 ま た 、 主 人公 の 死 によ っ て 、 その 存 在 に終 止 符 が 打た れ て

い る。 こ の どち ら か 一 方に 偏 り 、バ ラ ン ス を欠 い た 構成 を 克 服 しよ う と

す るカ フ カ の試 み は 、 同じ よ う な結 末 を も つ『 断 食 芸人 』（ 1 92 2 年 ） に

お いて 見 て とる こ と が でき る 。  

『 断食 芸 人 』 で も 、 主 人公 の 芸 人が 腐 っ た 藁と い っ しょ に 片 づ けら れ

た あと 、生 き る 歓び に 満ち た 輝 くば か り の 肉体 を も つ若 い 豹（『 変身 』の

結 末で 生 の 息吹 で は ち きれ ん ば かり の グ レ ーテ の 姿 に照 応 ） が 檻に 入 れ

ら れる と こ ろで 終 っ て いる 。 断 食芸 人 は 観 衆＝ 共 同 体と 決 別 し てこ そ 、

望 んで い る 芸を 全 う で きる の だ が、 一 度 た りと も 彼 は自 分 か ら 観衆 を 去

ろ うと は し ない 。 む し ろ彼 に は 大衆 世 界 は 不可 欠 で あり 、 そ れ との 接 点

を 渇 望 す る と い う ア ン ビ ヴ ァ レ ン ト な 立 場 に 立 っ て い る 。 だ が 同 時 に 、

「 視力 の 失 われ て い く 眼の な か に、 ま だ ま だ断 食 を 続け る の だ とい う 、

も は や 誇 ら し げ で は な い に し て も 、 確 固 と し た 信 念 が み ら れ た 」 (E 17 1 )

と 描写 さ れ てい る よ う に、 死 の 間際 ま で こ の世 に お ける 食 物 を 徹底 的 に

拒 否し 、 断 食行 為 （ 書 くこ と ） を極 限 ま で 突き つ め よう と す る 。断 食 芸

人 は観 衆 の 側か ら は 忘 れ去 ら れ てい る が 、 彼自 身 も 自分 を 寄 せ つけ よ う

と しな い 世 界か ら の 離 脱を 果 た して い る 。 カフ カ は 『断 食 芸 人 』に つ い

て は、「耐 え ら れう る ( e r t r äg l i ch )」 (B r3 7 9 )と 述べ て い る。  

 

ⅶ ） 作 品 の 核 心 的 主 題   

『 変身 』 は 3 章で 構 成 され て い るが 、 グ レ ーゴ ル は 各章 の 最 後 の場 面

で 自分 の 部 屋を 去 り 、 家族 の 領 域で あ る 居 間に 這 い 出そ う と す る。 こ の

三 度に 亘 る グレ ー ゴ ル の居 間 へ の突 入 は 、 ライ ト モ チー フ 的 な 役割 を 果

た して お り 、そ の 背 後 には 家 族 との 繋 が り を回 復 し 、 既 に 変 身 以前 に 始

ま った 孤 立 化を 打 ち 破 りた い と いう 願 望 が 潜ん で い るの で あ る 。 ¹⁶家 具

類 の撤 去 の 場面 と 同 じ よう に 、 つぎ の よ う な記 述 か らも 、 グ レ ーゴ ル の

聴 覚が 常 に 家族 の 領 域 に向 け ら れて い る こ とが 窺 え る。  

 

直 接に は 何 一つ 新 し い こと は 聞 け な か っ た ので 、 隣 の部 屋 か ら 洩れ て  

く る話 し 声 に、 き き 耳 をそ ば 立 てた 。 ひ と たび 人 の 声が 聞 こ え てこ よ  
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う もの な ら 、彼 は す ぐ にド ア の とこ ろ に い ざり 寄 り 、ぴ た り と 体ご と

ド アに 身 を すり 寄 せ る のだ っ た 。 (E 74 )  

 

こ うし た 行 為は 、 現 実 世界 と の 直接 的 交 流 を断 た れ た人 間 の 他 者へ の 強  

い 関心 が 、 屈折 さ れ た 形で 具 現 され て い る 。 ま た 、 物語 の 冒 頭 でグ レ ー

ゴ ルは 、 確 かに 心 か ら の交 流 な んて 微 塵 も ない セ ー ルス マ ン と して の 仕

事 に強 い 不 満を 抱 い て いる が 、 そう か と い って 「 旅 がな け れ ば 生き て は

い けな い だ ろう ( a b e r  i ch  kön n te  oh ne  d a s  R e i s en  n ic h t  l eb en )」 (E 6 6 )と 考 え

て おり 、 こ の箇 所 か ら も主 人 公 の世 間 と の 真の 交 わ りを 希 求 す る心 情 が

読 みと れ る 。  

カ フカ の 動 物的 存 在 形 式は 、 本 来的 自 我 の 比喩 的 形 象と し て 自 分を 脅  

か す現 実 世 界の 諸 力 に 対 す る 自 己救 済 で あ ると い え るが ¹⁷、 そ れが 達 成

さ れる の は、『 田 舎 の 婚礼 準 備 』のラ バ ー ン の よ う に「冬 眠 」と いう 逃 避

的 な空 想 世 界に お い て であ る 。 ここ で は 主 人公 の 願 望は 、 内 的 な モ ノ ロ

ー グの 形 で 示さ れ て い るだ け で 、直 接 的 に 現実 世 界 に作 用 し て いな い 。

し かし 、 動 物に 変 身 し たま ま 、 人間 世 界 に 這入 り こ もう と す る グレ ー ゴ

ル は、 家 族 や周 囲 の 人 たち に と っ て は 厄 介 者と し て 忌み 嫌 わ れ 、ラ バ ー

ン が夢 想 す る 「 鍬 形 虫 」や 「 黄 金虫 」 と い った 美 し い種 類 の 甲 虫で は な

く 、『 変 身 』 の 最 初 の 一 文 で 規 定 さ れ て い る 醜 悪 で 怪 奇 な 「 巨 大 な 害 虫

(u nge he ue re s  U ng ez i e f e r )」 と な る 。 そ の 結 末 は 現 実 世 界 の 報 復 で あ り 、

処 罰が 待 ち 構え て い る 。  

 

お ま え が 、ぼ くは ( i c h )と いわ ず に 、人 は ( ma n)と い って い る か ぎ りで は

な んで も な い。 で も お まえ が 、 それ は 自 分 自身 な の だと 白 状 す ると 、

た ちま ち 八 つ裂 き に さ れ、 解 雇 され て し ま うの だ 。 (H 8 )  

 

「 巨 大 な 」 と 記 さ れ て い る „un geh eu e r“ の „ -ge heu e r“ は 、 語 源 を た ど っ

て みる と「 家 庭 共同 体 (H au sg e me in sc ha f t )に属 し て いる 」を 意 味 して い る。

ま た „ -he ue r“ は、 „H ei ra t“（「 結婚 」、「 婚 姻 」）と も 語 源を 同 じく し て い  

る こと か ら 、„ung eh eue r“ と は「 結婚 し て 家庭 を 築 こう と し な い独 身 者 」 
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を も含 意 し てい る の で ある 。¹⁸こ の 作品 で は二 重 に 響く《 un -》と いう 接

頭 辞 が 、 そ れ に 先 行 す る 「 不 安 な (u n ruh i g )夢 」 と い う 語 に よ っ て さ ら に

強 めら れ て 、冒 頭 か ら 主人 公 の 悲惨 な 運 命 の暗 示 が 語り 手 に よ って な さ

れ てい る 。 ¹⁹  

「 害 虫 (U ng ez i e f e r )」 と い う 用 語 は 、「 父 へ の 手 紙 」 の な か で イ デ ィ ッ

シ ュ劇 団 の レー ヴ ィ に 関す る 記 述に も あ ら われ て い る。  

 

彼 のこ と は よく 知 り も しな い の に、 も う 忘 れて し ま いま し た が 、 と に

か くひ ど い 見幕 で 害 虫 に譬 え 、 ぼく の 気 に 入っ た 人 々に 対 し て は、 い

つ も犬 と 蚤 の諺 （ 犬 と いっ し ょ に寝 る や つ は蚤 と い っし ょ に 起 きる ）

を もち 出 さ れ ま し た 。 (H 125 )  

 

同 じ「父 へ の 手紙 」で カフ カ は、「 害 虫 は ただ 刺 す ばか り で な く 、自 分 が

生 き延 び る ため に、た ちま ち 相 手の 血 ま で 吸い と っ てし ま う 」(H 1 61 )と、

父 親の 言 葉 とし て で は ある が 、 自ら を 害 虫 と呼 ば せ てい る 。  

カ フカ は 『 変身 』 の 出 版に 際 し て、 作 品 の 扉絵 に 虫 が描 か れ る かも し  

れ ない と 危 惧し 、 ク ル ト・ ヴ ォ ルフ に 宛 て てつ ぎ の よう な 手 紙 を書 い て

い る。  

 

シ ュタ ル ケ は具 象 的 な 挿し 絵 を 描き ま す の で、 ひ ょ っと す る と 虫そ の

も のを 描 こ うと す る の では あ る まい か と 思 った の で す。 お 願 い です か

ら それ だ け は、 や め さ せて く だ さい 。 彼 の 領分 に 口 出し す る つ もり は

あ りま せ ん 。た だ 当 然 のこ と な がら 、 こ の 小説 に つ いて 誰 よ り もよ く

知 って い る ので 、 こ ん なふ う に お願 い す る ので す 。 虫そ の も の は 描 く

こ とが で き ませ ん 。 し かも 遠 く から で さ え 姿を 見 せ ては い け な いの で  

す 。 (B 136 )  

 

そ の対 案 と して カ フ カ は 、 両 親 と妹 が 明 か りの 灯 っ た部 屋 に い て、 真 っ  
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暗 な隣 室 へ の扉 が 開 か れて い る シー ン が 望 まし い と 提案 し て い る 。 こ の

光 景か ら 読 みと れ る の は、 孤 立 した グ レ ー ゴル が 暗 闇の 中 か ら 光＝ 家 族

に 向か っ て 抱く 悲 痛 な 復帰 へ の 願い で あ る。結 局、『 変 身』初 版 本の 表 紙

に は、 ナ イ トダ ウ ン と スリ ッ パ の男 が 顔 を 両手 で 覆 い、 悲 嘆 に くれ て い

る 姿が 描 か れて い る 。 その 背 後 には 両 開 き のド ア の 片方 が 開 い てい て 、

黒 々と し た 闇が 見 え る。（図 8 参 照 ）  

 

わ たく し の 全存 在 は 文 学に む け られ て お り、そ の 方向 を 30 歳 に なる ま

で 厳密 に 守 って き ま し た。 (...)  わ た く し は無 口 で 、社 交 性 に 欠け 、

気 むず か し く、 利 己 的 で 、 心 気 症で 事 実 、 病弱 で す 。 (...)  わ たく し

は 自分 の 家 族、最 も 善 良で 愛 情 に満 ち 溢 れ た人 た ち のあ い だ で さえ も 、

他 人よ り も よそ よ そ し く暮 ら し てい ま す 。 母と は こ の数 年 間 、 平均 し

て 日に 20 語 も 言葉 を 交わ さ ず、父 と は 挨 拶以 上 の 言葉 は ほ と んど 交 わ

し たこ と が あり ま せ ん 。結 婚 し た妹 た ち 、 その 夫 た ちと は な に も彼 ら

に 腹を 立 て てい る わ け では あ り ませ ん が 、 全然 話 し たり し ま せ ん。 一

緒 に暮 ら し てい こ う な どと い う 家族 へ の 配 慮は 、 わ たく し に は まる っ

き り欠 け て いる の で す 。 ( F45 6 f . )  

 

こ れは 、 1 91 3 年 8 月 2 8 日 付け の フ ェ リ ス の 父 親 に宛 て た 手 紙の 一節

で ある 。 カ フカ に あ っ ては 、 こ うし た 共 同 性の 欠 如 ゆえ に 、 家 族と の 温

か い人 間 的 親和 へ の 渇 望も 一 層 強 い も の が ある と 思 われ る 。 晩 年 カ フ カ

は 、 グ レー ゴ ル の 姓 Sa ms a と Ka f ka は ど ちら も 5 文字 で、 S と K およ び

母 音の 置 か れた 位 置 の 共通 性 に よっ て 、 カ フカ の 符 牒 の よ う だ とい い か

け たヤ ノ ー ホに 、「 ザ ム ザは 余 す とこ ろ カ フ カと い う わけ で は あ りま せ ん。

『 変 身 』 は 告 白 で は あ り ま せ ん 。 も っ と も  —  あ る 意 味 で  —  口 が 軽 か

っ たと は い えま す が 」 ( J 46 )と 答 え てい る 。ザ ム ザ はカ フ カ そ の もの で は

な いと し て も、 カ フ カ の分 身 で ある こ と は 間違 い な い。 要 す る に こ の 作

品 で は 、 家 庭 内 で 「 傍 観 者 以 外 の ど ん な 感 覚 も 欠 け て い る 」 (T 2 00 )作 者

自 身の 共 同 体へ の 抑 え がた い 憧 憬 が 叙 述 さ れ て い る ので あ り 、こ れ が『 変

身 』の 核 心 的主 題 で あ ると い え よう 。 こ の 共同 体 に 対す る や む こと の な

い 憧れ と 、 書く た め に 必要 な 孤 独へ の 内 的 志向 が 、 カフ カ の 作 品を 貫 く

重 要な ラ イ トモ チ ー フ を形 成 し てい る の で ある 。  
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図 8  『 変身 』 初 版 の 表紙  

                    Wa ge nba ch ,  198 3 .  S .1 41 .  
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Ⅴ 『 審 判 』  

 

ⅰ ） 章 の 配 列  

1914 年 8 月に 書 き 始 めら れ た 『審 判』（ ブロ ー ト 版 ） は 、 10 の 章 と 補

遺 とし て 未 完の 章 に あ たる 6 つ の 断章 が 収 め ら れ て いる 。 章 の 区分 お よ

び その タ イ トル は 、 カ フカ 自 身 がつ け た も ので あ る が、 章 の 配 列に 関 し

て は 編 集 者 の M .  ブ ロ ー ト が 自 身 の 「 感 覚 」 ¹で お こ な っ て い る た め 、

H .  オ イ テ ルス プ ロ ー トや H .  ビ ン ダ ー 等 によ っ て、さ まざ ま な文 献 学 上

の 問題 性 が 提起 さ れ て いる 。 ²  

ブ ロー ト は 19 20 年 、カフ カ か ら『審 判 』の原 稿 を 受け 取 り 、作家 の 死

後 、 19 25 年 に 出 版し た 。彼 に よれ ば 、原 稿 の束 に は 題名 は 付 け られ て い

な かっ た が、こ の小 説 の内 容 を 話す 際 に 、カ フ カは い つ も「 プ ロツ ェ ス」

と いう 表 現 をし て い た ので 、 題 名と し て そ れを 使 用 した と い う こと で あ

る 。 こ の 長 編 小 説 の 出 版 当 初 の 原 題 《 D e r  P ro z eß》 は 、 半 世 紀 以 上 を 経

た あ と の 批 判版 (k r i t i s c he  A us gab e )全 集 （ 1990 年 ）で は 、《 D e r  P roc eß》

と 変更 さ れ た。 カ フ カ の手 稿 を でき る だ け 完成 し た 作品 と し て 提示 す る

た めに 、 手 入れ を 加 え たブ ロ ー ト版 と は 違 って 、 批 判版 は 既 に 見た よ う

に 、本 文 を 収録 し た 巻 と考 証 や 資料 を ま と めた 巻 か ら な っ て い る 。 こ れ

に よっ て 原 稿上 の 書 き 換え 、 加 筆 や 削 除 の 様子 お よ び原 稿 が ど のよ う に  

                                                                  

1  ブ ロ ー ト は 『 審 判 』 の あ と が き で 、「 私 は こ の 小 説 の 大 部 分 を 友 人 が 朗 読 す る の を 聞 い て い た の

で 、 原 稿 を 整 理 す る 際 の 感 覚 と い え ど も 、 記 憶 に 基 づ く こ と も で き た 」 と 語 っ て い る 。  

B r o d ,  M a x :  N a c h w o r t  z u r  e r s t e n  A u s g a b e  d e s  P r o z e ß .  I n ;  D e r  P r o z e ß .  R o m a n .  F r a n k f u r t  a . M . ,  

1 9 8 3 .  S . 2 2 8 .  

2  U y t t e r s p r o t ,  H e r m a n :  E i n e  n e u e  O r d n u n g  d e r  W e r k e  K a f k a s ?  Z u r  S t r u k t u r  v o n  D e r  P r o z e ß  u n d  

A m e r i k a .  A n t w e r p e n ,  1 9 5 7 .   オ イ テ ル ス プ ロ ー ト は 、『 審 判 』 の 個 々 の 章 の な か の 「 季 節 の 暗 示 」

に 基 づ い て 、 新 し い 配 列 （ ブ ロ ー ト 版 の 第 9 章 を 第 7 章 の 前 へ 、 第 4 章 を 第 2 章 の 前 へ ） を 提 案

し た 。  

B i n d e r ,  H a r t m u t :  K a f k a -  K o m m e n t a r  z u  d e n  R o m a n e n ,  R e z e n s i o n e n ,  A p h o r i s m e n  u n d  z u m  

B r i e f  a n  d e n  Va t e r .  M ü n c h e n ,  1 9 7 6 .  

E s c h w e i l e r ,  C h r i s t i a n :  D e r  v e r b o r g e n e  H i n t e r g r u n d  i n  K a f k a s  „ D e r  P r o z e ß “  B o n n ,  B o u v i e r  

Ve r l a g ,  1 9 9 0 .  



 75 

成 立し 、 書 き継 が れ て いっ た か など を 正 確 に知 る こ とが で き る よう に な

っ た。 批 判 版は ブ ロ ー ト版 の よ うに 章 仕 立 てに は し てい な い が 、「 断片 」

よ りま え に 収め ら れ た 部分 が 完 成し た 章 に、「 断 片 」が「 未 完 の 章 」に 対

応 し、 ブ ロ ート 版 と ほ ぼ同 じ 構 成に な っ て いる 。 二 つの 版 の 違 いは 、 ブ

ロ ート 版 で 第 4 章 と さ れて い た 「ビ ュ ル ス トナ ー 嬢 の女 友 達 」 が 、 批 判

版 では「断 片」を 集 め たと こ ろ に 、「 B の 女友 達 」と い う題 で 移さ れ て い

る こと で あ る。  

『 審判 』 の 現存 す る 遺 稿は 、 タ イト ル が 書 きつ け ら れた 一 枚 の 表紙 を

つ けら れ た 原稿 の 束 ( Kon vo lu t e )と 、そ の 二 つ折 り 紙 のあ い だ に 挿ま れ た

原 稿の 束 の 2 つ のグ ル ープ に 分 けら れ て い る。 批 判 版の 編 集 者 M .  パ ス

リ ーは 、 原 稿の 束 に 2 つの グ ル ープ が あ るの は 、 カフ カ 自 身 によ っ て お

こ な わ れ た 区 別 の 結 果 で あ り 、 そ れ に 基 づ い て こ の 小 説 の テ ク ス ト を

「 章」お よ び「 断 片 」に分 け た と説 明 す る 。³そし て 、表紙 を つけ ら れ た

グ ルー プ が 、完 結 し た 章あ る い は完 結 直 前 にあ る 章 であ り 、 二 つ 折 り の

包 み 紙 に 挿 ま れ た グ ル ー プ が 、「 断 片 」 と し て 判 断 さ れ た の で あ る 。「 B

の 女友 達 」 と書 か れ た 束は 、 パ スリ ー 自 身 が例 外 の 可能 性 が あ る と 認 め

な がら 、 二 つ折 り の あ いだ に 挿 まれ た 原 稿 であ る の で、 断 片 と して 収 録

し たと い う こと で あ る 。⁴原稿 と な った も の に対 す る 完結 性 と 未 完結 性 の

判 断が 、 混 乱を 起 こ し た釈 然 と しな い 説 明 であ り 、 ここ に 批 判 版の 問 題

が ある 。  

 

＜ ブ ロ ー ト 版 ： D e r P roz eß＞   

第 1 章 ： 逮 捕／ グ ル ー バッ ハ 夫 人と の 会 話 ／そ れ か らビ ュ ル ス トナ ー 嬢  

       ( E R S T E S  K A P I T E L  :  Ve r h a f t u n g・ G e s p r ä c h  m i t  F r a u  G r u b a c h ・ D a n n  F r ä u l e i n  

B ü r s t n e r )  

第 2 章 ： 最 初の 審 理   

( Z W E I T E S  K A P I T E L  :  E r s t e  U n t e r s u c h u n g )  

第 3 章 ： か らっ ぽ の 法 廷で ／ 学 生／ 裁 判 所 事務 局  

( D R I T T E S  K A P I T E L  :  I m  l e e r e n  S i t z u n g s s a a l・ D e r  S t u d e n t・ D i e  K a n z l e i e n )  

                                                                                          

3  K K A P  A p p .  S . 1 2 4 .  

4  K K A P  A p p .  S . 1 2 5 .  
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第 4 章 ： ビ ュル ス ト ナ ー嬢 の 女 友達  

       ( V I E RT E S  K A P I T E L  :  D i e  F r e u n d i n  d e s  F r ä u l e i n  B ü r s t n e r )  

第 5 章 ： 鞭 打ち 人  

       ( F Ü N F T E S  K A P I T E L  :  D e r  P r ü g l e r )  

第 6 章 ： お じ／ レ ー ニ ィ  

       ( S E C H S T E S  K A P I T E L  :  D e r  O n k e l・ L e n i )  

第 7 章 ： 弁 護士 ／ 工 場 主／ 画 家  

       ( S I E B E N T E S  K A P I T E L  :  A d o v o k a t ・ F a b r i k a n t・ M a l e r )  

第 8 章 ： 商 人ブ ロ ッ ク ／弁 護 士 の解 雇  

       ( A C H T E S  K A P I T E L  :  K a u f m a n n  B l o c k・ K ü n d i g u n g  d e s  A d v o k a t e n )  

第 9 章 ： 聖 堂で  

       ( N E U N T E S  K A P I T E L  :  I m  D o m )  

第 10 章： 最 期  

       ( Z E H N T E S  K A P I T E L  :  E n d e )  

 

未 完の 章 ( d i e  u n v o l l e n d e t e n  K a p i t e l )  

エ ル ザ の と こ ろ へ  ( Z u  E l s a )  ／ 母 親 の も と へ  ( F a h r t  z u r  M u t t e r )  ／ 検 事  

( S t a a t s a n w a l t )  ／ そ の 家  ( D a s  H a u s )  ／ 頭 取 代 理 と の 争 い ( K a m p f  m i t  d e m  

D i r e k t o r - S t e l l v e r t r e t e r )／ ある 断 片  ( E i n  F r a g m e n t )  

 

＜ 批 判 版 ： D e r P roc eß＞  

逮 捕  ( Ve r h a f t u n g )  

グ ル ー バ ッ ハ 夫 人 と の 会 話 ／ そ れ か ら ビ ュ ル ス ト ナ ー 嬢  ( G e s p r ä c h  m i t  

F r a u  G r u b a c h  /  D a n n  F r ä u l e i n  B ü r s t n e r )  

最 初の 審 理  ( E r s t e  U n t e r s u c h u n g )  

か らっ ぽ の 法廷 で ／ 学 生／ 裁 判 所事 務 局  ( I m  l e e r e n  S i t u n g s s a a l  /  D e r  S t u d e n t  /  

D i e  K a n z l e i e n )  

鞭 打ち 人  ( D e r  P r ü g l e r )  

お じ／ レ ー ニィ  ( D e r  O n k e l  /  L e n i )  

弁 護士 ／ 工 場 主 ／ 画 家  ( A d v o k a t  /  F a b r i k a n t  /  M a l e r )  

商 人ブ ロ ッ ク／ 弁 護 士 の解 雇  ( K a u f m a n n  B l o c k  /  K ü n d i g u n g  d e s  A d v o k a t e n )  

聖 堂で  ( I m  D o m )  
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最 期  ( E n d e )  

 

断 片 ( F r a g m e n t e )  

B の 女 友 達  ( B . ' s  F r e u n d i n )  ／ 検 事  ( S t a a t s a n w a l t )／ エ ル ザ の と こ ろ へ  ( Z u  

E l s a ) ／ 頭 取 代 理 と の 争 い ( K a m p f  m i t  d e m  D i r e k t o r - S t e l l v e r t r e t e r ) ／ そ の 家  

( D a s  H a u s )  ／ 母親 の も とへ  ( F a h r t  z u r  M u t t e r )  

 

新 たに 登 場 した 史 的 批 判版 (h i s to r i s c h -k r i t i s ch e  A us ga be )全集 ⁵で は、カ

フ カの 遺 稿 に対 し て 忠 実に 文 字 おこ し を し た た め 、 見開 き の 一 方の ペ ー

ジ に原 稿 の 写真 版 が 印 刷さ れ 、 もう 一 方 の ペー ジ に は語 句 や 文 の書 き 換

え 、削 除 の 線や 挿 入 な どを そ の まま 再 現 し た テ ク ス トが 印 刷 さ れて い る 。

束 にタ イ ト ルが 書 か れ たも の は 、そ れ が 分 冊の 表 紙 に印 刷 さ れ 、タ イ ト

ル がな い も のは 書 き 出 しの 文 が 表紙 に 印 刷 され て い る。 そ し て 、そ れ ら

の 分冊 に は 順序 が つ け られ て い ない の で あ る。 そ の 結果 と し て 、史 的 批

判 版は 『 審 判』 と い う タイ ト ル はあ る が 、 もは や 章 や断 片 な ど の区 別 は

な く、順 序 もつ け ら れ てい ない 16 の冊 子 に分 け ら れた 印 刷 物 の集 合 体 と

な って い る 。  

 

＜ 史 的 批 判 版 ： D e r P roce s s＞  

J e m a n d  m u s s t e  J o s e f  K .  v e r l ä u m d e t  h a b e n , . . .   誰 か がヨ ー ゼ フ・ K を 誹 謗 し た に  

違 いな か っ た、  

（「 逮 捕／ グ ル ーバ ッ ハ夫 人 と の会 話 ／ そ れか ら ビ ュル ス ト ナ ー嬢 」 の

部 分に あ た るが 、表 紙 が現 存 し てい な い の で 、タ イ ト ルは 付 い てい な

い。）  

E r s t e  U n t e r s u c h u n g  （「 最 初の 審 理」）  

I m  l e e r e n  S i t z u n g s s a a l  D e r  S t u d e n t  D i e  K a n z l e i e n  （「 か らっ ぽ の 法廷 で ／学 生 ／  

裁 判所 事 務 局」）  

D e r  P r ü g l e r  （「 鞭打 ち 人」）  

D e r  O n k e l  L e n i  （「 お じ ／レ ー ニ ィ」）  

                                                                   

5  K a f k a ,  F r a n z :  D e r  P r o c e s s .  H r s g .  v o n  R o l a n d  R e u ß  u n t e r  M i t a r b e i t  v o n  P e t e r  S t a e n g l e .  

B a s e l / F r a n k f u r t  a . M . ,  1 9 9 7 .  
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図 9   ブ ロ ー ト版 『 審 判』 の 冒 頭部  
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図 10   批判 版 『 審 判 』の 冒 頭 部  
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図 11   批 判 版 の「 異 文 」の 頁  
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図 12   史的 批 判 版 『 審判 』の 1 頁  
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図 13   史的 批 判 版 の 「古 文 書 学的 翻 字 」  
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A d v o k a t  F a b r i k a n t  M a l e r  （「弁 護 士 ／工 場 主 ／ 画家 」）  

K a u f m a n n  B e c k  K ü n d i g u n g  d e s  A d v o k a t e n  （「 商 人 ベッ ク ／ 弁護 士 の 解 雇」）  

I m  D o m  （「 聖 堂で 」）  

E n d e  （「最 期 」）  

B ' s  F r e u n d i n  （「 B の 女 友達 」）  

S t a a t s a n w a l t  （「 検 事」）  

Z u  E l s a  （「 エ ル ザの と ころ へ」）  

K a m p f  m i t  D i r .  S t e l l v.  （「 頭 取代 理 と の争 い」）  

D a s  H a u s  （「 そ の 家」）  

F a h r t  z u r  M u t t e r  （「母 親 のも と へ」）  

A l s  s i e  a u s  d e m  Te a t e r  t r a t e n , . . .  か れ ら が劇 場 を 出た と き、（ ブロ ー ト版 の  

「 ある 断 片 」に あ た る 。 1 枚 の 原 稿か ら 成 立 ）  

 

M.  パ ス リ ー は さ ら に 、 カ フ カ 独 特 の 書 体 の 変 化 か ら 各 章 の 成 立 時 期

を 割り 出 す こと に も 成 功し た 。この 小 説 を 書き 始 め た頃 の 手 稿 の字 面 は 、

流 麗で 活 気 に溢 れ て お り、 踊 る よう な 筆 跡 すら 見 ら れる 。 し か し 執 筆 後

期 にな る と 、物 語 が や っと の 思 いで 道 を 探 さな け れ ばな ら な い 状態 と な

り 、筆 の 運 びは 萎 縮 し 、 こ わ ば って い る 。 相違 は 筆 跡だ け で は なく 、 原

稿 に書 き 込 まれ た 平 均 文字 数 に も大 き な 変 化が 現 れ る。 最 も 好 調だ っ た

と きに は 1 頁 あ たり お よそ 200 語 で 綴ら れ てい た も のが 、徐 々 に増 加 し 、

最 後に は 35 0 語 （ 最 高で 363 語 ）を 超 え る 文字 数 に まで 達 し て いる 。 ⁶  

 

＜ 執 筆 時 期 （ 19 14 年 8 月 ～ 1915 年 1 月 ） の 推 定 ＞  

「 逮捕 」： 8 月 11 日 頃 。 1 頁 あ た りの 総 語 数の 平均 200 語。（図 12 参 照 ） 

「 最期 」： 8 月 11 日 頃 。平 均 20 0 語 。（ 図 14 参照 ）  

（「 逮 捕 」では 、ビ ュ ル スト ナ ー 嬢 が Fr ä u le i n  B ü r s t ne r と 書 き つ け ら れ

て いる の に 対し て、「 最期 」で は 、 F.B .と 略号 で 記 され て い る こと か

ら 判断 す る と、「最 期 」の 章 が 後か ら 書 か れた よ う であ る。）  

「 グル ー バ ッハ 夫 人 と の会 話 ／ それ か ら ビ ュル ス ト ナー 嬢」： 8 月の  

第 3 週 。 2 31 語 。  

                                                                  

6  K K A P  A p p .  S . 7 8 - 8 2 .  
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「 最初 の 審 理」： 8 月 の第 3 週 。 229 語 。  

「 から っ ぽ の法 廷 で ／ 学生 ／ 裁 判所 事 務 局」： 8 月終 わ り ～ 9 月 初め 。  

243 語  

「 鞭打 ち 人」： 8 月 終 わり ～ 9 月 初め 。 243 語 。  

「 おじ ／ レ ーニ ィ」： 8 月終 わ り ～ 9 月 初 め。 243 語 。  

「 弁護 士 ／ 工場 主 ／ 画 家」：10 月 5 日 以 前。9 月 前 半と 9 月 後 半。258 語 。  

11 月 初め ～ 1 2 月 半 ば お よ び 1 2 月 後 半 ま た は 1 9 1 5 年 1 月 。 3 3 3 語 。 

「 聖堂 で」： 9 月 後 半 およ び 10 月 5 日 前 後。 280 語 。 12 月 13 日 頃、「 掟

の 前 (Vo r  d e m G e se t z )」を 含 む 原稿 の 7 頁 半の 部 分 が書 か れ た 。 363

語 。（図 15 参照 ）  

「 商人 ブ ロ ック ／ 弁 護 士の 解 雇」： 1 0 月 5 日 頃 。 30 5 語 。 11 月 半ば 頃 お

よ び 12 月 第 2 週。 3 55 語 。  

「 B の 女 友達 」： 10 月 18 日か ら 12 月 第 1 週 の 間、あ る い は 12 月半 ば か

ら 15 年 1 月 終 わり 頃 の間 。 3 40 語。  

 

【 断片 】  

「 エル ザ の とこ ろ へ 」： 8 月終 わ り （書 き 始 め 1 9 行 目 ま で ） と 9 月 終 わ

り （ 20 行目 以 降）。  

「 そ の 家」： 10 月 初 め 頃。 275 語 。  

「 母親 の も とへ 」：批 判 版で 5 頁 にな る が 、最 初 の 2 頁 ほ どが 12 月 7 日。

そ れよ り 後 ろに 部 分 は 筆跡 が 変 わり 、 執 筆 時期 は 不 明。  

「 検事 」： 早 く ても 12 月 後 半。  

「 頭取 代 理 との 争 い 」： 12 月 半ば ～ 15 年 1 月 終わ り の 間。『 審 判』執 筆の

最 期の 時 期 にあ た る 。  

 

執 筆時 期 の 特定 か ら 、 カフ カ は この 作 品 の 執筆 を 、 まず 第 1 章 にあ た

る 「逮 捕 」 と最 終 章 に あた る 「 最期 」 を 書 くこ と で 開始 し 、 そ れか ら さ

ま ざま な 章 を必 ず し も スト ー リ ーの 展 開 に 合わ せ た 枠組 み で は なく 、 複

数 の章 を 同 時並 行 的 に 書き 継 い でい っ た こ とが 明 ら かに な っ た。⁷「 逮 捕」 

と 「最 期 」の 2 つ の 章 は、 そ の 文体 特 徴 か ら何 ら か の関 係 が あ ると い わ  

                                                                                         

7  K K A P  A p p .  S . 1 11 .  
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図 14  

 



 86 

 

 

 

図 15  
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れ てお り、ド ゥ ルー ズ とガ タ リ のよ う に 、「 この 最 後 の章 は、カ フカ が ま

だ フェ リ ス との 別 離 の ショ ッ ク のも と に あ った 時 期 に、 こ の 長 編小 説 の

草 稿の 最 初 に書 か れ た とい う 可 能性 が あ る 」⁸とは っ き り明 言 す る批 評 家

も いた 。た だ し 、こ の 引用 部 分 に続 く「 そ れは 早 す ぎた 、は め こま れ た 、

流 産し た 結 末で あ る 。 (...)  K の 処 刑 で 終 わる と い うや り 方 は 、こ の 長

編 小説 の あ らゆ る 進 行 状況 と、『 審判 』を 規 定し て い る《 果て し のな い 引

き 延ば し 》の 状 態と 矛 盾す る」⁹とい う 解 釈に は 疑 問が あ る 。彼 ら が根 拠

と して い る のは 、ブ ロ ート が「 初 版の あ と がき 」で 語 って い る 、「 作 者の

口 から 伝 え られ た 意 図 によ れ ば 、訴 訟 が 最 高審 ま で 進む こ と は 決し て な

い ので 、この 小 説 は あ る意 味 で はそ も そ も 完結 し え ない も の 、す な わ ち、

果 て し な く 続 き う る も の だ っ た 」 (P 32 3 )と い う 言 葉 で あ る が 、 こ の 《 果

て しの な い 引き 延 ば し》と は、『 審 判』の 中 間部 の 章 に関 し て い える こ と

な ので あ る 。カフ カ は 、ヨー ゼ フ・ K の 逮 捕と い う 発端 と K の 処刑 と い

う 結末 は 明 確に 提 示 し てお り、『 審判 』は 未 完と は い って も 、最 初の 章 か

ら 話の 筋 の 順に 直 線 的 に書 か れ た『 失踪 者（ ア メリ カ ）』とは 異 なる 特 殊

な 方法 で 書 き進 め ら れ たの で あ る。  

『 審判 』に お い ては 、各 章で K を 巡 っ て 登 場す る 脇 役た ち（ グ ルー バ

ッ ハ婦 人 、 ビュ ル ス ト ナー 嬢 、 叔父 、 弁 護 士、 画 家 等） は 、 一 度舞 台 か

ら 退く と ほ とん ど 再 び 姿を 現 す こと は な い し、 彼 ら は互 い に 出 会う こ と

も ない 。 し かも 訴 訟 の 本質 的 な 進展 も 一 向 に見 ら れ ない 。 し た がっ て 、

中 間章 の 配 列に は 相 互 的な 内 的 関連 性 は 存 在し な い もの と 判 断 され 、 こ

の 作品 の 主 題（ヨ ー ゼ フ・ K の 罪や 彼 の 死 後も 生 き 残る「 恥 辱 」の概 念 ）

に 影響 を 及 ぼす こ と は ない た め 、具 体 的 な 章の 順 序 につ い て は 、こ れ 以

上 踏み 込 ま ない 。  

 

ⅱ ） ヨ ー ゼ フ ・ K の 逮 捕  

『 審判 』は 、「 誰 か が ヨー ゼ フ・ K を 誹 謗 した に 違 いな か っ た 。なぜ な  

ら 、何 も 悪 いこ と を し なか っ た のに 、 あ る 朝、 逮 捕 され た か ら であ る 」  

                                                                  

8  ド ゥ ル ー ズ ／ ガ タ リ（ 宇 波 彰・岩 田 行 一 訳 ）：『 カ フ カ  マ イ ナ ー 文 学 の た め に 』、法 政 大 学 出 版 局 、

1 9 7 8 年 、 8 8～ 8 9 頁 。  

9  ド ゥ ル ー ズ ／ ガ タ リ 前 掲 書 、 8 9 頁 。  
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(P 7 )と いう 文 章 で始 ま って い る。『変 身 』に お い て 、グ レー ゴ ルの 虫 へ の

変 身の 理 由 が何 も 語 ら れて い な いの と 同 様 に、『 審 判』でも 主 人 公ヨ ー ゼ

フ ・ K の 罪 はま っ た く 示さ れ て いな い 。 K の 逮 捕 の 事実 性 が 確 認さ れ る

の は、 い つ もの 時 間 に 自分 の 部 屋に 朝 食 が 運ば れ て こな か っ た ので 、 ベ

ッ ドで 呼 び 鈴を 鳴 ら す と、 待 っ てい た よ う に黒 服 を 着た 二 人 の 男  ―  そ

の うち の 一 人 は 作 者 と 同じ フ ラ ンツ と 命 名 され て い る  ―  が 登 場し て か

ら であ る 。  

K が 下 宿 の女 主 人 に 説 明を 求 め に 隣 室 に 入 って い く と 、「 君は 部 屋に い

な けれ ば い けな か っ た のだ ！ い った い フ ラ ンツ は 、 君に そ う い わな か っ

た か？ 」 (P 8 )と も う 一 人の 男（ ヴ ィレ ム ）に 制止 さ れ る。「 グ ルー バ ッ ハ

夫 人に ち ょ っと  ―  」 ( eb d . )と 歩み を 進 め ると 、「だ め だ 。 い って は い け

な い。君 は 逮捕 さ れ た んだ 」 ( e bd . )と 、は じめ て「 逮捕 」と い う言 葉 で 阻

止 され る 。す る と K の ほう も、「 ど うも そ うら し い です ね 」 ( e bd . )と 応じ

て しま う の であ る 。 ヴ ィレ ム は K よ り も ひど く 背 が高 く、「 何度 も 彼 の

肩 をた た き」 ( ebd . )、「腹 が 親 身の あ ま り と いわ ん ば かり に 、絶 えず K の

体 に 突 き 当 たっ て 」 (P 9 )く る 。 K は 自 分 の 下 着 や 衣 服を 奪 い 、 朝 食 をば

く つい て い る男 た ち に 身分 証 明 書を つ き つ け、 逮 捕 状の 提 示 を もと め る

が 否定 さ れ る。  

 

こ んな も の がな ん だ と いう ん だ 。(...)わ れわ れ は 下っ 端 な ん で 、身 分

証 明書 な ん か知 っ た こ とじ ゃ な いし 、 毎 日 あん た を 10 時 間 見 張っ て、

そ の報 酬 を 貰い さ え す れば 、 そ れ以 外 は あ んた と は なん の 関 わ りも な

い んだ 。 (P 11 )  

 

そ の と き 、「 監 督 ど の が お 呼 び だ ！ 」 (P 13 )と い う 声 が し 、 監 視 人 に い わ

れ て黒 の 上 着を 身 に つ けた K は 、隣の 同 宿 人で タ イ ピス ト の ビ ュル ス ト

ナ ー嬢 の 部 屋に 入 っ て いく 。 こ れに 続 く カ フカ 自 身 によ っ て コ ンテ ク ス

ト から 削 除 され た 部 分 にお い て 、睡 眠 か ら 覚醒 に 移 行す る 瞬 間 の危 険 性

が 、つ ぎ の よう に 述 べ られ て い る。  

 

目 覚め の 瞬 間は 、 一 日 のう ち で 最も 危 険 な 瞬間 で す 。自 分 の い る場 所

か らど こ か へ連 れ て 行 かれ る こ とな し に 、 その 瞬 間 を切 り 抜 け られ れ
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ば 、一 日 中 、安 心 し て いら れ る ので す 。 (P 217 )  

 

本 文中 で も K は 、「 目 を覚 ま し たの ち 、 ア ンナ が 来 ない と い う こと に

惑 わさ れ な いで 、 す ぐ に起 き 上 がり 、 邪 魔 だて す る よう な 奴 に は目 も く

れ ず、 今 回 は例 外 と い うこ と で 、台 所 で 朝 食を と り 、服 は ぼ く の部 屋 か

ら あな た に 取っ て き て もら い 、 理性 的 に 行 動し て い た な ら 、 起 こり か け

た こと も 、 何も 起 こ ら なか っ た でし ょ う 。 たと え ば 、銀 行 で な ら心 構 え

も でき て お り、この よ うな こ と は起 こ り よ うも な い ので す 」( P 22 )とグ ル

ー バッ ハ 夫 人に 語 っ て おり 、 こ こで は 通 常 、認 識 さ れて い る よ うな 法 的

意 味で の 罪 が問 題 に な って い な いこ と は 明 白で あ る 。 こ の 種 の 逮捕 は 、

決 まり き っ た日 常 生 活 の流 れ の なか に あ る とき に は 、決 し て 起 こり 得 な

い 出来 事 な の で あ る 。 朝の 「 目 覚め の 瞬 間 」と は 、 非日 常 的 な 次元 か ら

の 働き か け に対 し て 開 かれ た 状 態に あ り 、 カフ カ は この 瞬 間 に 、日 常 は

抑 圧 さ れ て 無 意 識 的 な 深 層 に 潜 ん で い る 願 望 を 忍 び 込 ま せ る の で あ る 。

『 変身 』で も 事件 は 、「 あ る 朝 」の 目 覚 め の瞬 間 に 起こ っ て い る。『 審判 』

で は、断 章「 そ の 家 」や短 編 集『田 舎 医 者 (E in  Lan da r z t )』に 収 めら れ て

い る「 あ る 夢 (E i n  Tr au m)」 の よう に 、 一 貫 して 夢 を 暗示 す る ほ とん ど す

べ ての 叙 述 が取 り 除 か れて い る 。こ れ は ヨ ーゼ フ ・ K の 逮 捕 が 、拘 束 力

の ない 夢 物 語で は な く 、現 実 の 出来 事 で あ るこ と を 示す こ と に より 、 作

品 全体 が 夢 とい う 次 元 で論 じ ら れる の を 避 ける た め であ ろ う 。『変 身』で

も 、「 こ れ は 夢 で は な か っ た 」 (E 5 6 )と 主 人 公 の グ レ ー ゴ ル に 語 ら せ て い

る 。  

K の も と に派 遣 さ れ た 監視 人 は 、「 わ れ わ れの 役 所 は、おれ の 知る か ぎ

り では 、 も っと も お れ は一 番 下 の連 中 だ け しか 知 ら ない が 、 何 か住 民 の

う ちに 罪 を 探し 出 す の では な く 、罪に よ っ て 惹 き 寄 せら れ る 」 (P 11 )と 述

べ る。監督 も ま た、「 わ れわ れ の こと に そ う 頭を 悩 ま せな い で 、も っ とあ

な た自 身 の こと を 考 え てほ し い もの で す 。 そし て 自 分が 無 罪 だ とい う 感

情 で、 こ ん な騒 ぎ を 引 き 起 こ さ ぬこ と で す な 」 (P 16 )と K に 伝 え て い る。

苛 立っ た K は 、友 人 で ある ハ ス ラー 検 事 の 名前 を も ちだ し て み るが 、監

督 は動 ず る 気配 は な い 。事 態 を 円満 に 解 決 した ほ う がま し だ と 考え た K

が 監督 に 手 を差 し 出 す と、「 た だ あ な た は 逮捕 さ れ た 、 そ れ だ けの 話 だ。

そ のこ と を あな た に 知 らさ ね ば なら な か っ たの で 、 そう し た ま でだ し 、
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あ なた が そ れを 受 け 入 れた と い うこ と も 見 てと っ た 。そ れ で 今 日の と こ

ろ は十 分 だ し、お別 れ もで き る (...)。き っと あ な たは 、も う 銀 行 に 行 き

た いと こ ろ だろ う ね 」 (P 17 f . )と いう 。驚 い て い る K に 監督 は 、こ のあ と

銀 行に 出 勤 しや す い よ うに 、 三 人の 下 っ 端 行員 を 連 れて き て い ると い っ

て 、ビ ュ ル スト ナ ー 嬢 の部 屋 で 引き あ わ せ る。 K は そ こ で 、 三 人の 男 が

壁 にか か っ た彼 女 の 写 真を 眺 め てい る 様 子 や 、 開 い た窓 の 取 っ 手に 一 枚

の 白 い ブ ラ ウス が か か って い る のを 見 る 。そ して K が 、彼 ら に 気を と ら

れ てい る う ちに 、 監 督 と 二 人 の 監視 人 は 忽 然と 姿 を 消し て し ま う の で あ

る 。  

K は 通 常 、 朝 7 時 か ら 夜 9 時 ま で 銀行 の 事 務室 で 仕 事を す る 。 勤め の

あ とに 時 間 的な 余 裕 が ある と き には 、ひ と り ま た は 知人 と 散 歩 を楽 し み、

ビ ア ･ホー ル の 常連 席 で 11 時 頃ま で 過 ご す。 こ の ルー テ ィ ン 化し た 行 動

パ ター ン を 壊す の は 、 頭取 か ら の招 待 と 週 一回 馴 染 みの 女 エ ル ザを 訪 ね

る とき で あ る。 銀 行 で 30 歳 の誕 生 日 の 祝 福 を 受 けた K は 、 その 晩 は ど

こ にも 立 ち 寄ら な い で 、 ま っ す ぐ下 宿 へ 帰 って く る 。 彼 は グ ル ーバ ッ ハ

夫 人の 部 屋 にい き 、 朝 の騒 ぎ を 詫び よ う と する が 、 夫人 は 「 あ んな の 、

た いし て 手 のか か る こ とで も な んで も あ り ませ ん 」(P 21 )と答 え る。そし

て 夫人 は 、K の 逮 捕 に つい て 、「 な る ほ ど 、あ な た は 逮捕 さ れ たと い い ま

し ても 、 泥 棒な ん か で 逮捕 さ れ るの と は わ けが ち が いま す も の ね 。 も し

泥 棒の よ う に逮 捕 さ れ るの で あ れば 、 わ る い こ と で すが 、 あ な たの 逮 捕

は  ―  。そう 、何か 学 問 め い た 感じ の よ う に思 え る ので す 」 (P 22 )と 感 想

を 漏ら す 。  

K は 帰 り の 遅 いビ ュ ル スト ナ ー 嬢を 待 ち 、 やっ と つ かま え る 。 今朝 、

彼 女の 部 屋 で起 こ っ た 事件 を 説 明し 、そ の 事実 性 を 信じ さ せ よ うと し て 、

訊 問の 場 を 再現 し て み せる の で ある 。 ビ ュ ルス ト ナ ー嬢 は 自 分 の部 屋 が

無 断で 使 用 され た 証 拠 とし て 、 ごち ゃ ご ち ゃに さ れ た写 真 に 気 づく 。 壁

に 掛け ら れ たマ ッ ト に 留め て あ った 彼 女 の 写真 に 、 誰か が 触 れ たの で あ

る 。K は 自 分が し た の では な く 、三人 の 行 員の う ち の一 人 が 、「ど う や ら

写 真を 手 に とっ た ら し いの で す」 (P 27 )と し きり に 弁 解す る。彼 はテ ー ブ

ル を部 屋 の 中央 へ 移 動 し、 人 物 配置 を ビ ュ ルス ト ナ ー嬢 に 説 明 する 。 そ

し て 、尋 問 す る側 の 監 督に な り かわ っ て 、「 ヨ ー ゼ フ・ K！ 」 ( P 29 )とゆ っ

く り叫 ぶ 。 その 叫 び 声 はそ れ ほ ど大 き く は なか っ た が、 波 紋 が 広が る よ
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う に、徐々 に 部 屋の な か を 満 た して い っ た。監 督は 尋 問 に際 し て 、「 ヨ ー

ゼ フ・ K だ な？ 」 (P 20 )と 尋 ね たが 、こ れ は実 際 に は 、 K の 散 漫な 視 線 を

た だ自 分 へ 向け さ せ る ため で あ った 。 こ の 今朝 の 状 況が 、 主 人 公の 回 想

で は、「 監 督が ま る で 、わ たし の 目 を覚 ま さな く て はな ら な い かの よ う に

叫 びま す 」 (P 29 )と、K 自 身 の 存在 の あ り 方 への 呼 び かけ と 捉 え られ て い

る 。  

一 瞬の 沈 黙 があ っ た 後 、隣 室 か ら扉 を 二 度 三度 、 力 強く 、 短 く 、規 則

正 しく ノ ッ クす る 音 が 聞こ え て くる 。 昨 日 から 隣 室 に入 居 し た グル ー バ

ッ ハ夫 人 の 甥の ラ ン ツ 大尉 が 、 扉を 叩 い て 注意 し た ので あ る 。 K は 蒼 く

な って 、震 え 上 がっ て いる ビ ュ ルス ト ナ ー 嬢に 、「 ま るで 渇 い た獣 が 、と

う とう 見 つ けだ し た 泉 の水 に 舌 で飛 び か か るよ う に 」(P 30 )、顔 じゅ う い

た ると こ ろ にキ ス を 浴 びせ 、 さ らに 彼 女 の 喉の 辺 り に唇 を 長 い あい だ 押

し あて る 。  

ビ ュル ス ト ナー 嬢 ( F rä u le in  B ü r s tn e r )は 伝 記 的事 実 と 対比 す る な ら、そ  

の 呼称 の 頭 文字 が 示 す よう に 、明ら か に フ ェリ ス・バウ ア ー ( Fe l i c e  B au e r )

で あろ う 。 小説 の な か のビ ュ ル スト ナ ー 嬢 に関 わ る 要素 （ タ イ ピス ト 、

白 いブ ラ ウ ス、 小 さ い が花 を い っぱ い 飾 っ てあ る 帽 子、 写 真 等 ）や 顔 じ

ゅ うに キ ス をす る と い った 表 現 は 、 日 記 や フェ リ ス への 手 紙 の なか に 書

か れて い た 事柄 で あ る。ま た、彼 女は グ ル ーバ ッ ハ 夫人 に よ っ て 、「 気 持

ち のよ い 、 好ま し い 娘 さん で す し、 親 切 で 、き ち ん とし て い て 、時 間 も

正 確だ し 、働 き 者 で す」 (P 36 )と紹 介 さ れ て おり 、ほぼ 現 実 の フ ェリ スを

踏 襲し て い る。  

K は 最 初、彼 女の こ と を 、「 挨 拶の こ と ば 以上 に は あま り 話 し たこ と の

な い 」 (P 1 4 )女 性 と 表 現 す る が 、 グ ル ー バ ッ ハ 夫 人 と の 対 話 で は 、「 わ た

し はあ の 人 をよ く 知 っ てい ま す」 (P 24 )と 断 言す る 。カ フ カが 婚 約 ま で に

フ ェリ ス と 会っ た の は 、ほ ん の 数回 に す ぎ なか っ た が、 彼 は 手 紙か ら 彼

女 の詳 し い 情報 を 得 て いた の で 、日 常 の こ まご ま し たこ と ま で 知っ て い

た 。し たが っ て、「彼 女 がど ん な 顔立 ち だ っ たか さ え 、は っき り とは 思 い

出 せな い 」(P 2 5 )と い う K の発 言 は 、カ フ カ 自身 の 婚 約者 に 対 す る想 い で

も ある 。 し かも 逢 瀬 が 実現 し て も、 カ フ カ とフ ェ リ スの 会 話 は 挨拶 の 言

葉 以上 に は 進展 し な か った 。  
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ⅲ )  K の 罪  

カ フカ は 19 14 年 6 月 1 日 、ベル リ ン の バ ウア ー 家 でフ ェ リ ス と婚 約 を

と りか わ し たが 、 そ の とき の 様 子を 「 犯 罪 人の よ う な束 縛 」 と 形容 し て

い る。  

 

6 月 6 日 。 ベ ルリ ン か ら帰 る 。 まる で 犯 罪 人の よ う な束 縛 だ っ た。 本

当 の鎖 で ぼ くを 隅 に し ばり つ け て 、 警 官 た ちを ぼ く の目 の 前 に 並べ 、

そ して こ の やり 方 で 、 もっ ぱ ら ぼく を 眺 め させ る の であ っ た ら 、ま だ

し も腹 は 立 つま い 。 こ れが ぼ く の婚 約 だ っ たの だ 。 皆が ぼ く を 人生 に

送 り出 そ う と一 生 懸 命 にな っ て いる 。 そ し てそ れ が 失敗 し た と き、 あ

る がま ま の ぼく に 耐 え るこ と が でき な く な った 。し か し F は 、皆 の 前

で よく 我 慢 して く れ て いる 。 (T 2 40 )  

 

そ の後 、 わ ずか 1 か 月 余を 経 て 婚約 は 破 棄 され る 。 両親 や 友 人 をま じ え

た 、ベル リ ン のホ テ ル「 アス カ ー ニッ シ ャ ー ･ホー フ 」で の 協 議を 、カ フ

カ は「 法 廷」 (T 2 54 )と 呼ん で い る 。さ ら に 、「刑 場 か らの 挨 拶」 (T 255 )と

い った 記 述 もあ り 、 こ の頃 の 彼 の日 記 に は 、こ れ ら 一連 の 出 来 事を め ぐ

っ て の 裁 判 用 語 が 並 ん で い る 。 E .  カ ネ ッ テ ィ は 、「 フ ェ リ ス へ の 手 紙 」

を 主た る 典 拠と し て 用 い な が ら、『 審 判』は 時期 的 に ほぼ 一 致 す るフ ェ リ

ス との 婚 約 とそ の 破 綻 にま つ わ る体 験 が 、 色濃 く 反 映 さ れ て い ると 分 析

し てい る 。  

 

カ フカ が 彼 の流 儀 で 、 とり わ け 人目 に 触 れ ない こ と を願 っ て い たに ち

が いな い 、 生涯 二 つ の 大事 件 が 、屈 辱 的 な 衆人 環 視 のな か で お こな わ

れ た。 1914 年 6 月 1 日、バ ウ アー 家 で の 公 式の 婚 約 式、そ れ から 6 週

間 後の 7 月 12 日に 婚 約破 棄 に 導か れ た ア スカ ー ニ ッシ ャ ー・ホ ー フ の

「 法廷 」。この 二 つ の 出来 事 の 感情 的 な 内 容は 、彼 が 8 月 に 書 き 始 め た

『 審判 』 に 直接 は い っ てい る こ とが わ か る 。婚 約 は第 1 章 の 逮 捕と な

り、「 法廷 」 は 処刑 と して 最 後 の章 に 現 わ れる 。 ¹⁰  
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ヨ ーゼ フ ・ K の 逮 捕 が 正式 に 告 げら れ る の は、 ビ ュ ルス ト ナ ー 嬢の 部 屋

で ある 。 カ ネッ テ ィ は 、 フ ェ リ スを モ デ ル にし て い ると 思 わ れ るビ ュ ル

ス トナ ー 嬢 は 、「 逮 捕 」の章 に お いて 、窓 の取 っ 手 に掛 か っ た「 白い ブ ラ

ウ ス」 と い う表 現 で 登 場し て い る と 述 べ て いる 。 ¹¹  

フ ェリ ス と の婚 約 解 消 後、 カ フ カは 2 週 間 、北 ド イ ツや デ ン マ ーク へ

休 暇旅 行 す る。 彼 は 両 親宛 て の 手紙 の な か で、 役 所 を辞 職 し て プラ ハ を

去 り、 文 学 の 仕 事 を す る計 画 を 提案 し て い る。 そ の 目的 は 自 立 した 落 ち

着 いた 人 間 にな っ て 、 自分 の す べて の 能 力 を発 揮 し 、 本 当 に 生 き て い て

絶 えず 満 足 して い る と いう 感 情 を獲 得 す る こと で あ った 。 こ れ は父 親 か

ら の逃 走 の 試み で あ り 、作 家 と して の 自 立 の試 み で あっ た 。 し かし 、 そ

の ほん の 数 日前 に 第 1 次世 界 大 戦が 勃 発 し、 国 境 が封 鎖 さ れ た た め 、 実

現 には い た らな か っ た 。 ¹²191 4 年 7 月 2 8 日 に プ ラハ へ 戻 っ て くる と 、

カ フカ は 日 記に 、「 仕 事（ カフ カ が 勤務 し てい た 労 働者 災 害 保 険局 で の 仕

事 では な く 、「 書 く こ と」を 指 す  ―  筆 者 注）で 自 分を 救 わ な けれ ば 、ぼ

く は破 滅 し てし ま う 」 (T 2 56 )と記 し て い る 。 7 月 31 日の 日 記 に は 、つ ぎ

の よう な 記 述が あ る 。  

 

い まや ぼ く は、 独 身 の 報酬 を 手 に入 れ る 。 もっ と も 、こ れ は ほ とん ど

報 酬と は い えな い 。独 身は 罰 し かも た ら さ ない の だ。そ れ で も ぼく は 、

ど んな 惨 め さに も ほ と んど 心 を 動か さ れ な いし 、 以 前よ り も 断 固と し

て いる 。 午 後は 工 場 に いな け れ ばな ら な い 。家 に も 住め な い だ ろう 。

E（ 妹 エ リ ― 筆 者 注 ） が 二 人 の 子 ど も と 一 緒 に 移 り 住 む か ら だ 。 だ が

そ れに も か かわ ら ず 、 ぼく は 書 くだ ろ う 。 絶対 に 。 これ は 自 己 保存 の

た めの 戦 い ( Ka mp f  u m d i e  Se l b s t e r ha l tu ng )だ。 (T 2 61 )  

 

こ の時 期 カ フカ は 、 幾 つか の 習 作を 日 記 に 書き 綴 る ので あ る が 、 7 月

29 日 に書 か れ た断 片 に 、『審 判 』 の 主 人 公の 名 前 が早 く も 見 出さ れ る 。

最 初「ハ ン ス・ゴレ ( H ans  G o r re )」と書 き 込 まれ た が 、すぐ に「 ヨ ーゼ フ ・ 
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K(J os e f  K . )」と 訂正 さ れた 。¹³筋 書 き は 、「 裕 福 な 商 人 の 息 子 ヨ ー ゼ フ ・

K は 、 あ る 夕 方、 父 と の激 し い 口論 の あ と で  ―  父 は彼 の だ ら しな い 生

活 を非 難 し 、そ れ を 即 刻 や め る よう に 要 求 した  ―  これ と い う あて も な

く 、港 の 近 くの 四 方 へ 開け た と ころ に 建 っ てい る 商 館の な か へ 、た だ ひ

ど くあ や ふ やな 気 持 ち と疲 労 と を覚 え な が ら入 っ て いっ た 。 門 番は 頭 を

深 く 下 げ た 」 (T 25 8)と い う 内 容 で 、 こ こ で は 『 判 決 』 に お い て 見 ら れ た

構 図が 繰 り 返さ れ て い る。8 月中 旬 の 日 記 には 、「 数 日前 か ら 書 いて い る。

こ れ が 続 く と い い の だ が 」 (T 263 )、「 一 睡 も し な か っ た 。 (...)し か し そ

れ に妨 げ ら れて は な ら ない 」( eb d . )と 書 か れて お り、彼 が 溢 れ 出る 創 作意

欲 をも っ て 仕事 を 始 め たこ と が わか る 。  

『 審判 』 の 冒頭 の 文 は 、最 初 は < wa r  e r  e i ne s  M o rg en s  g e fan ge n >（彼 は

あ る 朝 捕 え ら れ て い た ） と 書 か れ て い た の が 、 結 局  < w ur de  e r  e in e s  

Mo rg en s  ve rh a f t e t >（ 彼 はあ る 朝 逮捕 さ れ た ）と 直 さ れた 。（ 図 13 参照 ）  

カ フカ は 6 月 1 日、バ ウア ー 家 で執 り お こ な わ れ た 婚約 式 で 、「 ま る で 犯

罪 人の よ う な束 縛 だ っ た (Wa r  g eb und en  w ie  e in  Ve rb r ec he r )」 と感 じ 、そ

れ をヨ ー ゼ フ・ K の 「 逮捕 」 と して 表 現 し た。 そ の 際、 動 詞 を 「捕 え る

( f an ge n )」か ら「逮 捕 する ( ve rha f t en )」に 訂正 し 、さら に 助 動 詞を 心 理 描

写 に 多 用 さ れ る 状 態 受 動 の < wa r>か ら < w ur de>の 動 作 受 動 に 書 き 改 め て 、

主 人公 の 逮 捕を 事 実 と して 明 確 に提 示 し た 。  

こ の「 逮 捕」と い う 精 神的 拘 束 感は 、「 書 くこ と 」に 対 す る「 危 険 の 可

能 性」(H 15 9 )に 由 来 し てい る 。「 書 くこ と」が「 唯一 の 要 求 、唯 一 の 使命 」

(T 2 61 )で あ り、「 自 己 保 存の た め の戦 い 」で ある カ フ カに と っ て 、フ ェ リ

ス との 結 婚 生活 は 日 常 性へ の 埋 没を 意 味 す る。 彼 は フェ リ ス 宛 ての 手 紙

で 、「 ぼく は 文 学に 関 心が あ る ので は な く 、 文 学 そ のも の で で きて い る 」

( F4 44 )と述 べ 、「 夢の よ うな ぼ く の内 面 生 活 を描 写 す るた め の 感 覚が 、す

べ ての も の を副 次 的 な もの に 追 いや っ て し まっ た 。 (...) 他 の いか な る

も のも ぼ く を満 足 さ せ たこ と は ない 」 (T 262 )と記 し て いる 。  

カ フカ は 30 歳 の誕 生 日に は じ めて 両 親 に、婚 約者（ フェ リ ス）が いる

こ とを 打 ち 明け た 。そ の日 の 高 揚し た 気 分 を、「 結 婚に よ る 生 存の 拡 大 と

昂 揚 (D ie  E r we i t e r ung  un d  E r höh un g  de r  E x i s t en z  du r ch  e in e  H e i r a t )」 (T 1 93 )  
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と 日記 に 書 いて い る よ うに 、 彼 は結 婚 に 対 して 並 々 なら ぬ 魅 力 を感 じ て

い る。 し か し 同 時 に 、 結婚 は 書 くた め に 必 要な 「 孤 独」 を 奪 う こと に も

な る。  

 

当 時ぼ く は、結 婚で き なか っ た。 ぼ く は F を こ の う えな く 愛 し てい た

が 、ぼ く の 内部 の す べ てが 、 そ れに 対 し て 叛逆 し て しま っ た 。 ぼく を

引 き留 め た のは 、 主 と して ぼ く の文 筆 に 対 する 配 慮 だっ た 。 こ の仕 事

が 結婚 に よ って 脅 か さ れる と 思 った の だ っ た。 (T 2 28 )  

 

フ ェリ ス が 執筆 中 の カ フカ の 傍 らに 座 る こ とが で き たら と 仄 め かし た と

き 、「そ う し たら 、お そ らく ぼ く は書 け な い 、(...) 書 く とき は どん な に

孤 独で も 十 分と い う こ とは な く、（ ...） ぼ くに と っ て最 良 の 生 活 は 、 筆

記 用具 と ラ ンプ を も っ て、 広 々 とし て 隔 離 され た 地 下室 の 最 も 奥の 部 屋

に いる こ と だろ う 」 ( F2 50 )と答 え て いる 。  

W. エ ム リ ッ ヒ は ヨ ー ゼ フ ・ K の 罪 の 内 容 に つ い て 、「 彼 （ K） は カ ー

ル・ロス マ ン とは 反 対 に 、世 間 の 人 ( „M a n“ )の 領 域 に凋 落 し て いる こ と に

気 づい て い ない こ と に ある 」¹⁴と 解 釈し て いる 。『 審 判』では 小 説の 冒 頭

で 、日 常 的 世界 に 安 住 して い る ヨー ゼ フ ・ K を 逮 捕 さ せる こ と で、 最 終

的 には 忘 却 され て い る 本来 的 自 我へ の 帰 還 を喚 起 さ せよ う と 意 図さ れ て

お り、 小 説 の構 造 性 に おい て は 『判 決 』 と 類縁 性 が 認め ら れ る 。  

 

ⅳ ） 裁 判 所 組 織  

ヨ ーゼ フ ・ K は 逮 捕 さ れた か ら とい っ て も 、従 来 ど おり 銀 行 の 業務 主

任 とし て の 職務 は 遂 行 でき 、 行 動の 自 由 は 許さ れ て いる 。 訴 訟 に起 因 す

る あら ゆ る 局面 に 対 す る決 断 も 、本 人 の 主 体的 意 志 に委 ね ら れ てい る が、

何 より も K を 苛 だ た せ るの は、彼 の 裁判 が 常に 下 級 審に と ど ま って い て、

最 高裁 判 所 へ辿 り 着 け そう も な いこ と で あ る 。最 初 の 審理 で K は 、逮 捕

さ れた 朝 の 監視 人 た ち の行 状 に つい て 苦 情 を述 べ た とこ ろ 、 奇 妙な 体 験

を する こ と にな る 。 彼 は銀 行 の 建物 の な か にあ る 物 置部 屋 か ら 、う め き

声 があ が る のを 聞 く 。 扉を 開 け ると 、 監 視 人の フ ラ ンツ と ヴ ィ レム が 鞭  
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で 打た れ て いる の で あ る。  

K は こ の 刑 罰 のあ ま り に過 激 で 、あ か ら さ まな 残 虐 さに シ ョ ッ クを 受

け る。 そ し て、 そ の 鞭 打つ 男 を 買収 し よ う とし て 失 敗し 、 結 局 、哀 れ な

犠 牲者 た ち の面 前 で ド アを ぴ し ゃり と 閉 め る。彼ら の う めき 声 は 、「 人 間

の もの と は 思え な い 、拷問 に か けら れ た 楽 器か ら ほ とば し る よ うな 叫 び」

(P 77 )で あ っ た 。 彼 は 一 瞬 、「 自 分 が 服 を 脱 ぎ 、 監 視 人 た ち の 身 が わ り に

な る」(P 78 )ほ う が一 層 気が 楽 だ と思 案 し て おり 、こ の 懲 罰の な かに 自 己

の 代償 的 欲 求 を 見 て と る が 、 自 分の 身 を 差 し出 す こ とは し な い 。 こ の 箇

所 は 、 鞭 打 ち 場 面 と 同 時 期 に 執 筆 さ れ た 『 流 刑 地 に て ( In  de r  

S t r a fko l on i e )』 の処 刑 機械 の 病 的な 残 酷 さ を思 い 起 こさ せ る 。  

『 流刑 地 に て』 は 1 914 年 10 月、 カ フ カ が『 審 判 』を 書 き 進 める た め

に とっ た 2 週 間の 休 暇 中に 書 か れた 。 そ の ため 裁 判 や処 刑 の モ チー フ な

ど 、『 審 判 』と 共 通 す ると こ ろ が少 な く な い 。こ の 作 品で は 、あ る士 官 が

ヨ ーロ ッ パ から の 訪 問 者に 、 刑 罰の た め に 設計 さ れ た装 置 の 仕 組み を 説

明 する 。機 械は 、「 ベ ッ ド (B e t t )」、「製 図 工 ( Z e ic hne r )」、「 馬 鍬 (E gg e )」と

呼 ばれ る 3 つ の部 分 か ら成 り 立 って い る 。 製図 工 の 箱の な か に は大 小 無

数 の歯 車 が あり 、 判 決 文に 応 じ て調 整 さ れ 、馬 鍬 の 動き を 決 定 する 。 受

刑 者は 衣 服 を剥 ぎ と ら れ、 半 裸 でベ ッ ド に 縛り つ け られ て 、 馬 鍬の 鋭 利

な 針の 羅 列 が 、彼 の 皮 膚に「 判 決 」を 刻 み 込ん で い く 。¹⁵そ れ に対 し て 、

士 官は 礼 装 さな が ら 、 肩章 を 重 々し く 飾 り たて 、 モ ール を 垂 ら した 、 い

と も窮 屈 な 軍衣 を 身 に つけ て い る。  

処 刑は 12 時 間 かけ て 執行 さ れ るの で あ る が、受 刑者 に は あ ら かじ め 罪

状 は知 ら さ れな い。6 時 間ほ ど 経 つと 、「 ど んな 愚 か 者に も 理 性 (Ve r s t an d )

が 兆 し 、 受 刑 者 は し き り に わ が 身 に 刻 ま れ る 文 字 を 読 み 解 こ う 」 (E 10 8 )

と す る 。 傷 に変 換 さ れ た「 文 字 」は 、 耳 を 澄ま す か のよ う な 仕 草で 、 さ

な がら 音 声 のよ う に 認 知さ れ る 。そ し て 、 最後 に は 拷問 に 苛 ま れた 男 の

顔 に、「浄 化 の 表情 ( A usd ru ck  d e r  Ve rk lä r ung )」 (E 112 )が 現れ る 。こ う し て

受 刑者 は 自 分の 罪 を 、 文字 通 り 身を も っ て 知る の で ある 。 カ フ カは 書 き

た いと い う 衝動 を、「 内 部で 爪 が 肉に 喰 い こ んで い く 拳に な っ た よう な 気  
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が す る 」 (B r90 )と い っ て い る 。 彼 は 自 分 の 内 的 生 を 記 述 す る と い う 執 筆

態 度を 、 終 始 、 身 を 刻 むと い う 比喩 で 表 現 して お り 、日 記 や 手 紙、 創 作

ノ ート に は ナイ フ や 庖 丁、鍬が 無 数 に登 場 する 。『 流 刑地 に て』に おけ る

残 酷か つ 異 様な 処 刑 と 、『 判決 』の 執 筆 方 法と の 関 連性 に つ い て、 M.  ア

ン ダー ソ ン はつ ぎ の よ うに 指 摘 する 。  

 

カ フカ が『判 決 』を 書 いて い く さま と、『流 刑 地 にて 』で「 判 決文 」と

「 装飾 文 字 」が 書 き 込 まれ て い くさ ま と は 、何 と よ く似 て い る こと だ

ろ う 。書く と い う営 み に要 す る 時間 的 持 続（『流 刑 地 にて 』で の 処刑 は

12 時 間 かか り 、『 判 決』の 執 筆は 一 晩 が か り）、 (...) 身体 が 時間 的 秩

序 の領 域 を 脱し て 精 神 的秩 序 の 領域 へ 入 り 込ん で い くに つ れ て 薄ら ぐ

苦 痛、「肉 体 と 魂」 を 「完 全 に 開放 す る 」 こと 、 そ して 何 よ り 「浄 化 」

の 訪れ を 示 す目 の 輝 き 、こ の 二 つ の 作 品 の あい だ で は、 本 質 的 な要 素

は ほと ん ど 同じ で あ る とい っ て よい 。 ¹⁶  

 

『 判決 』 を 一睡 も し な いで 書 き 終え た 朝 の 様子 を 、 カフ カ は 昂 奮を 抑 え

き れな い か のよ う に 、 切れ 切 れ の文 体 で こ う記 し て いる 。  

 

消 えて い く 疲労 。 震 え なが ら 妹 たち の 部 屋 に入 る 。 朗読 。 そ の まえ に

女 中に 背 伸 びし て い う、「 い ま まで 書 い て たん だ 」。(...)証 明 され た 確

信 。そ れ は 小説 を 書 く とき 、 ぼ くは 書 く こ との 卑 し い下 層 に い ると い

う こと ( in  s c hän d l i ch en  N i ed e r ung en  d e s  S ch re ib en s )。た だ そ う して の み、

た だそ の よ うな 連 関 に おい て の み、 肉 体 も 魂も そ の よう に 完 全 に開 か

れ ての み 、 書く こ と が 可能 に な るの だ 。 (T 1 83 f . )  

 

こ うし た「 下 層 」へ と 降り て い き、「 肉 体 と魂 の 完 全な 開 放 」こ そ理 想 的

な 執筆 方 法 であ る こ と を、 カ フ カは 1 91 2 年 9 月に 確 認 した 。『 判 決』 の

ゲ オル ク は 、河 と そ の 対岸 を 見 晴ら す 彼 の 明る い 部 屋か ら 、 廊 下を 横 切

っ て陽 の 当 たら な い 父 親の 暗 い 部屋 へ と 移 動＝ 下 降 する 。『 火 夫』 で は、

主 人公 カ ー ル・ ロ ス マ ンが 船 室 に置 き 忘 れ た傘 を 取 りに 行 く 途 中で 道 に  

                                                                                         

1 6  ア ン ダ ー ソ ン 前 掲 書 、 3 0 0 頁 。  
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迷 い、 船 の 底部 に あ る 暗い ボ イ ラ ー 室 で 、 火夫 と 出 合う 場 面 か ら物 語 は

動 き始 め る 。 ヨ ー ゼ フ ・ K が 出 頭 する た め に出 向 い てい く 裁 判 所事 務 局

も 、貧 し い みす ぼ ら し い場 所 に ある 。  

 

そ れが あ る はず の ユ ー リウ ス 通 りは 、 両 側 にほ と ん ど ま っ た く 一様 な

家 々が た ち なら ん で い るば か り で、 す べ て それ は 、 貧し い 人 た ちの 住

ん でい る 、 軒の 高 い 灰 色の 賃 貸 住宅 に ち が いな か っ た。 (...)  長い 通

り に一 定 の 間隔 を お い て、道 路の 高 さ よ り も低 い と ころ に あ っ て、二、

三 段降 り る と行 き 着 く こと の で きる 、 そ う した 店 が いく つ か あ って 、

雑 多な 食 料 品を 売 っ て いた 。 (P 34 )  

 

裁 判所 お か かえ の 画 家 ティ ト レ リの 住 居 も 、郊 外 の 貧民 街 の 一 角に あ

る。そ こ は、「一 層 、貧 し い 界隈 で 、家 々 はさ ら に 暗く 、路 地 はま た 、雪

解 け水 の な かを ゆ っ く り泳 い で いる 汚 物 で いっ ぱ い だっ た 。 画 家が 住 ん

で いた 家 で は、 大 き な 門の 片 方 の扉 だ け が 開い て い たが 、 他 の 家々 で は

塀 の下 の ほ うに 罅 裂 が はし っ て いて 、K が 近づ く と、ち ょ う ど そこ か ら 、

む かつ く よ うな 、 黄 色 い、 湯 気 のた つ 汚 水 がい き な り流 れ て き て、 そ れ

を 避け る よ うに 、 二 、 三 匹 の 鼠 が近 く に あ る下 水 道 のな か へ 逃 げ こ ん で

い っ た 」 (P 12 1 )。 そ れ ば か り か 、 テ ィ ト レ リ の ア ト リ エ に し て も 裁 判 所

の 一部 で あ って 、彼 の 言葉 に よ れば 、「 裁 判所 事 務 室は 、ほ と んど ど の 屋

根 裏部 屋 」 (P 141 )に も ある 。『審 判 』に お いて は 、こ うし た 貧 しい 人 た ち

が 住む 界 隈 が、 常 に ヨ ーゼ フ ・ K を 裁 く 下 級審 そ の もの と な っ てい る 。

K が 電 車 に 乗 って 出 か けて き た この 郊 外 の 貧民 街 は 、か つ て の 「ヨ ー ゼ

フ 街」、つ ま り ユダ ヤ 人 が集 中 し て住 ん で い た旧 ゲ ッ トー に あ た ると 推 測

さ れ て い る 。 ¹⁷カ フ カ と 同 じ プ ラ ハ の ド イ ツ 系 ユ ダ ヤ 人 作 家 で あ る レ

オ ・ ペ ル ッ ツ ( Le o  P e r u tz )は 、「 ヨ ー ゼ フ 街 」 の 記 憶 を つ ぎ の よ う に 再 現

し てい る 。  

 

ユ ダヤ 人 街 は、 い う ま でも な く 、も う か な り以 前 か らそ の 名 称 を廃 し

て、「 ヨー ゼ フ 街」と 呼ば れ て いた が 、そ の印 象 は、当 時 、私 の眼 に 映  

                                                                                         

1 7  ア イ ス ナ ー 、 パ ー ヴ ェ ル （ 金 井 裕 ・ 小 林 敏 夫 訳 ）：『 カ フ カ と プ ラ ハ 』、 審 美 社 、 1 9 7 5 年 、 参 照 。 
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じ たそ の ま まの 姿 で 、 今日 、 な お記 憶 の な かに 生 き 続け て い る 。相 接

し て密 集 し 、張 り 出 し や建 て 増 しが 狭 隘 な 路地 を 塞 いで い る 、 荒廃 の

極 にあ る 老 朽家 屋 。 や やも す る と、 ま た し ても そ の 錯綜 の な か に迷 い

込 んだ あ げ くに 進 退 き わま る 、 あの 曲 が り くね っ た 路地 。 光 の ささ ぬ

通 り抜 け や 薄暗 い 中 庭 。古 物 商 人た ち が 店 開き す る のに 利 用 す る、 塀

の 割れ 目 や 洞窟 様 の ア ーチ 。 プ ラハ 宿 念 の 病で あ る チフ ス に 汚 染さ れ

た 釣瓶 井 戸 や天 水 桶 。 そし て 、 どの 街 角 、 どの 片 隅 にも 、 プ ラ ハの 夜

の 顔た ち が つど う 、 い かか わ し い酒 場 が あ った 。 ¹⁸  

 

世 紀末 か ら 世紀 転 換 期 にか け て 、プ ラ ハ の 市内 で は 衛生 化 さ れ てい く ヨ

ー ゼフ 街 （ ユダ ヤ 人 街 ）を 中 心 にし て 、 い たる と こ ろで 老 朽 家 屋が 取 り

壊 され 、 そ の跡 地 に 次 々 と 新 し い賃 貸 住 宅 が建 設 さ れた 。 ¹⁹カ フカ は 衛

生 化措 置 以 前の 旧 ゲ ッ トー に 住 むこ と こ そ なか っ た もの の 、 そ の雰 囲 気

を 肌身 で 感 じと り な が ら成 長 し た。 彼 は プ ラハ の 街 を、 ひ と つ ひと つ の

路 地や 建 物 にい た る ま で 熟 知 し てい た 。G.  ヤ ノー ホ は グス タ フ・マ イリ

ン クの 『 ゴ ーレ ム 』 が 話題 に な った お り 、 カフ カ が つぎ の よ う に語 っ た

と 伝え て い る。  

 

私 たち の 内 部に は 、 暗 い裏 街 、 秘密 め い た 街路 、 閉 ざさ れ た 窓 、汚 い

中 庭、 喧 騒 に満 ち た 居 酒屋 や 得 体の 知 れ な い 安 宿 が 、依 然 と し て 生 き

続 けて い ま す。 私 た ち は新 し く つく ら れ た 市街 の 広 々と し た 通 りを 歩

い てい き ま す。 し か し 、私 た ち の歩 み や 眼 差 し は 、 どこ か お ち つき ま

せ ん。 内 心 では ま だ あ の昔 な が らの 悲 惨 な 小路 に い るか の よ う に、 お

の のい て い ます 。私 た ちの 心 情 は、衛 生 化 措置 が 断 行さ れ た こ とな ど、

ま だ関 知 し ませ ん 。 私 たち の 内 部に 生 き て いる 、 昔 の不 潔 な ユ ダヤ 人

街 は、 私 た ちを と り か こむ 衛 生 的な 新 市 街 より も 、 はる か に 重 みを も

っ てい ま す 。醒 め つ つ 、私 た ち は夢 の な か を歩 い て いる の で す 。私 た  

                                                                                           

1 8  P e r u t z ,  L e o :  N a c h t s  u n t e r  d e r  s t e i n e r n e n  B r ü c k e .  F r a n k f u r t  a .  M . ,  F r a n k f u r t e r  

Ve r l a g s a n s t a l t ,  1 9 5 3 .  S . 2 3 3 .  

1 9  B r o s c h e ,  W i l f r i e d :  D a s  G h e t t o  v o n  P r a g .  I n ;  D i e  J u d e n  i n  d e n  b ö h m i s c h e n  L ä n d e r n .  

( H r s g . v o n  F. S e i b t )  M ü n c h e n ,  O l d e n b o u r g ,  1 9 8 3 .  S . 1 1 3 .  
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ち 自身 、 過 ぎ去 っ た 時 代の 亡 霊 にす ぎ ま せ ん。 ( J 96 f . )  

 

カ フカ 自 身 、 旧 ゲ ッ ト ーの 一 隅 に生 ま れ 、 いま な お 内面 に お い て旧 ゲ ッ

ト ーを 生 き てい る 人 間 、す な わ ち夢 と 現 実 との 中 間 領域 に 宙 づ りに さ れ

て 、そ の 移 行の た だ な かに 止 め 置か れ た 存 在に ほ か なら な い 。 ²⁰  

逮 捕の 日 か らち ょ う ど 1 年 後 の K の 31 歳 の誕 生 日 の前 夜 に ²¹、フ ロ

ッ クコ ー ト にシ ル ク ハ ット と い う 二 人 の 男 が、 彼 を 迎え に や っ て来 る の

で ある が 、 K の ほ う も 同じ よ う な黒 服 を ま とっ て 、 彼ら の 登 場 を待 ち 受

け てい る 。 K が 刑 場 へ の連 行 に 抗っ て い る とき 、 突 然、 ビ ュ ル スト ナ ー

嬢 ら し き 姿 が現 れ る 。「彼 女 で ある か ど う か 、あま り た しか で はな か っ た

が 、 非 常 に よ く 似 て は い た 。」 (P 19 1 )こ の 女 性 の 登 場 は 、「 彼 に と っ て 意

味 す る 警 告 を 忘れ な い た め だ っ た 」 (P 19 2 )。 K は 瞬 時 に 反 抗 す る こ との

無 意味 さ を 自 覚 し 、 自 分は 潔 く 刑に 処 す る べき だ と 悟っ た の で ある 。 彼

女 が意 味 し てい る 「 警 告」 と は 、現 実 的 な 生へ の 断 念を 意 味 し てい る 。

こ れは 、「 F は た ま た ま ぼく に 、ぼ く の 運 命 を教 え て くれ る 機 縁 とな っ た

存 在に す ぎ ない 」 (T 226 )とい う 日 記 か ら の 叙述 を 思 い 起 こ さ せ る 。  

ヨ ーゼ フ ・ K は、「 お れは い つも 20 本 も の手 を 持 っ て 、 世 の 中に 飛 び

込 もう と し たの だ っ た が、 と う てい 是 認 さ れよ う の ない 目 的 の ため だ っ

た 。そ れ は まち が っ て いた 。 1 年間 の 訴 訟 が 、 お れ に全 然 教 え ると こ ろ

が なか っ た とい う こ と を 、 お れ は見 せ る べ きだ ろ う か？ 物 わ か りの 鈍 い

人 間と し て 退出 す べ き だろ う か ？訴 訟 の は じめ に は 、そ れ を 終 えよ う と

願 った の に 、 そ の 大 詰 めに な っ た い ま で は 、ま た 始 めた い と 思 って い る

な どと 陰 口 を い わ れ て もよ い も のだ ろ う か ？そ ん な こと は い わ れた く な

い 」 (P 192 )と 自 分 の 罪 を 認 識 す る 。 こ の 箇 所 は 『 判 決 』 の な か で 、 父 親

が 息子 の ゲ オル ク に い った 、「 これ で お ま えは 、お ま え の他 に ある も の の

こ と も 知 っ た ろ う 、 こ れ ま で お ま え は 自 分 の こ と し か 知 ら な か っ た の

だ ！た し か にお ま え は 本来 罪 の ない 子 ど も だっ た 。 しか し 、 よ り本 来 的

に は悪 魔 の よう な 人 間 だっ た の だ ！ 」 (E 32 )と い う 言葉 と 符 合 する 。  

                                                                                           

2 0  三 谷 前 掲 書 、 3 0 9 頁 参 照 。  

2 1  『 審 判 』 を 書 き 始 め た 1 か 月 前 の 7 月 3 日 は 、 カ フ カ の 3 1 歳 の 誕 生 日 で 、 彼 は そ の 前 夜 に フ ェ

リ ス と の 婚 約 を 破 棄 す る た め に ベ ル リ ン へ 赴 こ う と 決 心 し て い る 。 W a g e n b a c h ,  1 9 8 5 .  S . 9 5 .  
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ゲ オル ク は 溺死 の 刑 を 、自 発 的 な意 志 の も と に 執 り おこ な っ た 。ヨ ー

ゼ フ・ K も 逮 捕 され た 直後 、「 監 視 人た ちが K を 部 屋に 追 い 返し 、 彼 を

ひ とり に し てお い た こ とが 、 彼 には 不 思 議 だっ た 。 少な く と も 監視 人 た

ち の立 場 で 考え る と 不 思議 に 思 えた 。 と い うの は 、 この 部 屋 に は自 殺 す

る 手だ て が 、ど う 見 て も 10 種 類 はあ っ た から で あ る」 (P 13 )と自 殺 の 可

能 性を 仄 め かし て お り 、 K の 深 層 心理 に は 自己 抹 消 的衝 動 が 潜 んで い た

こ とが わ か る。 し か し 、 彼 は 自 殺と い う こ とを 思 い 浮か べ た と き、 今 度

は 自分 の 立 場か ら し て 、ど んな 理 由 があ る のか 自 問 する 。そ し て、「 自 殺

し よう な ど とい う の は 、あ ま り にも ば か げ たこ と で ある の で 、 たと え そ

う しよ う と して も、そ のば か ば かし さ の た めに 実 行 はで き な い ｣ ( e bd . )と、

し りぞ け て し ま う 。  

K は 二 人 の男 た ち と 統 一体 を 形 づく り、完 全に 合 意 しつ つ 、「月 明 かり

に 照ら さ れ た 橋 」(P 1 92 )を 渡 り 、石切 り 場 へ と赴 く 。カ フカ は こ こで も 、

も う一 つ の 世界 へ の 移 行を 象 徴 する「 橋 」を、『 判 決 』と 相 似 し た形 で は

め 込ん で い る。 ²²K は 「ナ イ フ が手 か ら 手 へと 自 分 の頭 上 で 行 き来 し て

い ると き 、自 らそ れ を 摑み 、身 を 抉る の が 義務 で あ る 」(P 19 4 )と悟 る が 、

結 局の と こ ろ ゲ オ ル ク とは 異 な り、 自 己 の 処刑 を 二 人の 執 行 人 に委 ね 、

犬 のよ う に 死ぬ の で あ る。  

こ うし た 死 に対 し て 、「ヨ ー ゼ フ・K は 夢 を 見た 」と い う一 文 で 始ま る

「 ある 夢 」 にお い て 、 カフ カ は ある 成 就 さ れた 死 を 提示 し て い る。 こ の

小 品は 、 1 914 年 8 月 から 1 916 年 6 月 ま での 間 に 成立 し た と 考え ら れ て

お り 、 主 人 公 の 名 前 が 共 通 す る 『 審 判 』 と 結 び つ け ら れ て き た 。 M.  ブ

ロ ート は 『 審判 』 初 版 のあ と が きで 、 断 片 のう ち の 一つ は 、 作 者自 身 に

よ って 「 あ る夢 」 と い うタ イ ト ルの も と 『 田舎 医 者 』に 収 め ら れた と 述

べ てお り ²³、「 あ る 夢 」が『審 判 』の 一 部 であ る の は自 明 の こ とと 見 なし

て いる 。「 あ る夢 」の 主 人公 の ヨ ーゼ フ・K は 、散 歩 へ 行こ う と 思い 立 ち 、

二 、三 歩 足 を踏 み 出 す と、 押 し 流さ れ る よ うに し て 墓地 の 前 に やっ て く

る 。そ の と き、 い か に も芸 術 家 とい っ た 風 体の 男 が 現れ る 。 彼 は墓 石 の  

                                                                  

2 2  F ü l l e b o r n ,  U l r i c h :  D e r  E i n z e l n e  u n d  d i e  g e i s t i g e  W e l t .  Z u  K a f k a s  R o m a n e n .  I n ;  F r a n z  K a f k a .  

T h e m e n  u n d  P r o b l e m e .  H r s g .  v o n  C l a u d e  D a v i d .  G ö t t i n g e n ,  1 9 8 0 .  S . 8 9 .  

2 3  B r o d ,  M a x :  N a c h w o r t  z u r  e r s t e n  A u s g a b e .  I n ;  F r a n z  K a f k a .  D e r  P r o z e ß .  1 9 8 3 .  S . 3 2 3 .  
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上 に、「こ こ に 眠る は  ―  」とい う 銘 に 続 き、ヨ ーゼ フ ( J o se f )の 頭 文 字で

あ る「 J」の 文 字 を書 き つけ る 。墓 石 に 刻 ま れる 名 前 が自 分 の 名 であ る と

悟 った K は 、『判 決 』 のゲ オ ル クの 行 動 様 式と 同 じ よう に 、 自 ら進 ん で

墓 穴へ と 身 を滑 り 込 ま せる 。土 の 上 で 彼 の 名前 が 、「装 飾 字 体 で堂 々 と 彫

り 刻ま れ る のを 恍 惚 と 眺め な が ら 」 (E 1 4 7)、 K は 夢 から 覚 め る 。  

カ フカ が 、『審 判』の テ クス ト か ら取 り 除 い た断 章「 そ の 家」に おい て 、

K が 半 睡 の 状 態で 見 る 夢の シ ー ンも 、 同 じ 関連 か ら 生じ た も の であ る 。

こ の夢 の な かで は 、 訴 訟は 小 説 の実 際 の 結 末と ま っ たく 対 照 的 な終 わ り

を むか え る 。 K は 裁 判 所の 建 物 で テ ィ ト レ リと 会 っ て、 つ い に この 訴 訟

の 謎を 解 明 する 突 破 口 を見 つ け る 。「軽 舟 で 水の 上 を 行く よ う に まっ た く

何 の苦 労 も なく 」(P 210 )滑 る う ちに 、「 こ れ まで 背 後 から 射 し て いた 光 が 、

突 如と し て 真正 面 か ら 差し こ み 」 ( ebd . )、 K は 突 然の 変 容 を 遂 げる 。  

 

ふ たた び K は 裁判 所 の 廊下 に い た。し か し すべ て が 前よ り 穏 や かで 単

純 にな っ て いた 。 (...)  K は 一 目 です べ て をの み こ み、 テ ィ ト レリ か

ら 離れ 、 自 分の 道 を 歩 き出 し た 。 K は 、 今 日は 新 し い長 い 黒 服 を着 て

い たが 、 そ れが 気 持 ち よく あ た たか く ず っ しり し て いた 。 彼 は 自分 の

身 に何 が 起 っ た か を 知 って い た 。し か し 、 いま は あ ま り に も 幸 福だ っ

た ので 、自分 で も ま だ それ を 認 めた く な か った 。廊下 の 隅 っ こ に  ―  そ

の 一方 の 壁 に大 き な 窓 が開 い て いた  ―  彼 の以 前 の 服が 積 み 重 ねら れ

て いた 。 黒 い上 着 、 縞 目の く っ きり し た ズ ボン 、 そ れら の 上 に 袖の す

り かけ た シ ャツ が の っ てい た 。 (P 210 )  

 

こ の場 面 で は 、訴 訟 開 始の 時 点で K の 身 に つけ て い た黒 い 礼 服 が 、床 に

置 かれ て い る。 こ の イ メー ジ は キリ ス ト の 復活 後 、 その 身 を 覆 って い た

布 が墓 に 残 され て い た よう に 、 K が も は や 古い 自 我 を脱 ぎ 捨 て てし ま っ

た こと を あ らわ し て い る。 ²⁴  

『 審判 』 の K の 死 は 、自 己 の 罪を 認 識 し た限 り に おい て、『 判決 』 の

ゲ オル ク と 同じ 意 義 を 有す る が 、両 者 の 決 定的 な 相 違は 、 彼 が 自ら 懲 罰

を 執行 し な かっ た こ と にあ る 。W.  H .  ゾ ー ケル は 、「 ヨ ー ゼ フ・ K は そ れ  

                                                                  

2 4  ア ン ダ ー ソ ン 前 掲 書 、 2 7 0 頁 参 照 。  
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以 前の 主 人 公た ち 、 ゲ オル ク ・ ベン デ マ ン やグ レ ー ゴ ル ・ ザ ム ザ と は 対

照 的に 、 自 分が 何 の 代 償と し て 犠牲 に な る べき か 理 解で き ず 、 死の 義 務

は 空虚 な 形 式と な る 」²⁵と 述べ て い る。「 義 務」の遂 行 を 不可 能 にし て い

る のは 、 現 実的 な 生 へ の肯 定 で ある 。『 審 判』 で は K の 無 罪 立証 化 の 試

み が、ゲ オル ク の 立 場 の正 当 性 を強 化 す る 役割 を 果 たし て い る。G.  カ イ

ザ ーは 、「 K の パー ス ペ クテ ィ ヴ から は 現 存 在の 暗 号 はア ン ビ ヴ ァレ ン ト

（ 反対 感 情 並存 的 ） で ある 」 ²⁶と定 式 化 し てい る 。  

ヨ ーゼ フ・K は 1 年 間 の訴 訟 の 後に 、「 お れが 見 な かっ た 裁 判 官は ど こ  

に いる の だ 。お れ が そ こま で 行 き着 け な か った 最 高 裁判 所 は ど こに あ る  

の だ 」 (P 194 )と 自 問 し つ つ 処 刑 さ れ る の で あ る が 、 裁 判 所 世 界 は 依 然 と

し て不 可 視 のま ま 残 さ れる 。 W.  エム リ ッ ヒ は 、「 こ の裁 判 所 は本 来 自 分

自 身の 内 的 状態 の 表 現 であ る こ とを 、 ヨ ー ゼフ ・ K は 逮 捕 の 際 にお ぼ ろ

げ なが ら に 感じ て い る (...)  裁 判所 の あ ら ゆる ア ン ティ ノ ミ ー と不 可 解

さ の根 拠 は 、 K 自 身 の 内部 に 置 かれ て い る 」 ²⁷と 分 析し て い る 。  

K が 最 初 の 審 理に 出 廷 した と き 、法 廷 の 開 かれ る 建 物全 体 は 、 幾多 の

通 路や 階 段 で迷 宮 の ご とき 世 界 を創 り あ げ てお り 、 彼 に は 審 理 室 の 所 在

が わか ら な い。監視 人 の 一 人 ヴ ィレ ム の 、「裁 判 所 は罪 を 探 し 出す の で は

な く、罪 によ っ て 惹 き 寄せ ら れ る 」 (P 35 )と いう 言 葉 を思 い 出 し 、も しそ

う なら ば 、審理 室 は 自 分が 偶 然 選ぶ 階 段 の 上に あ る に違 い な い と考 え る。

K は 、「 審理 委 員 会 は どこ で す か 」と 聞 く わけ に も いか な い の で 、グ ル ー

バ ッハ 夫 人 の甥 の 名 を 思い つ き、「 こ こ に 指物 師 の ラン ツ ( L anz )さ んは 住

ん でい ま せ んか 」(P 36 )と 尋 ね てま わ る と 、は から ず も 予審 の 部屋 へ と 導

か れる 。 そ して 、 審 理 の時 間 も 指定 さ れ た わけ で は なか っ た が 、 K は 午

前 9 時 が一 番 適 当で あ ろう と 考 えて 出 か け るが 、 1 時 間 以上 も 到着 が 遅

れ てし ま う 。予審 判 事 は彼 に 、「 1 時 間 と 5 分 前 に きて い な け れば い け な

か った の だ」(P 38 )と 釈 明を 求 め、も と も と K の恣 意 で 決め た 出 頭時 刻 に  

                                                                                           

2 5  S o k e l ,  W a l t e r  H . :  F r a n z  K a f k a .  D e r  P r o z e ß .  I n ;  D e u t s c h e  R o m a n e  d e s  2 0 .  J a h r h u n d e r t s .  N e u e  

I n t e r p r e t a t i o n e n .  H r s g .  v o n  P a u l  M a c h a e l .  1 9 8 3 .  S . 1 2 0 .  

2 6  K a i s e r ,  G e r h a r d :  F r a n z  K a f k a s  P r o z e ß .  Ve r s u c h  e i n e r  I n t e r p r e t a t i o n .  H e i d e l b e r g ,  1 9 5 8 .  

S . 4 9 .  

2 7  E m r i c h ,  1 9 8 1 .  S . 2 6 5 .  
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遅 刻し た こ とを 叱 責 す る 。 さ ら に最 終 章 に おい て 、 来訪 は 告 げ られ て い

な かっ た が 、黒服 を 纏 って 客 を 待っ て い る かの よ うな K の も と に 、裁 判

所 から 派 遣 され た 二 人 の男 が 現 れる よ う に、裁 判 所と K は ひ そ かに 底 通

し てい る こ とが 窺 え る 。  

B .  アレ マ ン は、「ヨ ー ゼフ ・ K の い かな る 予感 も 考 えも 、 そ れ に合 わ

せ るよ う に すぐ に 現 実 とな っ て 実現 す る の であ れ ば 、事 件 全 体 はこ と ご

と く夢 の 論 理 (Tra u m lo g ik )に従 っ て いる と さえ い い たく も な る 」²⁸と 述 べ

て いる 。 目 覚め た 意 識 では あ り えな い と 判 断さ れ る 出来 事 が 、 夢の な か

で は動 か し 難い 現 実 と し て あ ら われ る 。 カ フカ は 夢 に近 い 意 識 状態 を 自

ら 創 り 出 す こと に よ っ て 、 覚 醒 時に は 背 後 に 隠 さ れ てい る 自 己 を表 出 す

る ので あ る 。 実 際 、 彼 は夢 に 関 心を も っ て おり 、 し ばし ば 自 分 の見 た 夢

の こと を 書 き留 め て い る 。F.  ガタ リ に よ れ ば、カフ カ の 日記 や 書簡 に 記

さ れた 夢 の 数は 65 に のぼ る と いう 。 ²⁹C .  S .  ホ ー ルと R .  E .  リ ン ド も 、

彼 の日 記 から 37 の 夢 （ 19 10 年～ 192 3 年 ）を 取 り 出 し 、 そ の 内容 分 析を

ほ どこ し て いる 。 ³⁰カ フカ は 夢 と現 実 の 状 況を 、 つ ぎの よ う に 記し て い

る 。  

 

眠 れぬ 夜 。 もう 三 日 目 だ。 ぼ く は寝 つ き は いい の だ が、 1 時 間 もす る

と 、頭 を 違 う穴 に つ っ こん で い たか の よ う に、 目 が 覚め る 。 ぼ くは す

っ かり 目 が 覚め て し ま い 、 少 し も眠 ら な か った か 、 もし く は う つら う

つ らと し か 眠 れ な か っ たと い う 感じ が す る 。 あ ら た めて 懸 命 に 寝つ こ

う とす る が、睡 眠 か ら 突き 放 さ れた よ う に 感じ る。そ れ から 一 晩中 、5

時 頃ま で ず っと こ ん な 状態 が 続 いて 、 な る ほど 眠 っ ては い る も のの 、

同 時に は っ きり し た 夢 が、 ぼ く を目 覚 め さ せて い る 。ぼ く は 自 分 の か

た わら で ち ゃん と 眠 っ てい る の に、 ぼ く 自 身は 夢 と 格闘 し て い なけ れ

ば なら な い のだ 。 5 時 頃、 睡 眠 の最 後 の 一 片ま で 尽 きる と 、 目 を覚 ま

し てい る と いう よ り も 消耗 さ せ るこ と ば か り夢 見 て いる 。 つ ま りぼ く  

                                                                                          

2 8  A l l e m a n n ,  B e d a :  D e r  P r o z e ß .  I n ;  D e r  d e u t s c h e  R o m a n  v o m  B a r o c k  b i s  z u r  G e g e n w a r t .  

S t r u k t u r  u n d  G e s c h i c h t e  Ⅱ .  ( H r s g .  v o n  B e n n o  v o n  W i e s e )  D ü s s e l d o r f ,  1 9 6 5 .  S . 2 4 2 .  

2 9  フ ェ リ ッ ク ス ／ ガ タ リ 著 （ 杉 村 昌 昭 訳 ）：『 カ フ カ の 夢 分 析 』、 水 声 社 、 2 0 0 8 年 、 3 4 頁 。  

3 0  ホ ー ル 、 C . S . ／ リ ン ド 、 R . E . 著 （ 外 林 大 作 訳 ）：『 カ フ カ の 夢 』、 誠 信 書 房 、 1 9 7 6 年 。  
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は 、健 康 人 が本 当 の 寝 つ き の 状 態に 入 る ま え に 過 ご すよ う な 状 態で 、

ま るま る 一 晩過 ご す わ けだ 。 目 を覚 ま す と 、す べ て の夢 が ぼ く の周 囲

に 集ま っ て くる (...)。 (T 4 8 f . )  

 

カ フカ の 場 合、夢と 覚 醒の 状 態 がし ば し ば 錯綜 す る。R .  ガ ロ デ ィは 、「 カ

フ カに と っ て芸 術 的 表 現と は 、 彼の 内 的 世 界を 投 影 する こ と で あり 、 客

観 化す る こ とで あ る 。この 不 可 視な 内 的 宇 宙を 可 視 的に す る こ とで あ る。

体 験の 想 起 、夢 想 、 虚 構で あ る それ ぞ れ の 作品 は 、 心に 取 り 憑 いた 幻 想

か ら免 れ よ うと す る 作 者の 現 実 生活 を 、 逆 反映 さ せ たも の で あ る」 ³¹と

述 べて い る 。  

ヨ ーゼ フ ・ K の 内 面 世 界 は 逮 捕 の開 始 と と もに 、 よ り厳 密 に い えば 、

既 に逮 捕 以 前に 感 覚 と 意識 が 分 裂 し て お り 、 自 分 が 無罪 で あ る と同 時 に

有 罪で あ る と感 じ て い るが ゆ え に逮 捕 さ れ 、訴 訟 が 起こ り え た ので あ り、

裁 判所 を 引 き寄 せ た のは K 自 身 に ほか な ら ない 。³²1 910 年 1 2 月 20 日の

日 記に は、「 目 に見 え ない 裁 判 所 ( un s ich tb a re s  G e r i ch t )よ 、 お まえ が 来 れ

ば なあ 」 (T 2 2 )と、『 審 判』 を 予 感さ せ る イ メー ジ が 書き 込 ま れ てい る 。  

裁 判所 世 界 のミ ニ チ ュ アで も あ る 法 廷 は 、最 初 K に は相 互 に 対 立す る「 2

つ の グ ル ー プ に 分 か れ て い る 」 (P 37 )よ う に 思 わ れ る が 、 実 際 は 、「 見 渡

す か ぎ り 、 誰も が 上 着 の襟 に 徽 章を つ け て いる し 、 左右 両 グ ル ープ な ど

は 見せ か け」(P 45 )で あ り、法廷 全 体 が一 つ の融 合 体 を形 成 し て いる こ と

が わか る 。K は 逮 捕 の 告知 を 受 けた と き 、「一 瞬 の あい だ 、こ の 部屋 に い

る す べ て の 人 間 を 自 分 の 肩 に 担 っ て い る か の よ う に 」 (P 17 )感 じ て お り 、

裁 判所 か ら 派遣 さ れ た 監督 と 二 人の 監 視 人 は、分 散さ せ ら れ た K の諸 要

素 で あ る こ と が 看 取 で き る 。 M .  ロ ベ ー ル は フ ラ ン ツ と ヴ ィ レ ム と い う

二 人の 監 視 人に つ い て 、「 彼 自 身の 精 神 の 下層 部 の 代弁 者」³³であ る と 見

な し、彼 らが K の 無 意 識 の 世 界 から 生 ま れ た分 身 で ある こ と を 明ら か に

し てい る 。  

彼 らが 監 視 する 10 時 間と は 、当 時 、半 日 勤務 だ っ た作 者 が 文 学に か か  

                                                                                          

3 1  G a r a u d y,  R o g e r （ 末 永 照 和 訳 ）『 カ フ カ  岸 辺 な き レ ア リ ズ ム 』、 思 潮 社 、 1 9 7 0 年 、 9 4 頁 。  

3 2  E m r i c h ,  1 9 8 1 .  S . 2 6 4 .  

3 3  R o b e r t ,  M a r t h e :  E i n s a m  w i e  F r a n z  K a f k a .  F r a n k f u r t  a . M . ,  S . F i s c h e r ,  1 9 8 5 .  S . 1 7 9 .  
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わ るこ と に 使え る 時 間 と考 え ら れる 。 ま た 、ビ ュ ル スト ナ ー 嬢 への 接 近  

を 隣室 か ら ノッ ク の 音 で警 告 し 、 K が 法 廷 を探 し あ てる た め の 暗号 と し

て 使 っ た ラ ン ツ ( La n z )大 尉 も 、 綴 り 字 か ら し て フ ラ ン ツ ( Fr a nz )と 関 連 が

あ り、 作 者 の内 奥 が 投 影さ れ た 人物 で あ る こと が わ かる 。 こ れ らの 人 物

は、小 説の な か で は K に 本 来 的 自我 へ の 帰 還を 促 す 仲介 者 の 立 場に あ り、

K の 潜 在 意識 下 の 発 現 形態 と し て 、ポ ジ テ ィヴ な 意 味合 い を 帯 びて い る。

ま た 、 監 視 人 の フ ラ ン ツ が 着 て い る 「 旅 行 服 」 (P 7 )に 似 た 服 は 、 見 知 ら

ぬ 無意 識 と いう 遠 い 未 知の 領 域 に旅 立 つ こ とを イ メ ージ し て い る と も い

え る。 ³⁴そ して 、 監 督 の「 も っ とあ な た 自 身の こ と を考 え て ほ しい も の

で す」 (P 16 )と い う忠 告 は、 K を 自 己省 察 に 導き 、贖 罪 へ の道 を 示唆 す る

も ので あ る 。  

他 方、 ヨ ー ゼフ ・ K の 逮捕 に 立 ち会 っ て い たク リ ヒ ( Ku l l i ch )、 カミ ナ  

ー ( Ka mi ne r )、ラ ー ベ ン シュ タ イ ナー (R a b en s t e in e r )と いう 名 前 の 三人 の 下  

っ 端行 員 も 、K( Ka f ka )自身 の 分 身的 要 素 で ある と 解 釈で き る 。すな わ ち 、

ク リヒ と カ ミナ ー に は K と同 じ 頭 文字 が 与 えら れ て おり 、ラ ー ベン シ ュ

タ イナ ー の「 ラー ベ ン (R ab e ₍n ₎：鴉 )」は 、チ ェコ 語 の「 小鴉 (k a vk a )」の

置 き 換 え に ほか な ら な い。『 田 舎の 婚 礼 準 備 』の主 人 公 はラ バ ー ン (R ab an ;  

R abe )で あり 、生 と 死 の あい だ を 彷徨 し 続 け てい る 猟 師グ ラ ッ ク ス の 名 は、

ラ テン 語 の 「 gr ac u lu s（ 小 鴉）」に 由 来 す る よう に 、カ フ カ は 「 鴉 」 を意

味 する 名 前 を自 分 の 作 品 に 多 数 ちり ば め て いる 。³⁵カ フ カ 商 会 のレ タ ー・ 

ヘ ッド や 封 筒に は、「 鴉」 の 商 標が 描 か れ て い た 。  

K が 指 定 さ れ た審 理 の 場所 へ む かう 途 中 、 ラー ベ ン シュ タ イ ナ ーと ク

リ ヒは 電 車 に乗 っ て 、 K の 行 く 道 を横 切 り 、カ ミ ナ ーは カ フ ェ のテ ラ ス

に すわ っ て 、 彼 が 通 り 過ぎ る と 物珍 し そ う に手 す り の上 に 身 体 を乗 り 出

す 。三 人 と も彼 の 後 ろ 姿を じ っ と見 送 り 、 自分 た ち の上 役 が 急 いで い く

の をい ぶ か って い る 。「 非個 性 的 な貧 血 症 の若 者 た ち」 (P 18 )、「 身体 つ き

の ぎこ ち な い、 両 手 を ぶら ぶ ら 振っ て い る ラー ベ ン シュ タ イ ナ ー、 金 壺

眼 のブ ロ ン ドの ク リ ヒ 、慢 性 の 筋肉 引 き つ りの た め 気味 の 悪 い 薄笑 い を  

                                                                                          

3 4  ア ー ド ラ ー ,  ゲ ル ハ ル ト （ 氏 原 寛 、 多 田 建 治 訳 ）：『 生 き て い る 象 徴 』、 人 文 書 院 、 1 9 7 9 年 、  

9 1 ～ 9 2 頁 。  

3 5  E m r i c h ,  1 9 8 1 .  S . 2 1 .  
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浮 か べ て い る カ ミ ナ ー 」 (P 18 f . )、 ビ ュ ル ス ト ナ ー 嬢 の 「 写 真 の そ ば の 三

人 の 若 い 男 た ち 」 (P 28 )と い っ た 言 葉 で 表 現 さ れ て い る 下 っ 端 行 員 に は 、

監 督と 二 人 の監 視 人 と は対 照 的 に、 K を 日 常的 現 実 に 引 き 留 め る機 能 が

与 えら れ て いる 。 こ れ らの 人 物 の描 写 は 、 労働 者 災 害保 険 局 の 役人 で も

あ るカ フ カ の昼 間 の 姿 を示 唆 し た も の で あ ろう 。  

こ のよ う に『 審 判 』に おけ る 脇 役た ち は 、『 判 決』同 様 、主 人 公 の内 部

か ら遊 離 し たも の で あ り、 小 説 のな か で は ある 機 能 化さ れ た 存 在と し て

登 場し て い る。 要 す る に 、 彼 ら は人 物 と し てそ れ 自 体 、 独 自 性 をも つ も

の では な く 、た だ 機 能 的意 義 を 有し て い る に過 ぎ な い。 ³⁶し た がっ て 、

ロ シ ア の 友 人 の よ う に 非 実 在 的 で あ っ た り 、 監 視 人 の 一 人 ヴ ィ レ ム の

「 (...)こ の 太 っ ち ょ の 体 に は お よ そ 似 つ か わ し く な い 干 か ら び た 骨 ば

っ た 顔 が あ り 、 そ の 横 に は ね じ れ た 豪 勢 な 鼻 が つ い て い て (...)」 (P 9 )

と いっ た 風 貌の よ う に 、異 様 に デフ ォ ル メ され た 形 姿が し ば し ば用 い ら

れ るの で あ る。 三 人 の 裁判 所 役 人 （ 監 督 と 二人 の 監 視人 ） と 三 人の 下 っ

端 行員 の 双 方は 、そ れ ぞ れ K の 矛 盾す る 内 なる 二 面 性を 示 唆 し てい る わ

け であ る が 、 彼 は そ の 両面 を 同 時に 見 渡 す 眼差 し を 獲得 し て い ない 。  

 

K は 監 督 と 監 視人 た ち が帰 っ て ゆく の に 、 全然 気 づ かな か っ た こと を

思 い出 し た 。監 督 に 気 を と ら れ て三 人 の 行 員を 見 そ こな い 、 今 度は ま

た 、行 員 た ちに 気 を と られ て 監 督を 見 失 っ たの だ っ た。 (P 19 )  

 

画 家テ ィ ト レイ が 、「す べ ての も の が裁 判 所に 属 し てい る」 ( P 129 )と 明言  

す るよ う に 、 裁 判 所 世 界と は あ らゆ る 要 素 が有 機 的 に統 合 さ れ たも の と  

し て、 象 徴 的に 描 き 出 され て い る。 そ れ ゆ え 「 大 聖 堂に て ( I m D o m)」 と

い う章 で 教 誨師 ³⁷が 物 語る 寓 話 のな か で 、 田舎 か ら やっ て 来 た 男 が 門 前

で 待ち 続 け たあ げ く 、 憔悴 し て 死ん で い く よう に 、 K の 自 己 正 当化 の 努

力 は、「 す べ てが 連 鎖 し合 っ た 膨大 な 有 機 体」 (P 104 )の前 で は 、空 洞 化さ

れ てし ま い 、決 し て 最 高裁 判 所 に辿 り 着 く こと は で きな い の で ある 。  

                                                                  

3 6  W a l s e r ,  M a r t i n :  B e s c h r e i b u n g  e i n e r  F o r m .  Ve r s u c h  ü b e r  F r a n z  K a f k a .  M ü n c h e n ,  1 9 7 3 .  S . 3 6 .  

3 7  教 誨 師 は ヨ ー ゼ フ ・ K に む か っ て 、 彼 が 他 人 の 助 け を 、 な か ん ず く 女 た ち の 助 力 を あ て に し す

ぎ る こ と を 批 判 し て い る 。 ( P 1 8 0 )  
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ⅴ ）「 掟 の 前 」  

『 審判 』に組 み 入 れ ら れた 挿 話、「 門番 物 語 (T ü rhü t e rg e sch i ch t e )」(T 2 87 )

は 、の ち に カフ カ 自 身 によ っ て 、「 掟の 前 (Vor  de m G es e tz )」 とい う 表 題

が つけ ら れ、19 20 年 に 刊行 さ れ た短 編 集『田 舎 医 者』に 収 めら れ てい る 。

B .  ア レ マ ン は 、「 こ の 物 語 は 、 こ の 小 説 の 事 件 が 全 体 的 に 止 揚 さ れ る 絶

対 性を も っ た比 喩 で あ る」 ³⁸と 位置 づ け て いる 。 こ の物 語 は 、 門番 と 掟

の なか に 入 れて 貰 お う と 、 田 舎 から や っ て きた 男 の 寓話 で あ る 。 そ の 男

の 願い に 門 番は 、「 い まは だ め だ 」 (P 18 2 )と 追い 返 す が、そ れ でも 開 い て

い る門 越 し に な か を 覗 き込 も う とす る 男 に 向か っ て 、掟 は 幾 重 にも 守 ら

れ てい て 、 そこ に 辿 り 着く ま で には 何 人 も の門 番 が 立ち は だ か って い る

と いう の で ある 。 そ し て守 り を 固め て い る 門番 た ち は、 奥 へ い くに つ れ

て 次第 に 屈 強さ を 増 し てい く と 説明 す る 。  

『 審判 』 で も、 裁 判 所 の 序 列 と 昇進 は 限 り なく 、 事 情に 通 じ て いる 者

に とっ て さ えも 見 通 し 難く 、 果 てし な く 階 層化 さ れ てい る 。 登 場す る の

は 下っ 端 の 代理 人 ば か りで 、 そ れ以 外 の 者 の存 在 は 語ら れ る だ けに と ど

ま って い る 。さ ら に 、 裁判 所 に 属す る 者 た ちに は 、 組織 の 序 列 に関 係 な

く 絶大 な 権 威が 付 与 さ れて い る 。 K と 同 じ よう に 訴 訟に 巻 き 込 まれ た 被

告 人ブ ロ ッ クに と っ て は、 予 審 判事 が 上 級 の裁 判 官 とな り 、 弁 護士 の フ

ル トが 神 の よう な 威 光 を獲 得 す る。「 掟 の 前」の 男 は 、門 番 に 贈り 物 を す

る など し て 、な ん と か 門の な か へ入 れ て 貰 おう と 試 みる が 、 つ いに 力 尽

き て最 期 の とき を 迎 え る。薄れ て い く意 識 のな か で 男は 、「 誰 もが 掟 を 求

め てい る の に、 ど う し て 自 分 以 外の 誰 も 入 れて く れ とや っ て こ なか っ た

の か 」 (T 1 83 )と 問 う 。 門 番 は 、「 こ の 入 口 は 、 た だ お ま え の た め に の み 、

定 めら れ て いた の だ か ら 」 ( e bd . )と 告 げ て 、門 を 閉 める 。  

「 皇帝 の 使 者 (E i ne  k a i s e r l i che  B o t s cha f t )」（ 短編 集『 田舎 医 者 』に収 録 ）

に おい て も、「掟 の 前」と 同様 、到達 で き ない 空 間 形象 の モ チ ーフ が 認 め

ら れる 。臨 終 の 床に あ る皇 帝 が、「き み」と 呼ば れ て いる 臣 下 に 使者 を 送

る とい う の が、 物 語 の 発端 を な して い る 。 使者 は 皇 帝の 伝 言 を 携え て 直

ち に出 発 し 、群 衆 を か きわ け て 「翔 ぶ が ご とく に 疾 走す る 」 (E 1 38 )の で  

あ るが 、 ど うし て も 王 宮を 通 り 抜け る こ と がで き な い。 部 屋 、 階段 、 中  

                                                                  

3 8  A l l e m a n n ,  1 9 6 5 .  S . 2 8 2 .  
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庭、外 の宮 殿 が あま り にも 途 方 もな い 空 間 なの で あ る。「 使 者 は相 変 わ ら

ず 、宮 殿 の 最も 内 側 の 部屋 を 通 り抜 け よ う とし て い る。 か り に それ が 終

わ った と こ ろで 、成 功 とは 少 し もい え な い 。使 者 は階 段 を 降 り るこ と に、

全 力を 傾 注 しな け れ ば なら な い 。か り に 階 段が 終 わ った と し て も 、 な お

中 庭を 通 り 抜け な け れ ばな ら な い。 そ し て 中庭 を 通 って も 、 最 初の 宮 殿

を 取り 囲 む 第二 の 宮 殿 があ る 。 そし て ま た 階段 が あ り、 中 庭 が ある 。 さ

ら にま た 宮 殿が あ る 。 こう し て 数千 年 が 過 ぎ去 る 。 もし 使 者 が 一番 外 側

の 門を 駆 け 抜け る こ と がで き た とし て も  ―  そ ん な こと は 決 し て起 こ り

え ない こ と であ る が  ―  彼 の ま えに 拡 が る のは 、 依 然と し て 帝 国の 首 都

の 眺め に す ぎな い 。」 ( eb d . )  

「 掟の 前 」に せ よ 、「皇 帝 の 使者 」に せ よ、次 々 に 現 れ る 門 や 階段 、部

屋 は無 限 に 続 き 、 そ の 目的 を 達 する こ と は でき な い 。 こ う し た 諸空 間 と

並 んで 、 カ フカ の 作 品 にお い て 「非 到 達 性 」の 形 象 とし て 現 れ るの が 円

環 運 動 で あ る。³⁹「 天 井桟 敷 に て (A u f  d e r  G a le r i e )」に お いて 、丸 い 演技

場 をぐ る ぐ る回 る 曲 乗 り嬢 は 、 同心 円 運 動 を繰 り 返 すの み で 、 決し て 中

心 へは 到 達 でき な い の であ る 。  

 

ⅴ ） K の 「 恥 辱 」 の 概 念  

『 審判 』 は、「『 ま る で 犬だ ！ 』 と彼 は い っ たが 、 あ たか も 恥 辱 が生 き

残 っ て ゆ く か の よ う に 思 わ れ た ( „Wi e  e i n  H u nd !“  s ag t e  e r,  e s  w a r,  a l s  

so l l t e  d i e  Sc ha m i hn  ü be r l eb en )」 (P 194 )と い う文 章 で 完結 し て い る。E .  カ

ネ ッテ ィ は 、カ フ カ が 彼の 流 儀 でと り わ け 人目 に 触 れな い こ と を願 っ て

い たに ち が いな い 、 生 涯二 つ の 重大 な 事 件 （婚 約 と その 解 消 ） が、 屈 辱

的 な衆 人 環 視の も と で おこ な わ れ、「そ れ に よる 恥 辱 感が 彼 の 内 部に 鬱 積

し たま ま、『 審判 』に 耐 えて そ っ くり 最 後 の 章に 流 れ てい る 。(...)  最 後

の 恥辱 は 、 二人 の 刑 吏 が彼 の 顔 のす ぐ 前 で 、た が い に頬 を 寄 せ 合っ て 見

守 って い る その 死 が 、 おお っ ぴ らで あ る こ と に よ る 」 ⁴⁰と 語 り 、 作 者 が

こ れら の 出 来事 で 味 わ った 屈 辱 感と 、 ヨ ー ゼフ ・ K が 死 の 瞬 間 に 感 じ た  

                                                                                         

3 9  K o b s ,  J ö r g e n :  K a f k a  U n t e r s u c h u n g e n  z u  B e w u ß t s e i n  u n d  S p r a c h e  s e i n e r  G e s t a l t e n .  B a d  

H o m b u r g ,  1 9 7 0 .  S . 8 1 .  

4 0  C a n e t t i ,  1 9 8 4 .  S . 6 8 .  
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図 16   史的 批 判 版 『 審判 』 の 最後 の 頁  
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図 17   史的 批 判 版 の 「古 文 書 学的 翻 字 」  
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「 恥辱 」 を 結び つ け て いる わ け であ る が 、 この 「 恥 辱」 の 解 釈 はあ ま り

に 短絡 的 で 、こ れ で は 作品 の 主 題を 矮 小 化 して し ま うこ と に な る。 カ フ

カ は 1917 年 11 月 の ブ ロー ト へ 宛て た 手 紙 のな か で、『 審 判』の 結 語 に 関

連 させ て 、 つぎ の よ う に訴 え て いる 。  

 

ぼ くは 街 、家 族 、職 業、社 会 、恋 愛 関 係 (...)現存 の 、ある い は到 達 目

標 とし て の 民族 共 同 体、こ う した す べ て に おい て 自 己確 証 に 失 敗し た。

そ の程 度 た るや  —  こ れま で ぼ く は そ の こ とを 精 密 に観 察 し て きた の  

だ が  —  ぼ く の周 囲 に その 例 を みな い ほ ど のも の だ。(...)ぼ く の眼 前

に あ っ た も の は 惨 め な 生 、 惨 め な 死 だ っ た 。 <あ た か も 恥 辱 が 生 き 残

っ てゆ く か のよ う に 思 われ た と いう の が 、『 審 判 』の結 び の 言 葉 だ ( „E s  

wa r,  a l s  so l l t e  d i e  S cha m i hn  üb e r l eb en “  i s t  e t wa  da s  Sch l uß wo r t  d e s  

P roze ß r o m an s )>。 (...) 君 は 両 立し な い も のを 一 つ に統 合 す る こと が

で きる 。 ぼ く は そ れ が でき な い 、と い う か 少な く と もま だ で き ない 。

(B 1 94 ff . )  

 

『 審判 』執 筆の 5 年 後 に書 か れ た「 父 へ の 手紙 」で も、「 ぼ く はあ な た

に 対 し て 自 身 を 喪 失 し 、 そ の 代 償 と し て 得 た も の は 限 り な い 罪 の 意 識

( e i n  g r en zen l os e s  S ch u l db ew uß t se in )で し た 。 <こ の 限り な さ を 想起 し な が

ら 、ぼ く は かつ て 的 確 に彼 は 恥 辱が 自 分 の 生涯 よ り もさ ら に 続 くこ と を

恐 れ て い る ( In  E r i nne ru ng  an  d i e s e  G re nz en lo s ig ke i t  s ch r i eb  i c h  vo n  

j e ma nd e m e i n ma l  r i c h t ig :  E r  fü rc h te t ,  d i e  S cha m w er de  ihn  n och  übe r l e be n ) >

と 書 い た こ と が あ り ま す 」 (H 1 43 )と 述 懐 し 、 カ フ カ は 父 に 対 す る 自 信 喪

失 が、 罪 の 意識 へ と 発 展し て い った こ と を 告白 し て いる 。 さ ら に ヤ ノ ー

ホ との 対 話 でも 、「 根 拠の 分 か らぬ 罪 悪 感 ほど 、烈 し く 魂の な か に 定 着 す

る も の は あ り ま せ ん 。 そ れ は  ―  は っ き り し た 根 拠 が な い か ら こ そ  ―  

い か な る 悔 い や 償 い を 以 て し て も 除 き 去 る こ と が で き な い か ら で す

(N ich t s  h a f t e t e  so  f e s t  i n  d e r  Se e le  w ie  e i n  u nbe g r ünd e te s  S chu l dg e f üh l ,  den n  

ma n  ka nn  e s  –  d a  e s  ebe n  ke i ne n  r ea l en  G ru nd  h a t  –  d u r ch  ke in e  R eu e  un d  

ke in e  Wi ede rgu t ma ch ung  be s e i t i ge n )」 ( J 10 6 )と 語っ て い る。  

カ フカ に お ける 罪 の 意 識と は 、 何ら 悪 事 を 犯し た こ とに よ っ て 生じ る

も ので は な く、 自 己 の 存在 の 不 完全 さ に 根 差し て い るの で あ る 。 こ こ で
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は D .  ボ ン ヘ ッ フ ァ ー が 『 倫 理 学 (E th ik )』 の な か で 定 義 し て い る 「 恥 辱

(S cha m)」 の 概 念 が 当 て嵌 ま る よう に 思 わ れる 。  

 

恥 辱と は 人 間が 根 源 か ら離 れ て しま っ て い るこ と へ の思 い を 取 り除 け

な いこ と を いう 。 そ れ はこ の 離 隔に 対 す る 苦痛 で あ り、 根 源 と の一 致

に 戻り た い とい う 無 力 な願 望 で ある 。 ⁴¹  

 

S ie (d ie  Scham)  i s t  d i e  n i ch t  zu  bese i t i gende  Er innerung  des  

Menschen  an  se ine  Entzwe iung  und  das  ohnmächt ige  Ver langen ,  s ie  

rückgängig  zu  machen.  

 

カ フカ は 他 人の 生 に は 、何 か 確 実な 根 拠 が あり そ う に見 え る の に、 自 分

の なか に は 自明 な も の 、必 然 的 なも の を 見 出 す こ と がで き な い ので あ る。

ま た、 他 者 との あ い だ に血 の 通 うル ー ト も 断た れ て おり 、 彼 は いわ ば 二

重 の意 味 に おい て 根 源 的な 関 係 性を 喪 失 し て、 こ の 世に 生 ま れ てき た の

で ある 。 罪 悪感 と は 、 自分 が 犯 した 何 ら か の具 体 的 な行 為 に 対 する 自 責

の 念が 前 提 とな り 、 そ の結 果 と して 生 じ る もの で あ るが 、 恥 辱 感と は 、

生 来自 分 に 何か が 欠 落 して い る こと に 対 し て感 ず る もの で あ る から 、 よ

り 根源 的 な の で あ る 。 彼は こ う した 自 分 で はど う す るこ と も で きな い 、

生 き切 っ て いな い「 惨 めな 生 」に 対 す る 思 いを『 審判 』の 結 末 で、「恥 辱」

と いう 一 語 に凝 縮 し て 表現 し て い る の で あ る 。1 918 年 2 月 の 八 折版 ノ ー

ト には 、 つ ぎの よ う な 記載 が あ る。  

 

家 庭生 活 、 交友 、 結 婚 、職 業 、 文学 な ど 、 あら ゆ る こと に ぼ く が失 敗

す るの は 、いや 失 敗 す ると こ ろ まで も い か ない の は 、怠 惰 、意 志薄 弱 、

不 器 用 に 原 因 が あ る の で は な く  —  も ち ろ ん 、「 害 虫 (U ng ez i e f e r )は 無

の なか か ら 湧い て く る 」と い う から 、 こ う した こ と もい く ら か 作用 し

て い る と し て も  —  基 盤 、 大 気 、 戒 律 の 欠 如 に あ る 。 こ れ ら を 手 に 入

れ るこ と が ぼく の 課 題 であ る 。 それ は 逃 し たも の を 取り 戻 す た めで は

な くて 、ぼ く が何 も 逃 がし た り しな か っ た がゆ え の 課題 で あ る 。(...)  

                                                                                           

4 1  B o n h o e f f e r ,  D i e t r i c h :  E t h i k .  H r s g .  v o n  E b e r h a r d  B e t h g e .  M ü n c h e n ,  1 9 6 6 .  S . 2 2 .  
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そ れは そ の うえ 、 最 も 根源 的 な 課題 で あ る 。 (H 8 9 )  

 

『 審判 』は 1 915 年 1 月 に執 筆 が 中断 さ れ るが 、そ れ から ま も なく 同 年

2 月 9 日 の 日 記に は 、「 二つ の 要 素  —  『火 夫 』と『 流 刑地 に て』に 最も

は っ き り 認 め ら れ る  —  を 結 び つ け な け れ ば 、 ぼ く は 終 わ り な の だ 。 だ

が 、 結 び つ く 見 込 み が あ る の か 」 (T 28 8)と 書 か れ て い る 。 カ フ カ の 本 質

的 に相 容 れ ない も の を 結び つ け よう と す る 試み は 、 結局 の と こ ろ無 意 味

な 円環 で し かな く 、 無 限に 非 到 達性 の 闘 い を反 復 す る運 命 に あ る。 最 終

章 での ヨ ー ゼフ・K の、「 完 全 に自 己 確 証 に失 敗 し 、役所 か ら あら ゆ る 仕

事 を取 り 除 くこ と も で きな か っ たが 、 こ の 最後 の 失 策に 対 す る 責任 は 、

そ れに 必 要 な力 を お れ から 拒 ん だや つ が 負 うの だ 」(P 194 )と い う叫 び は、

「 書く こ と 」 と 「 共 同 体 」 と い う分 裂 し た 両極 間 を 絶え ず 揺 れ 動き 、 決

し て統 合 へ とは い た ら ない カ フ カの 心 情 吐 露 と い え よう 。 1 9 14 年 10 月

末 、カ フ カ は婚 約 解 消 後 、 は じ めて フ ェ リ スに 手 紙 を書 い て い る。  

 

ぼ くの な か には 互 い に 戦う 二 人 がい た し 、 現に い ま す 。 一 人 は ほと ん

ど 君が 望 ん だ通 り の 者 で、 君 の 望み を 実 現 する た め に欠 け て い るこ と

も 、こ の 者 なら こ れ か らの 成 長 で達 成 で き るで し ょ う。 ア ス カ ーニ ッ

シ ャー・ホ ー フ で の 君 の非 難 の どれ も 、彼 には 関 係 あり ま せ ん でし た。

し かし も う 一人 は 、た だ仕 事（ 書 くこ と：筆 者注 ）の こ と だ け を考 え 、

仕 事が 唯 一 の心 配 で あ り、 仕 事 によ っ て 最 も低 劣 な 考え と も 無 縁で な

く なり ま す 。親 友 が 死 んだ と こ ろで 、 一 時 的に で は あれ 、 何 よ りも ま

ず 仕事 の 妨 げと な っ て しま う の です 。 こ の 低劣 さ の 埋め 合 わ せ は、 彼

が 自分 の 仕 事の た め に も苦 し み うる と い う 点に あ り ます 。 二 人 は戦 い

ま すが 、 そ れぞ れ 二 つ の手 が 互 いに 殴 り 合 う本 当 の 戦い で は あ りま せ

ん 。前 者 は 後者 に 依 存 し、 前 者 は 内 的 な 理 由か ら 、 決し て 後 者 を 打 ち

の めす こ と はで き な い でし ょ う 。む し ろ 、 前者 は 後 者が 幸 福 な ら、 や

は り幸 福 で あり 、 後 者 が敗 北 す るよ う に 見 える な ら ば、 前 者 は 後者 の

側 に跪 き 、 彼し か 見 よ うと し な いの で す 。 ( F6 17 )  

 

1913 年 の日 記 の な か の「結 婚 に つい て の 賛否 の 総 括 」と 題 し た記 述 の

最 後 の 項 で も 、「 結 婚 す る こ と な ん て 決 し て あ り え な い だ ろ う 」 ( T 19 5 )
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と 結ば れ て おり 、 カ フ カは 「 書 くこ と 」 と 「結 婚 」 との あ い だ で揺 れ 動

き なが ら も、「 書く こ と」 を 優 先し た の で ある が 、 死の 直 前 ま で「 結 婚 」

に 自立 の 望 みを 託 し た。「 父 への 手 紙 」の なか で 、カ フカ は「 結 婚す る こ

と 、家 庭 を 築く こ と 、 生ま れ て くる す べ て の子 ど も たち を 受 け 入れ 、 こ

の 不安 定 な 世界 の な か で扶 養 し 、そ れ ど こ ろ か わ ず かな り と も 導い て や

る こ と を 、 お よ そ 一 人 の 人 間 に 成 就 し う る 極 限 」 (H 1 53 )で あ る と 呼 ん で

い る。  

こ の 二 元 性 の 相 剋 と い う テ ー マ は 、 カ フ カ 後 期 の 作 品 で あ る 『 城 (D a s  

Sch lo ß )』、『 巣穴 (D e r  B au )』、『 歌姫 ヨ ゼ フ ィ ーネ 、あ る い は鼠 族 ( J o s e f i ne ,  

d i e  Sä nge r in  ode r  D a s  Vo lk  de r  M äu se )』等 ⁴²にお い て 、文学 的 に 昇華 さ れ

て いる 。た とえ ば『 城 』で は 、『 判 決 』と『審 判 』の 終結 部 で 別の 世 界 へ

の 境界 ゾ ー ンを 表 わ す 「橋 」 が 冒頭 に 見 ら れ、 こ の 作品 は そ の 始ま り か

ら 不安 定 に は違 い な い が、 一 種 の均 衡 を 示 して い る 。 ⁴³  

 

K が 到 着 し た とき は 、 すで に 夜 もふ け て い た。 村 は 、深 い 雪 に 閉ざ さ

れ てい た 。 城 山 の 形 ら しき も の は、 皆 目 、 何も 見 え ない ま ま に 、 霧 と

闇 につ つ ま れ、 大 き な 城 の 在 処 をし め す は ずの ほ ん の微 か な 明 かり の

気 配さ え 、 そこ に は 認 めら れ な かっ た 。 K は 、 国 道 か ら村 へ 通 じる 木

の 橋 (H o l zb rü ck e )の 上 に長 い あ いだ 佇 み 、虚空 と し かみ え な い その あ た

り を凝 視 し てい た 。 (S7 )  

 

小 説の 創 作 技法 に お い ても 『 城 』の 筋 書 き は、 ど の 章も 先 行 す るも の に

よ って 予 め 伏線 が 準 備 され て お り、 そ こ に 登場 す る 脇役 た ち は 『審 判 』  

と は異 な り 、ひ と た び 主人 公 の 目 の 前 に 現 れる と 、 つぎ の 瞬 間 には 忽 然

と 姿を 消 し てし ま う よ うな こ と はな い 。 し たが っ て 、こ の 作 品 に関 す る  

                                                                                          

4 2  こ の 作 品 は 当 初 （ 1 9 2 4 年 ）、『 歌 姫 ヨ ゼ フ ィ ー ネ 』 と い う 表 題 で 発 表 さ れ る が 、 そ の 数 週 間 後 に

カ フ カ は 、「あ る い は 鼠 族 」と い う 副 題 を 付 け て い る 。作 者 は そ の 際 、「 こ の よ う な ＜ あ る い は・・・

( O d e r - T i t e l ) ＞ と い う 表 題 は 確 か に 好 ま し く な い が 、 こ こ で は 特 別 の 意 味 を も つ か も し れ な い 。

そ れ は 一 種 の 均 衡 ＝ 秤 ( Wa a g e ) と い う こ と で あ る 」 と 説 明 し て い る 。   

B r o d ,  1 9 7 4 .  S . 1 7 9 f .  

4 3  F ü l l e b o r n ,  1 9 8 0 .  S . 9 3 f .  
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か ぎり 、『 審 判 』の よ うな 章 の 配列 の 疑 問 は生 じ え ない 。⁴⁴『 城』の 測 量

技 師 K も ま た、ヨ ー ゼ フ・K や「掟 の 前 」で 待 ち続 け る 男の よ うに 、「 城」

へ 辿り 着 こ うと 努 力 を 重ね な が らも 、 絶 え ず そ の 周 縁と し て の 「村 」 を

徘 徊す る ほ か な い の で ある 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

4 4  H e n e l ,  H e i n r i c h :  K a f k a  m e i s t e r t  d e n  R o m a n .  I n ;  F r a n z  K a f k a .  T h e m e n  u n d  P r o b l e m e .  H r s g .  

v o n  C l a u d e  D a v i d .  G ö t t i n g e n ,  1 9 8 0 .  S . 1 0 3 .   
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Ⅵ   短 編 集 『 田 舎医 者 』  

 

ⅰ ） 錬 金 術 師 小 路 で の 創 作 期  

1919 年 に出 版 さ れ た 短編 集『 田舎 医 者 』は 、同 名 の 短編 を 含 めて 、 14

の 作 品 で 構 成さ れ て い る 。 作 品 の配 列 は カ フカ 自 身 が決 め て 、 クル ト ・

ヴ ォル フ に 以下 の よ う な 「 目 次 」 (B r1 58 f . )を 書 き送 っ て いる が 、第 3 番

目 に位 置 し てい る 「 バ ケツ 騎 手 」 だ け が 削 除さ れ た 。  

 

「 新し い 弁 護士 (D e r  neu e  A d vo ka t )」  

「 田舎 医 者 (E in  La n d a r z t )」  

「 バケ ツ 騎 手 (D e r  K übe l r e i t e r )」  

「 天井 桟 敷 にて (A u f  de r  G a l e r i e )」  

「 一枚 の 古 文書 (E in  a l t e s  B la t t )」  

「 掟の 前 (Vor  d e m G e se t z )」  

「 ジャ ッ カ ルと ア ラ ビ ア人 (S ch aka l e  und  A rab e r )」  

「 鉱山 の 客 (E in  B e su ch  i m B e rg w e rk )」  

「 隣り 村 (D a s  nä ch s t e  D o r f )」  

「 皇帝 の 使 者 (E i ne  k a i s e r l i che  B o t sc ha f t )」  

「 家長 の 気 がか り (D ie  S o rg e  d e s  H a us va t e r s )」  

「 11 人の 息 子 (E l f  S ö hne )」  

「 兄弟 殺 し (E in  B r ud e r mo rd )」  

「 ある 夢 (E in  Tra u m )」  

「 ある ア カ デミ ー へ の 報告 (E in  B e r i ch t  f ü r  e in e  A ka de mi e )」  

 

こ れら の 作 品の ほ と ん ど は 、 1 91 6 年 か ら 1 7 年 に か けて の 冬 、 妹 の オ ッ

ト ラが 借 り てい た プ ラ ハ城 敷 地 内に あ る 錬 金術 師 小 路（ ア ル ヒ ミス テ ン

ガ ッセ ）の 小 さ な 家 で 書か れ て いる 。¹カ フカ は 労 働 者 災 害 保 険局 で の 仕

事 を終 え る と、 城 に 通 じる 高 台 にあ る 、 こ の静 か な 部屋 で 創 作 に励 み 、

深 夜、自分 の 家 に帰 る とい う 生 活を 続 け た。彼 はフ ェ リ スに 、「 あそ こ に  

                                                                   

1  V g l .  E n g e l ,  M a n f r e d  /  A u e r o c h e ,  B e r n d ( H r s g . ) :  K a f k a - H a n d b u c h .  L e b e n  –  W e r k  –  W i r k u n g .  

S t u t t g a r t ,  J . B . M e t z l e r ,  2 0 1 0 .  S . 2 1 8 .  
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住 むこ と は 素敵 だ 。 夜 中近 く 、 城の 古 い 階 段 を 街 へ とお り て 、 家に 帰 る

の は素 晴 ら しい 」( F747 )と伝 え て いる 。カ フカ は 19 14 年 7 月 に フ ェ リ ス

と の婚 約 を 解消 し た が 、1 916 年 7 月 に は 保 養地 マ リ ーエ ン バ ー ドで 、10

日 間を と も に過 ご し 、徐 々に 彼 女 と結 婚 す る意 志 を 固め て い く 。1 917 年

3 月初 め に は結 婚 生 活 のた め の 新居 が 借 り られ 、 家 庭共 同 体 の 構築 に 向

け て現 実 的 な一 歩 が 踏 み出 さ れ た。  

 

ⅱ ）「 田 舎 医 者 」  

「 田舎 医 者 」 は 短 編 集 の 表 題 に もな っ て お り、 全 体 の な か で は 2 番目

に 配置 さ れ てい る 。 こ の物 語 は 猛吹 雪 の な か 、 中 庭 に困 惑 し て 立ち 尽 く

す 田舎 医 者 の描 写 で 始 まっ て い る 。 10 マ イ ル も 離 れた 村 で 、「 重 症 患 者

(S ch we rk r ank e r )」 (E 124 )が 待 っ て い る の に 、 馬 車 に 繋 ぐ 馬 が こ の 冬 の 酷

使 の あ お り で 死 ん で し ま っ た の で 、 往 診 に 行 け な い で あ る 。「 女 中

(D ien s t mäd ch en )」 ( e bd . )が 馬 を 借 り に 村 中 を 懇 願 し て か け ま わ っ て い る

が 、医 者 は 村人 の 誰 一 人と し て 、馬 を 貸 し てく れ る 者は い な い であ ろ う

こ とを よ く 知っ て い る 。  

と ころ が 、 田舎 医 者 が 腹立 ち ま ぎれ に 、 も う「 数 年 来 使 わ れ て いな い

豚 小屋 」( eb d . )の 破 れ 戸を 蹴 と ばす と 、そ のな か か ら馬 の 温 か みと 匂 いの

よ うな も の が立 ち 昇 り 、 そ こ に 一人 の 男 が う ず く ま って い る 。 四つ ん ば

い にな っ て 這 い出 て き た男 の 、「 よ う 兄 さ ん、 姉 さ ん 」 ( ebd . )と い う 掛 け

声 に応 じ て 、馬 が 二 頭 、全 身 か らさ か ん に 湯気 を た てな が ら 、 狭い 豚 小

屋 から 現 れ る 。こ の 情 景は 、『火 夫 』の カ ール・ロ ス マン が 船 底で 途 方 に

暮 れて 、 成 り行 き ま か せに あ る ドア を 狂 っ たよ う に ノッ ク し て 、火 夫 と

出 会う シ ー ン を 連 想 さ せる 。 ロ ス マ ン (R oß man n)を 「 R o ß  +  Man n」に 分

解 する と 、「 馬 ＋男 」 であ る 。  

田 舎医 者 と 女中 は 、思 いが け な い馬 の 出 現 に驚 き も せず 、「 自 分の 家 に

ど ん な も の が し ま っ て あ る の か 分 か ら な い も の で す ね 」 (E 1 2 4)と 彼 女 が

い うと 、 二 人は 声 を 立 てて と も に笑 う 。 彼 は女 中 に 、馬 丁 が 馬 に馬 具 を

取 り付 け る のを 手 伝 う よう に 指 示す る 。 し かし 、 彼 女が 馬 に 近 づく や 、

男 は 女 中 を 抱 き す く め 、 た ち ま ち 彼 女 の 頬 に 「 赤 い 二 列 の 歯 形 」 (E 12 5 )

が でき る ほ ど 、 顔 を 激 しく 打 ち つけ る 。 医 者は 立 派 な馬 に 魅 了 され 、 女

中 を馬 丁 か ら救 う こ と も忘 れ て 、嬉 々 と し て 馬 車 に 乗り 込 む 。 馬丁 が 馬
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に 馬 具 を つ け 、 出 発 の 準 備 を 整 え る と 、 田 舎 医 者 は 男 に 同 行 を 促 す が 、

「 お供 は い たし ま せ ん 。ロー ザ (R o sa )の も とに 残 り ます 」 ( eb d . )と 女 中 の

名 を医 者 よ りも 先 に 発 話す る 。ロー ザ は ど うに も な らな い 運 命 を感 じ て 、

家 に逃 げ 込 む 。 ド ア を 閉め て 鎖 をか け る 音 、 錠 が お ちる 音 、 彼 女が 身 を

隠 すた め に 、玄 関 の 間 から 奥 の 間へ と 走 り つづ け る 音が 聞 こ え てく る 。  

医 者は ロ ー ザを 馬 丁 の 犠牲 に 供 する く ら い なら 、 往 診を 断 念 し よう と

す るが 、馬車 か ら 飛 び 降り よ う とは し な い。馬 丁 が「 さ あ、行 け」(E 1 25 )

と 叫ん で 手 を打 ち な ら すと 、医 者 を 乗せ た 馬車 は 、「急 流 に 投 げ込 ま れ た

材 木の よ う に 」( eb d . )、引き さ ら われ て い く 。馬 丁 の 攻撃 に あ って 、自 分

の 家の 戸 口 がメ リ メ リ とは じ け 飛ぶ 音 が ま だ聞 こ え てい た が 、 目も 耳 も

激 しい 疾 走 感に 充 た さ れた か と 思う と、馬 車は ま る で、「 わ が 家の 門 の す

ぐ 向か い に 患者 の 家 の 門が 開 き でも し た か のよ う に」( ebd . )、瞬 時の う ち

に 患者 の も とに 運 ば れ る 。  

深 夜、け たた ま し く 鳴 り響 く「呼 び 鈴」(E 128 )は、「流 行 っ てい る 」( ebd . )

医 者で あ る 「私 」 に 対 して 、 自 己の 内 面 で 覚醒 し つ つあ る 、 も う 一 人 の

自 分の 告 発 を表 象 し て いる 。 ひ とた び 「 逮 捕」 さ れ るや 、 逮 捕 の観 念 の

呪 縛か ら 解 放さ れ な い ヨー ゼ フ ・ K の よ う に、 こ の 「呼 び 鈴 」 を聞 い て

し まっ た 者 は、 も は や 取り 返 し がつ か な い ので あ る 。 こ の 瞬 間 から 、 田

舎 医者 の 深 層で 抑 圧 さ れ、 隠 さ れて い た 無 意識 が あ らわ に な る 。女 中 の

言 葉に あ る 「自 分 の 家 」は 、 事 態が 「 自 分 の内 」 で 起こ っ て い るこ と を

暗 に示 し て おり 、 豚 小 屋か ら 湧 きで た 馬 と 馬丁 は 医 者自 身 の 分 身で あ る

と い え る 。 そ の こ と は 往 診 を 要 請 さ れ て い る 重 病 人 に も 当 て 嵌 ま る 。 ²

田 舎医 者 は 自己 の 内 面 で 葛 藤 す る二 つ の 対 極的 な 力  ―  重 病 人 のも と に

駆 けつ け た い衝 動 と ロ ーザ の も とに 留 ま り たい 欲 望  ―  の 二 者 択一 を 迫

ら れた の で ある 。  

こ の「 田 舎 医者 」 の 前 半部 分 は 、カ フ カ に とっ て 決 定的 な 転 換 点と な

っ た 19 12 年に 、「 水 の 中を 前 進 する よ う に 」 一 気 呵 成に 創 造 さ れた 『 判

決 』誕 生 の 瞬間 を 描 い たも の と 見る こ と が でき る 。 若き カ フ カ にと っ て  

は、作 家に な る こと が 人生 の 目 標で あ っ た。1920 年 2 月 15 日 の 日 記 で 、  

                                                                  

2  V g l .  H i e b e l ,  H a n s  H e l m u t :  D i e  Z e i c h e n  d e s  G e s e t z e s .  R e c h t  u n d  M a c h t  b e i  F r a n z  K a f k a .  

M ü n c h e n ,  1 9 8 9 .  S . 1 5 5  



 120 

彼 は当 時 の 願望 を こ う 回顧 し て いる 。  

 

何 年も 昔 の こと 、 た し かひ ど く もの 悲 し い 想い で 、 私は ラ ウ レ ンツ ィ

山 の斜 面 に 腰を 下 ろ し てい た 。 私 は 自 分 が 人生 に 対 して 抱 い て いた さ

ま ざま な 願 望を 吟 味 し てみ た の だっ た 。 最 も重 要 な 願望 、 あ る いは 最

も 魅力 的 な 願望 と い う こと に な った の は 、生 の 展 望を 獲 得 す る こと（そ

し て  ―  も ちろ ん こ れ と必 然 的 に結 び つ い てい る こ とで あ る が  ―  そ

れ を文 章 の 形で 他 の 人 たち に 納 得さ せ る よ うに な る こと ） で あ った 。

( KKAT 85 4f . )  

 

プ ラハ 市 内 の丘 で あ る ラウ レ ン ツィ 山 と い う地 名 は、彼 の 初 期 の習 作「あ

る 戦い の 記 録」に登 場 する が、こ の 作品 の 構想 は 大 学在 学 中 の 19 0 2 年 に

ま で遡 る 。 カフ カ は 「 ある 戦 い の記 録 」 や 短編 集 『 観察 』 に 纏 めら れ る

こ とに な る 作品 を 書 い てい た が、1909 年 夏 頃か ら 何 も書 け な い 状態 に 陥

り 、ブ ロ ー トに 対 し 、 創造 力 が 枯渇 し て し まっ た こ とを 嘆 い て いる 。 こ

の 年の 9 月 に ブロ ー ト が 、 カ フ カを 北 イ タ リア 地 方 （リ ー ヴ ァ 、ブ レ シ

ャ ）へ の 旅 行に 誘 っ た のも 、 友 人の 執 筆 ノ イロ ー ゼ を打 開 す る ため で あ

っ た。  

「 田舎 医 者 」の 冒 頭 で 、冬 の 酷 使の た め に 死ん だ 馬 とい う の は、『 判 決』

以 前の 数 年 間、 カ フ カ を襲 っ た 「書 く こ と 」の 危 機 であ ろ う 。 フェ リ ス

へ の手 紙 に も、「 い ま 私 は ま っ たく 何 も 書 け ず 、馬 小 屋 に閉 じ こめ ら れ た

老 馬 の よ う な 状 態 で す 」 ( F2 9 6 )と い う 記 述 が あ る 。 患 者 の も と へ 全 速 力

で 疾 走 す る 「 こ の 世 の も の と も 思 え ぬ 馬 」 (E 128 )と は 、 カ フ カ の 詩 的 イ

ン スピ レ ー ショ ン の 符 丁で あ る 。³田舎 医 者 を乗 せ た 馬車 が 引 き さら わ れ

て いく 場 面 でも 、主 人 公の 行 為 の主 体 は 、『 判決 』で 溺 死 の刑 を 宣告 さ れ

た ゲオ ル ク 同様 、 自 分 の意 志 を 越え た 力 、 フロ イ ト のい う 「 無 意識 的 な

も の（ エ ス）」 によ っ て支 配 さ れて い る 。  

 

エ スに 対 す る関 係 に お いて 、 自 我は 馬 の 圧 倒的 な 力 を統 御 す る 騎手 に  

                                                                  

3  V g l .  F i n g e r h u t ,  K a r l  H e i n z :  D i e  F u n k t i o n  d e r  T i e r f i g u r e n  i m  W e r k e  F r a n z  K a f k a s .  B o n n ,  1 9 6 9 .  

S . 1 3 4 f .  
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比 較さ れ る 。 (...)  騎 手が 馬 か ら落 ち た く なけ れ ば 、し ば し ば 馬の 行

こ うと す る 方向 に 進 む しか な い よう に 、 自 我も エ ス の意 志 を 、 あた か

も それ が 自 分の 意 志 で ある か の よう に 実 行 に移 す こ とが あ る 。 ⁴  

 

こ の短 編 集 では 、「 田 舎医 者 」 の他 に も 馬 の形 象 が 頻出 し て い る。「天

井 桟敷 に て」で は曲 馬 団の 馬 が、「 一 枚 の 古文 書 」で は 遊牧 民 の馬 が 登 場

し 、「 隣 り 村」で は若 者 が 村 へ 馬 で行 く と い うモ チ ー フが 現 れ る。こ の「 隣

り 村」 と い う 作 品 は 、 最初 カ フ カに よ っ て 「騎 行 者 (E in  R e i t e r )」と 呼 ば

れ 、そ の 後 「短 い 時 間 (D i e  ku rz e  Z e i t )」 に 変わ り 、 公刊 の 段 階 で最 終 的

に「 隣り 村 」と いう 表 題に 落 ち 着い て い る 。⁵「 イ ンデ ィ ア ン にな り た い

願 い ( Wu ns ch ,  In d ia n e r  z u  we r den )」 では 、 馬は 天 翔 ける 無 限 の 上昇 運 動

の イメ ー ジ その も の の よう に 描 かれ て い る 。  

 

あ あ、 ぼ く がイ ン デ ィ アン だ っ たら な あ 、 そく ざ に 疾駆 す る 馬 にま た

が り、 斜 め に空 を 切 っ て、 ふ る える 大 地 の うえ で 絶 えず 小 刻 み に身 を

震 わせ て 、 つい に は 拍 車を 捨 て て、 だ っ て 拍車 な ん て な か っ た のだ か

ら 、手 綱 を 投げ 捨 て て 、だ っ て 手綱 な ん て なか っ た のだ か ら 、そし て 、

行 手の 、 平 らに 刈 り 取 られ た 荒 野の よ う な 大地 も ほ とん ど 目 に とま ら

ず 、も は や 馬の 頸 も 頭 も消 え て 。 (E 18 f . )  

 

W.  ベ ンヤ ミ ン は、カ フカ に お ける「 騎 行」に 着 目し 、「 イ ン ディ ア ン に

な りた い 願 い」を カ フ カの 願 望 の象 徴 と 見 なし て い る。また 、『失 踪 者（ ア

メ リカ ）』の最 終 章 の 舞 台は 、オ ク ラ ホマ の「 競 馬場 」に 置 か れ てい る が 、

そ の主 人 公 が「 諸 々 の 願望 の 目 標に 到 達 す るの は 競 馬場 で し か あり え な

い 」 ⁶と述 べ て いる 。  

カ フカ は、「 幾夜 も 書 くこ と で 疾駆 す る こ と、これ こ そ 、私 が 望ん で い  

                                                                  

4  F r e u d ,  S i g m u n d :  D a s  I c h  u n d  d a s  E s .  I n ;  G e s a m m e l t e  W e r k e  B d .  1 3 .  F r a n k f u r t  a . M . ,  1 9 6 9 .  

S . 2 5 3 .   

5  B i n d e r ,  K a f k a  K o m m e n t a r  z u  s ä m t l i c h e n  E r z ä h l u n g e n .  1 9 8 2 .  S . 2 1 3 .  

6  B e n j a m i n ,  Wa l t e r :  G e s a m m e l t e  S c h r i f t e n Ⅱ ・ 2  ( H r s g .  v o n  R o l f  T i e d e r m a n n  u n d  H e r m a n n  

S c h w e 、 p p e n h ä u s e r )  F r a n k f u r t  a . M . ,  S u h r k a m p  Ve r l a g ,  1 9 7 7 .  S . 4 1 7 .   
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る こと な の です 。 そ し て 、 そ の ため に 滅 び るか 狂 気 に 陥 る こ と があ っ て

も、そ れ も望 む と こ ろ です 」 ( F4 27 )  と フ ェ リス に 宛 てて 書 い て おり 、こ

の 「疾 駆 」 する よ う な 書き 方 こ そ、 彼 の 理 想と す る 創作 方 法 で あっ た 。

カ フカ の 手 稿を 精 査 した M.  パ ス リー に よ れば 、 カ フカ は 前 も って 計 画

す るこ と な く 、 完 全 に 開か れ た 状態 で 、 書 きな が ら 物語 を つ く って い く

と いう 。 ⁷  

患 者の 家 に 到着 し た 田 舎医 者 は、病 んで い る「 少年 (d e r  J u ng e )」(E 1 25 )  

の 両親 と 妹 によ っ て 出 迎え ら れ る 。この 状 況設 定 は 、『判 決』の 2 か 月 後

に 書か れ た『 変 身』の モデ ル の 再現 で あ る。⁸少 年 は 裸の ま ま ベッ ド に 寝

か され て お り、 部 屋 の 空気 は 息 もで き な い ほど 重 苦 しい 。 彼 は 羽根 ぶ と

ん から か ら だを 起 こ す と、 い き なり 田 舎 医 者の 首 に 抱き つ い て 、「 先生 、

ぼ くを 死 な せて く だ さ い 」( e bd . )と 囁 く。物 語の 舞 台 が患 者 の 少 年の 家 に

移 った あ と も、 医 者 は 馬丁 の 犠 牲に な っ て いる 女 中 のロ ー ザ の 痛ま し い

姿 を何 度 も 思い 浮 か べ る。最 初の 診 察 で 、医 者は 少 年 を健 康 だ と みな し 、

帰 路に つ く ため 、 鞄 を 閉じ 、 毛 皮を 手 渡 す よう に 合 図す る 。 母 親は 失 望

し て涙 を 浮 かべ 、妹 は 血ま み れ の ハ ン カ チ を振 っ て いる 。そ こ で医 者 は 、

少 年を 病 気 だと 認 め て もい い よ うな 気 に な る。 そ し て再 度 、 少 年の ベ ッ

ド の 脇 に 行 く と 、 二 頭 の 馬 が 、「 よ り 高 い と こ ろ か ら の 指 令 を 受 け て 」

(E 1 27)、 そ ろ っ て 嘶 く 。 医 者 は 馬 の 嘶 き に 喚 起 さ れ て 、 少 年 の 脇 腹 に あ

る 傷を 発 見 する の で あ る 。  

 

右 の脇 腹 の 腰の あ た り に、 手 の 平ほ ど の 傷 が口 を 開 いて い る 。 薔薇 色

で そ の 色 合 い は 微 妙 な 変 化 を 見 せ 、 奥 の ほ う は 暗 く ( In  s e i ne r  r e ch te n  

Se i t e ,  i n  d e r  H ü f ten g ege nd  h a t  s i ch  e in e  h and t e l l e rg r oße  Wund e  au fg e t an .  

R os a ,  i n  v i e l en  Sc ha t t i e ru ng en ,  d un ke l  in  de r  Ti e f e . . . )、 縁の ほ う に近 づ

く につ れ て 明る く な り 、細 か い 粒の よ う に 凝固 し た 血が こ び り つき 、  

                                                                  

7  パ ス リ ー は 、 カ フ カ が ブ ロ ー ト に 語 っ た 、「 人 物 た ち が ど う な っ て い く の か 自 分 で も 分 か ら な い

ま ま 、 暗 い ト ン ネ ル を 進 む よ う に 書 か な け れ ば な ら な い 」 と い う 言 葉 を 引 用 し て い る 。  

P a s l e y,  M a l c o l m :  D e r  S c h r e i b a k t  u n d  d a s  G e s c h r i e b e n e .  Z u r  F r a g e  d e r  E n t s t e h u n g  v o n  K a f k a s  

Te x t e n . I n ;  F r a n z  K a f k a .  T h e m e n  u n d  P r o b l e m e .  H r s g . v o n  C l a u d e  D a v i d .  G ö t t i n g e n ,  1 9 8 0 .  S . 1 8 .   

8  V g l .  H i e b e l ,  H a n s  H e l m u t :  F r a n z  K a f k a .  E i n  L a n d a r z t .  M ü n c h e n ,  1 9 8 4 .  S . 5 6 .  
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ま るで 鉱 山 の入 口 の よ うに 見 え る。 太 さ と 長さ が わ たし の 小 指 ほど も

あ る蛆 虫 ど もが 、 も と もと 薔 薇 色の か ら だ に血 を 浴 び て さ ら に 紅く な

り 、傷 の 内 部に 食 い こ んだ ま ま 白い 頭 を 振 りた て 、 夥し い 数 の 脚を う

ご め か せ 、 身 を よ じ っ て 光 を 求 め て 外 へ 這 い 出 そ う と 蠢 い て い る 。

(E 1 27 )  

 

少 年 の 薔 薇 色 の 傷 は 、 わ ざ わ ざ „R o sa “と 語 頭 を 大 文 字 で 書 く こ と に よ っ

て 、女 中 ロ ーザ と の 関 連性 を 暗 示し て い る 。そ し て 蛆虫 の 描 写 は 、 グ レ

ー ゴル・ザ ム ザを 連 想 させ な い では お か な い 。実 際 に、『 変 身 』のな か の

母 親も 、グ レー ゴ ル の こと を「 少年 」 (E 62 )と 呼 ん でい る 箇 所 があ る 。田

舎 医者 は 、「 可哀 そ う な少 年 よ、き みは も う助 け よ うが な い 。わ た しは き

み に大 き な 傷を 発 見 し た。 脇 腹 に咲 い た こ の花 の た めに 、 き み は破 滅 す

る の だ 」 (E 12 7)と 診 断 を 下 す 。 医 者 は 衣 服 を は ぎ 取 ら れ 、 少 年 の ベ ッ ド

に 運ば れ る と、 ぴ た り と少 年 の 傷口 に 押 し あて ら れ る。  

『 審判 』 の 主人 公 ヨ ー ゼフ ・ K も 、 衣 服 を 剥ぎ 取 ら れた 末 に 処 刑さ れ

る。『 流 刑地 に て 』で は 、受 刑 者 は裸 に さ れて 処 刑 機械 に 横 た えら れ 、自

ら の身 体 に 切り 刻 ま れ る傷 に よ って 罪 を 認 識す る。『変 身 』で も 、衣 服（ 寝

間 着 、制 服 等 ）に関 す る記 述 が しば し ば 話 題に な っ てい る。「 衣 服 」は カ

フ カの 書 く 行為 と 隠 喩 的な 関 係 をと り 結 ん で い る。こ の 場合 、「 衣服 」は

内 的な 真 実 を包 み 隠 し てい る 表 層な い し 外 面を 示 す 負の 性 格 を 帯び た 形

象 であ り 、 身体 の 自 由 や自 然 な 表情 、 さ ら には そ の アイ デ ン テ ィテ ィ を

損 なう メ タ ファ ー と な って い る 。 ⁹  

『 失踪 者 』 のカ ー ル ・ ロス マ ン は、 雇 わ れ 先の ホ テ ル・ オ ク シ デン タ

ル で制 服 を 着用 す る こ とで 、 エ レベ ー タ ー ボー イ と いう 既 製 の アイ デ ン

テ ィテ ィ を 身に つ け る。し かし 、制服 は ず いぶ ん 窮 屈に で き て おり 、「 そ

も そ も 息 が で き る か ど う か 調 べ る 」 (A 11 9 )た め 、 カ ー ル は 最 初 に 呼 吸 練

習 をし な け れば な ら な い。『 変 身』の グレ ー ゴル は 、虫 に 変身 す るこ と に

よ って 、衣 服 を まと わ ぬ動 物 の 自然 な あ り かた を 取 り戻 す。『変 身』に 先

立 つ『 田 舎 の婚 礼 準 備 』の 主 人 公ラ バ ー ン は、 衣 服 を身 に つ け た 身 体 だ

け を田 舎 へ 派遣 し 、 自 分自 身 は 甲虫 と 化 し て、 何 も 身に つ け ず ベッ ド の  

                                                                  

9  ア ン ダ ー ソ ン 前 掲 書 、 9 7 頁 。  
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な かで 、 ぬ くぬ く と 過 ごす こ と を夢 想 す る 。  

1918 年 1 月 の 「 八 折 判ノ ー ト (D i e  a ch t e  O k t a vhe f t e )」 の第 三 冊に 書 き

込 まれ た 省 察の な か で 、「 至 聖 の場 に 足 を 踏み 入 れ るま え に 、お ま えは 靴

を 脱が な け れば な ら な い。 い や 、靴 ば か り でな く 、 旅行 服 や 荷 物の い っ

さ いを 取 ら ねば な ら な い。 そ の 下の 裸 身 も 、さ ら に 裸身 の 下 に ある す べ

て も、 そ し て、 さ ら に その 下 に 隠れ て い る もの も 、 取り 去 ら ね ばな ら な

い 。そ れ か ら、［そ の 下に あ る ］核 心 も 、核心 の 核 心も 取 り 、その 残 り や

余 りも 取 り 去っ て い く こと 」(H 7 7 )が 、聖 な る領 域 へ いた る 方 法 だと さ れ

て いる 。 作 家た る も の が「 至 聖 」の 探 求 に 赴く た め には 、 み ず から ま と

っ てい る「 衣 服」、つ ま り経 験 的 自我 と い う 偽り の 扮 装を 、す べ て脱 ぎ 捨

て な け れ ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 カ フ カ の テ ク ス ト は こ と ご と く 、

「 衣服 」 の 領域 を 超 越 しよ う と しな が ら 、 結局 、 そ の世 界 か ら 抜け 出 せ

な いま ま に 展開 さ れ て いる 。 ヨ ーゼ フ ・ K は 最 後 の 一 枚ま で 服 を剥 ぎ 取

ら れな が ら 、つ い に 「 至聖 」 に いた る こ と がで き な い。 ¹⁰  

カ フカ は 書 くと い う 行 為 そ の も のに お い て も、「 衣 服」を 脱ぎ 去 り、身

体 の自 然 へ と帰 還 す る 禁欲 主 義 的な 態 度 で 臨み 、 自 身を 書 く 身 体そ の も

の へと 鍛 え 上げ て い く こと を 追 求す る の で ある 。 彼 はそ の 生 活 規範 と し

て 飲酒 を 忌 避し 、 菜 食 主義 を 遵 守す る こ と で、 精 神 的・ 身 体 的 な純 粋 さ

を 保つ こ と を、 あ た か も戒 律 で ある か の よ うに 守 っ てい た 。 妹 のオ ッ ト

ラ に宛 て た 手紙 の な か で、 み ず から の 菜 食 主義 に、「 何 か孤 立 した も の、

狂 気に 近 い もの 」(O 80 )が 内 在 して い る こ とを 認 め てお り 、そ の極 み に お

い ては 、おの ず と 断 食 に通 じ て いく 。 1 9 12 年 1 月 3 日 の 日 記 に は 、自分

の 身体 の な かに こ の よ うな 理 想 を目 指 し て 、進 ん で 禁欲 に 励 み たい と い

う 気持 ち が 脈打 っ て い ると 書 き 記し て い る 。  

 

ぼ くの な か に、 と に か く書 く こ と に 打 ち こ もう と い う気 持 ち が ある の

が 、よ く わ かる 。 書 く こと は 、 ぼく の 存 在 にと っ て いち ば ん 実 り豊 か

な 方向 だ と いう こ と が、ぼ く とい う 有 機 体 のな か で はっ き り し た瞬 間、

何 もか も が 書く こ と へ と殺 到 し てき て 、 性 欲や 食 欲 、哲 学 的 思 索、 と

り わけ 音 楽 の楽 し み へ と向 け ら れて き た 能 力を 涸 れ させ て し ま った 。  

                                                                  

1 0  ア ン ダ ー ソ ン 前 掲 書 、 2 3 頁 参 照 。  
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こ れら す べ ての 方 向 に わた っ て 、ぼ く は 痩 せ枯 れ て しま っ た 。 ぼく の  

進 歩ぶ り は 申し 分 な い 、自 分 で 見る か ぎ り 、こ れ 以 上犠 牲 に 供 する も

の は残 っ て いな い 。 (T 1 44 )  

 

身 近な 友 人 と し て 接 し てい た ブ ロー ト で す ら、一方 で は、「 カ フ カは 常 に

あ らゆ る 自 然療 法 に 関 心を も っ てい た 。た とえ ば 、生 食 に よ る 食餌 療 法、

菜 食主 義 、 (...)  体 操 など 」 ¹¹と書 き な が ら、 他 方 では 、 こ の よう な 関

心 は理 性 的 な分 析 の 範 囲を 越 え て い る と 断 言し て い る。 そ し て ブロ ー ト

は 、つ ぎ の よう に も 述 べて い る 。  

 

「 自然 療 法 」 や 、 そ れ に関 連 し たさ ま ざ ま な改 革 運 動に 対 す る フラ ン

ツ の態 度 は 、き わ め て 強い 関 心 に裏 打 ち さ れた も の だっ た 。 (...)  つ

ま ると こ ろ 彼は 、 新 し い健 康 的 な人 間 を 創 造し 、 自 然が 謎 め い たか た

ち で、 気 前 よく 差 し だ して く れ る 治 癒 力 を 、そ の た めに 利 用 し よう と

す る営 み に 、積 極 的 な 面を 認 め てい た 。 つ まり そ れ は、 彼 自 身 が直 感

し 、ま た 熟 考し た と こ ろ と 重 な り合 う も の だっ た の だ。 実 際 、 彼は そ

れ を幅 広 く 実行 に 移 し た。彼 は 季 節 を 問 わ ず窓 を 開 け放 し て 寝 てい た。

部 屋に 訪 ね てい く と 、 新鮮 な 冷 た い 空 気 に びっ く り する ほ ど だ った 。

彼 はい つ で も、 冬 の さ なか で す ら 薄 着 を し てい た し 、長 い こ と 肉も 食

べ ず、 ア ル コー ル を 口 にす る こ とも な か っ た。 ¹²  

 

『 流刑 地 に て』 で は 、 処刑 台 に 固定 さ れ た 受刑 者 の 口に は 、 叫 んだ り

舌 を噛 み 切 った り し な いよ う に 、フ ェ ル ト を詰 め 込 んで お く の だが 、 処

刑 が始 ま って 2 時 間 ほ ど経 つ と 、も は や 大 声を 出 す 力も な く な る。 そ の

頃 、口 か ら フェ ル ト を 取り 出 し 、傍 ら の 容 器に は 粥 を入 れ て お く。 受 刑

者 は例 外 な く 、 旺 盛 な 食欲 を 示 して 粥 を 食 べ始 め る 。し か し 、 6 時 間 が

経 過す る 頃 には も う 食 べよ う と はし な く な る。 ど ん な愚 か 者 に も徐 々 に

理 性が 兆 し てく る の は 、こ の 時 間帯 で あ る 。こ こ で は食 欲 の 消 失に よ る  

肉 体か ら 、理 性へ の 移 行が 象 徴 的に 描 か れ てい る 。ア ンダ ー ソ ン は 1 912  

                                                                   

11  B r o d ,  1 9 3 7 .  S . 1 3 5 .  

1 2  B r o d ,  a . a . O . ,  S . 1 3 5 f .  
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年 のユ ン グ ボル ン 体 験 こそ 、 カ フカ 個 人 の 身体 へ の 関心 と 同 時 代の 身 体

文 化と が 交 錯し た 瞬 間 だと 考 え てい る 。 ¹³  

『 天井 桟 敷 にて 』の「曲 馬 乗り の 娘 ( Kun s t r e i t e r in )」は 、身 体 そ のも の

が 一個 の 芸 術作 品 へ と 高め ら れ てい る 。第 一段 落 で は、彼 女 は 弱々 し く、

胸 を病 ん で いな が ら 、 飽く こ と を知 ら ぬ 観 客の 前 で 、毎 日 お な じ演 技 を

見 せね ば な らな い 。 天 井桟 敷 に いる 淋 し い 若者 が 、 たま ら ず 彼 女を そ こ

か ら救 い だ すと こ ろ を 夢想 し て いる 。 第 二 段落 に 入 ると 、 彼 女 の ほ ん と

う の姿 が 描 き出 さ れ る 。カ ー テ ンの あ い だ から 飛 ぶ がご と く に 走り で て

く る美 女 は 、騎 上 の 人 とな る や 非の 打 ち ど ころ の な い巧 み な 芸 で馬 を 駆

け 、そ の 背 で高 々 と 宙 返り を や って の け る と、 誇 ら しげ に 観 客 に挨 拶 を

送 る。 つ ま り 、 こ こ で は 重 力 を はね の け る 空気 の よ うな 軽 や か な身 体 の

動 きの イ メ ージ が 、 文 脈に は め 込ま れ て い る。『変 身 』 のグ レ ーゴ ル も 、

虫 の身 体 の おか げ で 壁 を這 い 上 がり 、 天 井 から ぶ ら 下が っ た ま ま前 後 に

身 をゆ す る うち 、 忘 我 の境 地 に 達す る こ と を発 見 す る。 変 身 後 の彼 は 、

社 会的 に 孤 立し た 反 面 、芸 術 家 に近 づ い た とい え る 。  

カ フカ 最 晩 年の 作 品 の 一つ で あ る「 最 初 の 悩み (E r s t e s  Le i d )」で も 、空

中 ブラ ン コ 乗り が テ ー マと し て 取り 上 げ ら れて い る 。主 人 公 は 自ら の 芸

の 完全 性 を 保つ た め 、 巡業 で 移 動す る と き 以外 は 、 すべ て 天 井 のブ ラ ン

コ の上 で 過 ごす 。 だ が 、ブ ラ ン コ乗 り は 、 ほと ん ど 芸の 世 界 だ けで 生 き

て いる に も かか わ ら ず、自 分は い つ も 、「 両 手の な か にた っ た 一 本の 止 ま

り 木 」 (E 157 )し か 握 り 締 め て い な い と い う 憂 鬱 に と り つ か れ 、 ふ さ ぎ こ

む 。要 す る に、 こ う し た 空 中 浮 遊（ 自 由 な 呼吸 や 軽 やか な 飛 翔 感） は 、

地 上か ら 隔 たっ た 生 命 の希 薄 な 領域 で あ り 、地 盤 喪 失の 危 険 を 伴っ て い

る ので あ る 。  

ふ たた び 「 田舎 医 者 」 に戻 る と 、 医 者 は 少 年の 傷 を 治癒 す る こ とは で

き ない 。瀕 死 の 少年 は 、「 ぼ く は先 生 を ほ んの わ ず かし か 信 用 して い ま せ

ん 。あ な た も ど こ か で 落ち こ ぼ れた 人 間 に すぎ な い 。 自 分 の 足 でし っ か

り 立っ て い ない 」(E 1 27 f . )と医 者 に 囁く 。医 者は 剥 が され た 衣 服 をま と め、

馬 車に 投 げ 入れ る が 、 馬車 に は うま く 入 ら ず、 か ろ うじ て 袖 の 部分 が 後  

部 の留 め 金 に引 っ 掛 か って 、 ぶ らさ が っ て いる だ け であ る 。 時 空 を 越 え  
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て 疾走 し た 二頭 の 馬 も 、物 語 の 終わ り で は 雪の 荒 野 をと ぼ と ぼ いく の み

で 、す っ か り勢 い を 失 って い る 。  

 

革 紐は だ ら しな く 引 き ずら れ 、 馬と 馬 は ほ とん ど ば らば ら で 、 その 後

ろ を車 体 が ふら つ い て つい て く る。 ひ っ か かっ た 毛 皮は 最 後 尾 を雪 に

引 きず ら れ てい る (E 128 )  

 

「 田舎 医 者」の 最後 で 、「裸 で 悲 惨き わ ま りな い 時 代の 寒 気 に 晒さ れ、こ

の 世 の 馬 車 と こ の 世 の も の と も 思 え ぬ 馬 に 曳 か れ て 」 (E 12 8)雪 の 荒 野 を

彷 徨し 続 け る医 者 の 行 き着 く 先 が、 短 編 集 の最 後 に 置か れ て い る 「 あ る

ア カデ ミ ー への 報 告 」 の冒 頭 で 、ロ ー ト ペ ータ ー が 陥っ て い る 何処 も 一

面 に塞 が っ て、 ま る で 出口 の な い残 酷 極 ま る状 況 で ある 。  

 

ⅲ ）「 あ る ア カ デ ミ ー へ の 報 告 」  

「 ある ア カ デミ ー へ の 報告 」（ 19 17 年 4 月 ）は 錬 金 術師 小 路 で 始ま っ

た 活発 な 創 作期 の ほ ぼ 最後 の 作 品で あ る 。 ¹⁴こ の 作 品は 、 か つ て猿 で あ

っ た主 人 公 のロ ー ト ペ ータ ー が 人間 を 模 倣 する こ と で、 い か に して 人 間

社 会に 適 応 して い く か、そ の経 緯 を 報告 す るも の で ある 。報 告 の冒 頭 で、

「 わた し は 猿性 (A ffe n t u m)か ら離 れ て 5 年 近く に な りま す 」( E 147 )と回 想

さ れて い る 。こ の 「 5 年」 前 と は文 字 通 り 、カ フ カ 文学 誕 生 の 契機 と な

っ た 1912 年 の こと を 示唆 し て いる 。 ¹⁵  

こ の猿 は ア フリ カ の 黄 金海 岸 で 、ハ ー ゲ ン ベッ ク 商 会の 狩 猟 探 検隊 に

よ って 捕 獲 され 、 そ の 際銃 弾 を 二発 、 頬 と 腰に 受 け る。 ロ ー ト ペー タ ー

（ 赤面 ペ ー ター ） と い う名 前 は 、そ の 頬 に 残さ れ た 赤い 瘢 痕 に 由来 し て

い る。もう 一 つ の「 腰 の下 (u n te rh a lb  d e r  H üf te )」に あ る傷 が 、「田 舎 医者 」

の 少年 の 脇 腹に あ っ た 傷 （ そ の 位置 も 共 通 して い る ） を 継 承 し たも の で

あ る。 彼 の 記憶 は 、 ヨ ーロ ッ パ に向 か う 汽 船の 中 甲 板に 置 か れ た檻 の な

か での 目 覚 めと と も に 始ま る 。そ の 檻 と は、「全 体 は 直立 す る に は低 す ぎ、

座 るに は 狭 すぎ 、 そ れ ゆえ 中 腰 の姿 勢 と な って 両 膝 を震 わ せ て 」 (E 149 )  

                                                                  

1 4  B i n d e r ,  K a f k a  K o m m e n t a r  z u  s ä m t l i c h e n  E r z ä h l u n g e n .  1 9 8 2 .  S . 2 2 5 .  

1 5  V g l .  M e c k e ,  G ü n t e r :  F r a n z  K a f k a s  o f f e n b a r e s  G e h e i m n i s .  M ü n c h e n ,  1 9 8 2 .  S . 11 8 .   
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い なけ れ ば なら な い よ うな も の であ る 。 こ れは グ レ ーゴ ル が 閉 じ込 め ら

れ た部 屋 や 、断 食 芸 人 の檻 と 同 じ領 域 を 示 して い る。グ レ ー ゴ ル の 場 合、

監 禁状 態 に ある と は い え 、「あ ら ゆ る方 向 に 向か っ て 邪魔 さ れ ず に這 い 回

れ る ｣（ E 80）空 間 は 残 され て い たが 、ロ ー ト ペ ー タ ーに と っ て は 、人間

世 界へ 飛 び 込む こ と が 絶対 条 件 とな る 。 要 する に 、 グレ ー ゴ ル の独 房 と

化 した 部 屋 が極 限 に ま で縮 小 化 され 、 身 動 き一 つ で きな い の が 猿の 置 か

れ た状 況 で ある 。  

 

わ た し は 生 ま れ て は じ め て 、 出 口 な し の 状 況 に 陥 っ た の で す 。 (...)

こ れ ま で は い く ら で も 出 口 が あ っ た の に 、 い ま は 一 つ も な い 。 (...)

わ たし に は 出口 が な か った 。 し かし ど う あ って も 、 出口 を つ く る必 要

が あ っ た 。 出 口 な し で は 、 わ た し は 生 き る こ と が で き な い か ら で す

( . . . I c h  ha t t e  ke in en  A us we g ,  muß t e  mi r  i hn  ab e r  ve r s ch a f f en ,  den n  ohn e  

ih n  kon n te  i ch  n i ch t  l ebe n )。 (E 1 50 )  

 

檻 のな か で 閉塞 状 態 に ある ロ ー トペ ー タ ー には 、 自 らの 猿 猴 的 根源 へ

の 帰還 の 可 能性 は 完 全 に閉 ざ さ れて い る 。そこ で 彼 は生 き 延 び るた め に 、

猿 であ る こ とを 断 念 し、「 人 間出 口 (M en s che na us we g )」 (E 154 )を 見出 す と

い う考 え に 到達 す る 。檻か ら 逃 れ出 る た め に人 間 の 行動 を 模 倣 する 猿 と、

檻 のな か で 餓死 の 危 険 を孕 み な がら も 断 食 を続 け る 芸人 と は 、 方向 性 は

逆 であ る が、そ れら の 行為 の 原 点は 同 じ で ある 。双 方 と も 、「 自 己の な か

に 破壊 し が たい 何 も の かが 存 在 する こ と を 、絶 え ず 確信 し て い なけ れ ば

生 きて い け ない (D e r  Men sc h  k ann  n ich t  l e ben  ohn e  e i n  da ue rn d es  Ve r t r aue n  

zu  e t wa s  U n ze r s tö rb a re m i n  s i c h )」 (H 6 7 )と い う 共 通 認 識 に 基 づ い て い る 。 

こ こで ロ ー トペ ー タ ー は、自 分 が 求 めた の は 、「 あ らゆ る 方 向 に向 か っ て

開 か れ て い る あ の 偉 大 な る 自 由 な 感 情 (d i e s e s  g r oß e  G e füh l  de r  Fr e ih e i t  

nac h  a l l en  S e i t en )」 ( E 150 )では な い と断 り 、 意 識 的 に「 出 口 」 と 「 自 由 」

と いう 概 念 を区 別 し て いる 。  

 

わ たし は あ えて 、 自 由 とは 申 し ませ ん 。 わ たし が い わん と し て いる の

は 、い か な る意 味 で も 、自 由 の この 偉 大 な る感 情 で はな い の で す。 猿

で あっ た こ ろは 、 わ た し は そ れ をひ ょ っ と した ら 知 って い た の かも し
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れ ませ ん 。 そし て 、 自 由に 憧 れ てい る 人 間 たち と も 何人 か 知 り 合い に

な りま し た 。 し か し 、 わた し 自 身に 関 し て いう な ら ば 、 昔 も い まも 自

由 など 求 め ては お り ま せん 。 ち なみ に 、 自 由に つ い て人 間 は あ まり に

も 頻繁 に 考 え違 い を し てお り ま す。 自 由 が 最も 高 貴 な感 情 に 数 えら れ

る のと 同 様 に、 自 由 に 関す る 錯 覚も 最 も 高 貴 な 感 情 にさ れ て し まう の

で す。 (E 1 50 )  

 

檻 のな か に 閉じ 込 め ら れた 猿 は 、周 囲 を 自 由に 動 き 回る 船 員 た ちの 姿

を 観察 し て、「 い つ も 同じ 顔、同 じ 動き で、そ れは ま る でひ と り の 人 間 で

あ るか の よ うに 、 わ た しに は 思 えた の で す 。 み な が いつ も 同 じ 顔を し 、

同 じ動 き を して い る 。こ ん な ふう に し て 、こ の人 間 も しく は 人 間 たち は 、

何 に も 煩 わ さ れ ず に 歩 い て い る の で し た 」 (E 151 )と 感 想 を 漏 ら す 。 こ れ

は 主体 的 意 志を 失 い 、 機能 化 さ れた 存 在 と 化し た 人 間 に 対 す る 辛辣 な 風

刺 であ る 。  

フ ロイ ト は 、 人 間 が 出 生以 前 の 黄金 時 代 に おけ る 幸 福に 憧 れ て いる こ

と を指 摘 し たが 、 人 間 はそ れ と は別 の 意 味 で、 自 分 をと り ま い て い る 即

自 存在 へ の 奇妙 な ノ ス タル ジ ー をも っ て い る。 こ の ひそ か な 自 己欺 瞞 に

よ る願 望 は 、こ と さ ら 自己 の 自 由に 眼 を 覆 い 、 既 成 の価 値 体 系 に自 己 を

従 わせ る こ とに よ っ て 達成 さ れ る。 大 き な メカ ニ ズ ムの 一 部 品 とし て 、

自 己を 他 有 化 さ れ た ま まに ま か せる と き 、 われ わ れ は自 由 の 重 荷を 感 じ

な いで 済 ま す こ と が で きる 。 つ まり 、 自 由 でな い 状 態の ほ う が むし ろ 安

易 であ り 、 事物 存 在 と 同類 で あ るほ う が 気 楽な の で ある 。 ¹⁶こ うし た 本

来 の自 由 を 棄て 去 る こ とに よ っ て、 不 安 や 恐れ か ら 逃れ よ う と する 傾 向

を 、カ フ カ は自 己 欺 瞞 と見 な す ので あ る 。  

ロ ー ト ペ ー タ ー は 、 も し 自 分 が 「 自 由 の 信 奉 者 」 (E 15 2)で あ れ ば 、 人

間 の濁 っ た 眼差 し に 現 れる 出 口 より も 、 檻 から の 脱 出を 選 ん だ であ ろ う

と 報告 し て いる 。 だ が 、そ の 結 末は 再 び 捕 えら れ て 、以 前 よ り もっ と 酷

い 檻に 入 れ られ る か 、 大海 原 に 呑み 込 ま れ て海 の 藻 屑と 消 え 去 る か で あ

る 。こ こ で は何 一 つ ポ ジテ ィ ヴ な要 素 は 存 在せ ず 、 消滅 の 道 を 辿る 行 為  

                                                                                          

1 6  V g l .  F r o m m ,  E r i c h :  D i e  F u r c h t  v o r  d e r  F r e i h e i t .  F r a n k f u r t  a . M . ,  E u r o p ä i s c h e  Ve r l a g s a n s t a l t ,  

1 9 8 0 .   フ ロ ム 、 エ ー リ ッ ヒ （ 日 高 六 郎 訳 ）：『 自 由 か ら の 逃 走 』、 東 京 創 元 社 、 1 9 9 3 年 。  
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に ほか な ら ない 。 猿 に とっ て は 、た と え 人 間世 界 が 虚偽 性 の う え に 構 築

さ れた も の で あ ろ う と も、生 き 残る た め に は「 人 間 出口 」を 見 出す 以 外 、

選 択の 余 地 はな か っ た ので あ る 。  

 

わ たし が 求 めた の は 、 自由 で は あ り ま せ ん 。だ だ の 出口 で す 。 右で あ

れ 、左 で あ れ、 ど ち ら に向 か っ てで あ れ 。 わた し は 他の 要 求 は いた し

ま せん で し た。 た と え 出口 が 錯 覚で あ る に せよ 、 要 求が 小 さ い ので す

か ら、錯 覚 もそ れ よ り 大き い と いう こ と は ない で し ょう 。前 進 、前 進 、

腕 を高 く 上 げ、 板 塀 に 押し つ け られ て 立 ち 止ま っ て いる の だ け はご め

ん です 。 (E 1 50 )  

 

ロ ート ペ ー ター は 、 自 由な ど と いう も の が 存在 し な いこ と は 知 って い る

が、「 煩わ さ れ ず に 」 歩き ま わ る 人 間 の ほ うは 、 自 由な る も の が存 在 し、

そ れが 可 能 であ る か の よう に 錯 覚し て い る 。そ れ ゆ え 、 人 間 の 陥っ て い

る 錯覚 の ほ う が 大 き い と彼 は 断 言す る の で ある 。  

ハ ンブ ル ク に着 く と 、 猿は 動 物 園か 演 芸 場 を 選 ば な けれ ば な ら なか っ

た 。動 物 園 は別 の 檻 に すぎ な い ので 、 演 芸 場を 選 択 し 、 し ゃ に むに 訓 練

に 励ん だ 。 猿が は じ め にし た の は、 お 互 い に握 手 し 、唾 を か け あう こ と

で あっ た 。 そし て パ イ プを ふ か し、 シ ュ ナ ップ ス を 飲む 訓 練 を した 。 彼

に 渡さ れ た 瓶は 空 で 、 ただ 匂 い だけ が 満 ち てい る に すぎ な か っ たが 、 中

身 を飲 む よ うな 動 作 を し、 一 気 飲み の あ と に船 員 が 無意 識 に お こな う 、

腹 を撫 で て ニヤ ッ と す るこ と ま で模 倣 し て 見せ た 。 ある 晩 、 猿 は シ ュ ナ

ッ プス の 瓶 をつ か み 、 酒豪 の よ うな 身 振 り で飲 み ほ し ¹⁷、 そ れ を投 げ 捨

て た瞬 間 に 人間 の 言 葉 が飛 び 出 した 。  

                                                                                          

1 7  1 9 1 2 年 1 1 月 7 日 付 け の フ ェ リ ス 宛 て の 手 紙 に 、「 も ち ろ ん 私 は 煙 草 も 吸 わ ず 、 酒 も コ ー ヒ ー も

紅 茶 も 飲 み ま せ ん 」 と あ る よ う に 、 カ フ カ 自 身 は 酒 を 飲 む こ と は ほ と ん ど な か っ た 。 た だ 、 ド ー

ラ ・ デ ィ ア マ ン ト と ベ ル リ ン で 暮 ら し た 最 晩 年 に は 、 酒 を 飲 む よ う に な っ た 。 カ フ カ の 両 親 に 宛

て た ド ー ラ の 葉 書 で は 、つ ぎ の よ う に 述 べ ら れ て い る 。「フ ラ ン ツ は 熱 烈 な 愛 飲 家 に な り ま し た 。

食 事 の と き は ほ と ん ど 欠 か さ ず 、 ビ ー ル か ワ イ ン を 飲 み ま す 。 も ち ろ ん 、 あ ま り 大 量 に 飲 む と い

う こ と は あ り ま せ ん 。週 に 一 本 ト カ イ・ワ イ ン 、あ る い は 別 の 通 好 み の よ い ワ イ ン を 空 に し ま す 。」

( O 2 1 6 )  
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「 ハロ ー ！ 」と 叫 ん だ ので す 。 突 然 、 人 間 の声 を 発 しま し た 。 この 叫

び によ っ て、わ たし は 人間 共 同 体 ( Me ns c hen ge me i ns cha f t )へ 飛 び込 み ま

し た。 (E 1 53 )  

 

こ の言 語 習 得の 兆 し と して の 第 一声 こ そ 、 原初 的 な 猿で あ っ た 過去 と の

あ いだ に 境 界線 が 引 か れた 瞬 間 でも あ る 。猿 は 執拗 な 努 力を 重 ねて 、「 平

均 的 な ヨ ー ロ ッ パ 人 の 教 養 」 (E 15 4)を 習 得 す る 。 彼 の 腰 の 傷 は 癒 え 、 傷

痕 が残 っ て いる だ け で ある 。 こ の快 癒 し た 傷跡 こ そ 、猿 に と っ ては 人 間

社 会へ の 適 応の 証 で あ る。  

ロ ート ペ ー ター が 、か つて 猿 と して 生 き て いた「 黄 金海 岸 」と は、「 出

口」し か存 在 し ない 人 間世 界 と は対 照 的 に 、「 あ ら ゆる 方 面 に 向か っ て 開

か れて い る あの 偉 大 な る自 由 な 感情 」 の 存 在す る 世 界で あ っ た 。 黄 金 海

岸 にと ど ろ いた 銃 声 に よっ て 、 猿の 無 意 識 は破 ら れ 、意 識 が 覚 醒 す る 。

自 由と は 意 識不 在 の 状 態で あ り 、意 識 の 目 覚め は 、 同時 に 自 由 の喪 失 を

引 き起 こ す ので あ る 。  

 

人 間世 界 の なか で 、 わ たし は よ り心 地 よ く 、よ り 閉 じ込 め ら れ たよ う

に 感じ る よ うに な り ま した 。 わ たし の 過 去 から 吹 き つけ て く る 嵐は 、

次 第に お さ まっ て き て、い ま では 踵 を 冷 や す隙 間 風 でし か あ り ませ ん。

そ の風 は 、 以前 く ぐ り 抜け て き た遠 方 の 穴 から 吹 い てく る の で すが 、

そ の穴 は と ても 小 さ く なっ て し まっ た の で 、か り に そこ ま で 駆 け戻 る

力 と意 欲 が あっ た と し ても 、 そ れを 通 り 抜 けよ う と すれ ば 、 皮 が 剥 が

れ てし ま う こと は 必 定 でし ょ う 。 (E 147 f . )  

 

し かし 他 方 、ロ ー ト ペ ータ ー は 彼の 猿 猴 性 と完 全 に 訣別 し て い るわ け

で はな い 。 深夜 、 宴 会 や学 術 上 の集 会 か ら 帰宅 す る と、 調 教 半 ばの 小 柄

な 雌チ ン パ ンジ ー が 待 って い る 。そ こ で 彼 は 、「 猿の 流 儀 」 ( E 154 )で 、彼

女 と愉 快 な 一時 を 過 ご す。だが 日 中 にな る と 、「 調 教を 受 け つ つあ る 錯 乱

し た 動 物 の 狂 気 」 ( ebd . )が 宿 っ た 彼 女 の 眼 差 し に 耐 え ら れ な い 。 こ れ は

彼 が、 雌 チ ンパ ン ジ ー を見 つ め るこ と に よ り、 か つ ての 自 分 の 起源 で あ

る 猿性 と 対 峙す る こ と を余 儀 な くさ れ る か らで あ る 。こ れ ほ ど 我執 を 断
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念 した ロ ー トペ ー タ ー でさ え 、 カフ カ の 他 の主 人 公 たち と 同 じ く 、 二 つ

に 引き 裂 か れた 世 界 の 境界 域 で 暮ら し て い るの で あ る。  

短 編集 『 田 舎医 者 』 に 着手 す る まで の ほ ぼ 2 年間 は 、 カフ カ の 創作 活

動 は完 全 に 停止 し て い る。 こ の 時期 い か に して 、 カ フカ が 人 間 社会 の 側

で「 出口 」を 見 出そ う とし た か が、「 あ る アカ デ ミ ーへ の 報 告 」で回 想 さ

れ てい る 。ロー ト ペ ー ター の 陥 って い る「 出口 な し 」の状 況 は 、 19 14 年

末 、『 審判 』 の 執 筆 を 中断 し、「 も は や 書 き続 け る こと が で き なく な り、

最 後 の 境 界 線 ま で 来 て し ま っ た 」 (T 27 6)作 者 自 身 の 姿 に 照 応 す る 。 19 15

年 にな る と、日 記 の ど のペ ー ジ を繰 っ て み ても 、必ず と い っ て いい ほ ど 、

書 くこ と に 対す る イ ン スピ レ ー ショ ン の 枯 渇の 嘆 き が 見 ら れ る 。  

 

『 審判 』 を 続け る こ と もほ と ん どで き な い 。 (T 283 )  

書 くこ と の 終わ り 。 (T 2 85 )  

ふ たた び 書 き始 め よ う と試 み た が、 ほ と ん ど 無 駄 だ った 。 (T 287 )  

完 全な 頓 挫 。果 て し の ない 苦 悩 。 (T 287 )  

何 もか も 行 き詰 ま る 。 (T 28 9 )  

無 能、 あ ら ゆる 点 に お いて 、 し かも 完 璧 に 。 (T 289 )  

完 全な 無 関 心 と 無 感 覚 。 水 の 涸 れた 泉 。 (T 2 95 )  

 

当 時カ フ カ は、 も う 一 つの 「 出 口」 と も い える フ ェ リス と の 関 係も 婚

約 解消 に よ り中 断 し 、 まさ に 「 出口 」 の な い八 方 塞 がり の 迷 路 へ追 い 込

ま れる 。『審 判 』の ヨ ーゼ フ・ K は 、あ た かも「 恥 辱 」が 生 き 残っ て い く

か のよ う な 惨め な 死 を 迎え る が 、現 実 の カ フカ は 、 二重 に 根 源 的な 関 係

性 を断 た れ たま ま 生 き 続け る 運 命に あ っ た 。こ の と き再 び 救 済 の試 み と

し て、カ フカ の 心 に 甦 って き た のが フ ェ リ スで あ る。 19 14 年 11 月 3 0 日

の 日記 に は、「 人 界 か ら隔 て ら れた と こ ろ にい る 何 かの 野 獣 の よう に 、首

を ふ た た び 揺 り 動 か し な が ら 、 F（ フ ェ リ ス ） を も う 一 度 手 に 入 れ る 試

み をす る か もし れ な い 」 (T 276 )と 書か れ て いる よ う に、 翌 年 1 月 に は、

二 人は ボ ー デン バ ッ ハ で再 会 し、数 日を と もに 過 ご して い る 。『 判決 』が

フ ェリ ス と の 出 会 い の すぐ あ と に生 ま れ 、『審 判』が 彼 女と の 最 初の 婚 約

決 裂の 直 後 に現 れ た の とは 異 な り、 こ こ で は す べ て が原 理 的 に 体験 し 尽

く され て お り、 何 一 つ 新た な も のは 生 ま れ なか っ た 。  
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1916 年 7 月 に は、フ ェ リス と 一 緒に マ リ ー エン バ ー トで 休 暇 を 過ご し、

結 婚の 約 束 をす る 。 カ フカ は 結 婚に 向 け て 、軍 人 に なる こ と を 実行 に 移

そ うと す る。1916 年 の 日記 に は 、「ぼ く は 兵役 に つ きた い。2 年 間ず っ と

我 慢 し て き た こ の 願 い を 果 た し た い 」 (T 311)と 決 意 を 記 し て い る が 、 こ

の 計画 は 兵 役検 査 に 合 格し な か っ た た め 、 実現 し な かっ た 。 カ フ カ 本 人

は 、つ い に 軍隊 を 体 験 せず に 終 わっ て し ま った が 、 彼の 作 品 に は幸 福 な

思 い出 と し て 現 れ る 。た とえ ば 、『 城 』の 第 2 章 の 冒 頭で 、は じ めて 会 っ

た アル ト ゥ ール と イ ェ レー ミ ア スが 、K に 向か っ て 軍隊 式 の 敬 礼を す る。

彼 は自 分 が 軍隊 に い た ころ の 幸 福だ っ た 時 代の こ と を思 い 出 し て、 つ い

笑 って し ま う。  

フ ェリ ス と 正式 に 婚 約 が交 わ さ れた の は 、 それ か ら 1 年後 で あ るが 、

結 婚は カ フ カに と っ て は 、 作 家 とし て の 自 由の 断 念 でも あ っ た はず で あ

る 。そ れ と 同時 に 、 カ フカ が 一 時的 な も の であ れ 、 生の 回 復 術 とし て 試

み たの が 、「 こ れま で の人 生 の 輪郭 を な ぞ って み る 」 (B 195 f . )こと で あ っ

た 。  

 

ぼ く に は 書 く こ と が で き な く な っ た 。 そ れ で 自 伝 的 調 査 を 計 画 (P la n  

de r  s e lb s tb io g r ap h i s c hen  U n t e r s uch un gen )し てみ た 。 自伝 そ の も ので は

な く、 で き るだ け 小 さ な事 実 の 調査 と 発 見 であ る 。 ぼく は そ れ をも と

に して 、 自 分を 立 て 直 して み た いの だ 。 (H 28 1)  

 

短 編集 『 田 舎医 者 』 も 、こ の 種 の回 顧 的 自 伝の 一 つ に属 す る も ので あ る

と いえ よ う。P.  キ ア リ ーニ は 、カ フ カ が 自 己と 作 品 を同 一 視 し てい る こ

と から 、「 彼は 絶 え 間 な く 一 種 の自 伝 を 、し か も多 層 的 な自 伝 を書 い て い

る 」 ¹⁸と 論 じて い る 。  

 

ⅳ ）「 雑 種 」 と 「 家 長 の 気 が か り 」  

「 雑種 (E in e  Kr e uz un g)」（ 1917 年 4 月） で は、 猫 と 羊の 二 様 の 不安 を  

                                                                 

1 8  C h i a r i n i ,  P a o l o :  F r a n z  K a f k a  u n d  d i e  o b e r e  W u r z e l .  I n ;  F r a n z  K a f k a  u n d  d a s  J u d e n t u m .  

( H r s g .  v o n  K a r l  E r i c h  G r o z i n g e r ,  S t e p h a n e  M o s e s  u n d  H a n s  D i e t e r  Z i m m e r m a n n )  F r a n k f u r t  

a . M . ,  1 9 8 7 .  S . 1 5 2 .   
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心 中に か か えこ ん で い る奇 妙 な 獣が 登 場 す る。「 雑 種」はこ ん な 書き 出 し  

で 始ま っ て いる 。  

 

ぼ くは 、一 匹の 奇 妙 な 動物 を 飼 って い る 。それ は な かば 子 猫 ( Kä t zc hen )  

で 、な か ば 羊 ( La mm)と いう 代 物 であ る 。父 が遺 産 と して の こ し た、親

の 形見 と い うわ け だ が 、そ れ が 成長 し て き たの は 、 よう や く ぼ くの 代

に なっ て か らの こ と で 、以 前 は 子猫 と い う より も 、 はる か に 羊 であ る  

部 分が 多 か った 。 と こ ろが 、 現 在は 、 そ の 双方 が お そら く 同 程 度に な

っ てい る 。 猫か ら は 頭 と爪 を 、 羊か ら は 大 きさ と 格 好を 受 け 継 いで い

る 。両 方 か ら来 て い る もの と い えば 、 落 ち 着き な く 動い て い る 野性 の

眼 と、 や わ らか く 密 生 して い る 毛と 、 跳 ね るよ う で もあ り 這 う よう で

も ある 、 そ の身 の こ な しで あ る 。 (E 302 )  

 

「 頭と 爪 」は「 猫 」の よう に 成 長し て い る もの の、「 大 きさ と 格好 」に よ

っ て保 護 さ れて い る 内 なる 自 然 は、 ま だ ほ とん ど 「 羊」 の ま ま であ る 。

カ フカ は「父 へ の 手 紙」の な かで 、「 父 方 カフ カ 」と「 母方 レ ーヴ ィ 」の

二 つの 遺 伝 的素 質 を 比 較し な が ら、 自 分 を 「 幾 分 カ フカ 的 な 資 質 を そ な

え たレ ー ヴ ィ 家 の 人 間 (E in  Lö w y mi t  e in e m g e w is se n  Ka fka s c hen  Fo nd )」

(H 12 1)と 形 容し て い る 。そ れ も 、カ フ カ 一 族の 「 生 存欲 、 事 業 欲、 征 服  

欲 」( ebd . )に よ っ て で はな く 、レ ー ヴ ィ 家 特有 の 鋭 敏さ に よ っ てう ご めき

は じめ 、「よ り 密 か に 、より 内 気 に 、別 の 方向 に む かっ て 活 動 し 、し ば し

ば 全く 休 息 し てし ま う よう な 人 間 」 ( ebd . )であ る と 特 徴づ け て いる 。「子

猫 ( Kä tz che n )」 と 「 羊 ( La mm)」 を 寓 話 的 に 解釈 す れ ば、「カ フ カ ( Ka f ka )」

と 母方 の 姓 であ る 「 レ ーヴ ィ ( Lö w y)」 と 読 み解 く こ とが で き る 。  

こ うし た 作 者の 心 境 は、「 雑 種 」と 同 時 期 に 書か れ た「家 長 の 気 がか り」

で 描 か れ て い る 「 オ ド ラ デ ク (O d ra dek )」 に お い て 、 結 晶 化 さ れ て い る 。

「 オド ラ デ ク」 と は 、 名前 の 由 来も 分 か ら ない 、 お よそ 生 き 物 とも い え

な いか も し れな い 、 あ る異 形 の 存在 の 名 称 であ る 。  

 

そ れは 一 見 した と こ ろ 、 ひ ら べ った い 、 星 状の 糸 巻 きの よ う な 格好 を

し てい る 。 そし て 事 実 、そ こ に は撚 り 糸 が 巻き つ け てあ る よ う にも み

え る。 も っ とも 、 そ の 撚り 糸 と きた ら あ ち こち 切 れ てい て 、 古 びて い
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て 、た が い に結 び あ わ され て い るも の の 、 他方 で も つれ あ っ て いる 。

さ まざ ま な 種類 と 色 が まじ り あ った 、そ う した 代 物 なの で あ る。(E 1 39 )  

 

こ の特 性 描 写は 、 糸 屑 、髪 の 毛 、食 べ 物 の 残り か す を体 に く っ つけ た ま

ま 、這 い ず りま わ っ て いた 『 変 身』 の グ レ ーゴ ル を 思い 起 こ さ せる 。 こ

の 糸巻 状 の 物体 は、い たっ て 自 由に 運 動 す るこ と が でき 、「 屋 根裏 部 屋 や

階 段 の 吹 き 抜 け 、 廊 下 や 玄 関 に 、 か わ る が わ る 鎮 座 し て 」 (E 139 )い る ば

か りで な く 、不 意 に 人 々の 視 界 から 身 を 隠 して 、 と きに は 数 か 月 も 姿 を

見 せな い こ とも あ る 。 家人 た ち と真 の 人 間 関係 を 結 ぶ意 志 が あ るの か も

定 かで な い 。  

オ ドラ デ ク は 定 住 と 放 浪と の 両 方の 性 格 を もち 、 も し両 者 間 に 見え な

い 狭間 が あ ると す る な ら、 そ こ にの み 起 源 をも つ か もし れ な い よう な 存

在 であ る 。 つま り 、 オ ドラ デ ク は 「 境 界 域 」 ¹⁹に 棲 む、 あ る い は浮 遊 し

て いる な に もの か で あ る。境界 か ら 境界 へ と辿 り な がら 、「 肺 のな い 者 の

立 て る よ う な 声 」 (E 140 )で 話 す 不 思 議 な 存 在 で あ る 。 そ の 朽 ち た 笑 い 声

は 、「 落 ちた 枯 れ 葉 が カサ カ サ 鳴 る よ う に 聴こ え る 」 ( eb d . )と 表現 さ れ て

い る。  

 

ⅴ ）「 兄 弟 殺 し 」  

短 編集『 田 舎 医者 』に 収録 さ れ てい る「 兄 弟 殺 し」（ 19 17 年 初 頭 ）は 、

凶 器の 屠 殺 包丁 、夜 空 に浮 か ぶ 月、鐘の 音、高 みか ら の 観察 者 とい っ た、

『 審判 』 の 最終 章 と 数 多く の 共 通点 が 見 受 けら れ る 。殺 害 者 シ ュマ ー ル

は 、月 の 冴 え渡 っ た 夜 、犠 牲 者 ヴェ ー ゼ が 事務 所 の ある 小 路 か ら 、 自 宅

の ある 小 路 へ曲 が っ て くる は ず の角 に 立 つ 。彼 は 半 ば銃 剣 の よ うで 、 半

ば 調理 用 の 包丁 の よ う な凶 器 を 月光 に か ざ し、 石 畳 で刃 を 研 ぎ 、ヴ ェ ー

ゼ の足 音 に 耳を す ま し てい る 。 年金 生 活 者 パラ ス は 、近 く の 3 階の 窓 か

ら だま っ て すべ て を 見 てい る 。 そし て 、 パ ラス が 住 む建 物 の 斜 め 向 か い

の 家で 、 ヴ ェー ゼ 夫 人 が毛 皮 を ナイ ト ウ ェ アの 上 に 着て 、 窓 を 開き 、 今  

                                                                 

1 9  1 9 2 1 年 1 0 月 2 9 日 の 日 記 で カ フ カ は 、「 孤 独 と 共 同 体 と の あ い だ の 境 界 地 帯 を 、 私 は 極 く 稀 に

し か 踏 み 越 え た こ と は な か っ た 。 私 は 孤 独 そ の も の の な か よ り も 、 そ の 境 界 地 帯 に 移 り 住 ん で

い た の だ 」 ( T 3 4 1 f . )と 語 っ て い る 。  
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日 は普 段 に なく 遅 い 夫 を待 ち わ びて い る 。  

つ いに ヴ ェ ーゼ の 事 務 所の ド ア の鈴 が 、天 高く 街 中 に鳴 り 響 く。『審 判』

の ヨー ゼ フ・ K が 、逮 捕の 朝 に 鳴ら す「 呼 び鈴 」の 音、「 田 舎 医者 」で 深

夜 、け た た まし く 鳴 り 響く 「 呼 び鈴 」 の よ うに 、 ベ ルの 音 は 主 人公 た ち

に は意 識 さ れな い な が ら、 彼 ら の身 に ふ り かか ら ん と す る 異 常 事態 を 予

告 して い る 。 仕 事 を 終 えた ヴ ェ ーゼ は 、 建 物か ら 歩 み出 る 。 夫 人は 鈴 の

音 で安 心 し て 、窓 を 閉 める 。だ が 、シ ュ マ ール は す べて が 凍 て つく な か 、

燃 え立 っ て いる 。 ヴ ェ ーゼ は 曲 がり 角 で 立 ち止 ま り 、紺 と 黄 金 の夜 空 を

見 上げ る が、ふ た た び 歩き 始 め る。「 ヴ ェ ー ゼ！ ユ リ アは 待 ち ぼ うけ だ ！」

(E 1 45 )と シ ュ マー ル は 叫び 、「右 か ら 喉 に 、左 か ら 喉に 、そ し て三 度 目 に

は 腹部 を 深 々 と」 ( e bd . )刺 す。「 殺人 の 喜 び ！他 人 の 流血 に よ る 安堵 と 高

揚 」 ( e bd . )が 、シ ュ マ ール を 満 たす 。彼 が 、なぜ ヴ ェ ーゼ を 殺 さな け れ ば

な らな い の か、 そ の 動 機に つ い ては 全 く 触 れら れ て いな い 。  

こ の時 期 カ フカ は 、 ア ルヒ ミ ス テン ガ ッ セ の部 屋 で 真夜 中 ま で 文学 的

創 造に 勤 し み、 そ れ か ら 自 分 の 家に 帰 る と いう 生 活 を送 っ て い た。 そ し

て 、フ ェ リス と は第 1 次 大戦 が 終 わっ た ら、結 婚 する 約 束 が で きて い た 。  

「 勤勉 な 夜 の労 働 者 (d e r  f l e i ß i ge  N a ch ta r b e i t e r )」( E 14 4 )で あ り 、シ ュ マー

ル から 「 夜 の影 (N ac h t sc ha t t en )」 (E 14 5 )、「 友人 ( Fr e un d )」 ( eb d . )と 呼 ば れ

て いる 被 害 者ヴ ェ ー ゼ が仕 事 を 終え 、 夜 の 街中 を 事 務所 か ら 自 宅へ と 歩

む 姿に は 、 当時 の 作 者 自身 の 影 が反 映 さ れ てい る 。 殺害 者 と 被 害者 の 間

柄 につ い て は、 題 名 に よっ て 「 兄弟 」 と 示 され て い るよ う に 、 両者 は カ

フ カの 分 身 であ り 、 そ の 分 離 さ れた 自 己 の 葛藤 を 、 パラ ス ＝ 作 者が 視 て

い ると い う 構図 で あ る 。 ²⁰カ フ カは 『 流 刑 地に て 』 をは じ め と する 中 期

以 降、 観 察 者た る 人 物 を登 場 さ せ、 二 組 の 対立 関 係 を記 述 す る 作品 を 創

作 する よ う にな る。『流 刑 地に て』で は 観 察者 と 語 り手 は 同 一 人物 で は な

い が、「ジ ャ ッ カル と アラ ビ ア 人」 で は そ れが 同 一 化さ れ る 。  

W. ク ラ フ ト は ヴ ェ ー ゼ が 曲 が り 角 で 立 ち 止 ま っ て 見 上 げ た 夜 空 の

「 金 」の イ メ ージ は 、「 あ る アカ デ ミ ー へ の報 告 」に 出て く る「 わた し は

黄 金海 岸 の 生ま れ で す 」と い う 表現 と ひ そ かに 気 脈 を通 じ て い ると 解 釈  
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し てい る 。²¹1911 年 11 月 2 日 の日 記 に は 、「 今 朝、久 し ぶ りに ま た、ぼ

く の心 臓 を 抉る ナ イ フ を思 い 浮 かべ て 楽 し んだ 」(T 87 )とい う 記 述が 見 ら

れ 、身 体 を 切り 裂 く 「 ナイ フ 」 のイ メ ー ジ が 、 自 虐 的な 色 調 を 帯び て 語

ら れ てい る 。 K.  フ ィ ン ガー フ ー ト は 、「 刀 」や 「 屠 殺 包 丁 」 は 「突 進 」

や 「狩 り 」 とと も に 、 カフ カ の テク ス ト 群 全体 に お いて は 、 一 つの 大 き

な 形象 の 場 、つ ま り 「 書く 」 欲 求を 表 す 一 連 の 形 象 スペ ク ト ル を構 成 し

て いる と 分 析し て い る が ²²、カフ カ は「 兄 弟殺 し 」で は、『 判 決 』や『 審

判 』と は 対 照的 に、「 書く こ と 」の 側 を 殺 して い る 。  

短 編集『 田 舎医 者 』の 最初 に 置 かれ て い る「新 し い 弁護 士 」（ 1 917 年 2

月 ）で も 、 自由 （ 書 く こと ） の 諦念 が テ ー マと な っ てい る 。 新 参の 弁 護

士 ブツ ェ フ ァロ ス は 、 かつ て マ ケド ニ ア の アレ ク サ ンド ロ ス 大 王の 軍 馬

で あっ た が 、外 見 か ら は軍 馬 で あっ た 過 去 を思 い 起 こさ せ る と ころ は ほ

と んど 見 ら れな い 。 だ が、 彼 が 脚を 高 く 上 げ、 ま る で蹄 鉄 が 打 って あ る

か のよ う に かつ か つ 鳴 ら し な が ら、 裁 判 所 の正 面 階 段を 登 っ て いく と 、

鈍 感な 廷 吏 でさ え も が いっ ぱ し の競 馬 通 の 目で 、 驚 嘆し な が ら 、こ の 弁

護 士を 眺 め てい る 。 当 時か ら し て、 イ ン ド の門 は 到 達不 可 能 だ った が 、

そ の 方 向 は 「 大 王 の 剣 」 (E 12 3)に よ っ て 示 さ れ て い た 。 い ま で は 門 は 、

ど こか 別 の より 遠 く 、 より 高 い とこ ろ へ 移 され て お り、 そ の 方 向を 指 し

示 す者 は 誰 一人 い な い 。剣 は た だ振 り ま わ され る だ けで あ り 、 それ に 従

お うと す る 者は う ろ た える ば か り で あ る 。彼 は、「 騎 士 腿に 脇 腹 を締 め つ

け ら れ る こ と な く 、 自 由 に 」 (E 12 4)、 狭 い 書 斎 に 閉 じ こ も っ て 読 書 に ふ

け る。  

こ の「 自 由 」 と は 、 ア レク サ ン ドロ ス の 時 代に 「 大 王の 剣」（『 火 夫』

で 自由 の 女 神が 振 り か ざし た 「 剣」 を 連 想 させ る ） によ っ て 示 され て い  

た、イ ンド の 門 に向 か って ま っ しぐ ら に 突 き進 む 自 由と は 異 な る。「 も は

や アレ ク サ ンド ロ ス の 時代 で は ない の だ か ら、 過 去 の自 由 な 時 代へ の 郷  

愁 など は 振 り払 っ て 、 この 社 会 で自 分 に 割 り当 て ら れた 弁 護 士 とし て の

仕 事に 集 中 して 生 き て いく し か ない 」 (E 124 )と、 諦 め でも っ て 終わ る 。  

軍 馬か ら 人 間の 弁 護 士 へと 変 身 し、 分 厚 い 法律 書 に 没頭 す る ブ ケフ ァ ロ  
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ス 博士 の 姿 には 、 当 時 、 労 働 者 災害 保 険 局 で法 律 の 実務 に 従 事 する ほ か

な かっ た カ フカ （ 法 学 博士 ） の 影が 見 え 隠 れす る 。 ²³「 新 し い 弁護 士 」

が 軍馬 （ ＝ 「田 舎 医 者 」の 馬 ） であ っ た と いう 前 提 から 始 ま り 、最 後 は

自 由の 諦 念 （＝ 「 あ る アカ デ ミ ーへ の 報 告 」の 猿 ） とと も に 結 ばれ る こ

の 短い 散 文 は、 い わ ば 短編 集 『 田舎 医 者 』 のプ ロ ロ ーグ と し て 、巻 頭 を

飾 って い る とい え よ う 。  

 

ⅵ ） 自 己 弁 護 と い う 名 の 傷  

カ フカ は「 田舎 医 者 」の少 年 に、「 み ご と な傷 を も って 、ぼ く はこ の 世

に 生 ま れ て き た 。 そ れ が た だ 一 つ の ぼ く の 授 か り も の だ っ た 」 (E 128 )と

語 らせ て い る。この 傷 は 、『 変 身』で グレ ー ゴル が 父 親の 投 げ た 林檎 に よ

っ て受 け る 傷と 同 質 の もの で あ る。 カ フ カ がこ の 傷 をは っ き り と認 識 す

る のは 、 1 912 年 の 『 判決 』 が 書か れ た 夜 のこ と で ある 。  

 

あ の物 語 で はど の 文 章 も、 ど の 言葉 も 、 ど の  —  そ う いっ て よ けれ ば  

—  音 楽 も「 不 安 」と 結 びつ い て いま す 。あ の時 の 長 い夜 に 、は じめ て

傷 がぽ っ か りと 口 を 開 けた の で す。 (M 23 5)  

 

こ の傷 と は 、確 固 た る 生の 拠 り 所を 奪 わ れ 、決 し て 自己 確 証 さ れ得 な い  

と いう カ フ カの 存 在 の 「不 安 」 を象 徴 的 に 示し て い る。 そ の 「 不安 」 と

は カフ カ の 場合 、 罪 悪 感か ら き た明 瞭 な も ので は な く、 得 体 の 知れ な い

も ので あ る がゆ え に 、 反省 的 に 対象 化 で き る次 元 の もの で は な い。 彼 が

実 在性 を 感 じる た め に は、 自 己 同一 性 が 回 復さ れ な けれ ば な ら ない が 、

同 一性 を も つこ と 自 体 が不 可 能 なの で あ る 。 19 10 年 の 日記 に は、「 ぼ く

の 心に 浮 か んで く る す べて も の が、 自 分 の 根底 か ら では な く 、 どこ か せ

い ぜい 中 程 のと こ ろ か ら浮 か ん でく る 」 (T 11 )と 書き 込 ま れ て いる 。「 あ  

る 戦い の 記 録 」の「 祈 る人 と の 対話 」で も 、「 これ ま で 私は 、自分 が 生 き

て い る の だ と 確 信 し た 時 期 な ど 一 度 も な い の で す 」 (E 1 89 )と い う 記 述 が

見 られ る よ うに 、 カ フ カは 日 常 的 現 実 に 対 する 自 己 の極 め て 不 安定 で 脆  
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弱 な基 盤 と いう も の を 強く 意 識 して い た 。 彼に と っ て「 書 く こ と」 は 、

こ うし た 生 きる 能 力 の 欠如  ―  自 己 と 外 界 から の 乖 離感  ―  に 対 す る 代

償 行為 で あ った 。 こ の こと は 檻 の中 で 飢 え るし か な い『 断 食 芸 人』 の 主

人 公が 、 臨 終の 際 に 漏 らす 告 白 が証 明 し て いる 。  

 

わ たし は い つで も あ ん た方 が 、 わた し の 断 食に 感 心 する こ と を 望ん で

い まし た 。 (...) と こ ろが 、 あ んた 方 は 感 心し て は いけ な か っ たの で

す 。(...)わた し は 断 食す る ほ かな い か ら した の で あっ て 、他 にど う し

よ うも な か った の で す 。 (...) わた し は 自 分の 口 に 合う 食 物 を 見つ け

る こと が で きな か っ た ので す 。も し そ の よ うな も の を見 つ け て いた ら、

き っと 世 間 を騒 が せ た りし な い で、 あ ん た 方や 他 の みん な と 同 じよ う

に 、 た ら ふ く食 っ て 暮 らし て い たこ と で し ょう 。 (E 1 71 )  

 

断 食芸 人 が 食を 断 っ た のは 、 彼 がこ の 世 で 美味 し い と思 う 食 物 を見 つ け

ら れな か っ たか ら で あ り、特別 な 能 力 に よ る も の で はな い。H .  ポ リ ツ ァ

ー が、「彼 の 芸 は 注 目 に値 す る もの で は な い。 そ れ は自 明 の こ とで あ る。

(...)断食 芸 人 の芸 は 食べ な い こと に あ り 、否 定 の 遂行 で あ る 。 (...)彼

の 芸は 欠 如 に由 来 し て いる 」 ²⁴と述 べ て い るよ う に 、 断 食 と は 人に 称 賛

さ れる べ き 才能 で は な く、 む し ろ社 会 に 適 応で き な い欠 陥 か ら 生じ た も

の であ る 。  

「 父へ の 手 紙」のな か で、「 ぼ く は書 く こ とに よ っ て、また そ れと 関 連

し た事 柄 に 没頭 す る こ とに よ っ て、 さ さ や かな 自 立 と逃 避 の 試 みを 重 ね

て きま し た」 (H 1 59 )と、カ フカ は 告 白し て いる 。彼 は 、「 毎 日 少な く と も

一 行 は 自 分 に 向 け る 」 (T 11 )こ と を 誓 っ て お り 、「 祈 り の 形 式 と し て の 書

く こ と 」 (H 2 52 )は 、 父 親 の 君 臨 す る 現 実 の 世 界 と は 異 質 の 、 独 立 し た 世

界 とし て 、 生き 残 る た めの 一 種 の逃 げ 道 の 役割 を 果 たし て い た 。同 時 に

ま た、「ぼ く が あな た と結 ん で いる 特 殊 な 不幸 関 係 にあ っ て 自 立し た い  

と 思う な ら 、で き る だ けあ な た とは 関 係 の ない こ と をし な け れ ばな り ま

せ ん」 (H 15 8 )と 断 言 し てい る よ うに 、「 書 くこ と」は カ フカ に とっ て、父  

親 の勢 力 圏 から 脱 し た 、い わ ば 自由 の 息 吹 く世 界 で あっ た 。  
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カ フカ の 自 己存 在 の 無 根拠 性 と もい う べ き 傷は 、 フ ェリ ス と 知 り合 う

こ とで 、 一 層鮮 明 な も のと な っ た。 彼 は ほ とん ど 毎 日、 彼 女 に 宛て て 手

紙 を書 い た 。そ し て 、 書簡 を 交 わす こ と が 創作 活 動 の推 進 力 に もな る 。

文 通と は カ フカ の 場 合 、モ ノ ロ ー グ 的 な 日 記に 宿 る 以上 に 対 話 的機 能 を

帯 びた も の であ り 、 彼 女 と の 往 復書 簡 は そ れ自 体 会 話の 役 割 を 担っ て い

た とい え る 。カ フ カ は 、「 この 文 通 は そ れ を越 え て 現実 に 辿 り 着く よ う、

ほ とん ど い つも ぼ く は 憧れ て い るの で す が 、ぼ く の 惨め さ に 相 応す る 唯

一 の 交 際 な の で す 」 ( F3 04 )と 述 べ て い る よ う に 、 彼 に は フ ェ リ ス と の 距

離 を縮 め る こと で 、 よ り人 間 的 な交 流 へ と 変容 さ せ たい と い う 欲求 も あ

る が 、 結 局 のと こ ろ 、 彼女 と 親 密に し て い られ る の は 、 手 紙 や 写真 の な

か だ け な の であ る 。 50 0 通 以 上 に及 ぶ 書 簡 のう ち 、 約半 数 が 彼 女と の 最

初 の出 会 い から 、 7 か 月後 に よ うや く 再 会 する ま で の時 期 に 書 かれ て い

る 。G.ノ イ マン は、「 肉 体間 の 分 離の 保 全 が 、唯 一 の 目的 で あ る 言葉 の 形

式 」 ²⁵と 呼 んで い る 。  

カ フカ は 1 915 年 1 月 にフ ェ リ スと と も に 過ご し た あと 、「 ツ ック マ ン

テ ルや リ ー ヴァ で の よ うな 愛 し い女 性 と の 甘美 な 関 係を 、 私 は 手紙 の な

か での ほ か は F に 感 じ たこ と は なか っ た 」 (T 28 6 )と 書 いて い る 。 彼 は ま

た 、写 真 の なか で フ ェ リ ス と 眼 差し を か わ す こ と を 欲し て お り 、そ の な

か に彼 女 が 永遠 に と ど まっ て い るの な ら 、 ひた す ら 美し く も あ るが 、 本

物 のフ ェ リ スと 交 わ る こと は 苦 しみ に ほ か なら な い ので あ る 。 この 空 間

的 距離 （ プ ラハ と ベ ル リン ） を はさ ん だ 肉 体不 在 の 交流 こ そ が 、彼 に は

唯 一、 他 者 との 意 思 疎 通を 図 る 手 段 で あ り 、フ ェ リ スは い わ ば カフ カ の

た めの 憐 れ むべ き 「 殉 教者 」 (B 11 5)に 過 ぎ なか っ た とい え る 。  

 

ぼ くの 想 像 する と こ ろ では 、 彼 女は 何 よ り もぼ く の せい で 、 極 度の 不  

幸 を背 負 っ てい る 。(...)彼女 は 罪 もな い のに 、過 酷 すぎ る 拷 問刑 を 宣

告 され た 囚 人だ 。 ぼ く が不 正 を 働い た た め に、 彼 女 は拷 問 に か けら れ  

て いる の だ 。そ の う え 、ぼ く は 拷問 具 の 役 まで 務 め てい る 。 (T 3 31 )  
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さ らに「 ミ レナ へ の 手 紙 」に は、「 ほ と んど 5 年 と いう も の 、わた し は

彼 女 に 斬 り つ け て ば か り い ま し た 」 ( M3 0)と あ る 。 こ れ は 「 田 舎 医 者 」

で は、 豚 小 屋か ら 二 頭 の馬 と と もに 現 れ る 野獣 の よ うな 馬 丁 が 、女 中 の

ロ ーザ に 縋 りつ き 、頬 に傷 を 負 わせ る 行 為 とし て 表 象さ れ て い る。『 審 判』

で も、ビ ュ ルス ト ナ ー 嬢 ( F.B )への K の 攻 撃的 な 獣 性を 帯 び た 行動 が 描 か

れ てい る 。 1 91 7 年 に カフ カ が 、「 田 舎 医 者 」 を 中 心に 計 画 し た短 編 集 の

重 要な テ ー マ の 一 つ が「責 任 (Ve r an t wo r tu ng )」²⁶で あり 、彼 に よ って「 最

後 の 血 の 一 滴 ま で 責 め 苛 ま れ た 」 ( F26 6 )フ ェ リ ス に 対 し て 、 責 任 や 義 務

を 回避 し て いる と い う 自己 呵 責 の想 い が 内 包さ れ て いる の で あ る 。  

1917 年 7 月 に は 、フ ェ リス と の 二度 目 の 婚 約が 結 ば れた が 、こ れは す

ぐ さま 彼 の 内部 に 結 婚 に叛 逆 す る意 志 を 呼 び醒 ま し 、頭 痛 や 不 眠に 悩 ま

さ れる こ と にな る 。「 田舎 医 者 」を 書 い た 半年 後 の 8 月 13 日 未明 に 、 最

初 の喀 血 に みま わ れ る 。そ の 時 の病 名 は 肺 尖カ タ ル で 、 結 核 の 恐れ あ り

と いう 診 断 であ っ た 。カ フカ の 身 体は 、「 共 同体 」—  フェ リ ス は その「 代

表 者 」 (O 4 0 )  —  と 「 孤 独 （ 書 く こ と ）」 と の 対 立 を 解 消 す る こ と が で き

ず 、引 き 裂 かれ た の で ある 。 同年 9 月 5 日 、ブ ロ ー トと ヴ ェ ル チュ 宛 て

て 、「 ぼ く は こ う な る こ と を 予 見 し て い た 。 君 は <田 舎 医 者 >の な か の 血

ま み れ の 傷 を 憶 え て い る だ ろ う ？ 」 (B 16 0)と 書 い て お り 、 カ フ カ が 「 田

舎 医者 」 の 少年 の 薔 薇 色（ ロ ー ザ） の 傷 を 、彼 自 身 の肺 結 核 の 予感 と し

て 捉え て い るこ と が 窺 える 。 さ らに 同 年 9 月中 旬 、 ブロ ー ト への 手 紙 の

な かで 、 カ フカ は こ う 独白 す る 。  

 

よ くこ ん な ふう に 思 え るこ と が ある 。 脳 と 肺は 、 ぼ くの 知 ら な いう ち

に 了解 し 合 って い た 。脳 が <もう こ れ 以 上 やっ て い けな い >と いい 、そ

し て 5 年 後 に肺 が 手 助 けす る こ とを 同 意 し たの だ 。 (B 16 1)  

 

ブ ロー ト も 当時 、「 カ フカ は 自 分の 病 気 が 心理 的 な もの で あ る とい う。 

い わば 結 婚 から の 救 い 。彼 は 自分 の 病 気 を 決定 的 な 敗北 と 呼 ぶ。し か し 、  

                                                                  

2 6  1 9 1 7 年 4 月 2 2 日 、 カ フ カ は M . ブ ー バ ー の 求 め に 応 じ て 、 自 分 の 書 い た 1 2 作 品 を 送 付 し た 。

そ の 際 、 い ず れ 全 体 の 表 題 を 『 責 任 』 と す る 一 冊 の 本 を 出 版 す る 予 定 で あ る と 手 紙 に 書 き 添 え て

い る 。 B e z z e l ,  1 9 7 5 .  S . 1 2 5 .  
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そ れ以 来 、 彼は よ く 眠 るこ と が でき る 。 解 放さ れ た から な の か ？  —  そ  

れ ほど ま で に彼 は 苦 し めら れ て いた と い う の か ！ 」 ²⁷と カ フ カ 自身 が 語

っ た言 葉 を 書き 留 め て いる 。 こ の言 葉 と ほ ぼ同 じ 趣 旨の こ と が 、フ ェ リ

ス 宛て の 手 紙の な か で 述べ ら れ てい る。「頭 痛 はな く な りま し た。あの 早

朝 4 時 の 喀 血以 来 、 以 前よ り も ずっ と よ く 、私 は 眠 るこ と が で きま す 。」

( F7 54 )  

191 7 年 12 月 には 肺 結 核を 理 由 に、 彼 女 と の婚 約 は 最終 的 に 解 消さ れ

る こと に な るの だ が 、フェ リ ス との 耐 え 難 い 結 婚 生 活か ら の 解 放を 願 い、

こ の病 気 を おび き 寄 せ たの は 、 まさ に カ フ カ自 身 の 内な る 欲 求 であ っ た

と いえ よ う 。こ の 肺 の 傷に つ い てカ フ カ は、「 その 炎 症が F（ フェ リ ス ）

で 、 そ の 深 さ が 自 己 弁 護 を 意 味 す る 傷 の 象 徴 」 (T 329 )で あ る と 記 し て い

る 。こ の 言 葉に は 、 確 かに 自 分 は罪 も な い フェ リ ス を、 お よ そ 5 年に 亘

っ て苦 し め たが 、 こ れ は生 ま れ もっ た 致 命 的な 傷 ゆ えに 、 自 分 では ど う

す るこ と も でき な か っ たの で あ り、 カ フ カ 自身 も ま た彼 女 と の 交際 を 通

じ て、「 繰り 返 し 同 じ 傷の 溝 を 抉ら れ た 」(T 3 30 )のだ と い う 自 己弁 明 の想

い が込 め ら れ て い る 。「 田舎 医 者」に 関し て は、カフ カ も 珍し く 満足 感 を

覚 えて い る よう に ²⁸、 彼自 身 の 実生 活 の 記 録的 な 要 素 が 夢 的 隠 喩を 通 し

て 消え 去 り 、ま る で 全 体が 一 編 の詩 の よ う な幻 想 的 な世 界 が 織 りな さ れ

て おり 、 カ フカ の 創 作 上の 新 た な一 段 階 を 示す も の であ る と い えよ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                          

2 7  B r o d ,  1 9 3 7 .  S . 1 9 9 .  

2 8  「 < 田 舎 医 者 > の よ う な 作 品 か ら は 、 一 時 的 な 満 足 感 を 得 る こ と が で き る 。 も っ と も 、 あ の よ う

な も の が ま だ 書 け る と し て だ が （ ほ と ん ど あ り そ う に も な い こ と だ ）。 だ が 幸 福 と は 、 た だ ぼ く

が 世 界 を 純 粋 な も の 、真 実 な も の 、不 変 な も の に 高 め る こ と が で き る と き に の み 、得 ら れ る の だ 」

( T 3 3 3 ) と カ フ カ は 、 1 9 1 7 年 の 日 記 に 記 し て い る 。  
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エ ピ ロ ー グ  

 

短 編集『 田舎 医 者 』の カフ カ の 活発 な 文 学 創作 期 は、 19 17 年 5 月 に終

わ りを 迎 え る 。 肺 結 核 の恐 れ あ りと 診 断 さ れ た カ フ カは 、 北 ボ ヘミ ア ・

チ ュー ラ ウ の妹 オ ッ ト ラ が 営 む 小さ な 農 場 で 、1 918 年 4 月 末 ま で 療 養 す

る 。チ ュ ー ラウ か ら プ ラハ に 戻 り、 労 働 者 災害 保 険 局で の 職 務 に復 帰 す

る が、 文 学 的に は き わ めて 不 活 発に な り 、 作品 ど こ ろか 、 断 片 すら 書 い

て いな い 。  

1920 年 、 ウ ィ ー ン に 住む チ ェ コ人 ジ ャ ー ナリ ス ト で翻 訳 家 の ミレ ナ・

イ ェセ ン ス カ・ポ ラ ッ ク夫 人 と 知り 合 い 、1 921 年 に は肺 結 核 の 療養 で 滞

在 して い た タト ラ 山 地 マト リ ア リの サ ナ ト リウ ム で 、文 学 に 関 心を も っ

て いる ユ ダ ヤ人 医 学 生 ロー ベ ル ト・ク ロ プ シュ ト ッ クと の 親 交 が始 ま る。

翌 年、 結 核 の悪 化 の た め、 保 険 局を 年 金 付 き退 職 と なる 。  

1923 年 7 月 、バ ル ト 海 沿岸 の 海 水浴 場 ミ ュ ーリ ッ ツ を訪 れ た 際 に 、ベ

ル リン の ユ ダヤ 民 族 ホ ーム か ら 、子 ど も た ちを 引 率 して き て い た東 欧 ユ

ダ ヤ人 の 女 性ド ー ラ ・ ディ ア マ ント と 出 会 う。 9 月 にカ フ カ は 住み 慣 れ

た プラ ハ を 去り 、 ベ ル リン 郊 外 のシ ュ テ ー グリ ッ ツ で 、 ド ー ラ と共 同 生

活 を始 め る 。だ が 、 敗 戦後 の 物 資が 乏 し い ドイ ツ の 首都 へ の 移 住は 、 病

弱 なカ フ カ にと っ て 苛 酷す ぎ た 。暖 房 も ま とも に 取 れな い ベ ル リン の 厳

し い冬 は 、彼 の 病 状 に 決定 的 な 悪影 響 を 及 ぼす 。1 924 年 3 月 、容 態 が 急

速 に悪 化 し 、 ブ ロ ー ト に付 き 添 われ て プ ラ ハに 帰 る 。同 年 6 月 3 日 、 あ

と 1 か 月 で満 41 歳 を 迎え る と いう と き 、ウィ ー ン 近郊 の キ ー アリ ン グ の

サ ナト リ ウ ムで 、 ド ー ラと カ フ カに 心 酔 す るク ロ プ シュ ト ッ ク に看 取 ら

れ て息 を ひ き と る 。6 月 11 日 、プ ラハ の シ ュト ラ シ ュ ニ ッ ツ の ユダ ヤ 人

墓 地に 埋 葬 され た 。  

カ フカ の 三 人の 妹 は 、 いず れ も アウ シ ュ ヴ ィッ ツ 強 制収 容 所 で 殺さ れ

た 。も っ と も信 頼 を 寄 せて い た オッ ト ラ は 、ド イ ツ 人と 結 婚 し てお り 、

ユ ダヤ 人 認 定を 免 除 さ れる ケ ー スに あ っ た が、 彼 女 は夫 の 反 対 を押 し 切

っ て離 婚 し 、 姉 た ち と 死を と も にし た 。 ミ レナ は チ ェコ 人 だ っ たが 、 ユ

ダ ヤ人 援 護 活動 を 続 け て 逮 捕 さ れ、 ア ウ シ ュ ヴ ィ ッ ツで 命 を 落 とし た 。

ド ーラ は イ ギリ ス に 逃 れ、 ロ ン ドン で 死 去 。ベ ル リ ンの 彼 女 の 住居 に 残

っ てい た カ フカ の 遺 稿 は 、19 33 年に ゲ シ ュ タポ に よ って 没 収 さ れ た 。同
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年 10 月に は 、カ フ カ の 全作 品 が「 有 害 図 書」の 第 一リ ス ト に 載 せら れ る。

フ ェリ スは 19 36 年 6 月 、自 分 に 宛て ら れ たカ フ カ の書 簡 を 携 えて ア メ リ

カ に移 住 し 、1 953 年 に すべ て の 書簡 を シ ョ ッケ ン に 譲り 渡 し た 。この 書

簡 が E .  へ ラー と J .  ボ ル ンの 手 に よっ て 、『 フェ リ ス への 手 紙』 と し て

纏 めら れ 、 1 967 年 に フィ ッ シ ャー 社 か ら 出版 さ れ た。  

ブ ロー ト は カフ カ の 没 後、 プ ラ ハの 彼 の 部 屋か ら 、 かな り の 数 の原 稿

を 見つ け だ して い る 。 19 39 年亡 命 を 決意 、そ れ に あた り 、「 カ フカ 全 集」

の 版権 を す べて シ ョ ッ ケン の も とへ と 書 き かえ さ せ た。 そ し て 、ナ チ ス

の プラ ハ 侵 攻の ま さ に 前日 、 彼 はト ラ ン ク 一杯 の カ フカ の 遺 稿 を 抱 え て

プ ラハ を 脱 出し 、 パ レ スチ ナ へ と向 か っ た ので あ る 。そ の 後 、 アメ リ カ

へ 渡り 、そこ で シ ョ ッ ケン と 再 会す る 。 1945 年 、ニ ュ ー ヨー ク でシ ョ ッ

ケ ン・ ブ ッ クス が 設 立 され 、 翌 年「 カ フ カ 全集 」 が 出版 さ れ る 。こ の 全

集 は、 ベ ル リン と プ ラ ハで 出 た 最初 の 「 カ フカ 全 集 」の 復 刻 版 であ る 。  

戦 後ド イ ツ で 、 カ フ カ の著 作 が 出版 さ れ る よう に な った の は 、 アメ リ

カ 、イ ギ リ ス 、 そ し て フラ ン ス でカ フ カ の 名が す っ かり 知 れ 渡 って か ら

の こと で あ る。 195 0 年、 よ う やく フ ラ ン クフ ル ト の フ ィ ッ シ ャー 社 が、

「 カフ カ 全 集」 を 出 版 し 始 め 、 1 954 年 ま でに 8 巻 （『審 判』、『 城』、『 日

記』、『 ミ レナ へ の 手 紙』、『 短 編集 』、『 ア メ リカ 』、『田 舎 の 婚 礼 準備 』、『あ

る 戦い の 記 録』）を 刊 行し た 。こ れ ら は W.  ハ ース 編 集 の『 ミ レナ へ の 手

紙 』を 除 い て、 す べ て ブロ ー ト によ っ て 編 集さ れ た もの で あ っ た。 こ の

全 集の 刊 行 が契 機 と な り、 ド イ ツお よ び 世 界中 で 熱 狂的 な カ フ カブ ー ム

が 巻き 起 こ った の で あ る。  
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＜ Zusammenfassung＞  

 

Die  Interpret at ion  zu  den  mit t le ren  Werken  Franz  Ka fkas  

         －  Vom Urte i l  b i s  zur  Landarzt -Sammlung  －  

 

        Se i j i  OKUDA  

 

Das  Jahr  1912  kann  für  Ka fkas  l i t e rar isches  Schaf fen  a ls  

ents cheid ender  Wendepunkt  vers tand en werden .  Im Herbs t  d ieses  

Jahres  en ts tehen  e in ige  E rzählungen ,  darunter  das  Urte i l ,  wen ige  

später  d er  Hei zer  und  d ie  Verwandlung .  Das  Urte i l  w ird  in  der  Nacht  

vom 22 .  zum 23 .  September  in  e inem Zug  n iedergeschr i eben .  Nach  

Kafkas  Au f fassung  i s t  d as  Urte i l  e ine  Urgeschi chte ,  mit  d er  ihm d er  

Durchbruch  zum e igenen  Schre iben  ge lungen  i s t .  Kafka  not i er t  am 

fo l gend en Tag in  se in  Tagebuch :  „Die  fürchter l i che  Ans trengung  und  

Freude ,  wie  i ch  d ie  Geschich te  vor  mi r  entwicke l te ,  wie  i ch  in  e inem 

Gewässer  vorwärtskam.  ( . . . )  Nur  so  kann geschr i eben  wer den ,  nur  in  

e inem so l chen  Zusammenhang ,  mit  s o l cher  vo l l s tändigen  Öf fnung  des  

Le ibes  und  der  See l e . “  

  D ie  Gesch ich te  beginnt  dami t ,  dass  Georg  Bend emann,  e in  junger  

Kaufmann ,  eben  e inen  B rie f  an  se inen  s i ch  in  Russ land  bef ind enden 

Freund  beendet ,  in  dem e r  über  se ine  Ver lobung  schre ibt .  Der  Freund  

hat  s i ch  vor  Jahren  mi t  s e inem For tkommen  zu  Hause  unzu f ieden  

nach  Russ land  ge f lüchtet ,  wo  er  in  E insamkei t  l eb t .  E r  hat  ke ine  

rechte  Verbindung  mi t  se inen  Lands leuten ,  aber  auch  ke inen  

gese l l scha ft l i chen  Verkehr  mit  e inheimischen  Fami l i en ,  verur te i l t  zu  

e inem end gül t igen  Junggese l len tum.  Georg  sucht  den  Vater  in  se inem 

Zimmer  auf ,  um s i ch  mit  ihm d arüber  zu  bera ten ,  ob  er  se ine  

Ver lobung  mit  Fräu le in  Fr i eda  B randenfe ld  nach  Petersburg  melden  

so l l .  

  D ie  B edeutung  d er  Kon f igurat i on  Georg  –  F reund  –  Vater  e r läutert  

Ka fka  se lbs t  wie  f o lg t :  „Der  Freund  i s t  d ie  Verbindung  zwis chen  
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Vater  und  Sohn ,  er  i s t  ihre  größte  Gemeinsamkei t . “  „Der  Freund  i s t  

kaum e ine  wi rkl i che  Person ,  er  i s t  v i e l l e i ch t  eher  das ,  was  dem Vater  

und  Georg  gemeinsam is t .  Die  Geschi chte  i s t  v i e l l e i ch t  e in  Rund gang 

um Vater  und  Sohn,  und  d ie  wechse lnde  Ges ta l t  des  Freundes  i s t  

v ie l l e i cht  d er  p erspekt iv i sche  Wechse l  d er  B ez iehungen  zwischen  

Vater  und  Sohn . “  Im Urte i l  sagt  der  Vater  über  den  Freund  in  

Russ land :  „Woh l  kenne  i ch  de inen  Freund .  E r  wäre  e in  Sohn  nach  

meinem Herzen . “  Und  später :  „ Ich  war  se in  Ver tre ter  h i er  am Ort .  

( . . . )  mi t  d e inem Fre und  habe  i ch  mi ch  herr l i ch  verbu nden . “   

G .  Kurz  s ieht  im Freund  in  Russ land  das  e i gent l i che  Thema.  Er  

bet rachte t  d ie  Kon f i gurat i on  Freund  –  Vater  a ls  e ine  von  Georg  

unterdrückte  Wahrhei t .  Ähnl i ch  s ieh t  es  B .  Nagel .  Der  Freund  i s t  

se iner  Auf fassung  nach  Georgs  a l te r  ego  und  s te l l t  das  verd rängte  

bessere  Se lbs t  des  Helden  dar.  Man  kann d aher  sagen ,  d ass  d er  Vater  

und  der  Freund  für  Georg  e ine  Person  s ind ,  d i e  das  e igent l i che  Ich  

repräsent ie rt .  Ka fka  s te l l t  a l so ,  indem er  d ie  Lebenswei se  des  

Freundes  von  Georg  erzähl t ,  se inen  Lebensweg  a ls  Schr i f t s te l l er  dar :  

das  Al le inse in  a ls  F lucht  aus  d er  Fami l ie  um des  Schre ibens  wi l len ,  

a l s  Fremdhei t  in  d er  Fami l ie ,  a l s  Fo lge  der  Konzentrat ion  d es  Wesens  

auf  Schre iben .  

„Ruß land “ ,  das  im Urte i l  zum Verbannungsort  d es  Freundes  wi rd ,  

i s t  das  Symbol  für  d en  Ort  äußerster  E insamkei t  und  vö l l i gen  

Al le inse ins ,  wie  man aus  der  Tagebuchfas sung des  Stückes  der  

p lötz l i che  Spazi ergang  vom Januar  1912  ersehen  kann :  „ ( . . . )  und  man 

hat  e in  Er lebnis  gehabt ,  das  man  wegen  se iner  für  Europa  äuß ers ten  

Einsamkei t  nur  russ isch  nennen  kann .  Vers tärkt  wird  es  noch ,  wenn  

man  zu  d ieser  späten  A bend zei t  e in en  Freund  aufsucht ,  um 

nachzusehn ,  wie  es  ihm geht . “  Und  in  dem Fragment  E r innerung  an  

d ie  Kald abahn  aus  dem Jahr  1914  he iß t  es  über  „Rußland “ :  „E ine  Ze i t  

meines  Lebens  –  e s  i s t  nun  schon  v ie le  Jahre  her  –  ha t te  i ch  e ine  

Anste l lung  be i  e iner  k le inen  Bahn  i m Inneren  Rußlands .  So  ver lassen  

wie  d or t  b in  i ch  n iemals  gewesen . “   Diese  russ ische  Einsamkei t  
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n immt  Ges ta l t  an  im ru ss is chen  Freund .  

  Der  Freund  in  Russ land  trägt  manche  Züge  d es  os t j idd ischen  

Schausp ie l ers  J iz chak  Löwy,  mit  dem Kafka  damals  eng  be f reun det  

war.  In  e inem Bri e f  an  Fel i ce  Bauer  beschre ib t  Ka fka  d iesen  Löwy in  

ganz  ähnl i chem Ton und  mi t  den  g le i chen  Worten ,  mi t  denen  er  den  

Freund  im Urte i l  charakter is ier t  ha t :  „Heute  habe  i ch  e inen  Bri e f  von  

dem Löwy  bekommen ,  den  i ch  be i l ege ,  d ami t  Du  s i eh st ,  wie  er  

schre ib t .  Se ine  Ad resse  habe  i ch  –  ohne  es  Dir  anzuze igen  –  vo r  

e in iger  Ze i t  ge fund en,  und  i ch  habe  auch  s chon  e in ige  B r ie fe  in  der  

Zwis chenze i t  von  ihm bekommen .  Sie  s ind  a l le  e in förmig  und  vo l l  

Klagen ;  dem armen Menschen  i s t  n i cht  zu  he l f en ;  n un fährt  e r  

immer for t  nutz l os  zwischen  Le ipzig  und  B er l in  h in  und  her.  Se ine  

f rüheren  Bri e fe  waren  ganz  anders ,  v ie l  l ebhaf ter  und  

hof fnungsvol l er,  e s  geht  v ie l le i ch t  wirk l i ch  mi t  ihm zu  Ende .  Du hast  

ihn  für  e inen  Tschechen  gehal ten ,  ne in ,  er  i s t  R usse . “  Di e  

Paral l e l s te l l e  im Urte i l  lau te t :  „Nun betr ieb  er  e in  Geschä ft  i n  

Petersburg ,  das  an f angs  s i ch  sehr  gut  ange lassen  hat te ,  s e i t  langem 

aber  schon  zu  s to cken  s ch i en ,  wie  der  Freund  be i  s e inen  immer  

se l tener  werd enden Besuchen  klagte .  So  arbe i te te  er  s i ch  in  d er  

Fremd e  nutz l os  ab ,  der  f remdart i ge  Vo l lbar t  verdeckte  nur  sch l echt  

das  se i t  d en  Kinder jahren  woh lbekannte  Ges ich t ,  dessen  ge lbe  

Hautfarbe  au f  e ine  s i ch  entwi ckelnde  Krankhe i t  h inzudeuten  sch i en .  

( . . . )  Was  so l l t e  man  e inem so l chen  Manne  schre iben ,  de r  s i ch  o f f enbar  

verrannt  hatte ,  den  man  bedauern ,  dem man  aber  n icht  he l fen  

konnte . “  

  Kafka  e r läuter t  d ie  Bed eutung  der  Braut  Fr ieda  Brandenfe ld  im 

Urte i l  in  se inem Tagebuch  wie  f o lg t :  „Georg  hat  n i ch ts ;  d i e  Braut ,  d ie  

in  der  Geschich te  nur  durch  d ie  B ezi ehung  zum Freund ,  a lso  zum 

Gemeinsamen ,  l eb t ,  und  d ie ,  da  eben  noch  n i ch t  Hochze i t  war,  in  d en  

Blutkre is ,  der  s i ch  um Vater  und  Sohn z i eht ,  n i cht  e in treten  kann ,  

wird  vom Vater  l e i cht  ver tr ieben .  Das  Gemeinsame  i s t  a l l es  um den  

Vater  au fge türmt  ( . . . ) . “  Die  Braut  sagt  zu  Georg :  „Wenn du  so l che  
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Freunde  has t ,  Georg ,  hät test  d u  d ich  überhaup t  n i cht  ver loben  

so l len . “  Frieda  Branden fe ld  sche int  e ine  Ahnung  von  dem 

verschwiegenen  Freund  in  Russ land  zu  haben .  Im Urte i l  s ind  a lso  d er  

Freund ,  der  Vater  und  auß erdem d ie  Braut  Gegen f i guren  zu  Georg .  

  Anläss l i ch  der  Korrekturen  d es  Urte i l s  en tsch lüsse l t  Ka fka  das  

Kryptogramm d es  Textes  im Tagebuch :  „Georg  hat  so  v ie l  B uchstaben  

wie  Franz .  In  B endemann  i s t  <mann>  nur  e ine  für  a l le  noch  

unbekannten  Mögl i chke i t en  der  Gesch ichte  vorgenommene 

Verstärkung  von  <Bende> .  Bende  aber  hat  ebenso  v i e le  Buchstaben  

wie  Ka fka  und  d er  Vokale  e  wiederhol t  s i ch  an  d en  g le i chen  Ste l len  

wie  d er  Vokal  a  in  Ka fka .   Fr i eda  hat  ebensovi e l  Buchs taben  wie  

F (e l i ce )  und  den  g l e i chen  Anfangsbuch staben ,  Brand enfe ld  hat  den  

g le i chen  Anfangsbuchstaben  wie  B ( auer )  und  durch  das  Wort  <F eld > 

auch  in  der  Bedeutung  e ine  gewisse  B ezi ehung .  Vie l l e i ch t  i s t  sogar  

der  Gedanke  an  Ber l in  n ich t  ohne  Einf luß  gewesen  und  d ie  

Er innerung  an  d i e  Mark  B randenburg  hat  v ie l l e i ch t  e ingewirkt . “  Es 

l i eg t  a lso  auf  der  Hand ,  dass  Fe l i ce  Bauer,  mit  der  er  s i ch  in  d en  

nächs ten  fün f  Jahren  zweimal  ver l ob t  und  von  der  er  s i ch  zweimal  

trennt ,  a l s  Model l  für  d i e  F igur  der  Fr ieda  B randen fe ld  d i ente .  Zwei  

Tage  nach  se inem ersten  Br ie f  an  Fel i ce  ge l ingt  ihm der  

Nieders chr i f t  des  Urte i l s .  

  Auf  d i e  Frage ,  ob  Georg  dem Freund  se ine  Ver lobung  mi t te i len  so l l ,  

ste l l t  der  Vater  e ine  Gegenfrage :  „Du  has t  ke inen  Freund  in  

Petersburg .  Du  b is t  immer  e in  Spaßmacher  gewesen  und  has t  d i ch  

auch  mir  gegen über  n ich t  zurückgehal ten .  Wie  so l l t e s t  du  denn 

gerade  dort  e inen  Freund  haben!  Das  kann  i ch  gar  n i ch t  

g lauben . “  Georg  trägt  danach  den  Vater  ins  Bett ,  und  es  ge l ingt  

Georg ,  ihn  zuzudecken .  Aber  a l s  der  Vater  kaum zugedeckt  i s t ,  s te h t  

er  auf recht  im B et t  u nd  bahaupte t ,  d i e  Ver lobung  mit  Fr i eda  

Branden fe ld  schände  das  Andenken  an  d ie  vers torbene  Mutter  und  

se i  Verrat  am Freund .  Der  Spruch  d es  Vaters  beginnt  so :  „Jetz t  weißt  

du a lso ,  was  es  noch  außer  d i r  gab ,  b i sher  wußtes t  du  nur  von  d ir !  E in  
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unschuld iges  Kind  wars t  du  ja  e i gent l i ch ,  aber  noch  e igent l i cher  

warst  du  e in  teu f l i scher  Mensch !  –  Und  darum wisse :  I ch  verur te i le  

d i ch  je tzt  zum Tode  des  E rtr inkens ! “  

  Georg  vo l l s treckt  danach  das  Todesurte i l  d es  Vaters  f r e iwi l l i g ,  

indem er  s i ch  ins  Wasser  s türz t : „Ge org  fühl te  s i ch  aus  dem Zimmer  

ge jagt ( . . . )  Au f  der  Treppe ,  über  deren  Stu fen  e r  wie  über  e ine  sch i e fe  

F läche  e i l te ,  überrumpel te  e r  se ine  B ed iener in ,  d ie  im B egr i f f e  war  

herau fzugehen ,  um d ie  Wohnung  nach  der  Nacht  au fzuräumen .  

»Jesus«  r i e f  s ie  und  verd eck te  mi t  der  Schürze  das  Ges i cht ,  aber  er  

war  schon  davon .  Aus  d em Tor  sp rang  er,  über  d ie  Fahrbahn  zum 

Wasser  tr ieb  es  ihn . “  Georg  tre ib t  es  zum Wasser.  Er  i s t  j e t zt  zwar  

der  Hande lnde  sch l echthin ,  aber  s e in  Handeln  i s t  n i ch t  von  se inem 

Wi l len  und  se inem Ve rs tand  ge l e i t et ,  s ondern  „es “  –  unbes t immbar  –  

t r e ib t  ihn  dazu ;  se in  Handeln  wird  n icht  mehr  durch  ihn  best immt ,  

sondern  l äu ft  nach  e igenen  Gesetzen  ab .  

  Schon  d ie  E ingangsszener ie  des  Urte i l s  ha t  symbol i s che  Bedeutung  

für  d i eses  Geschehen.  Georg  s i t zt  am  Fens ter  in  e inem d er  

le i ch tgebauten  Häuser,  d ie  s i ch  am Fluß  ent langz iehen .  Er  s ieh t  „auf  

den  Fluß ,  d ie  Brücke  und  d i e  Anhöhen am and eren  Ufer  mi t  ihrem 

schwachen Grün “ .  Das  Er tr inken  i s t  e ine  Tod esart ,  d ie  e ine  Rückkehr  

ins  e igent l i che  I ch  symbol i s ier t .  Der  Erzähler  beg innt  d ie  Geschich te  

mit  e iner  Angabe  zur  Ze i t ,  wo  es  „an  e inem Sonntagsvormit tag  im 

schöns ten  Früh jahr “  i s t .  Man  s te l l t  d en  „Sonntagvormi t tag“  a ls  Ze i t  

des  Got tesd iens tes ,  der  Fe ie r  der  A uferstehung  Chr is t i  und  das  

„Früh jahr“  a ls  Erwachen  d es  Lebens  in  d er  Natur  vor.  Ka fka  

best immt  o f fens ich t l i ch  Georg  Bend emann  a ls  d as  soz ia le  und  den  

Freund  in  Russ land  a ls  das  schr i f ts te l le r i sche  Dase in .  Im Urte i l  

ents cheid et  er  s i ch  für  d i e  e i gene  Schr i f t s te l le rexis tenz .  

  

Nach  dem Urte i l  n immt  Kafka  Amer ika  (Der  Vers chol lene )  in  

Angr i f f .  Aber  er  unterbr i ch t  am 17 .  November  1912  d iesen  Romen  und  

beginnt  mi t  der  N ieders chr i f t  der  Verwandlung .  Der  ers te  Satz  der  
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Verwandlung  lau te t :  „A ls  Gregor  Samsa  e ines  Morgens  aus  unruhigen  

Träumen  erwachte ,  fand  er  s i ch  in  se inem Bet t  zu  e inem ungeheueren  

Ungezie fe r  verwand el t . “  Di e  Kä fermetapher  f ind et  s i ch  s chon  in  dem 

frühen  Erzähl f ragment  Hochze i tsvorbere i tungen  au f  d em Land e .  

Raban ,  d er  Held  des  Romans ,  s te l l t  s i ch  vor,  in  e inen  großen  Käfer  

verwandel t  zu  se in ,  der  a l s  se in  e igent l i ches  I ch  im Bett  b l e ib t ,  

während  se in  angek le ide ter  Körper  weggeschi ckt  wird ,  um 

ge fähr l i che  Geschä f ten  zu  e r led igen :  „Und  überd ies  kann  i ch  es  n i cht  

machen ,  wie  i ch  es  immer  a ls  Kind  be i  ge fäh l i chen  Geschä ften  

machte?  I ch  brauche  n ich t  e in mal  s e lbst  aufs  Land  fahren ,  das  i s t  

n i cht  nöt i g .  I ch  s ch icke  meinen  angekle ideten  Körper.  ( . . . )  I ch  habe ,  

wie  i ch  im Bet t  l i ege ,  d ie  Gesta l t  e ines  großen  Käfers ,  e ines  

Hirs chkäfers  od er  e ines  Maikä fers ,  g laube  i ch .  ( . . . )  e r  verbeugt  s i ch ,  

er  geht  f lücht i g  und  a l les  wird  au fs  beste  vo l l führen ,  während  i ch  

ruhe . “  W.  Emr ich  s ieht  in  den  Tiergesta l ten  Kafkas  e inen  p os i t iv  

re ttenden  Sinn .  S i e  repräsent ie ren  d ie  unterbewuss t  t raumhaf te  

Wel t ,  den  Zustand  des  Menschen  vor  se inem Denken ,  e in  Vor -  und  

Frühmenschl i ch es ,  das  im Inneren  se iner  See le  immer  mi t  anwesend  

i s t .  W.  H .  Sokel  d eute t  den  Käfer  a ls  Symbol  des  nackten  oder  re inen  

Ichs .  Die  Verwandlung  funkt ion ier t  in  ihrem p rakt i schen  Resu l tat  

a ls  F lucht  vor  Verantwor tung ,  Arbe i t  und  P f l i cht .   

Der  Ti te l  Die  Verwandlung  s che int  zunä chst  den  Verwandlungs -  

vorgang  se lbs t  zu  meinen .  Von  den  Gründen  erzähl t  d i e  Gesch ich te  

se lbs t  n i ch ts .  D ie  Verwandlung  Gregors  in  den  großen  Käfer  i s t  im 

ers ten  Satz  der  Erzählung  vo l l zogen .  Genauer  gesagt ,  vo l l z i eht  s i ch  

d ie  Verwand lung  bere i ts  vor  d iesem ersten  Satz .  „Das  Insekt  

se lbs t“  schre ibt  Kafka  an  d en  Ver lag  Kurt  Wol f f ,  „kann  n ich t  

geze i chnet  werden .  Es  kann aber  n icht  e inmal  von  der  Ferne  aus  

geze i chnet  werden .  ( . . . )  Wenn  i ch  für  e ine  I l lust ra t ion  se lbs t  

Vorschläge  machen  dürf te ,  würd e  i ch  Szenen  wählen ,  wie :  d ie  E l te rn  

und  d er  Prokuris t  vor  der  gesch lossenen  Tür  oder  noch  besser  d i e  

E l te rn  und  d ie  Schwes ter  im be leuchteten  Z immer,  während  d i e  Tür  



 151 

zum ganz  f insteren  Nebenzimmer  o f fensteht . “  Man kann  a lso  sagen ,  

dass  es  s i ch  in  d er  Erzählung  n i cht  um d i e  Gesta l t  d es  Kä fers  oder  

den  Grund  d er  Verwandlung  hande l t ,  sondern  um d ie  Reakt ion  des  

Helden  nach  der  Verwandlung .  

  Gregor  Samsa ,  e in  Handels re isender,  arbe i te t ,  um se ine  Fami l ie  zu  

ernähren .  Aber  e r  i s t  mi t  se iner  A rbe i t  unzufr ie d en :  „Ach  Gott ,  ( . . . )  

was  für  e inen  ans trengenden  Beruf  habe  i ch  gewähl t !  Tag  aus ,  Tag 

e in  au f  d er  Rei se .  Die  ges chä ft l i chen  Aufregungen  s ind  v ie l  g rößer,  

a l s  im e igent l i chen  Geschäf t  zu  Hause ,  und  außerd em is t  mir  noch  

d iese  P lage  des  R ei sens  au fer leg t ,  d ie  Sorgen  um d ie  Zuganschlüsse ,  

das  unrege lmäßige ,  s ch lech te  Essen ,  e in  immer  wechse lnder,  n i e  

andauernder,  n ie  herz l i ch  werdender  menschl i cher  Verkehr.  Der  

Teufe l  so l l  d as  a l l e s  ho len ! “  

Die  Verwandlung  in  den  Käfer  ermögl i cht  Gregor  e in  Leben ,  be f re i t  

von  der  a l l tägl i chen  A rbei t  und  P f l i cht .  Trotzdem wi l l  e r  se ine  

Geschä ft sre ise  durchfü hren  und  über legt :  „Wie  wäre  es ,  wenn  i ch  

noch  e in  wen ig  wei te rsch l i e fe  und  a l l e  Narrhei ten  

vergäß e , ( . . . ) “  Gregors  Ex is tenz  hat  n i chts  Traumhaf tes  an  s i ch ,  ze i gt  

n i chts  von  e iner  f re i en ,  ins t inkts i cheren  Unmi tte lbarkei t  des  

Empf indens ,  Reagi erens ,  Er l ebens .  E r  s ieh t  d ie  Verwandlung in  d er  

Kä fer  nur  a ls  e in  negat i ves ,  s e ine  Tagesarbe i t  s törendes  Phänomen .   

Sprachl i ch  schon  im ersten  Satz  der  E rzählung  wird  das  Negat ivum 

des  He lden  mi t  zwei  Verneinungen  a ls  „ungeheueres  

Ungezie fe r “  e inge führt .  Die  „unruh igen  Träume(n )“ ,  aus  d enen  er  da  

erwacht ,  b i ld en  d ie  sprachl i che  und  b i ldhaf te  Fo l ie .  Der  Unterschi ed  

zu  Raban ,  dem Held en  in  Hochze i tsvorbere i tungen  au f  d em Lande  i s t ,  

dass  d ies er  d ie  Verwandlung  a ls  e ine  Er fü l lung  ersehnt ,  während  

d iese  Er fü l lung  Gregor  n ie  bewusst  wird .  E r  kann  d i e  Wunschse i te  

der  Verwandlung  n i cht  akzep t ie ren .  

Nachdem das  Geschäf t  d es  Vaters  bankro t t  gemacht  hat ,  arbe i te t  

Gregor  mit  ganz  besonderem Ei fer.  E r  s agt  s i ch :  „Was  für  e in  s t i l l e s  

Leben  d ie  Fami l ie  d och  führ te , ( . . . ) “  Und er  i s t  sehr  s to l z  d arau f ,  dass  
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er  s e inen  El tern  und  se iner  Schwester  e in  so l ches  Leben  in  e iner  s o  

schönen Wohnung  ermögl i chen  kann .  Gregor  denkt ,  dass  e r  durch  

se in  Op fer  d er  Fami l ie  „a l l e  Ruhe“ ,  „a l len  Woh lstand“  und  „a l le  

Zufr iedenhei t “  ermögl i ch t .  Schon  im Laufe  des  ers ten  Tages  se iner  

Verwandlung  legt  d er  Vater  d i e  ganzen  Vermögensverhä l tn isse  d ar.  

Gregor  er fährt ,  d ass  t ro tz  a l l en  Unglücks  von  f rüher  her  e in  ganz  

k le ines ,  aber  imme rhin  doch  vorhandenes  Vermögen exis t i e rt ,  das  d ie  

n i cht  angerührten  Z insen  in  der  Zwischenze i t  e in  wenig  haben  

anwachsen  lassen ,  und  dass  das  Geld ,  das  Gregor  a l lmonat l i ch  nach  

Hause  gebracht  hat ,  n i ch t  vo l l s tändig  au fgebraucht  w urde  und  zu  

e inem k le inen  Kap i ta l  angewachsen  i s t .  Die  f inanzi e l le  Lage  d er  

Fami l i e  i s t  n i ch t  so  s ch l imm,  wie  Gregor  gedacht  hat .   

Aber  für  d i e  Fami l ie  bedeutet  Gregors  Verwandlung  den  Ver lus t  

a l len  Einkommens .  Die  Fami l ienmitgl i eder  müssen  s i ch  von  j e tz t  an  

se lbs t  das  Ge ld  zum Lebe n  verd i enen ,  was  n ich t  l e i ch t  se in  wird .  

Gregor  wi l l  zwar  für  den  Lebensunterhal t  se iner  Fami l ie  s org en ,  aber  

er  kann  n i ch t :  „Nun  war  aber  d er  Vater  e in  zwar  gesunder,  aber  a l te r  

Mann ,  der  s chon  fün f  Jahre  n i ch ts  gearbe i te t  hat te  und  s i ch  

jeden fa l l s  n i ch t  v ie l  zu trauen  dur f te  ( . . . ) .  Und  d i e  a l te  Mutter  so l l t e  

nun v ie l le i cht  Geld  verd ienen ,  d i e  an  A stma l i t t ,  der  e ine  Wanderung  

durch  d i e  Wohnun g  s chon  Anstrengung  verursachte  ( . . . ) .  Und  d i e  

Schwes ter  s o l l te  Geld  verd ienen ,  d ie  noch  e in  Kind  war  mit  ihren  

s ieb zehn  Jahren ,  und  der  ihre  b isher ige  Lebensweise  so  sehr  zu  

gönnen  war,  d ie  daraus  bes tanden  hat te ,  s i ch  ne tt  zu  k l e iden ,  lange  

zu  s ch la fen  ( . . . ) . “  Gegen  Gregors  Wi l len  beginnen  aber  a l l e  

Fami l i enmi tgl ied er  zu  arbe i ten .  Der  Vater  f indet  e ine  Ste l le  a l s  

Dien er  e ines  Bankinst i tu tes .  Die  Mutter  verd i ent  e twas  Geld  a ls  

Näher in  und  d i e  Schwester  f indet  e ine  Ste l l e  a ls  Verkäufer in .  Die  

Fami l i enmi tgl ied er  en tdecken  ihren  e igenen  Weg  zum Leben  und  

beweisen  d ami t ,  dass  s ie  ohne  d ie  f inanzi e l len  Op fer  Gregors  l eben  

können .  

  In  d en  ers ten  v ie rzehn  Tagen  können es  d i e  E l te rn  n icht  über  s i ch  
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br ingen ,  Gregor  in  se inem Zimmer  au fzusehen.  Die  Mutter  wi l l  

verhäl tn ismäßig  ba ld  Gregor  besuchen .  Gregor  denkt  auch ,  „daß  es  

vie l le i cht  doch  gut  wäre ,  wenn  d ie  Mutter  here inkä me ,  n i cht  jeden  

Tag  natür l i ch ,  aber  v ie l le i ch t  e inmal  in  d er  Woche ( . . . ) “ .  Der  Wunsch  

Gregors ,  d ie  Mutter  zu  sehen ,  geht  ba ld  in  E rfü l lung .  Die  Schwes ter  

bemerkt ,  dass  Gregor  kreuz  und  quer  an  d en  Wänd en und  an  der  

Decke  se ines  Z immers  herumkriecht ,  und  s ie  wi l l  d ie  Möbel  

wegschaf fen ,  um ihm „das  Kriechen  in  größtem Ausmaße“  zu  

ermögl i chen .  Das  kann d i e  Schwest er  aber  n i ch t  a l le in  tun .  So  b le ib t  

ihr  n i ch ts  and eres  übr ig ,  a l s  d ie  Mutter  zu  ho l en .  Schon  nach  

vierte ls tündiger  A rbei t  sagt  d ie  Mutter :  „ ( . . . )  und  i s t  es  n i cht  s o ,  a l s  

ob  wi r  durch  d ie  Entfernung  der  Möbel  ze ig ten ,  daß  wir  jede  

Ho f fnung  auf  Besserung  aufgeben  und  ihn  rücks ichts l os  s i ch  se lbs t  

über lassen?  I ch  g laube ,  es  wäre  das  beste ,  w ir  suchen  d as  Z immer  

genau  in  dem Zus tand  zu  e rhal ten ,  in  d em es  f rüher  war,  damit  

Gregor,  wenn  er  wieder  zu  uns  zurückkommt ,  a l le s  unverändert  

f indet  und  umso  le i chter  d ie  Zwis chenze i t  vergessen  kann . “     

  Be im Anhören  d ieser  Worte  d er  Mutter  s chre ib t  Ka fka  über  Gregor :  

„  ( . . . ) ,  daß  d er  Mangel  jeder  unmit te lbaren  menschl i ch en  Ansprache ,  

verbunden  mi t  dem e in förmigen  Leben  inmi t ten  d er  Fami l i e ,  im  

Laufe  d ieser  zwei  Monate  se inen  Vers tand  hat te  verwirren  müssen ,  

denn anders  konnte  er  es  s i ch  n ich t  e rk lären ,  daß  e r  e rns tha f t  

darnach  hat te  ver langen  können ,  daß  se in  Z immer  ausge leer t  würde .  

Hat te  e r  wirkl i ch  Lust ,  das  warme ,  mit  ererb ten  Möbeln  gemüt l i ch  

ausgestat te te  Z immer  in  e ine  Höhle  verwandeln  zu  l assen ,  in  d er  er  

dann fre i l i ch  nach  a l l en  Ri chtungen unges tör t  würd e  kr ie chen  

können ,  jedoch  auch  unter  g l e i chze i t igem,  schnel l e n ,  gänzl i chen  

Vergessen  se iner  menschl i chen  Vergangenhei t?  War  er  doch  je tzt  

schon  nahe  daran ,  zu  vergessen ,  und  nur  d i e  s e i t  langem ni cht  

gehör te  St imme der  Mutter  hat te  ihn  aufgerütte l t .  Ni chts  so l l te  

ent fe rnt  werden ;  a l les  muß b le iben ;  d ie  guten  Einwirk ungen  der  

Möbel  auf  s e inen  Zustand  konnte  e r  n i cht  entbehren ;  und  wenn  d ie  
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Möbel  ihn  h inderten ,  d as  s innlose  Herumkriechen  zu  be tre iben ,  so  

war  es  ke in  Schad en,  s ondern  e in  großer  Vorte i l . “  Es  ze igt  s i ch  an  

d ieser  Ste l le ,  dass  Gregor  –  im  Gegensatz  zu  Raba n  –  im  Kreis  se iner  

Famil i e  b l e iben  wi l l .  Man  könnte  „Herumkriechen“  a ls  Tät i gkei t  

se ines  e i gent l i chen  I chs  und  „Möbel “  a l s  Symbol  für  d as  

Zusammenleben  mi t  d er  Fami l i e  be trachten .  Gregor  sehnt  s i ch  mehr  

nach  der  menschl i chen  Gemeinscha f t  a l s  nach  se inem e igent l i chen  

Ich .  Die  zwei  Monate ,  in  d enen  es  an  der  „unmit te lbaren  

menschl i chen  Ansp rache“  mangel t ,  könnten  der  Ze i tpunkt  gewesen  

se in ,  wo  Ka fka  in  E kstase  A merika  (Der  Vers chol lene )  nach  d em 

Urte i l  s chre ibt .   

Be im Eintr i t t  ins  Z immer  e rb l i ckt  d ie  Mutter  Gregor,  der  s i ch  f es t  

an  d as  Bi ld  der  in  lauter  Pe lzwerk  gekle ide ten  Dame  klammert ,  um 

es  zu  re tten ,  und  s ie  fä l l t  in  Ohnmacht .  Die  Schwester  läu f t  ins  

Wohnzimmer,  um i rgendeine  Essenz  zu  ho len ,  mit  der  s i e  d ie  Mutter  

aus  ihrer  Ohnmacht  erwecken  kann .  Auch  Gregor  ver lässt  s e in  

Z immer,  um der  Schwes ter  i rgend einen  Rat  zu  geben .  Er  b l e ib t  im 

Wohnzimmer,  b i s  der  Vater  nach  Hause  zurückkommt .  Der  Vater  

ver t re ib t  se inen  Sohn  aus  dem Wohnzimmer,  ihn  mit  Äpfe ln  

bewer fend .  E iner  d avon  d r ingt  f örml i ch  in  Gregors  Rüc ken  e in  und  

b le ib t  a ls  „s i ch tbares  Andenken “  im Fle isch  s i t zen .  Der  Vater  

ver le tz t  d en  Sohn schwer.  Wie  im Urte i l  verursacht  in  der  

Verwandlung  d er  Vater  mi t te lbar  den  Tod  Gregors .  

E ines  Abends ,  a l s  d ie  Schwes ter  Gre te  n ach  dem Abendesse n  

Vio l ine  sp ie l t ,  k r ie cht  der  Kä fer  wied er  ins  Wohnzimmer,  von  ihrem 

Spie l  angezogen :  „War  er  e in  Tier,  da  ihn  Musik  so  ergr i f f ?  Ihm war,  

als  ze i ge  s i ch  ihm der  Weg  zu  der  e rsehnten  unbekannten  

Nahrung. “  W. Heldmann d eute t  „Musik  der  Schwes ter“  a ls  das  

Verbindend e  zwischen  B rud er  und  Schwes ter,  das  Medium d es  

Mitmenschl i chen .  Was  aber  Gregor  wi rkl i ch  sucht ,  i s t  d i e  Schwester  

se lbs t ,  d ie  d ie  Musik  verkörp er t .  Gregor  mal t  s i ch  das  g lückl i che  

Zusammenleben  mit  d er  ge l iebten  Schwes ter  aus :  „Er  war  
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ents chlossen ,  b i s  zur  Schwester  vorzudr ingen ,  s ie  am Rock  zu  

zupfen ( . . . ) .  Er  wol l te  s i e  n i ch t  mehr  aus  se inem Zimmer  lassen ,  

wenigs tens  n i cht ,  s o lange  er  l eb t ( . . . ) .  Gregor  würde  s i ch  b is  zu  ihrer  

Achse l  e rheben  und  ihren  Hals  küssen ,  d en  s i e ,  se i tdem s ie  ins  

Geschä ft  g ing ,  f re i  ohne  Band  oder  Kragen  trug . “  In  d er  E rzäh lung 

s teht  d i e  Schwester  a ls  e inziges  Fami l i eng l ied  ihm nahe .  Der  

Anklang  ihrer  be iden  Namen  deutet  au f  d ie  t i e fverwurze l te  

Vert rauthei t  Gre tes  mi t  Gregor  h in  und  b ie te t  außerdem d ie  

Interpretat i onsmögl i chkei t ,  Ka fka  habe  h i er  e i gene  brüder l i ch -  

schwes ter l i che  B eziehungen zur  A ndeutung  e ines  inzes tuösen  

Verhäl tn isses  verarbe i te t .  Am 15 .  Sep tember  1912  t rägt  Kafka  in  das  

Tagebuch  d i e  Nachr icht  von  der  Ver lobung  se iner  Schwester  e in  und  

fügt  h inzu :  „L iebe  zwis chen  B ruder  und  Sc hwes ter  –  d i e  

Wiederholung  der  L iebe  zwischen  Mutter  und  Vater. “   

  D ie  Schwes ter  funkt i on ier t  aber  n i cht  mehr  a ls  Vermi t t le r in ,  dem 

Bruder  d i e  fami l iä re  Verwandscha f t  sp üren  zu  lassen .  S ie  spr i ch t  das  

endgül t i ge  Urte i l :  „ I ch  wi l l  vor  d iesem Unti er  n i ch t  d en  Namen  

meines  Brud ers  aussprechen ,  und  sage  daher  b loß :  wir  müssen  

versuchen ,  es  l oszuwerden . “  Gre te  wechse l t  h ie r  das  Personal -  

pronomen  und  gebraucht  das  anonyme ,  unmensch l i che  „es “ .  D ie  

Hoffnung  Gregors  au f  d ie  Wied eraufnahme  in  den  Kre is  se iner  

Fami l i e  i s t  vergebl i ch .  E r  i s t  nun  end gül t i g  aus  der  

Fami l i engemeinschaf t  ausges toß en .  Gregor,  der  s i ch  in  den  Käfer  

verwandel t  hat  und  der  in  den  Kre is  se iner  Fami l ie  e in t re ten  wi l l ,  

wird  für  s e ine  Fami l ie  zu  e iner  B elas tung ,  zu  e inem „ungeheueren  

Ungezie fe r “ ,  zu  e inem „Mis tkä fer “ ,  w ie  s i ch  d i e  Bed iener in  

ausdrückt .   

  Der  Tod  Gregors  wird  so  geschi lder t :  „An  se ine  Fami l ie  dachte  er  

mit  Rührung  und  Liebe  zurück .  Se ine  Meinung  darüber,  d aß  er  

verschwinden  müsse ,  war  womögl i ch  noch  ents chied ener,  a l s  d ie  

se iner  Schwes ter.  In  d i esem Zus tand  l eeren  und  fr i ed l i chen  

Nachdenkens  b l i eb  er,  b i s  d ie  Turmuhr  d i e  d r i t te  Morgenstund e  
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sch lug .  Den Anfang  des  a l l gemeinen  Hel le rwerdens  d rauß en vor  dem 

Fenster  er leb te  e r  noch .  Dann  sank se in  Kop f  ohne  se inen  Wi l len  

gänzl i ch  n ieder,  und  aus  se inen  Nüstern  s t römte  se in  le tzter  Atem 

schwach  hervor. “  Die  Erzählung sch l ießt  damit ,  dass  a l l e  dre i  

Fami l i enmi tgl ied er  d ie  Wohnung  ver lassen  und  e inen  A usf lug  ins  

Freie  machen.  Herr  und  Frau  Samsa  bemerken ,  wie  d ie  Tochter  „zu  

e inem schönen  u nd  üppigen  Mädchen“  geworden  i s t  und  d ass  s i e  s i ch  

als  ers te  e rhebt  und  ihren  jungen  Körper  reckt .  Der  Tod  Gregors  

bedeute t  zwar  für  s e ine  Fami l ie  Bef re iung ,  aber  für  Gregor  se lbs t  i s t  

se in  Tod  n ich ts  and eres  a ls  e in  Se lbstop fer,  das  e r  für  s e ine  Fami l i e  

br ingt .   

Die  E rzählung  i s t  in  d re i  Te i le  gegl i eder t .  Gegen  Sch luss  jed es  

Kapi te ls  wi l l  Gregor  –  im  Gegensatz  zu  Raban –  se in  Z immer  

ver lassen  und  in  den  Kre is  der  Fami l ie  e int re ten .  Diese  A nalogie  der  

Vorgänge  ( in  Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ )  sp ie l t  e ine  le i tmot iv i sche  R ol le .  In  j edem d er  

Vormärsche  und  Ausbruchsversuche  i s t  d ie  Mot iv ie rung immer,  

Anschluss  an  d ie  Fami l i e  zu  gewinnen ,  d ie  Iso l ie rung ,  d i e  s chon  vor  

der  Verwandlung begonnen hat ,  zu  durchbrechen .  An  anderen  Ste l l en  

der  Erzählung f ind en  wir  ähnl i che  Sch i lderungen ,  d i e  d ie  Vermutung 

bestät igen ,  dass  Gregor  Sehnsucht  nach  d er  menschl i chen  

Gemeinscha f t  ha t :  „Während  aber  Gregor  unmi tte lbar  ke ine  

Neuigkei t  er fahren  konnte ,  erhorchte  er  manches  aus  den  

Nebenzimmern ,  und  wo  er  nur  e inmal  St immen  hör te ,  l i e f  e r  g l e i ch  zu  

der  betre f fenden  Tür  und  drückte  s i ch  mit  ganzem Le ib  an  s i e . “  Diese  

Ste l l e  ze i gt ,  d ass  Gregors  In teresse  s tändig  auf  menschl i chen  Kre is  

ausger i chtet  i s t .  Wie  wir  gesehen  haben ,  hegt  Gregor  f re i l i ch  e in  

s tarkes  Ge fühl  der  Unzu fr i edenhei t  mi t  s e iner  Arbei t  a l s  

Handels re id ender,  doch  e r  mein t :  „ ( . . . )  das  R eisen  i s t  beschwerl i ch ,  

aber  i ch  könnte  ohne  das  Reisen  n ich t  l eben .“  Man könnte  h i er  auch  

„Reisen“  a ls  e inen  Ausdruck  se ines  s tarken  In teresses  an  der  

menschl i chen  Gemeinscha f t  und  am ständigen  Kontakt  mit  f re mden  

Leuten  be trachten .   
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  A ls  Kafka  an  Amerika  (Der  Vers chol lene )  schr ieb ,  muss te  e r  neben  

der  Arbei t  im Vers i cherungsbüro  auch  noch  zusätz l i che  A rbei t  in  d er  

Fabr ik  se ines  Vaters  und  Sch wagers  auf  s i ch  nehmen .  Dies  ges chah  

gerade  zu  d em Zei tpunkt ,  d a  e r  mit  d em Urte i l  d en  Durchbruch  zu  

se inem St i l  und  zu  se inem re i fen  d i ch ter ischen  Ausdruck  ge funden  

hat te  und  a l le  Ze i t  benöt i g te ,  um zu  schre iben .  Diese  zusätz l i che  

Bürde  war  ihm von  der  Fami l ie  au fer leg t  worden ,  und  das  

Ressent iment  g ing  t i e f .  In  d i esen  He rbs tmonaten  1912  hass te  er  

se ine  Fami l ie .  Kafka  wi rd  s i ch  wohl  damals  d en  Käfer  in  

Hochze i tsvorbere i tungen  au f  dem Lande  vorgeste l l t  haben ,  d er  im 

Bet t  a ls  s e in  e igent l i ches  I ch  l i egt ,  während  der  angekle idete  Körper  

weggesch ickt  wi rd ,  um ge fähr l i chen  Gesc hä ften  nachzugehen .  So  

setz t  Ka fka  am Anfang d er  Erzährung  se in  e i gent l i ches  I ch  

(Schre iben )  in  Form der  Käfermetapher  e in .  Und  d ann versucht  e r  d ie  

Reakt ion  des  Held en  nach  der  Verwandlung  zu  sch i ldern .  Daraus  

erg ib t  s i ch ,  dass  Gregor  v ie lmehr  in  der  Fami l ie  b l e iben  wi l l .  

Ka fka  s chre ib t  in  s e inem Tagebuch  am 21 .  August  1913 :  „ I ch  b in  

n icht  nur  durch  meine  äußer l i chen  Verhäl tn is se ,  s ondern  noch  v i e l  

mehr  durch  mein  e i gent l i ches  Wesen  e in  vers chlossener,  

s chweigsamer,  ungese l l i ger,  unzu fr iedener  Mensch  ( . . . ) .  Nun,  i ch  lebe  

in  meiner  Fami l i e ,  unter  den  bes ten  und  l i ebevo l l s ten  Menschen ,  

f r emder  a ls  e in  Fremder.  ( . . . )  Für  Fami l ien leben  feh l t  mi r  dabei  j eder  

Sinn ,  außer  d em d es  Beobachters  im besten  Fa l l . “  „Schre iben“ ,  das  

Ka fka  se lber  „Gekri t ze l “  oder  „Schre ibe n  a ls  Form d es  

Gebetes “  nannte ,  war  für  ihn ,  dem von  Geburt  an  d er  Sinn  für  d ie  

Gemeinscha f t  feh l te ,  e in  Ausweg ,  um zu  über leben .  We i l  Ka fka  von  

der  Sinn  f eh l te ,  sehnte  s i ch  e r  s o  nach  der  Gemeinscha f t .  „Samsa i s t  

nicht  rest l os  Ka fka .  Die  Verwandlung  i s t  k e in  Bekenntnis ,  obwohl  es  

–  im  gewissen  Sinne  –  e ine  Ind iskre t ion  i s t “ ,  sagt  Kafka  in  e inem 

Gesp räch  mi t  Janouch .  E r  sch i ld er t  o f fens i ch t l i ch  in  der  

Verwandlung  se ine  n i e  zu  rea l i s i erend e  Sehnsucht  nach  der  

menschl i chen  Gemeinschaf t .  Das  i s t  meiner  Meinung  nach  d as  
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zentra le  Mot iv  der  Erzäh lung .  

Am 11 .  Apr i l  1913  s ch lägt  Ka fka  dem Ver leger  vor,  d ie  Verwandlung  

zusammen  mi t  dem Heizer  und  dem Urte i l  in  e inem mi t  Söhne  zu  

bet i t e lnden  Sammelband  herauszubr ingen :  „Der  Hei zer,  d i e  

Verwandlung  ( . . . )  und  das  Urte i l  gehören  äußer l i ch  und  inner l i ch  

zusammen,  es  bes teht  zwischen  ihnen  e ine  o f f enbare  und  noch  mehr  

e ine  gehe ime  Verbindung ,  au f  deren  Dars te l lung  durch  

Zusammenhang  in  e inem etwa  Die  Söhne  be t i te l ten  Buch  i ch  n ich t  

verz i ch ten  möchte . “  Der  Hei zer ,  wie  Ka fka  d as  ers te  Kapi te l  von  

Amerika  (Der  Vers chol l ene )  be t i te l t ,  ents teht  zwis chen  dem Urte i l  

und  der  Verwandlung .  Wie  Max  B rod  in  se inem Nachwort  schre ibt ,  

hat  Kafka  se lbst  d iesen  Roman  für  „ho f fnungs f reudiger  und  

l i ch ter “  gehal ten  a ls  a l l es ,  was  e r  sonst  gesch r ieben  habe .  Ka fka  

sch i ldert  im He izer  „d ie  Jugend ,  vo l l  Sonne  und  Liebe . “  Und  d ann 

gel ingt  es  ihm,  zur  Fre ihe i t  des  e i gent l i chen  Schre ibens  zu  kommen .  

Bei  genauer  B atrachtung und  Gegenübers te l lung  der  be id en  Held en  –  

Kar l  Roß mann  im Hei zer  und  Gregor  Sams a  in  der  Verwandlung  –  

vers teht  man  erst  d ie  Ambiva lenz  Ka fkas ,  se ine  Si tuat ion  im Herbst  

1912 ,  s e in  Hin -  un d  Herp endeln  zwis chen  se inem e ig ent l i chen  Ich  

(Schre iben )  und  se iner  Sehnsucht  nach  der  menschl i chen  

Gemeinscha f t .  

 

Ka fka  beg innt  mit  d er  N iederschr i f t  des  Prozesses  im August  1914 .  

Der  ers te  Satz  d es  Romans  lautet :  „Jemand mußte  Jose f  K .  

ver leumdet  haben ,  denn ohne  daß  er  e twas  Böses  getan  hätte ,  wurde  

er  e ines  Morgens  verha f te t . “  Jose f  K .  wird  am Morgen  se ines  

dre iß igsten  Geburts tags  verh a f te t ,  s o  wie  auch  Gregor  Samsa in  d er  

Verwandlug  „e ines  Morgens “  verwan de l t  f inde t .  In  e iner  gest r i chenen  

Ste l l e  wird  ausdrückl i ch  au f  d i esen  „ r i skantes ten  A ugenbl i ck “  beim 

Erwachen  aus  dem Schla f  h ingewiesen .  Sie  wurde  wahrschein l i ch  

ges tr i chen ,  um I rr tümern  vorzub eugen ,  a ls  hand ele  es  s i ch  be i  d em 

ganzen  Roman um unverbind l i che  Traumvis ionen ,  ähn l i ch  wie  es  von  
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der  Verwandlung Gregors  in  e inen  Käfer  he iß t :  „Es  war  ke in  Traum“ .  

Kafka  hat  durchgehend  fas t  a l l e  auf  b loße  Träume deutend en  

Ausführungen  aus  dem Roman  her ausgenommen ,  so  das  groß ar t i ge  

Stück  Ein  Traum  und  e inen  Traum in  dem Fragment  Das  Haus .  

Im Prozeß  wi rd  d ie  Schu ld  Jose f  K .s  n i e  genannt ,  wie  auch  von  den  

Gründ en  der  Verwan dlung  Gregors  n ie  d ie  Red e  i s t .  E .  Canet t i  weis t  

darau f  h in ,  dass  d er  Prozeß  aus  de m Verhäl tn is  mi t  Fe l i ce  Bauer  

ents tand en i s t :  „Zwei  ents che idende  Ere igni sse  in  Kafkas  Leben ,  d ie  

er  s i ch  nach  se iner  Art  besonders  pr i va t  gewünscht  hätte ,  hat ten  s i ch  

in  pe in l i chs ter  Öf fent l i chkei t  abgesp i e l t :  d ie  o f f i z i e l l e  Ver lobung  in  

der  Wohnung d er  F ami l ie  Bauer  am 1 .  Juni ,  und  sechs  Wochen danach  

am 12 .  Ju l i  1914  das  <Geri cht>  im Askan ischen  Hof ,  das  zur  

Ent lobung  führte .  Es  läß t  s i ch  ze igen ,  daß  der  emot ionale  Geha l t  

be ider  E re ignisse  unmit te lar  in  den  Prozeß  e ing ing ,  mit  dessen  

Nieders chr i f t  e r  im August  begann .  Die  Ver lobung  i s t  zur  Verha f tung  

im ers ten  Kap i te l  geworden ,  das  <Ger i cht>  f indet  s i ch  a ls  Exekut i on  

im  le tzten .“  Kafka  beschre ibt  se i n  Gefühl  nach  d er  Ver lobung  in  

se inem Tagebuch :  „Aus  Ber l in  zurück .  War  gebunden wie  e in  

Verbrecher.  Hät te  man  mich  mi t  wirk l i chen  Ket ten  in  e inen  Winkel  

gesetz t  und  Gendarmen  vor  mich  ges te l l t  und  mich  nur  au f  d i ese  

Weise  zuschauen  lassen ,  es  wäre  n ich t  ä rger  ge wesen .  Und  das  war  

meine  Ver l obung( . . . ) . “    

Ka fka  füh l te  damals  s e in  Schre iben  d urch  d ie  Ehe  ge fährd et  und 

beabs ich t i gt  wohl ,  Jose f  K . ,  der  dem Kreis  d er  menschl i chen  

Gemeinscha f t  ver fa l len  i s t ,  durch  d i e  Verha f tung  zur  R ückkehr  zu  

se inem e igent l i chen  I ch  (Schre iben)  zu  bewegen .  Der  Autor  erklärt  

den  Unte rs chied  zwischen  Kar l  Roß mann  in  A merika  (Der  

Verschol lene )  und  Jose f  K .  in  dem Sinne ,  dass  der  e rs te  „der  

Schu ld lose “ ,  der  zwei te  „der  Schuld ige “  se i .  Nach  W.  Emri chs  

Auffassung i s t  K .  im Gegensatz  zu  Roßmann vö l l i g  der  Sphäre  des  

„Man“  ver fa l l en .  Er  repäsent i er t  d en  D urchschn i t tsbürger  d er  

modernen  Gese l l s chaf t .  Eben  darum is t  er  schuld ig ,  ohne  es  zu  
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wissen .  Frau  Grubach ,  d ie  Vermieter in ,  mein t  über  d ie  Verha ftung  

Jose f  K .s :  „Si e  s ind  zwar  verha ftet ,  aber  n ich t  so  wie  e in  Dieb  

verha ftet  wird .  Wenn  man  wie  e in  Dieb  verha fte t  wird ,  so  i s t  es  

sch l imm,  aber  d iese  Verhaf tung  － .  Es  kommt  mir  wie  e twas  

Gelehr tes  vor  ( . . . ) . “  Was  d i e  Struktur  d es  R omans  be tr i f f t ,  so  i s t  der  

Prozeß  mi t  dem Urte i l  verwand t .  Bezüg l i ch  der  Kapi te lanordnung  i s t  

M.  Brod  auf  s e in  „Gefühl “  angewiesen .  Deshalb  wird  d ie  ph i lo log is che  

Problematik  au fgeworfen .  Aber  im Prozeß  s ind  Anfang  und  Schluss  

vom Autor  deut l i ch  gegeben ,  und  d ie  A nordnung vom zwei ten  b is  zum  

neunten  Kapi te l  üb t  d i rekt  ke inen  E inf luss  au f  d ie  Interpreta t i on  des  

Romans  aus .  

Im Dom Kapi te l  e rzähl t  e in  Geis t l i cher  Jose f  K.  e i ne  Parabel .  E in  

Mann vom Land e  kommt zu  e inem Türhüter  vor  dem Gesetz  und  b i t te t  

um Einlass .  Der  Türhüter  antwor te t ,  d ass  er  ihm d en  Ein tr i t t  j e t zt  

n i cht ,  aber  v ie l l e i cht  später  gewähren  könne .  Der  Mann  ents chl i eßt  

s i ch  zu  warten ,  b i s  er  d ie  Er laubnis  zum Eintr i t t  be kommt und  s i t z t  

vor  dem Gesetz  Tage  und  Jahre .  Schl ieß l i ch  wird  se in  Augenl i ch t  

schwach .  Kurz  vor  s e inem Tod  fragt  der  Mann ,  warum niemand auß er  

ihm Einlass  ver langt  habe ,  obwoh l  a l l e  doch  n ach  d em Gesetz  s treben .  

Der  Türhüter  erkennt ,  dass  der  Mann  s chon  se in em Tod  nahe  i s t  und  

te i l t  ihm mit :  „Hier  konnte  n i emand sons t  E in laß  erha l ten ,  d enn  

dieser  Ein gang  war  nur  für  d i ch  best immt. “  Die  Türhütergeschi ch te  

i s t  n i ch t  nur  e ine  d er  berühmtes ten  E rzählungen  Kafkas ,  sondern  s i e  

war  d em Autor  auch  e ine  der  l i ebsten .  Er  nahm s ie  aus  d em Kontext  

des  Kapi te ls  heraus  und  nannte  s ie  < Vor  d em Gesetz> .  A l le  

Interpreten  s ind  s i ch  darüber  e in ig ,  d ass  d ieser  Text  das  Kernstück  

des  Romans  i s t ,  e ine  Schlüsse ls te l l e  zur  Deutung  von  Kafkas  

Gesamtwerk .  

  Am Vorabend  se ines  e inunddre iß igs ten  Geburts tag es  kommen  zwei  

Herren  in  K .s  Wohnung .  K .  s i t zt ,  s chwarz  gekle id et ,  bere i t ,  ihnen  zu  

fo l gen .  A l l e  dre i  z i ehen  in  vo l l em Einverständnis  über  e ine  B rücke .  

Ka fka  setz t  an  analoger  Ste l le  wie  im Urte i l  das  Symbol  „Brücke “  für  
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e inen  Übergang  e in .  K .  weiß  genau ,  dass  es  se ine  P f l i cht  i s t ,  das  

Messer  se lbs t  zu  fassen  und  in  s i ch  h ine inzubohren .  Aber  er  tu t  es  

n i cht .  Der  Tod  Jose f  K . s  g l e i ch t  in  d er  Hins i cht ,  dass  er  se ine  Schuld  

erkennt ,  d em Tod  Georgs  im Urte i l .  Der  Unters chied  zw ischen  den  

be iden  Helden  i s t  der,  dass  K .  n i ch t  f r e iwi l l i g  Se lbs tmord  begeht .  W.  

H.  Sokel  beweis t  anhand  des  Unters chieds  zwischen  den  f rüheren  

Helden  und  Jose f  K .  fo lgendes :  „K .  e rb l i ck t  n i ch ts ,  was  e r  sühnen  

oder  wo für  er  s i ch  op fern  so l l t e .  E r  s ieht  zwa r  d i e  Pf l i cht ,  aber  

keinen  Grund  zu  s terben .  Die  Todesp f l i cht  i s t  l eere  Form geworden .“    

Am Vorabend  se ines  e inundd re iß igs ten  Geburts tages  en tsch l ieß t  

s i ch  Kafka ,  nach  B er l in  zu  fahren ,  um das  Ver löbnis  mi t  Fe l i ce  zu  

lösen .  E r  s chre ib t  nach  se iner  Ent lobu ng  in  se inem Tagebuch :  „Je tzt  

bekomme i ch  den  Lohn d es  Al le inse ins .  Es  i s t  a l le rd ings  kaum e in  

Lohn,  A l le inse in  br ingt  nur  Stra fen .  ( . . . )  Aber  schre iben  werde  i ch  

trotz  a l ledem,  unbed ingt ,  es  i s t  mein  Kamp f  um d ie  

Selbsterhal tung . “  Ka fka ,  der  durch  se ine  Ver l obung  dem Krei s  der  

menschl i chen  Gemeinschaf t  ver fa l len  i s t  und  dessen  Produkt iv i tä t  

l e ide t ,  durch  se ine  Ent lobung  zwar  d ie  Verantwor tung  für  s i ch  se lbs t  

–  se in  Schre iben  –  übernimmt ,  aber  g le i chze i t i g  bedeutet  d as  d ie  

Verantwor tungs los i gke i t  g egenüber  der  Wel t  –  Fe l i ce  i s t  ih re  

„Repräsent in “ .  Ka fka  sagt  e inmal  in  e inem Gesp räch  mi t  Janouch :  

„ Im A ugenbl i ck  d er  L iebe  wi rd  der  Mensch  n i cht  nur  für  s i ch ,  sond ern  

auch  für  den  anderen  Menschen  verantwor t l i ch . “  

  Kafka  bes t immt  im Urte i l  Georg  Bendemann  a ls  da s  d er  

menschl i chen  Gemeinscha f t  ver fa l lene  und  den  Freund  in  Russ land  

a ls  das  s chr i f ts te l l er i s che  Dase in ,  und  er  en ts cheide t  s i ch  für  se in  

Schr i f ts te l le rse in .  Aber  i m Prozeß  wi l l  s i ch  Kafka  n ich t  gegen  d ie  

menschl i che  Gemeinscha ft  entsche iden ,  sond ern  vers ucht  „die  be iden  

Elemente “  zu  vere in igen .  Aber  es  kann ihm unter  ke inen  Umständ en 

ge l ingen .  E r schre ibt  in  se inem Tagebuch  am 9 .  Februar  1915 :  „Wenn 

s i ch  d i e  be id en  Elemente  –  am ausgep rägtesten  im He izer  und  in  d er  

Stra fko lon ie  –  n i ch t  vere in igen ,  b in  i ch  am Ende .  I s t  aber  für  d iese  
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Verein igung  Auss i cht  vorhanden? “  

  Der  Prozeß  end et  mit  den  Worten :  „<Wie  e in  Hund!> ,  sagte  er,  es  

war,  a l s  s o l l te  d i e  Scham ihn  über leben . “  Die  Frage  i s t  ö f te r  ges te l l t  

worden ,  was  mi t  dem Schluss satz  des  Romans  gemeint  i s t  un d  worauf  

s i ch  d ie  „Scham“  bezieh t ,  d ie  K .  s che inbar  über l eben  so l l t e .  Im Brie f  

an  d en  Vater  deute t  Ka fka  d en  le tzten  Sat z  d es  Prozesses :  „ Ich  hat te  

vor  Dir  das  Se lbstver trauen  ver loren ,  da für  e in  grenzenloses  

Schu ldbewußtse in  e inge taucht .  ( In  Er innerung  an  d iese  

Grenzenlos igkei t  s chr i eb  i ch  von  jemandem e inmal  r i cht ig :  Er  

fürchte t ,  d i e  Scham werde  ihn  noch  über l eben . ) “  Ähnl i ch  e rklär t  e r  

s i ch  auch  gegenüber  Janouch :  „Nich ts  haf te te  so  f es t  in  der  See le  wie  

e in  unbegründetes  Schu ldgefüh l ,  denn man  kann  es  –  da  es  eben  

ke inen  rea l en  Grund  hat  –  durch  ke ine  Reue  und  ke ine  

Wiedergutmachung  bese i t i gen . “  

Das  Schuldbewuss tse in  Kafkas  beruht  au f  dem Ge fühl  d er  

Unvol l s tändigkei t  s e iner  e igenen  E xis tenz .  Ihm i s t  e twas  

ver lorengegangen ,  das  zu  se inem ursprüngl i chen  Wes en ,  zu  se iner  

Ganzhei t  gehört .  A l le  Dinge ,  d ie  ihn  beschä f t i gen ,  fa l len  ihm „n i cht  

von  der  Wurze l  aus  e in ,  sondern  ers t  i rgendwo gegen  ihre  Mi tte “ .  

Schu ldge fühl  emp f indet  der  Mensch ,  wenn  er  e twas  n ich t  hät te  tun  

so l len ,  aber  Schamge füh l ,  wenn  ihm von  Natu r  aus  etwas  f eh l t .  

Darum i s t  d as  Schamgefühl  ursprüng l i cher  a ls  das  Schuldge fühl .  

Fo lgende  Passage  aus  der  E thik  D.  B onhoe f fe rs  tr i f f t  h i er  zu :  „Si e  

(d ie  Scham)  i s t  d ie  n i ch t  zu  bese i t i gende  Er innerung  des  Menschen  

an  se ine  Entzweiung  und  das  ohnmächt ige  Ver langen ,  s ie  rückgängig  

zu  machen . “   

Ka fka  schre ib t  im  November  1917  an  Max  Brod :  „ I ch  habe  in  der  

Stadt ,  in  d er  Fami l i e ,  dem Beruf ,  der  Gese l l s cha ft ,  der  

L iebesbeziehung  ( . . . ) ,  der  bestehenden  oder  zu  ers trebenden  

Volksgemeinscha ft ,  in  dem al l en  habe  i ch  mich  n ich t  bewährt  und  

d ies  in  so l cher  Weise ,  wie  es  –  h i er  habe  i ch  s char f  beobachtet  –  

n iemand em r ings  um mich  geschehen i s t .  ( . . . )  Was  mir  nun 
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bevors tand ,  war  ( . . . )  e in  e l endes  Leben ,  e l ender  Tod .  <E s  war,  a l s  

so l l te  d ie  Scham ihn  über leben >  i s t  e twa d as  Schlußwort  des  

Prozeßromans .  ( . . . )  Du  kanns t  das  Wid ers trebende  zusammenhal ten ,  

i ch  n i cht  oder  wenigstens  noch  n ich t . “  Im Schlusskapi te l  mein t  Jose f  

K. :  „Vol l s tändig  konnte  e r  s i ch  n i ch t  bewähren ,  a l le  Arbe i t  den  

Behörden  n icht  abnehmen ,  d ie  Verantwor tu ng  für  d iesen  le tz ten  

Fehler  trug  der,  d er  ihm den  Res t  d er  dazu  nöt igen  Kraf t  versagt  

hat te . “  Kafka  d rückt  das  Gefüh l  gegen  se ine  Entzweiung  mi t  dem 

Widers trebend en  mit  dem Wort  „Scham“  am Schluss  des  R omans  aus .  

 

  D ie  meis ten  Landa rz t -Erzählungen s tamme n  aus  d en  Jahren  

1916 -1917 ,  in  denen  Kafka  kle ine  Prosastücke  konzip i er t .  Zu  d iesem 

Zei tpunkt  s chr i eb  e r  nachts  in  e inem kle inen  Haus  der  Prager  

Alch imis tengasse .  Die  Erzählung  Ein  Land arzt ,  d i e  a ls  Ti te l -  

ges chich te  d er  Sammlung  von  Kafka  se lbs t  verö f fen t l i cht  wurd e ,  

ents tand  im Januar /Februar  1917 .  Die  Geschich te  beg innt  mi t  e iner  

groß en  Ver legenhei t  des  Land arztes .  Obwohl  e in  Schwerkranker  in  

e inem zehn  Mei len  ent fe rnten  Dor f  au f  ihn  wartet ,  kann er  ihn  n icht  

aufsuchen ,  d a  se in  Pferd  d ie  Nacht  zuvor  im e is igen  Winter  verendet  

war.  Aber  d a  s tößt  d er  Landarzt  d ie  Tür  e ines  se i t  Jahren  

unbenutz ten  Schweinesta l l s  auf ,  und  p l ötz l i ch  treten  e in  

Pferdeknecht  und  zwei  P ferde  hervor.  Kaum ru ft  der  P ferdeknecht  

„Munter ! “ ,  so  wird  der  Wagen  mit  dem Arzt  f or tger i ssen  „wie  e in  Ho lz  

in  d er  Strömung“ .  Hier  wird  der  Wagenlenker  durch  d as  Unbewusste  

bzw.  das  Es  kontro l l i er t ,  wie  Freud  in  Das  Ich  und  das  Es  schre ib t :  

das  Ich  „g le i ch t  s o  im Verhä l tn is  zum Es  dem Rei te r,  der  d ie  

über l egene  Kra f t  des  Pferd es  zügen  so l l ,  ( . . . ) .  Wie  dem Rei ter,  wi l l  er  

s i ch  n ich t  vom P ferd  t rennen ,  o f t  n i ch ts  anderes  übr ig  b l e ibt ,  a l s  es  

dahin  zu  führen ,  wohin  es  gehen  wi l l ,  so  p f legt  auch  das  I ch  den  

Wi l len  d es  Es  in  Handlung  umzusetzen ,  a l s  ob  es  der  e igene  

wäre . “  Die  den  Wagen z iehenden  „un ird ischen  Pferde “  wei sen  au f  d ie  

Insp ira t ionsque l len  für  das  Schre iben  h in .  Die  ers te  Häl f te  des  
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Landarztes  be inha l te t  d en  Ents tehungs prozess  des  Urte i l s  im 

Sep tember  1912 .  

  Im Nu  be i  der  Fami l i e  des  Kranken angekommen,  wo  s i ch  das  

Model l  d er  Verwand lung  wied erho l t ,  en tdeckt  der  A rz t  d i e  Wunde  des  

Jungen:  „ In  se iner  rech ten  Se i te ,  in  d er  Hüf tengegend  hat  s i ch  e ine  

handte l le rgroße  Wunde au fgetan .  Rosa ,  in  v ie len  Schatt ierungen ,  

dunkel  in  der  Tie fe ,  he l lwerdend  zu  den  Ränden ,  zar tkörnig ,  mi t  

ungle i chmäßig  s i ch  au fsammelndem B lut ,  o f fen  wie  e in  Bergwerk  

obertags . ( . . . )  Würmer,  an  Stärke  und  Länge  meinem kle inen  F inger  

g le i ch ,  r os i g  aus  e i genem und  außerd em blu tbespr i t zt ,  winden  s i ch ,  

im Innern  der  Wunde fes tgehal ten ,  mit  weißen  Köp fen ,  mi t  v i e len  

Beinchen  ans  L ich t . “   

Rosa  i s t  auch  d er  Name  d es  Dienstmädchens .  Ka fka  erkennt  

deut l i ch  d i e  „rosa“  Wunde  in  j ener  Nacht ,  in  d er  er  in  e inem Zug  das  

Urte i l  n iederschr i eb .  Se ine  ers te  l i t erar ische  Geburt  hat  zugle i ch  e in  

Aufbrechen  der  Wunde zur  Folge ,  wie  e r  später  in  e inem  Br ie f  an  

Milena  ges teht :  „ In  jener  Geschich te  hängt  jeder  Satz ,  j edes  Wort ,  

j ede  –  wenn ’s  er laubt  i s t  –  Musik  mit  der  Angst  zusammen,  damals  

brach  d ie  Wunde zum ers tenmal  au f  in  e iner  langen  Nacht . “  Vi e le  

Kafkasche  Figuren  s ind  mi t  e iner  Wunde  ausges ta tte t .  Der  Vater  im 

Urte i l ,  der  s i ch  se lbst  a ls  den  „Ver treter “  d es  im russ i schen  Ex i l  

l ebend en  Freundes  von  Georg  beze i chnet ,  ha t  e ine  Narbe  am  

Oberschenkel .  Auch  Gregor  hat  e ine  schwer e  Verwundung ,  d i e  ihm 

der  Vater  durch  den  Wur f  mi t  dem Ap fe l  zuge fügt  hat .  D iese  Wunde  

symbol i s ier t  Kafkas  ex is tenzi e l l e  „Angs t “ ,  d i e  be i  ihm au f  

Unvol lkommenhei t  und  daraus  resul t ie rendem Schuldbewuss tse in  

beruht .  

Der  Arzt ,  der  end los  „nackt ,  dem Froste  d i eses  unglückse l i gen  

Zei ta l ters  ausgesetzt ,  mit  i rd is chem Wagen ,  un ird isch en  

Pferden“  umheri rr t ,  be f indet  s i ch  in  d er  Si tuat ion  Jose f  K .s ,  den  d i e  

Scham über l eben  so l l te .  Mi t  d em Landarzt  versucht  Ka fka ,  d i e  

Umrisse  se ines  b isher igen  Lebens  nachzuziehen .  Hier  ge l ingt  es  ihm 
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d ie  Wel t  wie  e in  Gedi cht  ins  R eine  zu  heben .  Daher  hat  e r  der  

Erzäh lung  e ine  „ ze i twei l i ge  Be f r ied igung“  abgewonnen.  

  E in  Ber i ch t  für  e ine  Akademie ,  der  d ie  Landarzt -Sammlung 

abschl ieß t ,  en ts tand  im Apri l  1917 .  In  d ieser  E rzählung  ber i ch te t  e in  

ehemal iger  A f fe ,  Rotpe ter,  au f  Wunsch  e iner  Akademie ,  wie  e s  ihm 

ge lang ,  s i ch  e ine  menschl i che  Lebenswei se  anzueignen .  Es  handel t  

s i ch  h i er  den  Übergang  vom Tier -  zum Menschse in .  Die  Er innerung  

des  A f fen  beginnt  mi t  s e inem Erwachen  in  e inem Käf ig  im 

Zwis chendeck  d es  Hagenbeckschen  Dampfers .  Man  sperr t  ihn  in  den  

kle inen  Gi t te rkäf i g ,  in  dem er  wed er  au frecht  s tehen  noch  s i ch  

n iederse tzen  kann .  Von  1915  an  taucht  d ie  Metaphor ik  des  Kä f i gs ,  

der  Ze l l e  und  d es  Ge fangense ins  a l s  e in  s tets  wied erkehrend er  

Symbo lkomplex  au f .  Zu  d i esen  Räumen,  in  d enen  Dunke lhe i t  und  

Düstern is  her rschen ,  gehören  der  Kä f ig  d es  Hungerküns t le rs  oder  

das  Z immer,  in  d em Gregor  e ingesperr t  b l e ib t .  Auch  der  Jäger  

Gracchus  schwebt  im Ho lzkä f i g  an  d er  Grenze  zwi schen  Diesse i ts  und  

Jense i ts .  Der  Kä f i g  d ien t  be i  Ka fka  n icht  nur  dem Ge fangense in ,  

sondern  auch  dem Geschüt zse in .  Für  Gregor  g ibt  es  d ie  kr i echend e  

Fre ihe i t ,  in  der  e r  fern  vom Boden ,  auf  dem d ie  Menschen  leben ,  

atmen  kann .  Die  Si tuat ion  d es  A f fen  im Käf ig  kennze ichnet  s i ch  a ls  

d ie  räuml i ch  am meis ten  e ingeschränkte .  Der  B er i ch t  gre i f t  d ie  

menschl i ch e  Gemeinscha f t  fundamental er  an ,  a l s  d ies  in  d er  

Verwandlung  gesch ieht .     

  Ro tpe ter  wird  an  d er  Goldküs te  durch  zwei  Schüsse  verwund er t .  

Der  e ine  Schuss  h inter läss t  „ e ine  große  ausras i er te  rote  Narbe“  auf  

der  Wange ,  wegen  der  e r  den  Namen  „Rotpeter “  träg t .  Der  and ere  

Schuss  t r i f f t  ihn  „unterhalb  d er  Hüfte“ .  An  d ie se  Wunde  vererb t  s i ch  

o f fens ich t l i ch  d ie  unhei lbare  Wunde  im Landarzt .  Im engen  Käf i g  i s t  

Rotpe ter  zum ers tenmal  in  se inem Leben  ohne  Ausweg .  Der  Af fe ,  d e r  

ke inen  Ausweg  hat ,  muss  s i ch  ihn  vers ch a f fen ,  um zu  über leben .  De r  

Ber i ch t  unters cheidet  mehrfach  d en  mög l i chen  „Ausweg“  aus  der  

Gefangenscha f t  von  d er  ver lo renen  „Fre ihe i t “ :  „ I ch  sage  abs i ch t l i ch  
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n icht  Fre ihe i t .  I ch  meine  n ich t  d ieses  groß e  Gefüh l  d er  Fre ihe i t  nach  

a l len  Se i ten .  A ls  A f fe  kannt e  i ch  es  v ie l l e i ch t  und  i ch  habe  Mensche n  

kennen  ge l ern t ,  d i e  s i ch  danach  sehnen.  Was  mich  aber  anlangt ,  

ver langte  i ch  Fre ihe i t  weder  damals  noch  heute .  N ebenbei :  mi t  

Fre ihe i t  be trügt  man  s i ch  unter  Menschen  a l l zuo f t .  Und  so  wie  d ie  

Fre ihe i t  zu  den  erhaben s ten  Ge fühlen  zähl t ,  s o  auch  d ie  

entsp rechende  Täuschung  zu  den  erhabensten . “  

Aus  der  Perspekt ive  des  A f fen  i s t  d i e  Menschenwel t  nur  e in  groß er  

Z irkus  vo l ler  I l lus i onen  und  T äuschungen .  Die  Menschen  erschein en  

ihm al le  g le i ch förmig  und  aus tauschbar.  Ka fka  kr i t i s ie rt  mi t  e iner  

zugesp i tzen  Sat i re  den  Menschen :  „Wohlgeborgen  in  der  Herde  

marschier t  man  d urch  d ie  Straß en  der  Städ te  zur  Arbei t ,  zum 

Futter trog ,  und  zum Vergnügen .  Es  i s t  e in  genau  angezi rke l tes  Leben  

wie  in  der  Kanzle i .  E s  g ibt  ke ine  Wunder,  s onde rn  nur  

Gebrauchsanwei sungen ,  Formulare  und  Vorschr i f t en .  Man fürchte t  

s i ch  vor  der  Fre ihe i t  und  Verantwortung .  Darum ers t i ckt  man  l i eber  

h inter  den  se lbs t  zusammengebaste l ten  Gi ttern . “  

Die  Fre ihe i t  i s t  e ines  der  höchsten  Ideale  des  Menschen ,  v ie l l e i ch t  

aber  auch  das  am s chwers ten  best immtbare .  Es  i s t  für  den  Menschen  

le i ch ter,  von  i rgendetwas  abhängig  zu  se in ,  a l s  f r e i  in  der  Wel t  zu  

leben .  Der  Mensch  f l i eht  vor  d er  Las t  der  Fre ihe i t  dadurch ,  dass  e r  

auf  s e ine  Ind iv idua l i tä t  verz i ch te t .  In  der  Ski zze  Wunsch ,  Ind ianer  

zu  werd en  i s t  d er  Sprung  in  e ine  wahre ,  abso lu te  Fre ihe i t  

beschr ieben ,  wobei  der  re i t ende  Ind ianer  Sporen ,  Zügel ,  s ch l ieß l i ch  

Pferdehal s  und  P ferdekopf  zum Verschwinden  br ingt .   

Der  A f fe  hat  zwe imal  e ine  Entscheidung zu  tre f fen .  Zunächst  wähl t  

er  s tat t  der  F lucht  in  d ie  wel twei te  See  d ie  Anp assung ,  wodurch  s i ch  

für  ihn  der  Raum wieder  erwei tert .  Der  Sturz  vom Schi f f  ins  

Wel tmeer  bedeute t  den  Weg  in  den  unumgängl i chen  Tod .  Rotpe ter  

erre i ch t  ke ineswegs  durch  Er tr inken  d i e  Rückkehr  zum Urwald .  Si ch  

zum menschl i chen  Subjekt  dress ie ren  zu  lassen  i s t  der  e inzig  

mög l i che  Ausweg .  So  beg innt  er,  d ie  Leute  nachzu ahmen.  Spucken  
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und  P fe i fe rrauchen  ge l ingen  re lat iv  l e i cht .  Die  größte  Mühe bes teht  

im Erl ernen  d es  Schnapstr inkens .  Nachdem Rotpeter  d i e  ers te  vo l l e  

F lasche  ge l eer t  hat ,  erwirbt  e r  d i e  Sprache  und  spr ingt  in  d ie  

Menschenwel t .    

  In  Hamburg  angekommen,  erö f fnen  s i ch  ihm neue  Al ternat iven :  

Zoo logis cher  Garten  oder  Var ie té .  R otpe ter  en tscheide t  s i ch  für  

Var ie té ,  wei l  zoo logischer  Garten  e ine  neue  Ar t  v on  Gi tterkä f ig  

bedeute t .  Der  A f fe  wird  zum Varie tékünst le r  und  erre i ch t  durch  e ine  

ungeheuere  Ans trengung  d ie  „ Durchschni t tsb i ldung  e ines  Europäers “ .  

Wenn er  d i e  Hosen  auszi eht ,  kann  man  „unterhalb  d er  Hüf te “  n i ch ts  

f inden  a ls  e ine  vernarbte  Ein lau fs te l le .  D ie  Hei lung  d er  Wunde  

kennzei chnet  se ine  Menschwerdung .  Durch  d en  Verzi ch t  auf  jeden  

äf f i s chen  Eigens inn  fühl t  er  s i ch  „wohler  und  e ingeschl ossener “  in  

der  Menschenwel t .  

  Ro tpe ter  suchte  l ed ig l i ch  e inen  a l te rnat iven  Weg ,  um s i ch  von  d er  

Ausweglos igkei t  d er  S i tuat ion  zu  be f re i en .  Das  Hungern  des  

Hungerküns t le rs  ents tammt  auch  e inem inner en  Mange l .  Für  den  

Künst ler,  der  in  d er  Außenwel t  ke ine  Spe ise  be f r ied igen  konnte ,  

bedeute t  das  Hungern  im Käf i g  e inen  über l ebensnotwendigen  Ausweg .  

Die  Kunst ,  d ie  Rotpe ter  durch  Nachahmung erwirbt ,  und  d ie  d es  

Hungerküns t le rs  ver lau fen  zwar  in  en tgegengesetz ter  R i chtung,  aber  

s ie  s t immen  im Wesen  übere in .  „ I ch  hatte  ke inen  Ausweg ,  mußte  mi r  

ihn  aber  verscha f fen ,  d enn  ohne  ihn  konnte  i ch  n ich t  l eben“ ,  bekennt  

er  s e ine  Überze ugung ,  d ie  Ka fka  e inmal  in  d em A phor ismus  

begründet  hat :  „Der  Mensch  kann  n i cht  l eben  ohne  e in  dauerndes  

Vert rauen  zu  e twas  Unzers törbarem in  s i ch . “  Der  Ausweg  i s t  be i  ih m  

nicht  durch  e in  Z ie l  bes t immt ,  sondern  in  e rs ter  L in ie  e in  

„Weg - von -hier “ .   

  Der  A f fe  verbr ingt  j e t z t  d i e  Ze i t  a l s  Mi tg l ied  der  Var ie té -  

vorste l lungen .  Nachts  l eb t  er  mit  e iner  k le inen  Schimpans in  

zusammen,  in  der  s i ch  das  Ä f f i sche  se ines  Wesens  widersp iege l t .  B e i  

Tag  wi l l  er  s e ine  Ge fährt in  n icht  sehen ,  denn  s i e  hat  „den  I rrs inn  d es  
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verwirr ten  d ress i e rten  Tieres  im Bl i ck“ .  Die  Af fennatur  i s t  t ro tz  

se ines  Spracherwerbs  n ich t  ganz  unterdrückt .  Der  Gege nsatz  

zwischen  t ie r i scher  Natur  und  gese l l scha ft l i ch  kontro l l i e r tem 

Bewuss tse in  b le ibt  erhal ten .  Rotpe ter  i s t  e ine  gespal tene ,  ha lbe  

Kreatur,  e r  l eb t  im „Grenzland “  zwi schen  d en  be iden  Wel ten ,  wie  

vie l e  Helden  Kafkas .  Das  ambivalente  Nebene inander  von  Al le in se i n  

und  Gemeinschaf t ssehnsucht  b i ld et  e in  zentra les  Thema se iner  

Werke .  

„Nahezu  fün f  Jahre “ ,  he ißt  es  zu  Beginn  des  im Jahre  1917  

ents tand enen  Ber i chtes ,  „ t rennen  mich  vom A f fen tum.“  Man so l l te  

nicht  außer  acht  l assen ,  dass  d i e  Gefangennahme  des  d amal igen  

Af fen  fünf  Jahre  zurückl ieg t ,  und  d as  bedeute t  das  Jahr  1912 ,  d as  

e inen  entsche idend en  Wendepunkt  in  Ka fkas  Leben  a ls  Schr i f ts te l l er  

dars te l l te .  Das  Schre iben ,  das  Ka fka  „Kamp f  um d ie  

Selbsterhal tung“  nennt ,  i s t  ze i t lebens  d ie  ihm e inzig  mögl i che  

Lebensrecht fe r t igung geworden .  In  se inem Schre ibakt  wechse ln  aber  

furchtbare  Phasen  mi t  Ze i ten  des  St i l l s chweigens .  In  se inem 

Tagebuch  vom 30 .  November  1914  no t ier t  er :  „ I ch  kann n icht  mehr  

wei terschre iben .  I ch  b in  an  der  endgül t i gen  Grenze . ( . . . )  Und  wie  

i rgendein  gänzl i ch  von  Menschen  l osge trenntes  Tier  schaukele  i ch  

schon  wieder  den  Hals  und  möchte  versuchen ,  für  d i e  Zwischenze i t  

wieder  F(e l i ce )  zu  bekommen. “  Von  1915  an  häu fen  s i ch  im Tagebuch  

d ie  wied erho l ten  Klagen  wegen  se iner  Unfähi gkei t  zu  schre iben :  

„Ende  des  Schre ibens“ ,  „vo l l s tändige  Stockung .  Endlose  Quälere ien “ ,  

„A l les  s to ckt . “  Und so  versucht  Ka fka  nun ,  in  der  menschl i che n  

Gemeinscha f t  e inen  Ausweg  zu  f ind en .  Nach  d em B ruch  von  1914  

knüpf t  e r  an  d ie  Verbindung  mit  Fe l i ce  wieder  an  und  ents chl i eßt  

s i ch  im Sommer 1916  in  Marienbad ,  kurz  nach  Kri egsende  zu  

he ira ten .  An fang  Jul i  1917  ver lob t  s i ch  Ka fka  zum zwei tenmal  mi t  

ihr.  

In  der  Ka fka -Li te ratur  wi rd  das  B esondere  des  Verhäl tn i sses  

zwischen  der  Autob iographie  und  dem Werk  mehrfach  auf -  
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ges chlüsse l t :  ta tsächl i ch  i s t  be ides  nahezu  id ent isch .  Rotpeters  

Ber i ch t  s te l l t  h ie rzu  s i cher l i ch  ke ine  A usnahme  dar.  Mi t  dem B er i ch t  

für  e ine  Akad emie  kehr t  er  noch  e inmal  zu  e iner  unmit te lbaren  

Darste l lung se ines  persönl i chen  Bi ldungsprozesses  zurü ck :  „Das  

Schre iben  versagt  s i ch  mir.  Daher  P lan  der  se lbs tb i ographischen  

Untersuchungen . “  Dies  i s t  der  Weg  Kafkas  zwischen  1915 ,  in  dem er  

den  Prozeß -Roman  endgül t i g  au fgab ,  und  1917 ,  d em Zei tpunkt  der  

Zusammenste l lung  der  Landarzt -Sammlung .  

Im Augus t  1917  kommt es  zum Ausbruch  der  Lungentuberku lose ,  

d ie  ihm aus  se inem fün f jähr igen  inner en  Kamp f  um Fel i ce  

heraush i l f t :  „ Immerfor t  suche  i ch  e ine  E rklärung  der  Krankhe i t ,  

denn se lbs t  e r jagt  habe  i ch  s ie  doch  n i cht .  Manchmal  s che int  es  mir,  

Gehi rn  und  Lunge  hät ten  s i ch  ohne  mein  Wissen  vers tändig t .  <So  

geht  es  n i ch t  wei te r>  hat  das  Geh irn  gesagt  und  nach  fün f  Jahren  hat  

s i ch  d ie  Lunge  bere i t  erklärt ,  zu  he l f en . “  An  Max  Brod  schr i eb  e r :  

„Auch  habe  i ch  es  s e lbs t  vorausgesagt .  Er innerst  Du  Dich  an  d i e  

B lutwunde  im Land arzt ?“  Ka fka  ident i f i z ie r t  se ine  Lungenwunde  mit  

der  Wunde  d es  Jungen .  Im Tagebuch  beze ichnet  e r  Fe l i ce  a l s  

„Entzündung“  der  Wunde und  nennt  se ine  Lungenwund e „Sinnbi ld  

der  Wunde ,  deren  Tie fe  Recht fer t i gung  he ißt . “  Diese  Äußerung d eutet  

darau f  h in ,  dass  Kafka  auch  durch  den  Verkehr  mi t  ih r  „ immer  wied er  

im gl e i chen  Wundkanal  au fger issen“  wurde .  

Ka fkas  Beziehung  zu  Fe l i ce  b l e ib t  nur  e in  „Verkehr  in  Br i e fen“  und  

es  kommt  n ich t  zur  He ir a t .  Üb er  s i ebenhundert  Druckse i ten  

umfassen  se ine  Br i e fe  in  d er  heute  vor l iegenden  Ausgabe .  Die  Hä l f te  

davon  s tammt aus  e iner  Ze i tpanne  von  s ieben  Monaten ,  in  denen  s i ch  

d ie  be id en  nach  ihrer  ers ten  Begegnung  n i cht  e in  e inziges  Mal  

wiedergesehen  haben .  Das  gewal t ige  Ausmaß d es  B r ie fverkehrs  i s t  

ihrer  körper l i chen  Abwesenhei t  zu  verdanken .  „Fast  5  Jahre  habe  i ch  

auf  s ie  e ingehauen“ ,  s chr i eb  er  später.  Dies  i s t  im  Land arzt  in  d er  

Szene  d er  Ver le tzung  des  Diens tmädchens ,  Rosa ,  durch  den  K necht  

dargeste l l t .  E in  Landarzt  so l l te  mi t  anderen  E rzä hlungen unter  d em  
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gemeinsamen  Ti te l  „Verantwor tung“  e rscheinen .  Di e  Land arzt -  

Sammlung  schein t  e ine  Ar t  Versuch  e iner  se lbstb iographischen  

Untersuchung  zu  se in :  d i e  Per i ode  zwis chen  1912 -1917 .  
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